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生成AI と創造性

 総合科学研究所所長　渋谷　寿

　今年度の総合科学研究所主催の大学講演会は、昨年度に引き続き、東中竜一郎氏（名古屋大学
大学院教授）に「大学におけるAI、ChatGPT の活用（仮題）」について講演していただくこと
になっています。この 年間で ChatGPT や生成 AI の能力は著しく向上しながら一般化も進ん
でおり、教育分野においても教師向けや、子ども向けの手引書まで出版されるようになっていま
す。これらの中では、特に個人情報を漏洩させないという点で注意が促されていますが、
年の朝日新聞メディア研究開発センターの調査において、ChatGPT は職業に対してジェンダー
バイアスを持っていると報告されたことがありました。このように、ChatGPT はまだ様々な課
題のある状況なのでしょうが、今や生成AI は、あらゆる場面で仕事の効率をあげるツールとし
て当たり前に使用されています。一方、将来を見据えると、AI やロボットによって人間の仕事
の半分が取って代わられるという議論もあります。その際に、人間がどのように対処すべきか、
そのために必要な能力をどのように身につけるか、という問に対する答えを見つけることが、今
後の教育上の重要な課題と言えるのではないでしょうか。
　経済協力開発機構（OECD）が 年に実施した学習到達度調査（PISA）によれば、日本（高
校 年生）は「科学的リテラシー」が 位、「読解力」が 位、「数学的リテラシー」が 位と、
分野全てが世界トップレベルだったと 年 月 日の朝日新聞に記事が掲載されました。

以前の「ゆとり教育」時代に低下したとされる学力を回復させるための教育改革が行われたこと
は、この向上の一因として挙げられるでしょう。しかしG サミットなどで、常に、「AI の能力
が高まる中、人間が学ぶべき技能は何か、人間に残るのは何か」が議論されているなかで、日本
は PISA の「創造的思考力」の調査には参加していないということです。何故なのか理由は分か
りませんが、将来の社会において、創造性などの数値には表れない能力が重要になることは間違
いないと思われます。幼児教育の世界では、最近、「非認知能力」という言葉をよく耳にするよ
うになりました。非認知能力は、数値化される認知能力と異なり、コミュニケーションスキル、
協働性、問題解決能力、自己管理能力、忍耐力などの領域に焦点を当てます。幼児期に、これら
の能力に結びつく遊び・実体験を重視することで、将来、様々な課題に創造的に取り組み、具体
的な解決方法を見い出せる力がつくと言われています。
　今後は、教育者や研究者にとっても、既成の概念に囚われない、非認知能力や創造性などを重
視した思考と活動が、意味のある研究成果に繋がると言えるのではないでしょうか。このような
視点からも、総合科学研究所の様々な企画や各機関研究、プロジェクト研究が未来の社会に貢献
できる成果を生み出していくことが期待されます。総合科学研究所の様々な事業をご理解してい
ただき、このような学際的な研究にご協力していただきますようにお願いいたします。
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Comparison of Appearance-Based Numerical Values between Picture Books 
on Nutrition Education and Million-Seller Ranking Picture Books

Tetsuya TAKAHASHI, Ikuo OGURA and Noritomo KOMADA

　食育は、小学校学習指導要領 ）の総則において、その
推進に関する記述が明示されたように、近年の教育にお
いて重要視されている。農林水産省 ）によれば、食育は
『生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基
礎となるべきものと位置付けられる』とされており、学
校教育のみならず幼児教育においても非常に重要なこと
である。さらに食育は、『様々な経験を通じて「食」に
関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生
活を実践することができる人間を育てるもの』とされて
いる ）。そのため食育は、様々な経験として食材の観察 ）、
野菜栽培 ）））、わらべうたや歌 ）、料理体験 ）））、おや
つ教室 ）、クイズ ）、あるいは絵本 ）） ）を活用したもの
など多種多様な方法が考えられていろいろな場所におい
て行なわれている。それぞれにメリットやデメリットは
あるが、絵本はほぼいつでも、ほとんど場所を選ぶこと
なく、短時間で利用できるものとしてメリットがある。
　絵本の保育における必要性は多くの研究者によって研
究されており、そのなかに絵本による発達を促す効果が
示されている ） ） ）。保育所保育指針 ）と、幼保連携型
認定こども園教育・保育要領 ）および幼稚園教育要領 ）

においては、領域「言葉」において絵本について言及さ
れている。すなわち、保育所保育指針 ）と幼保連携型認
定こども園教育・保育要領 ）では、 歳以上 歳未満児
の保育のねらいとして『絵本や物語等に親しむとともに、
言葉のやり取りを通じて身近な人と気持ちを通わせる』
と示されており、 歳以上児の保育と幼稚園教育要領 ）

では、『日常生活に必要な言葉が分かるようになるとと
もに、絵本や物語などに親しみ、言葉に対する感覚を豊
かにし、保育士等や友達と心を通わせる』と示されてい
る。そのため、これらの具体的な保育の内容として『絵
本や紙芝居に親しむとともに、簡単な言葉を繰り返した

り、模倣したりして遊ぶ』および『絵本や物語などに親
しみ、興味をもって聞き、想像する楽しさを味わう』と
説明されており、幼児の日常における絵本の重要性が示
されている。
　先にも述べたように子どもにとって食育は非常に重要
なものであるが、絵本の人気を見てみると、日本におけ
るこれまでのミリオンセラーランキング ）の 位以内
に、「食」を連想できる絵本は 冊しか入っていない。
幼児および小学生を対象として食育を行なう際、子ども
にとってより効果的な教材を選定したり作成したりする
ための基準が明確であれば多くの場面で食育に貢献でき
るが、そのような基準は見当たらない。そこで本研究で
はこれを解明することを将来的な目的の つとして、ま
ず実際に子どもや保護者が絵本を目の前にした段階に着
目して、食育に利用が可能と思われる絵本と一般的に非
常に人気が高い絵本とでは、外見的あるいは価格に違い
があるかどうかを明らかにしようとした。

　現在販売されている絵本の中から、「食」に関連する
と思われる絵本（食育絵本）を無作為に選び、 冊を
購入した。食育絵本以外の絵本はこれまで日本国内で
万部以上売り上げたミリオンセラーの絵本（人気絵

本）のランキング ）の 位から 位までをすべて購入
した。なお、人気絵本の 位以内に「食」に関係する
可能性のあるものがあった場合は食育絵本とはせずに、
ミリオンセラーであることを大きく考えて、人気絵本の
冊として調査に用いた。本研究において対象とした絵
本は表 と表 に示した通りである。

　対象とした絵本のすべてについて、ページ数、縦の長
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さ、横の長さ、面積、厚さ、重量、タイトルの文字数、
タイトル文字の最も大きい文字の縦の長さを測定し、さ
らに固有名詞を除いてタイトルにカタカナや漢字、ある
いは英文字を使用しているかどうか、および価格を調査
した。ページ数は絵本を子どもが見る部分のみ、すなわ
ち中表紙から物語の最後のページまでとし、奥付などは

除外して数えた。縦と横の長さは一般的な定規を使って
測定し、それを乗じたものを面積とした。厚さはデジタ
ル表示のできるノギスを用いて測定した。重量はアンケ
ートハガキや商品案内パンフレットなどの挿入物および
帯が付けられていた場合は取り除いて、本体のみを上皿
電子ばかりを用いて測定した。タイトルは主題の他に副

表１　調査対象とした食育絵本のタイトルと作者および出版社

タイトル 作者 出版社

いもいも ほりほり 西村敏雄 講談社

いもほり コロッケ おだしんいちろう・こばようこ 講談社

いーれーてー わたなべあや アリス館

うみのほん まつざわせいじ・ともながたろ 文化出版局

おいしいともだち たまごさんがね‥ とよたかずひこ 童心社

おこめができた！ 中川孝俊・岩間史朗 ひさかたチャイルド

おべんとうしろくま 柴田ケイコ PHP研究所

おべんとうばこのぱっくん ひらのゆきこ 教育画劇

おもち！ 石津ちひろ・村上康成 小峰書店

カレー地獄旅行 ひげラク商店 安楽雅志 パイ インターナショナル

ケーキやけました 彦坂有紀・もりといずみ 講談社

げんきいっぱいあさごはんのじゅつ のびこ 少年写真新聞社

ごはんのじかん レベッカ＝コッブ ポプラ社

スルスルスルリンウンチをだすぞ からだはすごいよ！ すみもとななみ 少年写真新聞社

だいずさんちは だいかぞく まつくらくみこ 少年写真新聞社

たべてあげる ふくべあきひろ・おおのこうへい 教育画劇

たべるのだいすき！─みんなげんき─ 吉田隆子・せべまさゆき 金の星社

ちいさな いえでのものがたり おかあさん！ 塚本やすし 冨山房インターナショナル

どーんと やさい きゃっきゃ キャベツ いわさゆうこ さく 童心社

ドンのくち こしだミカ 佼成出版社

なにになるの マカロニさん まるやま なお みらいパブリッシング

はなちゃんのみそ汁 安武信吾・千恵・はな・魚戸おさむ 講談社

バナナうんち はりまりえ・ぬまたこうたろう 文芸社

はらぺこさん やぎゅうげんいちろう 福音館書店

ポチポチのレストラン 井川 ゆり子 文溪堂

めだま めだま めだまやき 中上絵梨佳 三恵社

もったいないばあさんの いただきます 真珠まりこ 講談社

やきざかなののろい 塚本やすし ポプラ社

やさいのがっこう キャベツくん おはなになる？ なかやみわ 白泉社

ゆっくとすっく いっぱいたべたら たかてらかよ・さこももみ ひかりのくに

 売上部数のランキング順に表示してある。
 作者は文と絵および明記されていたものについては原作者を示してある。



─　　─

総合科学研究　第 号

題がある場合は副題も含めて文字数をカウントし、主題
の中で最も大きいフォントの縦の長さを測定した。価格
は税込み価格を調査した。

　測定したページ数、縦の長さ、横の長さ、面積、厚さ、
重量、タイトルの文字数、主題の文字の縦の長さ、およ
び価格は食育絵本と人気絵本のそれぞれについて、

冊の平均値 標準誤差で表し、固有名詞を除いてタイ
トルにカタカナや漢字、あるいは英文字が使われている
場合は、その冊数を 冊中の割合（％）で表した。得
られた数値について、 つの平均値間の検定は Student
のｔ検定 ）により、また つの割合（％）間の検定は
Fisher の正確確率検定 ） ）により行なった。

表２　調査対象とした人気絵本のタイトルと作者および出版社

タイトル 作者 出版社

いないいないばあ 松谷みよ子・瀬川康男 童心社

ぐりとぐら なかがわりえこ・おおむらゆりこ 福音館書店

はらぺこあおむし エリック＝カール 偕成社

しろくまちゃんのほっとけーき わかやまけん こぐま社

てぶくろ ウクライナ民話・エウゲーニー＝Ｍ＝ラチョフ 福音館書店

ねないこだれだ せなけいこ 福音館書店

おおきなかぶ ロシアの昔話・Ａ＝トルストイ 福音館書店

だるまさんが かがくいひろし ブロンズ新社

ぐりとぐらのおきゃくさま なかがわりえこ・やまわきゆりこ 福音館書店

きんぎょがにげた 五味太郎 福音館書店

じゃあじゃあびりびり まついのりこ 偕成社

三びきのやぎのがらがらどん ノルウェーの昔話・マーシャ＝ブラウン 福音館書店

ノンタンぶらんこのせて キヨノサチコ 偕成社

いないいないばああそび きむらゆういち 偕成社

からすのパンやさん かこさとし 偕成社

ノンタンおやすみなさい キヨノサチコ 偕成社

しろいうさぎとくろいうさぎ ガース＝ウィリアムズ 福音館書店

がたん ごとん がたん ごとん 安西水丸 福音館書店

ノンタン！　サンタクロースだよ キヨノサチコ 偕成社

はじめてのおつかい 筒井頼子 ･林明子 福音館書店

ウォーリーをさがせ！ マーティン＝ハンドフォード フレーベル館

ぐるんぱのようちえん 西内ミナミ ･堀内誠一 福音館書店

万回生きたねこ 佐野洋子 講談社

おしいれのぼうけん ふるたたるひ・たばたせいいち 童心社

ウォーリーのふしぎなたび マーティン＝ハンドフォード フレーベル館

しょうぼうじどうしゃ じぷた 渡辺茂男・山本忠敬 福音館書店

だるまさんと かがくいひろし ブロンズ新社

だるまさんの かがくいひろし ブロンズ新社

いいおかお 松谷みよ子・瀬川康男 童心社
 売上部数のランキング順に表示してある。
 作者は文と絵および明記されていたものについては原作者を示してある。
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　食育絵本と人気絵本のそれぞれについて、ページ数、
縦の長さ、横の長さ、面積、厚さ、重量、タイトルの文
字数、主題の文字の縦の長さ、タイトルにカタカナや漢
字もしくは英文字が使われている本の数の割合、および
価格は表 に示した。ページ数、縦および横の長さ、面
積、厚さ、重量、およびタイトルの文字数はいずれも食
育絵本と人気絵本との間に統計的有意差は認められなか
った（P> . ）。しかし、主題の文字の縦の長さは、食
育絵本では平均 mmなのに対して人気絵本では平均
mmで、食育絵本の方が人気絵本よりも有意に大きく

（P< . ）、価格は食育絵本では 円に近い価格であ
ったのに対して、人気絵本では 円をわずかに上回
る程度で、食育絵本の方が人気絵本よりも有意に高かっ
た（P< . ）。価格は ページ当たりに換算しても食育
絵本の方が人気絵本よりも高かった（P< . ）。さらに
食育絵本と人気絵本のそれぞれ 冊のなかで、タイト
ルに漢字と英文字が使われているものは 冊のみで、食
育絵本と人気絵本との間に有意な差は認められなかった
が（P> . ）、タイトルに固有名詞を除いてカタカナが
使われていたものは食育絵本では . ％であったのに対

して、人気絵本では . ％で両者の間には統計的に有意
な差が認められた（P< . ）。

　名古屋女子大学総合科学研究所の機関研究「食と健康
に関する研究」では、子どもにとってより良い食育教材
とはどのようなものかを明らかにし、効果的な教材を選
定したり作成したりすることを目標の つとして研究を
進めてきたが、本研究ではそのためのデータとして、子
どもたちにとって身近な教材である「絵本」について検
討を行なった。すなわち、子どもが絵本に出会ったとき
最初に目に入る外見的な印象や、読み進めたときの物語
の長さ、あるいは保護者等が購入しようとした場合の価
格は、食育に関連した絵本では、ミリオンセラーとなっ
ている一般的な絵本とは異なるかどうかである。その結
果、形は縦長であったり横長であったりなどの個別に見
た場合の印象の違いはあるものの、平均すると縦の長さ
も横の長さも、また厚さや重量など、物理的な数値は、
食育絵本も人気絵本も変わりないことが分かった。さら
に絵本を読むに当たって、ページ数も平均値では食育絵
本も人気絵本も違いはなく、おそらく子どもがその本を

表３　食育絵本と人気絵本のそれぞれの測定値および価格

項目 食育絵本 人気絵本

ページ数 . . ns . .

表紙サイズ 縦の長さ （cm） . . ns . .

横の長さ  （cm） . . ns . .

面積（cm ） . . ns . .

厚さ （mm） . . ns . .

重量（g） . . ns . .

タイトル
文字数 . . ns . .

最大文字の縦 （mm） . . ** . .

カタカナあり（％） . ** .

漢字あり（％） . ns .

英文字あり（％） . ns

税込み価格（円） 冊 . . *** . .

ページ当たり . . * . .

食育絵本も人気絵本もいずれも冊数は 冊である。
 数値は平均値 標準誤差で表してある。
*食育絵本と人気絵本との間に統計的有意差あり（P< . ）。
** 食育絵本と人気絵本との間に統計的有意差あり（P< . ）。
*** 食育絵本と人気絵本との間に統計的有意差あり（P< . ）。
ns: 食育絵本と人気絵本との間に統計的有意差なし（P> . ）。
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めくったときの量的な印象や読み聞かせをしてもらった
ときの物語の長さの印象も差異はないことが推察され
た。しかし、タイトルについては食育絵本が人気絵本と
異なる点があることが分かった。その つは文字の大き
さであった。タイトルの文字数は食育絵本と人気絵本と
で違いはなかったが、主題の文字の大きさが食育絵本の
方が人気絵本よりも有意に大きかった。本研究では数値
で表せる情報のみを扱ったため、表紙の印象に大きな影
響を及ぼす可能性のある色や絵の構成などについては検
討できなかった。そのため、タイトル文字の大きさのみ
から明らかなことは言えないが、可能性としてはタイト
ルの文字が大きいために、表紙のその他の情報、すなわ
ち絵本の根幹とも言える絵や色が与える効果を低下させ
ていることが考えられる。また、タイトルに使われてい
る文字種にも違いが見られた。すなわち食育絵本の方が
人気絵本よりもカタカナを使った絵本が多いということ
である。食育に関わる絵本は必然的にコロッケやケーキ、
カレーにキャベツといった一般的にカタカナで表示され
る単語が使われることが多い。しかし、今回調査した人
気絵本のミリオンセラー 冊を見ると、ノンタンやウ
ォーリーといった固有名詞以外にはカタカナはほとんど
使われていない。ミリオンセラー 冊のうち、タイト
ルだけから「食」を連想できる絵本は 冊あったが、今
回は食育絵本として集計はせずに、人気のある人気絵本
に含めて集計した。それらは『はらぺこあおむし』、『し
ろくまちゃんのほっとけーき』、『おおきなかぶ』および
『からすのパンやさん』の 冊である。これらのうち
冊のタイトルには一般的にカタカナで表記されることが
多い単語が含まれているが、実際にカタカナで書かれて
いるものは「パン」だけで、「ほっとけーき」や「かぶ」
はあえてひらがなで書かれている。このこともこれらの
絵本がミリオンセラーになっている要因の つであるな
らば、タイトルにあえてひらがなを使うことも子ども向
け教材には必要なことなのかもしれない。これらの見た
目の違いに加えて、さらに食育絵本では価格が人気絵本
よりも高いことが、保護者や幼児教育に関わる施設によ
る食育絵本の購入意欲を低下させることにつながる可能
性が考えられた。
　保育所保育指針 ）や、幼保連携型認定こども園教育・
保育要領 ）および幼稚園教育要領 ）では「幼児期の終わ
りまでに育ってほしい姿」の つとして『（略）絵本や
物語に親しみながら、豊かな言葉や表現を身に付け、経
験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の
話を注意して聞いたりし、言葉による伝え合いを楽しむ

ようになる』としている。すなわち、絵本は言葉や表現
を身に付けるために役立てられるものであるが、それは
絵本の物語に触れる経験で、その内容が強く記憶に残る
であろうということを示唆しているものと考えられる。
もし子どもたちが今よりも多くの食育に関する絵本に触
れる機会が増えれば、その経験によって「食」の大切さ
をより強く記憶に刻むことができるはずである。そのた
め本研究のような、効果的な教材を解明するための研究
は必須であると考える。これまでの研究では、タイトル
の文字の大きさと文字の種類の使い方、および価格につ
いて改善点を見いだすことができた。今後は今回行なう
ことができなかった表紙の色や絵の構成などについても
比較の方法を見つけ検討を行なうことで、より効果的な
食育教材の基準の解明に役立てる考えである。

） 文部科学省：総則『小学校学習指導要領（平成 年告示）』
pp. ‒ （ ）．

） 農林水産省：「食育」とは『全国食育推進ネットワーク「み
んなの食育」』，https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/network/
about/index.html（アクセス： . . ）．
） 青木好代：保育における食育実践とその教育的意義について
の一考察，兵庫大学短期大学部研究集録， : ‒ （ ）．

） 木田春代・武田文・荒川義人・大久保岩男：幼稚園における
野菜栽培活動の状況とその食育効果─北海道某市での調査
─，天使大学紀要， : ‒ （ ）．
） 鈴木隆：幼稚園教育における食育について，立教女学院短期
大学紀要， : ‒ （ ）．

） 玉村町：『平成 年度 玉村町食育推進事業 食育推進
実践事例集』，https://www.town.tamamura.lg.jp/docs/

/file_contents/ _www_town_
tamamura_lg_jp_uploaded_life_ _ _misc.pdf（アク
セス： . . ）．
） 多々納道子・高木桃子・秦光司：幼児の食育─親子活動に
おける「おやつ教室」の教育効果─，教育臨床総合研究， : 
‒ （ ）．

） 森山克子：食育情報教材「Q‒食マスター」開発 ( ) ─ゲーム
内容と実践報告─，琉球大学教育学部教育実践総合センター
紀要， : ‒ （ ）．

） 大坂裕子・上杉宰世：保育所における食育活動への絵本の活
用実態，日本食育学会誌， : ‒ （ ）．
） 城戸杏奈・高村仁知・上田由喜子：小学 年生に対する絵本
を用いた食育の有効性─食知識と食態度に着目して─，栄養
学雑誌， : ‒ （ ）．

） 尾﨑恭子：幼児の精神発達と絵本，中国学園紀要， : ‒
（ ）．
） 両角正子：障害児の子育て支援と療育における絵本の役割
─コミュニケーションの力をひろげる─，障害者問題研究，
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: ‒ （ ）．
）菅原航平：絵本に関する保育環境の課題─様々な子どもの発
達を促すための絵本活用した保育─，初等教育：教育と実践，
: ‒ （ ）．

） 厚生労働省：保育の内容『保育所保育指針〈平成 年告示〉』
pp. ‒ ，フレーベル館，東京（ ）．
） 内閣府・文部科学省・厚生労働省：ねらい及び内容ならびに
配慮事項『幼保連携型認定こども園教育・保育要領〈平成
年告示〉』pp. ‒ ，フレーベル館，東京（ ）．

） 文部科学省：ねらい及び内容『幼稚園教育要領〈平成 年
告示〉』pp. ‒ ，フレーベル館，東京（ ）．
） よなよな書房：ミリオンセラー絵本ベスト ！　おすすめ
からプレゼント用まで！（前編）『おすすめ小説』，https://
hyakuhon.com/ranking/picture-book- /（ ）．

） 新城明久： 群（標本）の平均値の比較，「生物統計学入門」
初編 pp. ‒ ，朝倉書店，東京（ ）．
） 青木敏伸：正確確率検定　Exact test, http://aoki .si.gunma-u.
ac.jp/exact/exact.html（アクセス： . . ）．
） 岡本晃典：ノンパラメトリック検定とリサンプリング法，生
物工学会誌， : ‒ （ ）．
） 厚生労働省：総則『保育所保育指針〈平成 年告示〉』pp. 
‒ ，フレーベル館，東京（ ）．

） 内閣府・文部科学省・厚生労働省：総則『幼保連携型認定こ
ども園教育・保育要領〈平成 年告示〉』pp. ‒ ，フレー
ベル館，東京（ ）．
） 文部科学省：総則『幼稚園教育要領〈平成 年告示〉』pp. 
‒ ，フレーベル館，東京（ ）．
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　令和 年度の「幼児教育で育みたい資質・能力に関す
る研究―幼稚園におけるプロジェクト型保育の可能性に
関する研究Ⅰ」は、令和 年度の「主体的・対話的で深
いまなびとなる総合的な表現活動に関する実践研究」に
おいて、保育形態をプロジェクト型保育に変更して実践
する中で、様々な、子ども主体の取り組みの可能性に着
目して発展的に設定したテーマである。実際には、
のプロジェクトと、一人一人の教諭が設定した、 つの
個人プロジェクトを実施した。
　令和 年度の研究における、表現活動の最終到達点と
して位置付けた生活発表会の取り組みにおける、『子ど
も達の主体的な表現を最大限に引き出す』という課題に
ついては、教諭が子ども達と会話を重ねることにより、
オリジナルのストーリー展開や台詞、大道具、衣装にも
子ども達が主体的に考えた、創造活動としての姿が具体
的に表現されるという一定の保育上の成果があったと考
えている。
　そこで、令和 年度は、これらの表現活動における成
果を発展的に継続する形で、視点を『プロジェクト型保
育の可能性』に変更して、更なる子ども主体の活動を生
み出すプロジェクトとしての保育・教育研究に取り組む
ことにした。どのように、子ども達の考える様々なアイ
デアを汲み取り、子ども達が意欲的に活動できるかとい
う課題を、各プロジェクトの展開の中で検討しながら最
終段階の生活発表会に繋げていくことにした。

　本研究では、付属幼稚園における「生活発表会」を保
育・教育の到達点として、それに至る活動（日々の保育
及びプロジェクト）を対象に行った。以下に研究方法を
示す。
（ ）指導方法の計画

（ ）付属幼稚園教諭による教育・保育実践、実践記録
（ ）保護者対象アンケート調査
（ ）研究会による省察と批評
　なお、本研究は、名古屋女子大学「人を対象とする研
究に関する倫理審査委員会」の承認を受けて実施した（承
認番号 ‒ ）。

　本研究における教育・保育実践について、以下、プロ
ジェクト別に示す。

　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目」に着
目して、以下の目的を設定した。

①「こどもの日」の意味や鯉のぼりに関する「いわれ」
を知り、興味・親しみを持つ【社会生活との関わり】
②こいのぼりの様々な種類や模様に関心を持ち、こいの
ぼりへの関心を持つ。【数量や図形、標識や文字など
への関心・感覚】
③こいのぼりへのイメージを高めながら、様々な材料を
使って、表現することを楽しむ。【協同性】【豊かな感
性と表現】【思考力の芽生え】

　入園・進級して初めての季節行事が「こどもの日」で
あり、今年度もこいのぼり集いを行った。屋上にあがっ
た大きなこいのぼりに興味を持つことができ、眺めるだ
けではなく、実際に子ども達とジャンボこいのぼりを作
ることを計画した。ジャンボこいのぼりは、実際に幼稚
園の屋上で泳いでいるこいのぼりとお同じ大きさ（いち
ばんおおきいものは m）のものを学年毎に準備するこ
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図１　こいのぼりのうろこ作り

図２　背びれなどのパーツ作り
図５　素材コーナーの材料を使っ

てオリジナル兜

図３　こいのぼりが勢揃い

図４　こいのぼりの中をくぐってみよう

とにした。白い布を縫い合わせ、こいのぼりの開きを作
って準備をした。ホールで学年毎に絵の具を使って、手
形のうろこづくりから始まった。手のひらにたっぷりと
絵の具を付けて、大きな白い布にペタペタと手形をする
子どももいれば、手に絵の具を付けることをためらう子
どもも見られた。戸惑っている子どもに対しては、他の
子ども達の様子を一緒にみたり、指先だけ絵の具をつけ
てみたりした。その子どもも次第に絵の具をつけること
に戸惑いがなくなり、手に絵の具を付ける様子が見られ
た。絵の具で手形をやっていくなかで、足の裏に絵の具
を塗り始める子どもがいた。そして、大きいこいのぼり
の開きを歩いたり、両手、両足に塗って、蛙飛びをして
みたりとダイナミックな動きになってきた。その様子を
みていた他の子ども達も真似をして、白い布の上を絵の
具のついた足で走っていく姿も見られ、絵の具がなくな
るまで、夢中になって楽しむ様子が見られた（図 ）。
また、絵の具を赤・青・黄色の三色を準備しておいたが、
次第に色が混ざり合って、違う色ができることを発見し、
手のひらの上で混色を試みる姿がみられた。子ども達が
白い布の上を自由に動き回ったり、混色を楽しんだりし
たことで、白い布が、色とりどりのたくさんのうろこが
できた。子ども達からも「楽しい」「もっとやってみたい」
という声が聞かれた。年少児でも躊躇することなく手形、
足形絵の具をダイナミックにする様子が見られた。プレ
スクールで大きな用紙で絵の具遊びの経験があったこと
で、戸惑うことなくできたのではないかと思われる。そ
の後もこいのぼりのパーツ（ひれやひげなど）を年長児
が絵の具で描いたが、
実際の鯉を iPad で見
たり、こいのぼりを見
たりして、話し合いな
がら友達と協力して作
り上げていくことがで
きた（図 ）。特に各
学年のこいのぼりにつ
いては、年長児が「年
少さんはかわいいから
ピンク色にしよう。」
と各学年のイメージを
考えながら作り上げる
ことができた。出来上
がったこいのぼりは、
毎朝（雨の日以外）、
教職員で協力し、園庭

を横断するようにあ
げることができた（図
）。子ども達も自分
達で作ったこいのぼり
を見上げながら登園し
たり、こいのぼりにジ
ャンプして触ってみた
りする姿が見られた。
月には、園庭からは
こいのぼりの姿はなく
なったが、雨の日にこ
いのぼりの中をくぐっ
て遊ぶことができ、更
に、こいのぼりに親し
みをもつことができた
（図 ）。その後は 階
の絵本コーナー、ホールに夏休み頃までは、余韻を楽し
めるよう、また、保護者の参観等の来園時に見ていただ
けるよう飾ることにした。
　各クラスや 階絵本コーナー前の素材コーナー（自然
素材など）では、ミニこいのぼりを作ることにした。各
クラスでは、様々な素材を豊富に準備し、思い思いのカ
ラフルなこいのぼりが、園庭や廊下に勢揃いした。素材
コーナーでは、布にスポンジペンで彩り、それぞれ個性
あふれるミニこいのぼりがたくさんできた。ジャンボこ
いのぼりで絵具を使ったことで、子ども達も絵の具に興
味をもって活動に参加する姿が見られた。
　また、新聞で、兜づくりも行った。教師と一緒に兜を
折り、実際に被ることができたので、被って喜ぶ様子が
見られた。更にその兜に素材コーナーの素材を使ってそ
れぞれが、オリジナルの兜を作り上げ、達成感もあり、
その兜を被って、職員室やクラスに戻って、担任やクラ
スの友だちに自慢げに見せる様子が印象的であった（図
）。課題としては、その後も素材コーナーで様々な活
動と計画したが、 月ころから気温が上昇し、暑さで活
動ができなくなり、活
動場所を季節ごとに考
えていかなくてはなら
ないことを感じた。ま
た、素材コーナーの素
材をまだまだ活用でき
なかったように思われ
るため子ども達の自由
な発想がいかせるよう
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に活用の仕方等考えていきたい。
　今回のこいのぼりプロジェクトでは、絵の具の手形か
ら始まり、子ども達のダイナミックで、のびのびとした
表現活動となったと思われる。各クラスでも様々な素材
を使って大きなこいのぼりを作ることができ、子ども達
のアイデアがつまったカラフルなこいのぼりが出来上が
った。また、素材コーナーや各クラスでは、ミニこいの
ぼりも作り、園庭にたくさんのこいのぼりが泳ぎ、賑や
かな環境になったことで、子ども達のこいのぼりに対す
るイメージも高まり、また、様々な素材を使って表現す
ることを楽しむことができたと思われる。来年度に向け
て、こいのぼりプロジェクトをどう展開していくか、子
ども達が主体的に取り組めるには、どのような環境が必
要かなど検討していくことが課題となった。
　昨年度課題のひとつであった『こどもの日』にちなん
だ「食」の導入については、お母さん先生に手伝ってい
ただき、 月の末に「ちまき」を食べることができた。
子ども達は、配膳室でお母さん先生が「ちまき」を作っ
ているところを見せていただき、そこから甘い匂いを感
じたり、作る工程をみることができたり、「ちまき」を
食べることに期待が高まったようであった。出来立てを
各クラスでいただき、喜んで食べる様子がみられた。ち
まきを包む笹の葉に関しては、笹の葉に包むと蒸す工程
で時間をとることができず、今回は子ども達にはワック
スペーパーに包み配った。笹の葉の香りも実感して欲し
いという思いから、笹の葉で包んだちまきを各クラスに
数本ずつ配り、お福カフェにも展示することにした。作
る工程を実際に見ることができたことで、五感を使って
食に対して関心を持つことができたと考えられる。
 （皆川 奈津美）

　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目」に着
目して、以下の目的を設定した。

①七夕のいわれを聞いたり、お供え物や笹飾りを見たり
して伝統行事に関心を持つ。【社会生活との関わり】【思
考力の芽生え】【自然との関わり・生命尊重】

②みんなで歌を歌ったり、楽器演奏を観たり聴いたりし
て楽しむ。【豊かな感性と表現】

③みんなで集うことを楽しみにしながら、思い思いにカ
ラフルな飾りを作ったり、行事のために必要な準備を
行ったりする。【協同性】【数量や図形、標識や文字な

どへの関心・感覚】【言葉による伝え合い】
④意見を出し合って、七夕にやってみたいことを決めた
り、会の進行役を体験したりして充実感を味わう。（年
長児）【自立心】【協同性】【言葉による伝え合い】

　プロジェクトリーダーを中心に話し合いを行い、七夕
まつり会について検討を重ねた。昨年までと同様に七夕
のいわれや食などの風習、香道など、子ども達が日本の
伝統行事について関心を持つことに加え、今年はコロナ
禍以前のように全学年の園児と参観の年中組保護者がホ
ールに集い、他学年の保護者もライブ配信という形で一
緒の時間を過ごせる楽しさを味わってもらいたいと考え
た。あわせて今年度のテーマ「カラフル」から、会の名
称を「カラフル・ハッピー七夕まつり」にして計画を進
めていくようにした。
　 月 日、各学年に近いテラスや廊下、絵本コーナ
ーの園内 か所に大笹を設置し、七夕の雰囲気が身近に
感じられるようにするとともに、在園児や来園した未就
園の子ども達も作った飾りをいつでも飾り付けに行ける
ようにした。子ども達は大笹に早速気付き、初めて目に
する年少児は不思議そうに眺めたり、昨年も経験してい
る年中・年長児は、「知ってるよ、飾るんでしょ」と口
にしたりする姿が見られた。
　飾り付けを行うに
あたっては、絵本や
ipad を利用して七夕
や笹飾りについて調
べ、行事の由来や短冊
と飾りにはそれぞれ意
味があることを伝えな
がら行っていくように
した。また、「たなばたさま」の歌の歌詞の意味を説明
して歌に親しんでいったり、当日付ける名札に思い思い
の飾りつけをして、参加への期待も高めていけるように
したりした。これらの準備を通して社会生活とのかかわ
りや豊かな感性と表現が育まれる機会になったと思われ
る（図 ）。
　 月 日、「カラフル・ハッピー七夕まつり」前日に
はホール前にお供え物を設置し、クラスごと見学に行く
ことで普段あまり目にする機会のない古くからの七夕飾
りをゆっくりと見られる機会を作るようにした。また、
今年度は「七夕ゼリー」をいただく試みがあり、父母の
会役員のお母さん先生がゼリーを準備する様子を配膳室

図６　名札作り
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図７　お福さんからゼリー引換券をもらう 図９　 お母さん先生お福さんから
七夕ゼリーをいただく　　

図８　年長児によるクイズ

に見学に行き、実際に
作っている様子や漂っ
てくるいい香りを感じ
たり、職員室の教員が
扮した「お福さん」か
らゼリー引換券をもら
ったりしてより一層翌
日への期待感が高まっ
たことが感じられた（図 ）。
　 月 日、各クラスや学年で育てて収穫した夏野菜（年
長…ナス・エダマメ、年中…トウモロコシ・ニンジン、
年少…ミニトマト）もお供えとして飾り、お供え物の中
にある香炉で実際にお香を焚いていった。ホールに集ま
る際に夏野菜を目にした子ども達からは「これ、ぼく達
が育てたトウモロコシだよ！」などの声が聞かれ、自分
達が育てて収穫した夏野菜であることでより身近に感じ
られ、自然との関わり・生命尊重の経験につながったと
感じられた。また、年中児は参観の保護者を見つけて「あ、
お母さんもう来てる、おーい！」と嬉しそうに呼びかけ
る姿が見られた。
　七夕まつり会では始めに七夕やお供え物の由来を聞
き、全学年で「たなばたさま」の歌や学年ごとの歌を歌
っていった。また、絵本クラブの保護者には七夕や宇宙
に関連する内容の大型絵本「たなばたバス」「パパ、お
月さまとって」を読んでもらい、子ども達の表情からは
自分や友達のお母さんが読んでくれることのうれしさが
感じられた。また、教員 人による奉納太鼓の音色はと
ても迫力があり、普段あまり見ることのない実物の太鼓
と太鼓の大きさによる音の違い、日頃関わっている教師
の保育とは違う表情に引き込まれるように聴き入る子が
見られた。さらに、初めての試みとして年長児が意見を
出し合い、主体となって自分達で考えたクイズを行った
り、会の進行役を体験したりする時間を作り、年長児に
とっては充実感を味わい、年中・年少児にとっては問題
を聞いて答えを考え、手をあげるなど一緒に参加するこ
とができる楽しい時間になり、自立心や協同性、言葉に
よる伝え合いや数量・
図形、標識や文字な
どへの関心・感覚も経
験できたと考える（図
）。
　会の終了後にはお母
さん先生お福さんが各
保育室まで牛乳味とオ

レンジ味の七夕ゼリー
を届けに来て下さり、
一人一人がメッセージ
を描いたゼリー引換券
と引き換えに受け取
り、いただいていった。
ここでも友達のお母さ
んに配ってもらえたこ
とが特別に感じられた
ようで、おかわりが続出するほど人気であった。おかわ
りの希望やお礼を伝えることを通して社会生活との関わ
りや言葉による伝え合いが経験できたのではないかと思
われる。さらに、給食のメニューを特別な「七夕メニュ
ー（そうめん、星形コロッケ、すいか）」にしていただ
けたことで食の面からも七夕を感じられた特別な一日に
なったと感じられた（図 ）。
　 月 日、子ども
達と一緒に大笹に飾っ
た笹飾りを外しに行
き、願い事が叶うよう
祈りながら短冊を笹ロ
ケットの中に入れてい
った。船に乗せて川に
流す習わしもあること
から、昨年度は段ボールで作った笹舟の中に短冊を入
れ、今年度はこいのぼりプロジェクトの流れを受けて星
や空、宇宙などに興味を持つ機会になるようロケットの
形にしていくように考えた（図 ）。
　七夕プロジェクトの取り組みを通し、昨年度七夕まつ
り会を行った後の反省に挙がっていた、「子ども達自身
がどんな七夕まつりにしたいか、どのように進めたいか
を考えていく」という点については、今年度年長児が事
前にやってみたいことをクラスで話し合い、司会やクイ
ズをしてみたという部分において昨年度の反省が十分に
活かされていたように思う。また、昨年はコロナ禍で
部制の開催にしていた会が今年は全員一緒にできたこと
でねらいを達成できたと思う。また、七夕ゼリーや給食
の七夕特別メニューにしてもらうなど、食の面からも伝
統行事を十分に経験する機会になったと感じた。造形表
現においても七夕飾り作りや会に参加するための名札づ
くり、ゼリー引き換えチケットのメッセージなど、昨年
以上に豊かな感性や表現力を発揮する機会になったと感
じられた。
　こいのぼりプロジェクトから引き継ぎ、大笹から取っ

図 　笹ロケットに短冊を入れる
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た短冊を入れるものは笹ロケットにしてはどうかとプロ
ジェクトで準備してしまったが、飾りや短冊をどのよう
にしていくかについても今後は子ども達と一緒にどのよ
うにしたいかを考えて準備していくことができたらいい
と考える。
 （白木 律子）

　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目」に着
目して、以下の目的を設定した。

①夏の季節感を感じながら、盆踊り、縁日に関心を持ち、
夏祭りにちなんだゲームや製作などを楽しむ。【社会
生活との関わり】【健康な心と体】【数量・図形・文字
等への関心・感覚】
②自分達が企画するブースを考え、友達と話し合い準備
をする。【言葉による伝え合い】【協同性】【自立心】

③宇宙のイメージを膨らませながら、友達と協力して、
必要な物を工夫しながら作ることを楽しむ。【協同性】
【道徳性・規範意識の芽生え】【思考力の芽生え】【自
然とのとの関わり・生命】【豊かな感性と表現】

　夕涼み会は、今年度も保護者参加型の年長組の行事と
して行った。今年度のテーマは【カラフル祭りだ！　ハ
ッピースマイルで夏の思い出を作ろう！】とし、園内の
装飾を色鮮やかにしたりするだけでなく活き活きと取り
組める環境を作っていった。様々なブースを周りゲーム
や製作を経験していくことでいろいろな思いを感じ、心
鮮やかとなるような体験ができるような内容を検討して
いった。会の流れを第 部と第 部に分け、第 部では
保育室を縁日の屋台のように見立て、スーパーボールす
くいやくじ引きと縁日を感じられるような内容や祭りを
イメージしたうちわ作りのブース、休憩として利用しな
がら子ども達が作った梅シロップのかき氷を食べること
ができるカフェブースなどを企画していった。また、年
長児が主体となって企画や準備を行い、保護者を楽しま
せるブースも設置した。昨年度の反省よりブースの数が
多いことや ブースにかかる時間が長くなり、第 部の
開始時間が遅くなってしまったので、昨年度 ブース
だったのを ブースに減らし、じっくり取り組めるよう
にしていった。
・リールの竿作りで魚釣り【豊かな感性と表現】【思考

力の芽生え】【自立心】【数量・図形、標識や文字など
への関心・感覚】…園長と学生による木工遊び
・お福カフェかき氷屋【社会生活との関わり】【言葉に
よる伝え合い】【数量・図形、標識や文字などへの関
心・感覚】…子ども達が作った梅シロップをかけたか
き氷が食べられるカフェ
・スーパーボールすくい【協同性】【社会生活との関わり】
【思考力の芽生え】【言葉による伝え合い】
・カラフルうちわ作り【協同性】【数量・図形・文字等
への関心・感覚】【言葉による伝え合い】【豊かな感性
と表現】…うちわ作り
・宇宙探検【協同性】【思考力の芽生え】【自然との関わ
り・生命尊重】【言葉による伝え合い】【豊かな感性と
表現】…年長児による企画ブース
・カラフル豆つまみ～たくさんのまめをつまんでチャン
ピォンを目指そう！～【健康な心と体】【協同性】【思
考力の芽生え】【自然との関わり・生命尊重】【数量・
図形・文字等への関心・感覚】…豆つまみ競争
・お福くじ【健康な心と体】【思考力の芽生え】【言葉に
よる伝え合い】【数量・図形・文字等への関心・感覚】
…くじ引き
　第 部では、場所を園庭に移し、第 部で製作したう
ちわを全体の前で披露したり、豆つまみのブースでたく
さんつまむことができた子を表彰したり、第 部の内容
を全体でも共有して楽しめる時間を設けた。職員による
和太鼓演奏や有志の保護者による出し物、盆踊りとみん
なで楽しむ内容を行った。
　以下より、年長児が企画して作り上げたブースを取り
上げ、結果と考察をまとめていくこととする。
　 月に入り子ども達と夕涼み会に向けて話し合いを進
めていき、年長児のみが夕方から登園し参加できるとい
うことで期待を高めていた。また、各保育室がゲームや
製作のできるブースとなり、いつもとは違う幼稚園の雰
囲気を味わうことを楽しみにしていた。年長児が企画し
ていくブースでは、やってみたいことを問いかけたが、
イメージが湧かず意見が出なかったので、昨年度の年長
児が計画したお化け屋敷の様子のドキュメンテーション
を用いて参考にしながら考えだしやすいように援助して
いった。昨年度の事例を見ることで子ども達もすぐにア
イデアが浮かび、「宇宙を探検するブースを作っていき
たい」と意見がまとまった。ブース内を宇宙空間に見立
て、実際に宇宙を探検できるような体験型のブースを作
っていくこととした。 月より七夕まつり会の準備やプ
ラネタリウムの見学に行ったことで、宇宙への関心が高
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図 　衣装を着て宇宙探検に出発

図 　ロケットに乗って宇宙人を探そう

図 　こんな宇宙人いるかな？

図 　宇宙人でいっぱいにしよう

図 　ブラックホールに吸い込まれちゃう

まり、表現していきたい思いが強くなったように感じた。
テーマが決まると、自分達も楽しみながら保護者も楽し
ませたい仕掛けや装飾など盛んに意見を交わす姿があっ
た。ブース内には、ロケットに乗りながら探検する、宇
宙飛行士や織姫・彦星の衣装を着てなりきれるものを身
に着ける、天の川を製作し川を跳び越えたりくぐったり
する、惑星に見立てたボールを作り保護者とキャッチボ
ールをする、ブラックホールの仕掛けを作り吸い込まれ
るようにする、という内容を考えていった。特にロケッ
トやブラックホールは、段ボールやサーキュレーターな
ど身近にある道具を使って表現しようと子ども達で相談
し合って決める様子があった。ブース内の装飾では、保
育室いっぱいに宇宙人を作り驚かせようということとな
った。描き始めは、未知の生物を作っていくということ
で、友達同士で似通った宇宙人を描くことがあった。そ
のため、「どんな宇宙人がいたら面白いかな」と個々に
問いかけていくことで、目や足がたくさんある宇宙人を
描いたり、顔や体の形も尖がっていたり角張った形だっ
たり自分なりに工夫してのびのびと表現することがで
きるようになった（図
、 ）。宇宙人だけ

でなく、宇宙の様子が
表れるように図鑑を見
ながらスペースシャト
ルや惑星など写真を見
ながら画用紙に絵を描
いて表現していた。
　夕涼み会当日は、子
ども達が作り上げたブ
ースということで宇宙
探検のブースに一歩足
を踏み入れると、保護
者からは驚きの声が上
がった。ブースを回っ
ていく際には、子ども
達が保護者をリードし
て案内したり、ブラッ
クホール付近に近づ
いた際には、吸い込ま
れるような動きや演技
をしたりして楽しませ
ようとする姿があった
（図 ）。保護者の方
も一緒に衣装を着てな

りきったり、子どもと
一緒に演じて楽しんだ
り喜んでもらうことが
できた（図 、 ）。
　子ども達が企画から
設定まで行うことは、
初めての取り組みだっ
たが、意欲的に取り組
むことができた。夕涼
み会当日も、保護者を
楽しませようとする思
いが強く、積極的に行
動する姿があった。そ
のため様々な場面で主
体的に取り組むことが
できたことで、大きな
達成感を味わうことが
できたように思われる。
 （光崎 亜紀美）

　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目」に着
目して、以下の目的を設定した。

①身体を思い切り動かす楽しさ・うれしさを知る。【健
康な心と体】
②友達と力を合わせ、目標に向かって頑張る事ができる。
【自立心】【協同性】
③最後まで頑張りぬき、今後の生活の自信へとつなげる。
【道徳性・規範意識の芽生え】
④カラフルをテーマに、個々を大切にしながら、自分達
で作り上げていく楽しさや、充実感を味わう。【思考
力の芽生え】【言葉による伝え合い】【社会生活とのか
かわり】【豊かな感性と表現】

　今年度のテーマを「カラフル」とし、七夕まつり、夕
涼み会から引き継いでいるが、色だけでなく子ども達一
人ひとりの個性が発揮できる運動会を目標に準備を進め
た。今年度も、学年ごとの三部制で行い、保護者の方に
ゆったりと参観していただけるようにした。
　年少児は、「かけっこ」と「リズム遊び」を行った。
初めての運動会のため、子ども達が安心して、自分の
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図 　一本橋に見立てた平均台
（年中組）　　　

図 　忍者になりきって
（年中組）

図 　かけっこ（年少組）

図 　リズム遊び（年長組）
　　　　 「リビング イン カラー」
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力を十分発揮するため
に、日ごろ楽しんでい
ることをそのまま取り
入れていくことが必要
ではないかと考えた。
初めての集団生活の中
で、名前を呼ばれたら
返事をすることを担任
教師と多く経験してきたが、「かけっこ」で、名前を呼び、
返事をして走る方法を検討した。個人差はあるものの、
元気よく返事をすることで、力を出し切って走ることが
でき自信にもつながったようである（図 ）。「リズム
遊び」もみんなが親しみやすい「ジャンボリミッキー」
を選曲した。聴いたことがある子も多く、まずは担任が
軽快なリズムで踊ってみると、見よう見まねで自然に身
体が動き出し楽しんで踊った。踊る経験を重ねていくと、
動きが速いところがあることも分かり、子ども達が踊り
やすいよう振り付けを変更した。踊る楽しさを味わえる
よう働きかけたが、しゃがみこんでいる子もいた。友達
の様子を伺ったり、遊んでいるときに鼻歌を口ずさんだ
りしていたため、その子なりの楽しみ方を尊重するとと
もに、保護者の方にも安心していただけるよう、家庭と
連絡を取り連携しながら進めていった。装飾物を身に着
けることで、さらにイメージを広げ表現することを楽し
めるようにしたが、動きやすさも考えていくようにした。
教師が動物の耳のお面
を作ってみると、動物
の耳のほかに、動物以
外の乗り物、架空の物
など色々なアイディア
を出し、教師の予想を
上回る個性あふれる冠
を身に着け楽しむこと
ができた。
　年中児は、 学期か
ら発達段階に応じた運
動遊びを計画的に取り
組んだ。忍者の修行と
称し、遊びの中で取り
入れたことで、怖がる
ことなく楽しんで取り
組む姿が見られた（図
、 ）。その経験を
活かし、運動会でも

「障害物競走」の中で、跳ぶ、よじ登る、渡る、投げる
などの運動要素を取り入れた。日々の積み重ねの成果も
あり、どの子も自信を持って楽しんで競争に参加できて
いた。また支援が必要な園児も繰り返し経験することで
安心して行うことができた。「リズム遊び」では、海の
生き物に関心がある子が多かったため、『アンダー・ザ・
シー』の曲を選択した。歌詞や雰囲気から “海の仲間達
のパーティー” とし、子ども達のイメージが広がるよう
海の生き物になりきってリズム遊びを楽しむという計画
を立てた。なりきりたい好きな海の生き物を決め、お面
を基本とした衣装作りを進めた。お面のベースとなる素
材は一般的な画用紙だけでなく、子ども達の希望する素
材（段ボールやカラーポリ袋など）も取り入れるように
した。生き物の特徴的な部分のみを大きく表現する、自
分自身がその生き物になりきるなど表現する方法は様々
でまた、お面だけでなく、ブレスレットや服、髪飾りな
どの装飾をたくさん作り着飾る姿も見られ個性が表れる
楽しい衣装がそろった。生き物の色や形などを図鑑で調
べ、こだわりを持って作る等今まで見られなかった個々
の成長も見られた。それらを身に着けて踊ることで、海
の生き物になりきって、のびのびと楽しく踊ることがで
きた。また入場する際には、ポンポンの手具を使って、
波の表現をした。自由に行うことで、それぞれがイメー
ジする波を大きさや揺れ方など工夫した身体表現につな
がったと思われる。
　年長組は、運動会の取り組みを進めるにあたり、学年
で話し合いを進めた。協同性の育ちも年長児ならではの
成長と考えられるが、協同での活動は、一人一人の良さ
が引き出されてこそ成り立っていくと思われ、「カラフ
ル」をテーマに個々を認めながら達成感が味わえるよ
うに援助していくことにした。リズム遊びの『リビン
グ イン カラー』は、 学期の頃から曲を聴き慣れ親し
んでいたが、「ななな　ななないろ」の歌詞に合わせ、
テーマにのっとり、互いを認め合いながら楽しい雰囲気
でフラッグを使って表
現できるよう話し合っ
た。自由に踊ることも
取り入れると、多くの
子がリズムに合わせて
楽しそうに表現する姿
が見られた（図 ）。
衣装は、曲のイメージ
に合わせ、冠、ブレス
レット、ワンピースな
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図 　旗を振って年長児を応援
する年少児　　　

長児）
図 　リズム遊びの衣装作り

（年長児）　　

ど、自由に作った（図
）。衣装をビニール
で作った子が多く、踊
る際に不都合なことが
ないか気が付いていけ
るよう声をかけた。子
ども達は、自分が工夫
した点などを積極的に
話し、衣装を自慢そう
に見せていた。また、衣装を身に着けて練習すると、い
つも以上に張り切って練習に取り組み、保護者に見ても
らうことを楽しみにしていた。
　リレーは、学年合同の チームに編成し、なるべく走
力が均等になるよう検
討した（図 ）。これ
は、配慮が必要な子が
安心して自分の力を発
揮できることにもつな
がった。子ども達は練
習を重ねるごとに意欲
が増し、勝ちたいとい
う気持ちも強くなって
きた。そのため、友達
を引っ張ってしまったり、遅くなりがちな子に心無い言
葉を言ってしまったりなどのトラブルもあった。成長が
故の子ども達の気持ちを受け止めつつ、クラスで話し合
いを設けた。子ども達からもチームワークに大切なこと
があげられたが、教師も一人が頑張るのではなく、みん
なで力を合わせて頑張ること、チームだからこそ温かい
言葉で友達を応援することがその子の力になることを伝
えた。リレーの経験を通して友達とぶつかったり思いや
りに気が付いたりなど、様々な思いを経験し人とのかか
わりの中で成長を見せた。傷ついた気持ちに寄り添い、
サポートしながらも自分自身の力で乗り越えていけるよ
う見守り、保護者とも連携をとり、寄り添っていけるよ
うに努めた。
　運動会当日は、感染症のため 名の欠席者があった。
子ども達はその子の分まで頑張ると、一致団結して開会
式に臨んだ。みんなで考えた誓いの言葉も、しっかりと
伝えることができ、準備運動の時から笑顔を見せること
も多かった。リレーは今まで、それぞれが持っている力
を出し切って走っている姿が見られた。順位を発表する
と喜んでいたが、最下位のチームにしっかりと温かい拍
手をすることができていた。リレーの経験を通して競争

心と共に、相手を思いやる優しさが芽生えるよう見守っ
ていったため、こういった育ちにつながったと思われる。
リズム遊びでは、個性あふれる衣装を身につけ、保護者
の方に見てもらえることがうれしいようで、いつも以上
の笑顔や凛々しい顔で踊っていた。最後は、お客さんの
前を歩いたことで、お客さんとも一体となってリズムを
感じることができたと思う。年長組は欠席者が多かった
ため、後日年長組のみ、運動会ごっこを行った。保育の
一環として、欠席者の保護者対象で参観もしていただい
た。運動会以降も、リズム遊びやリレーの練習を行って
きたため、運動会に出席できていた子も楽しみにしてい
た。登園すると、園庭のリズムの位置に立ち自主練習す
る男児の姿や、頭の中で曲を歌いながら一生懸命踊って
いる姿が見られた。その頑張っている姿に気づいた友達
も、その子の緊張やワクワクした気持ちに寄り添い共感
する言葉をかけていた。また、他の学年の子ども達も観
客として参加した。少し緊張している様子も見られた。
リレーは、どの子も全力を出しきり、迫力のある走りを
見ることができた。リズム遊びは、年少組の子ども達が
旗を作って応援し、年中組は 階のベランダから声援を
送り、園全体が一体となった雰囲気の中、リズムに乗っ
て笑顔で踊ることができた（図 ）。メダル授与では、
嬉しそうに友達同士見せ合い、先日メダルをもらってい
る子も、頑張りを認める声掛けをしていた。運動会当日
に参加できなかったことは残念であったが、後日、運動
会ごっこを行ったことで、緊張しながらも力を発揮する
姿や、一度経験している子も一緒に楽しみ頑張る姿に、
クラスのきずなや子ども達の成長など心温まる場面を見
ることができた。
　会場環境作りとして、クラス旗作り、園庭を飾るフラ
ッグ作りをプロジェクト間で計画した。クラス旗は、ど
のような気持ちで運動会に取り組みたいのか、それぞれ
の思いを話し合い、クラスの目標として表現した。当日
にはクラス旗に表現した想いを発表する場を設け、観客
にもその思いをつなげ
ていくようにした。園
庭を飾るフラッグは全
学年で取り組んだ。空
を飾る “フラッグ” を
多色の色画用紙を用い
て子ども達一人ひとり
がデザインし作成し
た。運動会で頑張りた
いこと、頑張っている

図 　対抗リレー（年長組）
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図 　月の満ち欠け表を見ている
様子　　　　　　　

図 　音が鳴るお月見の絵
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自分、運動会をイメージしたデザインなど描いたり貼っ
たりして表現した内容は個々に違うものだったが、カラ
フルに風になびく園庭のフラッグは運動会への期待を一
気に高める要素になった。各学年のリズム遊びでは、イ
メージに合った衣装を作り着用した。しかし子ども達の
手が加わっていない手具を使ったリズム遊びもあり、子
ども主体の手具であったのかと反省に上がった。運動会
実施にあたって、「 の姿」との関連性についても検討
し合い立案、実行していったが、さらに子ども主体とな
る取り組み内容を検討していくことが、今後の課題であ
る。
 （関戸 紀久子）

　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目」に着
目して、以下の目的を設定した。

①お月見について知り、月や夜空に興味・関心を持つ。
【自然とのかかわり・生命尊重】【思考力の芽生え】
②保育者と一緒に、月の絵本を見たり、月の歌をうたっ
たりして楽しむ。【言葉による伝え合い】【豊かな感性
と表現】【共同性】

③製作やだんご作りを通して、お月見を身近に感じたり、
親しみを持ったりし、お月見おだんご会に期待を持つ。
【健康な心と体】【社会生活との関わり】【数量や図形、
認識や文字などへの関心・感覚】

　今年は 月 日（金）が十五夜であり、その日に給
食でお月見カレーをいただいたところからスタートし
た。
　環境設定については、職員室前に月の満ち欠けに興味
が持てるように、月の満ち欠け表を掲示した。それを見
て、昨日の月はどれだったのか、友達同士話す様子も見
られ、月に興味・関心
を持つきっかけになっ
たと感じる（図 ）。
　素材コーナーでは昨
日の月を描くことを予
定していたが、子ども
達の様子に合わせて、
月の描き方については
子ども達のファンタジ

ーも大切にしながら進
めていった。すると、
子ども達は、うさぎが
中にいる月を描いた
り、うさぎが団子を食
べているところを描い
たり、自分のイメージ
しているお月見や月を
描き始めた。また、素
材コーナーに置いてあ
るものを使って、音が
出る月や毛糸でススキをイメージしたものを一緒に作る
様子も見られた（図 ）。当初はクレパスやペンを準備
していたが、さらに表現方法を増やせるように、絵具も
準備した。すると、混色を楽しんだりはじき絵をしたり、
よりダイナミックな月を描く姿が見られた。様々な素材
が近くにあることで、子ども達のイメージやファンタジ
ーの世界も広がり、表現の仕方も豊かになったように感
じた。子ども達の絵は、鈴がつるしてあって音が鳴るも
のなど立体の物もあったため、その表現が生かせるよう
に 階の絵本コーナーに天井からつるす形で飾ることに
した。絵本コーナーが各学年入り混じったお月見や月の
空間となり、来園した保護者や未就園児にも、子ども達
の描いたお月見や月の世界観が伝わり、共有することが
できてよかった。
　おだんご会が開催される前からは、素材コーナーに粘
土を準備し、お団子づくりも始めた。初めは白色のまま
丸めて作っていたが、今年のテーマである「カラフル」
にちなみ、絵の具を使って色を付けると良いのではと年
長児から提案があり、絵の具を使ったカラフル団子を作
ることにした。年長児は今までの経験もあるため、色を
混ぜたり水分量を考えたりし、子ども達と一緒に相談し
ながら作ることができた。年少児は色付き団子の概念が
まだないということも考えられたため、最初は環境とし
て年長児のカラフル団子や絵の具を準備しておくだけに
とどめた。年少児でも丸だけでなく細長い団子や平たく
つぶした団子など、粘土遊びの感覚で団子づくりを楽し
む姿が見られた。おだんご会を終えてからは、カラフル
団子のイメージができたようで、年少児も絵の具を使っ
た団子づくりが始まった。おだんご会を振り返りながら
楽しく作る姿も見られた。紙粘土に直接絵の具を練りこ
む方法でやってみると、年少児でもまだら模様や紙粘土
の白と混ざってパステル調の色など、様々な色を作り出
すことができた。また、少量の水を付けて、滑らかな感
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図 　お団子作りを楽しむ年少児

図 　三方にお月見団子を並べて
いる様子　　　　　

図 　お母さん先生が会場でトッ
　　ピングをかけている様子

触を楽しむ様子も見ら
れた（図 ）。
　お団子づくりを始め
ると、子ども達もどん
どん楽しくなり次々と
作るため、お月見コー
ナーはカラフル団子で
いっぱいになった。そ
のため、作って楽しむ
だけで終わらないよ
う、団子づくりと並行
して、三方にお月見団
子を並べる遊びも楽し
んだ。並べ方の表示も
準備していたため、年
長児はそれを見なが
ら、十五夜と十三夜の
並べ方どちらもやって
みようとする姿が見ら
れた（図 ）。
　おだんご会当日まで
は、各クラスでお団子
の引換券となるチケットを作ったり、年長児は看板の文
字を書いたりして、おだんご会に期待を高めていった。
　お月見おだんご会では、役員さんを中心としたお母さ
ん先生が、人参パウダーや紫芋パウダーを使用し、カラ
フル団子を作ってくださった。お福カフェからは、優し
い甘さのグリーンティーをふるまうことにした。昨年
は、コロナ禍ということもあり、食べるときは一定方向
を向いてなるべくしゃべらずに食べることになっていた
が、今年度は、友達や先生と向かい合っておしゃべりも
しながら、みんなで食べることができた。カラフル団子
もグリーンティーも子ども達に好評で、おかわりしたい
と言う子もいた程だった。当日は未就園児対象のおやこ
広場もあり、その参加者にも食べていただいた。参加者
からも好評であり、地域との交流の場にもつながった。
お母さん先生にはお団子を作っていただくだけでなく、
作り方を説明していただいたり会場でトッピングしてく
ださったりと、たくさんお手伝いをしていただいた（図
）。教職員だけではできない活動であり、お母さん先
生の協力・アイデアがあったからできた活動だった。幼
稚園や子ども達の様子を知っていただく機会にもなるた
め、今後も保護者の方と協力しながら楽しい活動を考え
ていきたい。

　お月見プロジェクト
を通して、月の満ち欠
け表を掲示したり絵本
クラブのお母さんに月
に関する本を読んでい
ただいたりすること
で、月や夜空に対する
関心が高まったと感じ
る。しかし、音楽の視
点で見ると、歌を歌ったりお月見に関する曲を聴いたり
することがなかなかできなかったため、月の歌やわらべ
うたなどでより身近にお月見を楽しく親しめるようにし
ていきたい。
　また、素材コーナーをお月見コーナーとして、月づく
りやお団子づくりをしてきたが、職員室の教員で対応し
ているため、対応できる日にちや時間が限られてしまっ
た。各クラスの活動との兼ね合いや受け入れ人数など、
様々な課題もあり、職員で連携を取りながら進めていく
必要性もあった。しかし、素材コーナーはクラスでは経
験できないことを行うことができ、学年を越えて学び合
い、刺激し合える場所であることを感じることができた。
そのため、素材コーナーの良さを生かしながら、どのよ
うな形で進めていったら良いか検討していき、今後様々
なプロジェクトを進めていく上で、素材コーナーを効果
的に使い、活動が発展していけるようにしていきたい。
 （竹内 敦子）

　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目」に着
目して、以下の目的を設定した。

①畑の方とコミュニケーションを図ることで親しみを持
ち、感謝の気持ちを育む。【社会生活との関わり】【言
葉による伝え合い】
②芋畑への道のりを歩き、幼稚園の周りにある建物や自
然、交通標識などを知り、地域への関心を深める。【健
康な心と体】【自然との関わり】【社会生活との関わり】
【数量・図形・文字への関心・感覚】
③サツマイモそのものについて知ったり生長に興味を持
ったりし、芋ほりまでの過程を楽しむ。【自然との関
わり】【社会生活との関わり】【豊かな感性と表現】
④虫や土に触れることで、自然を感じる。【自然との関
わり】
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図 　気を付けて道路横断する様子

図 　芋のツルで縄跳びに挑戦
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⑤自分の手で芋を掘る体験をし、収穫の喜びを味わう。
【協同性】【自然との関わり】【豊かな感性と表現】
⑥季節ならではの食材に触れ、食卓に並ぶまでの過程を
知り、様々な調理の仕方に関心を持つ。【健康な心と体】
【社会生活との関わり】【言葉による伝え合い】

　今年度も園近隣の地域の方のサツマイモ畑に出かけ芋
ほりを体験させていただくことになった。今年度は昨年
度の経験と反省をもとに、以下の 項目について特に重
点を置き実施していく事にした。
【交通標識について興味関心を持ち、交通安全への意識
を高める】
　 月 日（金）に、畑のサツマイモの様子を年長・
年中の子ども達と観察に行く計画を、同月 日（木）
に全学年での芋ほりの計画を立てる。畑へは徒歩で
分程の道のりを進むが、道中歩道のない道路や車通りの
多い道路の信号機での横断、見通しの悪い道路の通行な
ど、気を付けなければならない箇所がいくつもある。子
ども達自身が交通安全に意識を持つことは必至だった。
そこで、まず “お芋畑までの道のりマップ”（Ｂ模造紙
枚に幼稚園から芋畑までの道のりがわかる地図を手書
きで作ったもの）を作成した。“お芋畑までの道のりマ
ップ” を作る際には、横断歩道、白線、交通標識は特に
押さえたいポイントとしてマップ内に写真で記載し、標
識の種類や意味により興味を持てるよう工夫を加えて作
成していくこととした（参考：『チャイルドブック　か
んがえる（ 年 月号）』）。完成したマップは子ども
達の目につきやすい場所に掲示するようにし、横断歩道
や白線などに関するクイズや生産者さんの顔写真を掲載
したことで、多くの子ども達が興味を示してくれ楽しん
で交通ルールについて学んだり生産者さんに親しみを持
ったりする事ができた（図 ）。
　実際に道路を通行する際には学んだ知識を確認しあ
い、それぞれに交通安全に気を付けて出かける事ができ
た。
【お芋畑にある葉やツ
ルにも関心を持つ】
　芋畑の見学の際に芋
の葉のついたツルをい
ただいた。子ども達が
気付きやすく、間近で
観察したり手に取った
りしやすいと思われる

ホール前のテラスに場
所を決め、無造作に置
いておくことにした。
すると、子ども達は戸
外遊び時間にそれを発
見し、興味を持って観
察しに来る様子があっ
た。芋の葉の形を知っ
たり葉にあいた穴を発見して、なぜあいているのかにつ
いて考えてみたりすることで友達と思考する事ができ、
またツルが長い事に気付き、縄跳びや綱引きの遊びを思
いつく子もいた（図 ）。
　教師側からは芋のツルを食べる経験ができないか、と
提案があり、保育で実施可能かどうか試しに作ってみる
事にした。ツルの皮を剥き、ごま油で炒め砂糖と醤油で
調味するとおいしくいただくことができたが、下準備に
大変な手間と時間がかかること、調理すると量が減り、
可食部がとても少なくなる事がわかった。全園児分の試
食を準備する事に課題点が多く、この提案については要
検討事項となった。
【畑のおじさん達（生産者さん）とコミュニケーション
の機会を持つ】
　芋を育ててくれた畑のおじさん（生産者）に感謝の気
持ちが持てるよう、コミュニケーションをとる機会を少
しでも多く持てないかと検討し 回の機会を設けること
にした。 回目は芋畑の見学の日。お会いしてお名前を
聞き、畑の世話の方法や育てていく大変さなどについて
お話を直に伺っていく。 回目は芋ほり当日。子ども達
が芋を堀るサポートをお願いする。そして 回目は芋ほ
り後に実施するお芋パーティ。園にご招待をして、一緒
に掘った芋の試食を楽しんでいただき、その中で子ども
達から感謝の気持ちを伝えるという企画を立てた。
　 回目の機会では、残念ながら芋畑で生産者さんと交
流を持つことができなかった。事前に電話で連絡を取り、
見学日当日畑で子ども達を出迎えて欲しいとお願いした
のだが、こちらの意図がうまく伝わっていなかったため
だった。「子ども達との交流はない」と勘違いをされて
しまったようだった。子ども達も畑の見学にむけて “お
芋畑までの道のりマップ” を通して生産者の顔を知り、
お会いできることを楽しみにしてでかけたため今回の行
き違いはとても残念だった。顔の見えない電話での打ち
合わせの難しさを知った今回の出来事は、必ず今後に繋
げていかなければいけないと反省をした。
　 回目の芋ほり当日はとてもいい天気の中楽しむ事が
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図 　いい天気の中、行われた芋ほり

図 　生産者さんへ感謝の寄せ書き
 を作る　　　　　　　

図 　生産者さんを囲んで

できた（図 ）。生産
者さんへの挨拶も元気
に気持ちよくでき、生
産者さんも子ども達に
声をかけながら芋を掘
る手伝いをしてくださ
った。とても良い環境
の中、コミュニケーシ
ョンをとることができ、子ども達は生産者さんに親しみ
を持つことができたようだった。大きく育った芋をたく
さん収穫させてもらい、袋に入れた芋を大切に抱えて持
ち帰る事ができた。
　 回目のお芋パーティーは芋ほり当日に持ち帰ったお
土産の芋とは別に、幼稚園でも調理して食べる用の芋を
使ってお芋クッキングを楽しむイベントである。今年度
は令和 年 月 日（月）に開催した。今回のこのイ
ベントは “収穫祭” という意味合いを含めたイメージを
持って開催する事にしたため、生産者さんを招待して一
緒に収穫をお祝いしようと考えた。
　連絡を取ると、ご多忙の中だったが開催日に来園して
いただけることになった。子ども達はお会いできること
を楽しみにし、各クラスで生産者さんへの思いを話し合
いその伝え方を検討した。感謝の気持ちを言葉で伝える
と共にお手紙や寄せ書きなどを贈りたいと考えるクラス
が多く、日をかけてプレゼントの準備をした（図 ）。
開催当日来園してくださった生産者さんを見つけた際に
は、親しみを持って名前を呼んだり感謝の気持ちを伝
えたりする事ができた
（図 ）。生産者さん
も子ども達が用意した
プレゼントを快く受け
取ってくださった。園
内ではなかなか実現で
きない地域の方との交
流も、こうした企画を
通して実行できた事は
子ども達にとってとて
もいい経験になったと
感じている。防犯面で
様々な対策をとっての
実行にはなるが、今後
もこのように地域の方
との交流のある開かれ
た幼稚園を目指してい

けたら素晴らしいと考える。
　お芋クッキングでは、自分達で掘った芋を洗い、有志
の保護者（“お母さん先生” と呼んでいる）の助けを借
りながら包丁で芋を切る経験をした。お母さん先生に切
った芋で大学芋を作っていただき、各クラスでおいしく
いただいた。さまざまな場面でお手伝いをいただいてい
る “お母さん先生” だが、ここでも大変良い関わりが持
てたように思う。
【お芋ほりで見つけた生き物の命を大切にする】
　芋畑では何種類かの生き物と出会う事ができる。発見
した生き物の命について考え、大切に扱う事を学ぶ良い
機会にしたいと考えた。実際に数匹の立派な芋虫を発見。
飼育ケースの環境を整え職員室前の廊下で大切に育てる
事にした。どのような名前の虫なのかすぐに調べられる
ように、近くに『いもむし』の図鑑を置いてみたところ、
興味を持った子ども達が芋虫の様子をじっくり観察しな
がら図鑑の写真と照ら
し合わせて調べる様子
が見られた（図 ）。
また飼育ケース内の餌
がなくなると食べ終え
た餌の片付けをして新
しい餌をあげるなど世
話をしてくれる子もい
た。 ～ 週間ほどす
ると徐々にさなぎにな
るために土の中にもぐってしまったため、次第に目に見
える生き物はいなくなってしまったが、アゲハチョウや
ツマグロヒョウモン蝶のように地上でさなぎにならない
幼虫がいる事を学ぶことができたいい機会になった。
　今年度は芋ほりという行事を通して、交通安全につい
てより強く意識を持つ事ができた。“芋” の生態を知る
過程でそこに生息する生き物にも興味を持ち、大切にす
る心を培ったりすることもできた。また地域の方との交
流が叶うなかで自分達が温かく見守られている事、多く
の助けをいただいていることに気付き感謝の気持ちを育
んだり、保護者ボランティアの協力で子ども達の食を営
む力の基礎を培ったりする事もできた。とても多くの気
付きと学び、経験ができた芋ほりになったと感じている。
　今後も各行事や園生活の中で、“知識を深められる場”
“実体験を通して多くを学べる場” を作り、子ども達の
心と体の成長に繋げていきたい。
 （壁谷 紫織）

図 　芋虫に餌やりのお世話を
する様子　　　　
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長児
図 　芋を洗う年少児

図 　洗った芋をお母さん先生に
届ける年少児　　　

図 　芋を切る年長児

図 　芋を切る年中児
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　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目」に着
目して、以下の目的を設定した。

①お芋クッキングに参加し、調理の過程を楽しみ、出上
あがった大学芋を一緒に食べる喜びを味わう。【協同
性】【社会生活との関わり】【言葉による伝え合い】
②お母さん先生や友達と一緒に、クッキングする楽しさ
を知る。【協同性】

③収穫したサツマイモを使用して作ることで、感謝の気
持ちを持ち食べる。【自然との変わり・生命尊重】【健
康な心と体】
④包丁でサツマイモを切る体験をする。【自立心】【協同
性】【道徳性・規範意識の芽生え】
⑤クッキングを体験することで、食材や料理への興味を
育てる。【自然との関わり・生命尊重】

⑥調理器具の扱いや安全に気をつけて作業することを知
る。【道徳性・規範意識の芽生え】

⑦料理が完成するまで、どのような工程があるのかを知
り、完成する達成感を味わう。【協同性】【思考力の芽
生え】【数量や図形認識や文字への関心、感覚】

　今回の「お芋クッキングは」 月 日（木）に実施
した「芋ほりプロジェクト」からの発展として計画準備
を進めることになった。子ども達は、芋ほりの実体験で、
自らの手で収穫する喜びを味わうことができ、さらに収
穫したものを調理して食べることで、より自然への感謝
や食べることへの喜びを味わえるようにすることを考え
ていった。クッキング当日までに、子ども達が収穫した
芋をどのようにして食べてみたいかの様々な意見も多く
出され、調理への期待感も高まっていった。クッキング
は、 学期の「こどもの日プロジェクト」「七夕プロジ
ェクト」同様、「お母さん先生」の協力を得て計画して
いくことにした。芋の調理法を検討していく中で、実際
に子ども達が包丁で切る体験をするためには、どのよう
な形が良いかをお母さん先生と共に何度も試作検討を重
ねながら「大学芋作り」へと方向性を決定する。調理法
として、実際に包丁でお芋を切る経験は、年中・年長の
子ども達が体験できるようにと目的を立てて、具体的に
どの部分をどのように子ども達が関わるかをシュミレー
ションしながら進めていく。また、年少児は、クッキン
グにどのように参加できるかも検討し、事前にお芋を洗

う役割を持つことで、共にクッキングに関わる気持ちを
抱くことができるようにと考えた。大学芋は、芋を切っ
て油で揚げ焼きし、砂糖と醤油で作ったたれを絡めると
いう工程のため、今回は、子ども達の経験としては、「包
丁で切る」ということになる。
　クッキング当日は、年少児がまず芋を水洗いするとこ
ろからスタートする（図 ）。年少児は、芋を一つ一つ
丁寧に洗い、配膳室にいるお母さん先生に届けに行った
が、これからどのように「大学芋作り」が始まるかとい
う期待で一杯であった（図 ）。クッキング会場内（幼
稚園ホール）には、テ
ーブルを 台設置し、
年長・年中と時間を分
けて行う。各クラス、
事前に グループ（
グループ ～ 名）に
分かれ、グループごと
にお母さん先生が 名
ずつ担当し、実際に子
ども達が切る体験がで
きるようにしていっ
た。子ども達は、お母
さん先生の調理の説明
に、期待に目を輝かせ
ながら耳を傾けていっ
た。芋の皮をピーラー
でむくところは、お母
さん先生にやっていた
だき、芋を輪切りにし
た後、子ども達が包丁
を持って芋をスティッ
ク状に切っていく。初
めて手にする包丁に緊
張気味の子、家庭で経
験したことのある子と
いうように、個々に包
丁の扱いに対する経験
が異なるため、お母さ
ん先生は、じっくりと
進め方の声掛けをしな
がら、一人一人に対応
援助してくださった
（図 、 ）。包丁を
持つ際の持ち方、もう
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片方の手の安全な置き方（猫の手）など、安全に十分に
配慮しながら進めていただくことができた。その結果、
子ども達も包丁の扱いに対して、不安なく取り組むこと
ができ、自らできたという達成感につながっていったよ
うに感じられた。
　切りあがった芋は、ボールに入れて水につけアク抜き
し、次の調理の工程に入る。クッキング会場内では、火
を扱うことが難しいため、実際に調理をするのは別の配
膳室で行うことになる。お母さん先生には、事前に芋を
油で揚げ焼きするところまでを配膳室で準備してもら
い、出来上がった芋をたれとからめる工程を子ども達が
見ることができるように配慮していった。子ども達は、
クッキング会場内で、 グループごとに集まり、実際に
揚げ焼きしたお芋とたれをボール内でからめていく様子
を、お母さん先生の話を聞きながら見せていただいた。
芋とたれがからまっていく甘い香りに、思わず笑顔があ
ふれ、「早く食べたい」という声が多く聞かれた。また、
年少児は、水洗いした芋が、年長・年中児によってどの
ように調理され、大学芋になっていくかを見学すること
で、クッキングへの関
心を持ち、共に大学芋
作りへの期待感も高ま
る一方であった。出来
上がった大学芋は、各
クラスにお母さん先生
が配って下さり、いた
だくことができた（図
）。
　今回のクッキングは、年長・年中児は、一人一人が自
分で切って出来上がった「大学芋」であるという意識か
ら、より味わい深いものになったように思われる。自ら
の手で収穫したものが、クッキングによってさらに楽し
く貴重な経験につながったことは、食を考える上で、大
変意義深いことであり、子ども達の食への関心の広がり
にも結び付くきっかけにもなったように考えられる。今
回の計画には、お母さん先生の力添えが何よりも大きく、
事前の準備から当日の援助まで、皆が協力してくださっ
たことで、成し遂げた取り組みとなったように思われる。
今後も、さらに、子ども達が食の喜びを味わえる経験を
重ねていくことができるように検討していきたい。
 （森岡 とき子）

　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目」に着

目して、以下の目的を設定した。

①音楽に合わせて、自由に身体を動かすことを楽しむよ
うになる。【健康な心と体】【豊かな感性と表現】
②生活の中のいろいろな音に気付いたり聞き分けたりで
きるようになる。【自立心】【思考力の芽生え】
③友達と気持ちを合わせて歌ったり合奏をしたりして楽
しむ。【協同性】【道徳性・規範意識の芽生え】【社会
生活との関わり】【言葉による伝え合い】

　夏休み頃より、今年度のテーマである「カラフル・ス
マイル」を念頭に、プロジェクトリーダーを中心に話し
合いを進めた。 月の入園や進級以降、親しんで歌って
きた歌を中心に、普段から楽しく歌っている歌や新たに
取り組んだ歌などを選曲し発表することにした。気持ち
を込め、友達と息を合わせて歌うことができるように、
昨年度の選択基準を参考に、今年度のテーマを踏まえ、
( ) 優しい曲・静かな曲 ( ) 元気な曲 ( ) 歌詞を考えなが
ら歌う曲 ( ) 合奏 ( ) 参加型発表の、 曲を学年ごとに
選んだ。
　年少組では、楽しい雰囲気で無理なく声が出せるよう
な曲を選び、友達と歌う楽しさを味わえるよう進めてい
った。「大きな声で」と声をかけると怒鳴って歌う様子
があるため、「口を大きく開けて、優しく」など指導の
言葉を選び、怒鳴らず歌えるよう指導した。身体表現で
は、ピアノの音や教師の言葉を聴き分けてのびのびと表
現ができるようはたらきかけた。歌詞については、正し
く歌えるように、絵やペープサートなど視覚からの刺激
も取り入れて歌をお話として捉えることもでき、正しい
歌詞で歌うことができた子が多い。年中組では、歌詞か
ら子ども達がどのような内容の歌なのか意見を出し合い
ながら、イメージを共有できるような指導もした。イメ
ージした事をどのように歌って行くと良いかを考えられ
るよう促し、やってみようとする姿勢を認めながら繰り
返し歌った。また、年中組でも「きれいな声」を意識し、
リズムや音程を合わせる事、ピアノの音や友達の声を聴
く事も大切にしながら進めていった。子どもの人数が多
いため、ステージ上で安全に楽しめる振り付けを子ども
達と考えた。「ともだち」についての歌では、身近な存
在である「ともだち」についての思いや経験から出た感
情を聞き、歌詞の意味をイメージし、歌を覚えやすいよ
う導いた。自分にとって「ともだち」とは何かを考えた

図 　出来上がった大学芋をいただく
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図 　マラカス作り①（年少児）

長児）
図 　マラカス作り②（年少児）

図 　太鼓作り（年中児）
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り、友達を大切にする気持ちを育んだりする機会にもつ
なげたいという思いがあった。年長組では、「きれいな声」
「響きのある声」を出す事を意識するために、口の開け
方や目線、姿勢などに気をつけながら取り組めるようす
すめた。また、歌詞の内容に共感して歌い方を考え、歌
詞に出てくる季節を感じられる生き物や自然などについ
て一緒に考え、年中行事の由来を伝えるなど、子ども達
の協同性や思考力が育まれることを願った。「みんなち
がってみんないい」という歌詞や、「世界中のこどもた
ち」を思って、地域によって様々な違いがある事を、年
長児なりにいろいろな事柄に目を向けて考える時間も設
けた。
　歌唱や楽器演奏、身体表現などの経験をより豊かにし
ていくため、生活や遊びの中で音に親しむ活動を取り入
るに当たり、『わくわく音遊びで簡単発表会』（細田淳子
／著）を参考に楽しめるよう工夫した。簡単なリズム打
ち、身体の各所を叩いて、いろいろな音の出方を楽しむ
ボディーパーカッション、耳を澄まして音の発信と消滅
を当てるゲームなどを楽しみ、聴く力を養っていった。
その他、楽器を箱の中に入れて鳴らし楽器当てをしたり、
円になって座り、鈴など楽器の音を鳴らさずに隣の友達
に回していくゲームをしたりし、楽しい雰囲気の中で音
と親しむ環境を作り実践していった（図 ）。年長組で
は昨年の音マップ作り
も参考に、生活音や自
然の音を言葉で表した
り、似ている音を探し
たりして関心が持てる
よう働きかけもしてい
った。学年ごとの特性
や関心に合った活動を
通して、より音に親し
む事につながったと思う。
　 月には、「ゆかりんとチッキンの童謡コンサート」
に参加し、歌手の方の本格的な歌声を間近で聴き、素晴
らしい童謡を一緒に歌うことで、声の出し方を学び、友
達と心と心を合わせて歌うと気持ちよく歌うことができ
ることを知り、歌うことの楽しさを感じることができた。
　手作り楽器は、年少組は “マラカス”、年中組は “太鼓”、
年長組は “鳴子” を作成した。年少組のマラカスは、振
ることで簡単に楽しい音が出て、年少組にとって扱いや
すいと思われた。マラカスの本体となる空き容器や、中
に入れて音を出す材料（木の実、豆類、小石、ビーズ、
ボタン、アルミホイルなど）を、お家の方と一緒に選ん

できてもらった。お家の方も一緒に考えることで、親子
で、おんがくかいへの関心が持てるようにしたかった。
また、容器や中に入れる材料によって音が違うことに気
付き、いろいろな材料を親子で試すことを想定し、親子
のコミュニケーション向上もはかっていった。園では飾
り付けを行い、子どもが家から持ってきたレースのリボ
ンや園のきらきらテープなどを使って、思い思いに好き
な飾り付けを施した。これによりマラカスに愛着を持ち、
演奏への意欲を高めることとなった（図 、 ）。マラ
カスでは「おつかいありさん」を合奏した。子ども達が
大好きでずっと歌ってきた曲で、リズム打ちもスムーズ
にでき、のびのびと楽しく演奏することができた。年中
組の手作り楽器の取り組みとしては、年中組担任の個人
プロジェクトの流れを取り入れた。身近にある素材が太
鼓になることに気づくことで、素材を探す面白さにつな
がり、形や大きさ、素
材の違いが音の違いに
もつながることに気付
くことができた。また、
どのように太鼓が作れ
るのか話し合いをし、
子ども達から出た提案
を取り上げて材料を用
意し、友達と協力して
作る楽しさを味わうこ
とができるよう援助し
ていった。材料の使い
方や叩いたときに破損
しないようにするため
の作り方なども指導し
た（図 ）。打面が破
れた時には、子どもと
一緒に補修し、大切に
使おうとする気持ちに
も繋げていった。他に、
木片でも打楽器を作っ
た。いずれも叩くとい
う演奏法により、バチ
で怪我をしないよう使
用のルールも決めてい
った。様々な材料で太
鼓を作り、のびのびと
自主的に取り組むこと
ができ楽しんだ。また

図 　音を鳴らさないように……
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図 　鳴子作り（年長児）

図 　会場装飾（年少組）

図 　会場装飾（年中組）

図 　会場装飾（年長組）

演奏場所の関係で、ステージを降りて保護者の脇まで移
動して演奏したが、じっとしていることが苦手な子にと
ってもブレイクタイムとなり、保護者との距離も縮まり
和らいだ雰囲気となったと思われる。年長組は、園長先
生のご指導のもと、鳴子の作り方や道具の使い方を実際
に作りながら説明を受け、興味関心を持っていった。作
っていく工程で、ネジ穴を考えて接着したり、木工用ボ
ンドの量を調節した
り、木をすり合わせて
接着したりするなど、
様子を見守りながら援
助をしていった。道具
を使う際には正しく使
えるよう指導し、怪我
無く安全に取り組める
よう配慮した。また、
友達と役割分担しなが
ら作る中で、子ども達
の思いがすれ違う時に
は教師がその思いを仲
介し、援助して行くよ
うにした。作成には難
しい工程もあったが、
話をよく聞いて作成で
きた。鳴子の紹介は自
分達でナレーション
し、合奏は保護者と一
体となり楽しめたが、
もっと盛り上がる方法
も模索できると良かっ
た（図 ）。
　会場での並び方は、
学年により人数や身体
の大きさも違い、学年
の実情に合わせた並び
方を考えた。年少組は
初めての経験であり、
初めてのことに不安に
なったり、たくさんの
観客に戸惑ったり、じ
っとしていられないな
ど様々な子どもがいる
ことを考慮し、クラス
ごとに位置を変えなが

ら何度も試した。ステージ上でひな壇に立つことも考慮
し、安全に安心して発表できる場所を決定した。年中・
年長組では、人数の多さや楽器の編成、支援の必要な子
ども達の様子などを考慮して並ぶ場所を決めた。会場装
飾は、各学年の歌や演奏の内容に因んでテーマを決め作
成した。年少組は、お家の人、友達、周りの人々と一緒
だと嬉しいという気持を表した自分の顔を描き、年中組
は友達を描いた絵を「カラフル」をイメージした台紙に
貼った。年長組は、世界中のいろいろな国の友達を描い
た。自分の描いた絵が会場を彩ることで、子ども達が自
分達で作り上げていく気持ちを持ち、意欲的に参加する
ことができたと思われる（図 、 、 ）。装飾につい
ては、年少・年長組も台紙に貼るとよかったと園長先生
からご指導いただいた。また、保護者が来園されるため、
会場を装飾するものは全員が作った方が望ましいともご
指導いただいた。保護者の方が帰られる際に、急遽会場
装飾を間近で見る時間を設けた。より子ども達の取り組
みの様子を見て感じていただけたようである。
　当日は、多くの保護者の方が来園し、Live 配信でも
観ていただけた。緊張する子もいたが、ホールでの練習
時に学年間で「お客さん」として見合う経験をして観客
が入った状態にしたり、リハーサルの日に当日と同じ流
れをシミュレーションしたりすることで、当日は大きな
ハプニングなく、多くの子ども達がお家の方々に観ても
らう喜びを味わい、達成感を感じることができたと思わ
れる。保護者の方々とのコミュニケーションは、年少組
では、保護者との掛け合いで「楽器演奏の表現」を取り
入れたが、多くの保護者は携帯やカメラなどで撮影をし
ていたため手振りで表現することは難しかった。昨年度
は、コロナ禍で声を出しての参加の反応が小さかったた
め、本年度は身振りにしてみたが上記のような結果だっ
た。親子で一緒に楽しめるにはどうしたらよいか考える
ことが、今後の課題となった。また、後日実施した幼稚
園アンケートには、既存の楽器の使用についてのご意見
があった。本年度も、手作り楽器の他に既存の楽器も使
用したが、さらにどのような楽器を各学年でどれくらい
経験し、取り入れていくか検討もできるとよい。
　日頃から歌ってきた歌を、自信を持って歌い、手作り
楽器の演奏でさらに「音」に親しみを持ったりすること
ができ、充実した活動となった。また、友達と協力して
美しい音色を奏でていこうとすることで、友達を思う気
持ちや、言葉で自分の気持ちを伝えていく力を育むこと
ができたと考えられる。
 （平岩 保子）
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図 　園内放送の様子

図 　メッセージカードを取り出す
ところ　　　　　　

図 　メッセージを入れるところ図 　アドベントカレンダー
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　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目」に着
目して、以下の目的を設定した。

①クリスマス会を通して、海外の文化に興味をもつ。【社
会生活との関わり】【思考力の芽生え】

②出し物や歌、音楽を楽しみ、クリスマスの雰囲気を味
わう。【豊かな感性と表現】
③行事を友達と祝う気持ちを経験する。【協同性】
④クリスマス会をどのように進めていきたいか友達同士
で話し合い作り上げることを楽しむ。【社会生活と関
わり】【協同性】
⑤クリスマスを身近に感じながら、自分なりに工夫して
クリスマスの飾り作りを楽しむ。【豊かな感性と表現】
⑥クリスマスに期待を持ち、楽しくクリスマス会に参加
する。【道徳性・規範意識の芽生え】

　プロジェクトリーダーで集まり、子ども達がクリスマ
ス会まで期待を高め、ワクワク、ドキドキするようなイ
ベントにするにはどのように進めていったら良いか検討
を重ねた。今年度はアドベントカレンダーを用いてカウ
ントダウンし、クリスマス当日を楽しみにする気持ちに
つなげていこうと考えた。アドベントカレンダーの起源
をたどると、 世紀初頭のドイツ教会がクリスマス前
の 日間を数えるために始めたものとされ、近年、日
本でもよく目にするようになった。市販のものは一般的
にチョコレートやお菓子等が、各日ごとに入れられてい
るが、園の活動では、それらの食べ物に代わる何か楽し
いものを入れようと考え、話し合いを進めた、その結果、
メッセージが書かれた
手紙を入れてみること
にした。
　そこでプロジェクト
チームでアドベントカ
レンダーの製作を開始
し、小さな紙袋に、数
字と曜日を書いたもの
を貼り付けて準備をし
た。それらを紐にぶら
下げてパネルに飾り、
一階絵本コーナー付近
に設置した（図 ）。

　アドベントカレンダーの外側の袋は環境構成のひとつ
として教師が用意したが、中に入れる手紙に関しては、
子ども達の主体性を大切にし、オリジナルのアイデアを
取り入れながら、展開していくことにした。　こうして
アドベントカレンダーが 月 日にスタートした。初
日の手紙の準備は、職員室の教師らが担当し、園内放送
を使って全クラスにアドベントカレンダーの存在や手紙
の内容を知らせた。初回の手紙には「みんなで、もりの
クリスマスを踊ろう」と書かれており、戸外遊びの折に
全園児でもりのクリスマスのダンスをして盛り上がっ
た。この日は参観に来ていた保護者の方々にも一緒に踊
って頂き、 月の園庭が和やかな雰囲気に包まれた。
　 日目からは、 クラスずつ持ち回りで手紙の内容を
考えて書き、アドベントカレンダーの袋に入れに行っ
た。開封するのは、翌日に手紙を入れに行くクラスの子
ども達が行い、手紙の内容やミッションを園内放送で読
み上げるのも子ども達自身に担当してもらった。年長組
はこれまでの様々な経験から、みんなに知らせるという
意図を理解して、友だ
ち同士協力して放送す
ることができた。とこ
ろが、年少組は文字を
読むことが難しかった
り、初めての経験で戸
惑ったりする様子が見
られた。そんな年少組
の子ども達を、年長組
の子ども達がサポート
してくれ、放送を共に
行う頼もしい姿が見ら
れた。年長児は、日頃
から年少組の子達の着
替えや支度のお手伝い
をしている為、今回の
放送でも優しく声をか
けてリードし、微笑ま
しい姿が見られた（図
）。
　手紙の内容は各クラ
スで話し合って子ども
達自身が考えたもの
で、「空のサンタさん
に向かってクリスマス
会楽しみです、と言お



─　　─

図 　サンタさんクイズ

う」「サンタさんの絵本を読んでね。」「サンタさんにプ
レゼントくださいって言おう」等、様々の内容であった。
子ども達は手紙を入れにいくのも、取り出すのも楽しみ
で、目を輝かせていた（図 、 ）。
　こうして、日を追うごとにアドベントカレンダーが子
ども達の園生活の中に浸透していき、日々、手紙に書か
れたミッションを幼稚園の子ども達全体で楽しみ、徐々
にクリスマス会への期待を高めていった。アドベントカ
レンダーの最終日である、クリスマス会前日の手紙は再
び職員室の教師が担当し、「明日はクリスマス会。元気
に幼稚園に来てくださいね。」と呼びかけた。
　アドベントカレンダーの活動と並行して、クリスマス
オーナメントの飾り作りを色々な表現で行うことにし
た。製作コーナーでは、園外保育に出かけた時に子ども
達が拾い集めてきた木の実や落ち葉等、自然物を活かし
たオーナメントと、紙粘土を使ったオーナメントを作っ
た。また各クラスでは、子ども達がこれまでの経験を生
かして、作りたいオーナメントを好きな素材で作った。
　それらオーナメントを飾るもみの木は、今年の夏の猛
暑で残念ながら枯れてしまった為、新しいもみの木を迎
えた。早速テラスに設置すると、子ども達が興味関心を
示して見にやってきて、可愛いオーナメントをぶら下げ
て、飾ってあげようという流れになった。
　サンタさんにプレゼントを入れてもらう袋の飾りは、
例年、欲しいプレゼントの絵を描く子が多かったが、今
年度は「サンタさんへ思いを伝えよう」という主旨の下、
手紙や絵で表現してみることにした。「サンタさん、プ
レゼント配るの、がんばってね」、「風邪ひかないでね」
という優しいメッセージを文字に書いて表現する子もい
れば、サンタさんと自分が手をつないで笑っている絵を
描いて表現する子もいた。袋は子ども達が持ち帰るので、
各クラスで事前に写真に撮ってプリントし、サンタさん
役の方に、子ども達の気持ちと共に届けることにした。
　クリスマス会当日は、年長児によるキャンドルサービ
スや保護者有志による出し物、パイプオルガニストの吉
田文先生のピアノ演奏等、充実した内容を計画して会を
進めていった。その後、サンタさん役を依頼し、来園し
て頂いたサンタさんの登場に子ども達は目を輝かせてい
た。年長組の子ども達から出たアイディアを活かし、サ
ンタさんへの質問を兼ね、会場の園児全員参加でサンタ
さんクイズを行った。質問内容は、「サンタさんはどう
して赤い服を着ているの？」「好きな食べ物はなんです
か？」「プレゼントはどうやって準備するの？」等、子
ども達の素朴な疑問で、それに対してサンタさんがドイ

ツ語でユーモラスに回
答して下さり、大いに
盛り上がった。クイズ
の回答から、サンタさ
んのお人柄も伝わり、
子ども達も親近感を持
った様子だった（図
）。最後に、サンタ
さんからクラスごとにプレゼントを頂き、子ども達から
はお礼に歌を送り、交流を深めることができた。
　昨年度は「サンタさんからの手紙を探す」という遊び
を通して、教師が子ども達の期待を高められるような働
きかけを行ったが、今年度はさらに子ども達のアイディ
アを活かし、アドベントカレンダーのミッションやクリ
スマス会のサンタさんクイズ等、子ども達の主体性を引
き出すようにした。来年度も子ども達と共に夢のあるワ
クワクするようなクリスマス会プロジェクトを計画して
いきたい。
 （山本 利麻）

　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目」に着
目して、以下の目的を設定した。

①普段食べている米の栽培を通して、米ができるまでの
過程を知る。【健康な心と体】
②実際に栽培をすることで、興味関心を高めるとともに、
育てることの難しさを知り、何気なく食べているもの
に対する感謝の気持ちを持つ。【自然との関わり・生
命尊重】【社会生活との関わり】
③収穫後の藁を使ってしめ縄を作ったり、米を精米して
おにぎりクッキングをしたりして収穫の喜びを味わ
う。【協同性】【豊かな感性と表現】【健康な心と体】

　昨年度、個人プロジェクトで米の栽培に初めて取り組
み、その経験をもとに、今年度は園のプロジェクトとし
て全学年で米作りに取り組むことにした。まずは、各ク
ラスで米作りに関する図鑑を見て、米ができるまでの過
程を子ども達がイメージできるように導入をした。
【発芽作業】 月
　昨年度は、農家から田んぼの土と稲を分けていただき、
プランター つの小規模で栽培するところから始めた。
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図 　苗植え図 　土作りの様子
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今年度は、JA の方か
ら園児分の種まきセッ
ト（品種コシヒカリ　
人分）をいただく

ことができ、園児一人
ひとりが発芽から体験
することができた。
【土作り体験】 月
　昨年度の稲づくりの土と、今年度さらに農家からいた
だいた田んぼの土の他に、今年度は 種類の土（黒土
、赤玉土 、鹿沼土 の割合）を混ぜ合わせたり、子

ども達と一緒に土作りをしたりするところからのスター
トであった。スタートさせる前に、地域の農家の方にも
ノウハウをお聞きしたり、JAの方にも相談したり、ネ
ットで調べたりしながら準備を行った。昨年度、栽培し
た後の田んぼの土や地域の方に分けていただいた田んぼ
の土も使用して、作った土と田んぼの土との発育の違い
も比べて見ることにした（プランター 個は混ぜ合わ
せた土、バケツ 個は田んぼの土を使用）。今回の反省
は、水をはることを想定せずにプランターを購入してし
まったため、水穴をふさぐ作業に手間がかかったり、塞
いでも水が漏れてきてしまったりして、何度も塞ぎなお
すことになったことである。また、土は 種類の土を混
合したが、赤玉が大きく、砕く作業に手間取ってしまっ
たため、小さいサイズのものがあれば購入すると良かっ
た。土作りにはかなりの手間と時間がかかったため、職
員で半分はあらかじめ作っておき、残りは子ども達が遊
びの時間に自由に土作りができる環境を準備したこと
で、普段の生活では味わえない経験をすることができた
ことは良い機会になったと思われる。また、その中で異
年齢同士の関わり合いをする様子を見ることもできた
（図 ）。
【苗植え】 月
　発芽の時点で、苗床ができるように各クラスで受け皿
に種もみを敷き詰めて発芽をさせた。苗植えができるほ
ど発芽させ、プランターやバケツに苗植えをすることに
し、子ども達一人一人が苗植えをする経験をすることが
でき、田んぼ特有の土の感触を味わうこともできた。苗
の量に対してプランターや土が足りなくなりそうにな
り、多めの束で苗植えをすることになった。土の配合が
追い付かず今年度は、このプランターの数で行うことに
なったが、来年度も同じ量の苗植えをするのであれば、
クラスにもう一つずつ買い足す必要があると思われる。
稲の発育の様子を観察すると、田んぼの土を利用したバ

ケツの稲の方が、生長
がいいものが多く、田
んぼの土には稲が育つ
ための養分が多く含ま
れていると考えられ
た。しかし、プランタ
ーの方も苗の生長がま
ちまちで、日当たりや
田植えの時期の差なども比べてみたが、はっきりとした
原因はわからなかった。 月と 月に計 回、JAの職
員の方にも来園していただき、専門的な立場から苗の発
育状況を見ていただいたり、子ども達と関わる時間も取
っていただき、専門的な仕事に興味を持ったり、米作り
に対する関心がさらに深まったりすることが出来るよう
にしていった。 月後半に稲穂ができ始めたが、夏休み
に入っていたため、写真撮影をして、記録として残し
て、休み明けに子ども達にその過程を見せることができ
るようにした。また、 月は台風対策や職員の長期休暇
の間の対策として、気候の変動を確認して、稲を移動さ
せたり、水やり当番などをあらかじめ決めておくこと
で、稲が倒れたり、枯れてしまうことを防いだりした（図
）。
【稲刈り】 月
　子ども達全員が稲を刈る経験ができるように戸外遊び
の時間に各学年で稲刈りを行った。鎌で刈る、ひもで縛
る、束ねた稲を乾かす、といった作業に対して、予想以
上に子ども達が自分でできたことが多く、予定していた
時間よりもかなり早く終えることができた。年少・年中
児が作業する際には年
長児が見守ったり、手
伝ったりするなど異年
齢の関わりを深めるこ
ともできた。また、稲
刈りの際にも JA の職
員の方に来園していた
だき、その様子を見て
いただいた（図 ）。
【脱穀・籾摺り作業】 月～ 月
　今年度は気温が高い日が多かったこともあり、米の生
育が昨年度に比べて不良で、稲が細いため手作業で脱穀
する際に米が一粒ずつ取れず、穂のままちぎれてしまっ
たり、米の粒が小さかったりした。そのため収穫できた
米が約 キロと予定していたより少なかった。しかし、
子ども達にとっては、こういったことも、気候や環境に

図 　稲刈りの様子
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図 　脱穀の様子

図 　しめ縄作り

図 　おにぎり会の様子

よって、食物の収穫に
差ができるという理解
に繋がったことは良か
ったと思われる。また、
図鑑などで調べた、米
のできるまでの過程と
共に、精米する作業に
ついても、機械だけで
はなく、図鑑などで調
べた方法で、牛乳パッ
クを使って脱穀した
り、すり鉢やボールを
使って籾摺りをしたり
するといった手作業を
経験したことで、普段
食べている米がこのよ
うに手間をかけてでき
るという事に気づくき
っかけともなった（図
）。
【しめ縄作り】 月
　正月の伝統行事を知
ったり、実際に体験したりする機会として、脱穀後の藁
を使ってしめ縄を作る経験もした。気温が原因と思われ
る稲の発育不足から藁自体が細く折れやすかったため、
本来の藁をよるといった作業は難しかった。しかし子ど
も達と ipad などでいろいろなしめ縄を調べたりして、
各クラスで工夫して様々な形の表現でしめ縄を完成させ
て、保育室に飾り、正月の雰囲気を味わうことができた
（図 ）。
【おにぎり会】 月
　実際に収穫できた米が . 合弱であったため、さらに
キロ米を買い足して、子ども達からの要望のおにぎり
を作ることにした（年少組 合、年中・年長組 合、予
備 合）。子ども達には今回、米を買い足したことは、
あえて伝えず、自分達が収穫した米をおにぎりにして食
べたという体験を十分に味わえるように配慮した。また、
おにぎりの具に関しても、あらかじめ子ども達にどんな
具で食べたいかを事前に聞き、期待を高めて当日を迎え
られるようにした。今回は園のホールで、学年ごとに、
おにぎり会をするという事にし、お母さん先生にもお手
伝いいただいて進めていった。しかし、全学年の割り当
て時間を組んでいくと、初めの学年は子ども達の米とぎ
体験から米の炊き上げ時間、その後のおにぎり作りまで

の時間があわただしく
なってしまったため、
来年度は、各保育室で
クッキングすることも
考えていくと良いので
はないかと思われた。
子ども達は、炊き立て
のご飯に、自分の好き
な具材（しゃけ、梅干し、おかかふりかけ、塩）を選ん
で、おにぎり作りを楽しみ、自分で育てた米のおいしさ
を十分に味わえた様子であった。その後の、給食の様子
でも、米を一粒も残さず食べようとする姿が見られるよ
うになった子どもも多く、米作り体験を通して、食物を
育てる大変さや、大切にしようとする気持ちが養われた
と感じることもできた（図 ）。
【その他】
　田んぼに生き物が生息できるような環境を作り、観察
できると良かったという昨年度の反省を踏まえて、今年
度は、タニシを生息させて稲と一緒に観察していくこと
にした。苗の量に対してプランターやバケツの数が少な
かったことで、稲が育ってくると密集してしまい、タニ
シの存在が一目で目視できない状態になってしまった。
そのため、タニシを探すために稲をかき分けないと観察
できなかったこと、タニシはあまり活発に動かないため、
生態に興味を持つという教育的効果までには至らなかっ
た。
　今年度のプロジェクトを通して、「米作り体験」には「
の姿」に照らし合わせていくと健康な心と体、自然との
かかわりや、社会生活とのかかわり、協同性、豊かな感
性と表現など、さまざまな教育的要素があるとあらため
て気づくことができた。しかし、米の栽培については、
まだまだ、教師自体が経験不足で改善点があることにも
気づくことができたため、来年度はこの経験を活かして、
さらに子ども達と共に、豊かな環境の一つとして米作り
を発展させていけたらと考える。その中で、米も一種類
の品種だけでなく、もち米や赤米、さらに大豆など栽培
後のクッキングに繋がっていくような食材の栽培も取り
入れていくことも提案の一つとして考えている。
 （渡邊 和代）

　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目」に着
目して、以下の目的を設定した。
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図 　鬼ヶ島作り

図 　心の中の鬼を見合う様子
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①伝統行事に興味をもち、行事に参加して楽しさを共有
する。【協同性】【言葉による伝え合い】【健康な心と
身体】
②節分の意味を知り、豆まきを体験する。【自立心】【思　
考力の芽生え】
③心の中の鬼や鬼ヶ島作りを通して、表現を楽しむ。【豊　
かな感性と表現】【思考力】
④お母さん先生との交流を楽しむ。【言葉による伝え合
い】【社会生活との関り】

　今回の節分行事では、「楽しい豆まき」をテーマに、
お母さん先生も交えた豆まき大会を行った。節分にどの
ようなことがしたいかということについて子どもに聞く
と、「楽しい豆まきがしたい。」という声があがったこと
から、楽しく出来る豆まきの方法を考えた。また、保護
者の方から、お父さん先生を募集して豆まきをしてはど
うかという発案があった。当初、上記の二つの意見を組
み合わせ、「お父さん先生との豆まき鬼ごっこ」を行う
ことで内容を検討したが、話し合いを進める中で、限ら
れた時間の中で大人数での鬼ごっこを行うことで怪我等
が心配されることから、内容を再検討することとなった。
時間や安全性、行事の意味など様々なことを考慮しなが
ら、検討を重ね、最終的に、“心の中の追い払いたい鬼
に向かって豆をまく豆まき大会” をすることとなった。
お父さん先生については、性別に拘らず、お父さんお母
さん、どちらの参加でも良いとして募集を行った。豆ま
きのリーダーとお福さんの役に分かれ、子ども達と一緒
に豆まき大会に参加していただくこととした。今回の募
集では、お母さんのみの応募であったため、以下ではお
母さん先生と表現する。
　今回は、楽しい豆まきがテーマということで、豆まき
の中でも “お楽しみ” の要素が出来るよう、動くストラ
ックアウト形式の鬼ヶ島を作り、その鬼ヶ島にそれぞれ
が持つ心の中の鬼を貼りつけて豆をまくこととした。早
速、鬼ヶ島作りから始まった。鬼ヶ島作りは、降園後の
預かり保育に参加する子どもを中心に行った。初めは鬼
ヶ島に対するイメージがあまり湧かない子もいたが、絵
本などを通して、段々とそのイメージが膨らんできたよ
うである。「鬼の顔のような形がいいと思う。」「色は、
ブロックの入れ物みたいな感じかな？」などと言葉を交
わしながら、鬼ヶ島の形から色味まで子ども達と一緒に
話し合い、想像を膨らませながら作り上げた（図 ）。

口や目は子どもが描い
た形に沿ってくり抜
き、豆が当たるだけで
なく、潜り抜ける事も
できるようにした。コ
ントラストをはっきり
させるため、牙や目の
周りには子どもが再度
色を塗り、造形的な観
点にもこだわった鬼ヶ
島が完成した。
　次に、一人一人の心
の中にいる追い払いた
い鬼作りを行った。制
作に取り掛かる前に、
クラスで「おなかのな
かにおにがいる」とい
う絵本を読み、今回の制作へ想像が膨らむようにした。
しかし、年少・年中児では、心の中の追い払いたいもの
という概念への理解が難しい子も多かったようである。
年長児になると、理解が深まるようで、より具体的なそ
れぞれの追い払いたいものが個性豊かな鬼として表現さ
れていた。発達段階に合わせたより細やかな援助や工夫
が必要であったことは反省点として挙げられた。職員室
前に鬼ヶ島を設置しておき、作った鬼を貼りに来られる
ようにした。鬼ヶ島の前では、友達とどんな鬼をつくっ
たか話し合う姿も見られた（図 ）。また、豆まき大会
に向けて、豆まきで投げる豆づくりも併せて行った。こ
の豆についても、小さな豆を袋いっぱいに作る子もいれ
ば、大きな一つの豆を作る子もおり、思いの込め方に個
性が見られた。大きさについては、年少児では比較的小
さなもの、年長児では大きなものが多いという結果とな
り、自然と身体や手に合わせたものを作ろうとするので
はないかと考えられた。
　豆まきの前日、鬼ヶ島にある仕掛けを施した。鬼ヶ島
の裏にお福の絵を張っておいたのである。鬼ヶ島が倒れ
るとお福の絵が出ることで、子ども達の心の中にいる鬼
が追い払われたことを一つのストーリーとして感じられ
るように考えた仕掛けである。お福のイラストについて
は子ども達が制作したもので、ここにも色や形も常識に
囚われない個性豊かな表現が見られた。
　上記のような準備期間を経て、子ども達の中で豆まき
に対する理解や興味が深まったところで、豆まき大会が
行われた。はじめに、豆まきに対する云われなどを聞き、
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図 　豆まき大会

図 　お福が現れる様子

図 　福みくじ

その意味を再確認した後、今回の豆まき大会に参加して
くださったお母さん先生の紹介を行った。子ども達も自
分のお母さんやクラスの友達のお母さんが来てくれたこ
とに喜びを隠せない様子であった。豆まき大会に入る前
に、準備体操として「豆のせ～る」の音楽に合わせて豆
を手に乗せ、体を動かした。自然と体を動かしたくなる
音楽と振り付けで、子どもから大人まで一緒になって体
を動かすことが出来て、豆まきへの期待を高めながら準
備体操を行えたことは良かった点である。準備体操が終
わるといよいよ豆まき大会のはじまり。最初に、豆まき
リーダーであるお母さん先生の投球を見た。子ども達も
真剣にお母さん先生の投げる姿を見ており、豆まきに向
けてより一層気持ちを高めることが出来たのではないだ
ろうか。気持ちが高まったところで、子ども達の番がや
ってきた。心の中にある追い払いたいものがある動く鬼
ヶ島に向かって自分でつくった豆をまいた（図 ）。豆
まきリーダーのお母さん先生が一緒に豆をまいてくれた
り、お福さん役のお母
さん先生が応援をして
くれたり、お母さん先
生との交流もまた、豆
まき大会を一層楽しい
ものとした。豆まき終
了の合図の後、鬼ヶ島
が倒れ、お福の絵が現
れた（図 ）。お福役
のお母さん先生からも
言葉をいただき、心の
中の鬼が追い払われ幸
せが訪れることを感じ
られたのではないか。
豆まきの後には、お福
さん役のお母さん先生
から、福みくじを引い
た。福みくじには、吉
や大吉という表記のほ
かにもお福からのメッ
セージも書かれてお
り、子ども達も嬉しそ
うに読み合っていた
（図 ）。福みくじに
関しては、来年度以降
も恒例として続けてい
きたい。

　今回の節分では、子どもの声から楽しい豆まきという
テーマで企画した。鬼ヶ島作りから心の中の鬼作りでは、
子ども達が楽しみながら自ら考え、話し合い、自分の表
現として作り出すことが出来た。当日の豆まきでは、お
母さん先生をはじめ、様々な人との交流を楽しみながら、
時には協力し、豆をまくことで、自分の中にいる鬼に向
き合うことが出来たのではないだろうか。また、今回の
テーマにある通り、前日から豆まきを楽しみにする声が
上がり、当日も子どもの笑顔が多く見られる中で豆まき
を行うことが出来た。内容については、何度か検討を繰
り返すこととなったが、楽しい豆まきという方向性に関
しては一貫して行うことが出来たのは良かった点ではな
いかと考える。近年、豆まきにおける鬼という存在の在
り方や鬼が子どもを怖がらせる豆まきの仕方にも疑問が
持たれている。その中で、今回、楽しく行うことの出来
る新たな節分のあり方を模索することが出来たことは、
大きな学びとなった。鬼という存在に怖さや悪者という
偏った印象だけが結びつくのではなく、楽しさや親しみ
も持つことの出来るよう、節分を通して感じるきっかけ
となれば良いと考え、楽しさに着目した豆まきを行った
が、この点について研究会では助言をいただき、鬼とい
う存在について、親しみは無く、昔から怖さや悪を象徴
するものであるといった捉え方を教えていただいた。来
年度以降は、このような視点も持ちながら、子どもに知
らせていく機会についても考えていきたい。また、今回、
お母さん先生の参加により、節分とは少し離れた新たな
発見もあった。豆まき大会の後、参加したお母さん先生
から「楽しかった」という感想が多く寄せられた。今ま
でお母さん先生を募集する際には、料理が中心であった
のに対し、今回は保育の中に参加していただいたこと
で、より子どもを近くに感じ、一緒に楽しむことが出来
たようである。これは保育への理解にも繋がり、お母さ
ん先生の活躍の場を広げることの出来る新しい発見であ
った。このように、お母さん先生の可能性についても興
味深く、今後もさらに広げていきたいと考える。
 （小澤 黎花）

　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目」に着
目して、以下の目的を設定した。

①劇のシナリオやストーリー、道具などをクラスの友達
と話し合い、イメージを共有し合って、自分達で主体
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的に作りあげていく達成感を味わう。【協同性】【思考
力の芽生え】【言葉による伝え合い】【豊かな感性と表
現】【数量・図形・文字等への関心・感覚】
②普段の遊びや生活の一部を取り入れて、日頃の活動を
発表することで、自分の力を発揮し自信を持つ。【健
康な心と体】【自立心】【道徳性・規範意識の芽生え】【思
考力の芽生え】【数量・図形・文字等への関心・感覚】
【言葉による伝え合い】【豊かな感性と表現】

　生活発表会に初めて取り組む年少組が、この 年間積
み重ねてきた様々な経験を、無理なく楽しく表現できる
ことを念頭に進めようと考えた。 月頃から、お話遊
びや話し合いなどを進めていったが、初めは生活発表会
とはどういうものかということを想像すること自体がな
かなか難しい様子だった。そのため、入園してから今ま
でに経験してきた運動会やおんがくかいなどの大きな行
事を思い出し、大勢の前で自分の表現を発表することの
楽しさや喜びを味わう事ができる点はもちろん、日々の
大好きなごっこ遊びやリズム遊びなども取り入れた会で
あることを話し、観劇なども経験したうえで徐々にイメ
ージできるよう働きかけていった。
　また、今までの行事や生活の中で、初めてのことに抵
抗感があったり、観られることに恥ずかしさを感じたり、
一定のルールを守りみんなと同じ練習をすることに窮屈
さを感じたりする様子が見られる子ども達がクラスにい
るということを踏まえ、そのような子ども達も安心して
自分の気持ちや力を発揮できる場にしていきたいと考え
た。
　お話の内容を考える時は、なるべく子ども達の主体的
な考えを取り入れたいと思ったが、年少組は初めての経
験ということもあり、何かお話の土台があれば一層イメ
ージが膨らみやすいと考え、いくつかの絵本を読み、子
ども達と決めていった。お話のベースが決まってからは、
絵本にとらわれず自分達がやりたい役を考えたり、ベー
スのお話を、クラスで話し合いをして自分達の好みにど
んどん変えていったりし、結末も変わることになった。
　実際にお話が決まってからの取り組みとしては、大き
なホールでのびのびと表現する楽しさを味わうことがで
きるよう、まずはホールのフロアで思い切り身体を動か
したり、大きなホールの後ろまで声が届くか試してみた
りということを、子どもどうしで聞き合ったりすること

から始めた。また、好きな動物になりきって動物の歩き
方を自分で考えて歩いたり、身体の大きさが小さな動
物・中くらいの動物・大きな動物が「つり橋」を歩くと
きの歩き方や「つり橋」が揺れることで出る「音」を子
ども達と想像して、歩く真似をしてみたりした。このよ
うに表現遊びを楽しみつつ、言葉や合図で身体を動かす
ことにも慣れ、自然にお話に親しみを持つことができる
よう援助していった。森の中のお話ではあるが、海の生
き物や恐竜なになりたい子もおり、表現をするのが苦手
な子にも「この役なら頑張れる」という思いをもつこと
ができるように、ファンタジーの世界を大切にした。お
話に出てくる「つり橋」を渡るときの音の違いが、動物
の身体の大きさで変わるということが、お話のリズム感
ともつながっていくため、出てくる動物のグループ分け
にはこだわり役を決めていくことにした。話し合いをす
る中で、自分のアイデアを積極的に伝え、その場でみん
なと一緒に表現してみて取り入れていくことを決めるこ
とも多かった。また、素敵な表現をしている子に、みん
なの前で再現してもらい、他の子ども達の表現の仕方の
刺激となっていくこともあった。表現遊びをしていく中
で出てくる動物がどんどん変わったり、以前とは違う役
がやってみたかったりする子も多かった。中には取り組
みはじめから一貫して同じ役を気に入り、毎回その役で
表現するのが楽しくて仕方がないという気持ちを、全身
で表現する子もいた。最終的には、小さな動物はウサギ・
ネズミ、中くらいの動物はパンダ・ジンベエザメ・恐竜
のお兄さん、大きな動物は恐竜のお父さんとお母さんと
し、つり橋を渡らせたくない森の妖精ドロルと、つり橋
の上でいろいろな競争をしてピンチを切り抜けていくと
いうストーリーとなった。競争は元のお話には無いが、
子ども達と話し合いをすると、普段の遊びやリズム遊び
などの経験から「ジャンケン」「ケンケン」「指相撲」「バ
ランス」等々、いろいろなアイデアが出た。実際には「片
足バランス」「からだジャンケン」「動物ものまね」に決
定し、役ごとに競争を楽しんでいった。ことごとく競争
に負けた妖精ドロルは、最後はひとりぼっちになってし
まい、子ども達から「さびしそう」「悲しそうだね」と
声があがり、どうしたらいいかみんなで考えていった。
すると、「友だちになれば？」と子どもからアイデアが
出たため、「友だちになってしたいことは何？」と更に
考えていった。「みんなでピクニックして、お弁当食べ
る」「歌を歌う」「踊りを踊る」などのアイデアを踏まえ、
「ともだちできちゃった」（作詞・作曲：阿部直美）の曲
に合わせ、みんなで歌い踊り、エンディングとした。
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図 　背景作り

図 　つり橋作り

図 　生活発表会当日

図 　お面作り①

図 　お面作り②

　歌は、親しみのある曲を替え歌にしたり、覚えやすい
フレーズでお話の筋もわかるよう歌詞を付けたりして、
毎朝の朝の会で繰り返し歌っていった。気に入ったフレ
ーズを鼻歌で歌うなどしていたが、いざストーリーの中
で挿入しようとすると、声が小さかったり、どこで歌う
かわからないことがあったりした。話の内容と、マッチ
した曲選びの難しさを感じ、もっと勉強していく必要を
感じた。
　台詞に関しては、ある程度は担任が考えたが、子ども
と一緒に考えていった部分も多く、演じながら子どもが
どんどん変えて言っていく部分も大いにあった。年少
は、同じ役の子全員で一緒に台詞を発することとしてお
り、みんなで一緒に言うことで、緊張感が和らぎ、恥ず
かしい気持ちがあってもみんなと一緒なら安心し、自信
になっていくと思われる。そのため同じ台詞でも、子ど
もによって言い方が違う部分があったが、内容が合って
いればその子の言いやすい台詞回しで表現してもらうこ
とで、のびのびと演じ
ることができていた。
　造形表現について
は、演じるときにより
役になりきることがで
きるよう身に付ける衣
装を作ることと、劇に
必要な大道具を作るこ
とで、お話の世界を表
現していった。身につ
けるものは、学年間の
成長の過程に沿って段
階的に作る内容を話し
合い、年少では役を端
的に表現でき、役を楽
しめるものとしてお面
を作った。運動会の時
に頭飾りを作った経験
から、土台に動物の耳
や顔を付ける子もいれ
ば、コック帽のような
土台に装飾をする子も
いた。それぞれに色や
形、装飾の材料も十人
十色で、動物の様子
を図鑑や iPad の写真
などを参考にする様

子もあり、楽しんで作
る姿があった（図 、
）。
　大道具に関しては、
背景としてお話の全体
像をイメージした大き
な絵を、子ども達と描
くことにした。どんな
構図がいいのか、画用
紙をつなげた大きな紙
を前にして、子どもと
想像しながら、山や川、
つり橋のある風景を子
ども達が描いていき、
色を塗ったり色紙や廃
材の包装用紙などをち
ぎって貼ったりしてい
った（図 ）。そこに、子ども達が自分の役をイメージ
した絵を描き、背景の中のどこに貼りたいかを子どもが
考えて貼っていった。また、お話の鍵になる「つり橋」
作りに悩んでいるとき、園長先生にご指導いただいた。
つり橋ということで、床に付けず、浮いた状態でよりつ
り橋が揺れる感じを出すようにした。また、実際にフロ
アに置いたときに、その高さによって子ども達の姿が見
えなくなってしまうことを、見学してくださった他の教
諭にご指摘いただき、当日までに手直しすることもでき
た（図 ）。
　このように、クラスごとで見合うことは、子ども達の
刺激になることはもちろん、全体の見え方や子どもの立
ち位置など、担任だけでは気付かないことを発見でき有
効であると思う。
　子ども達が一人ひとり好みの場面を見つけてお話を楽
しみ、自信を持って力を発揮できるように進めたいとい
う点で、人前での発表
に苦手意識のある子
や、決められた事をす
ることに窮屈さを感
じ、参加を拒否する事
の多い子どもにも、時
間をかけて少しずつ参
加することで、好きな
場面を見つけ、そこだ
けでも参加できればと
励ましながら関わって
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きた。人前での発表に苦手意識のある子は、自分のでき
る範囲で踊りの一部に参加したり、好きな動物の身体表
現をしてみたりできることもあり、台詞なども覚えて参
加することができた。当日は、たくさんの観客に戸惑い、
固まってしまう場面もあったが、当日までの過程で成長
が感じられた（図 ）。決められた事が窮屈な子どもに
関しては、今回のお話遊びの中に、本来のその子らしさ
を引き出しきれず援助が難しかった。もっと、時間をか
け、寄り添い関わりを見つめていく必要があったと反省
している。
　生活発表会当日まで、日によって子ども達の気持ちの
集中が難しく、やる気を引き出していくことが難しい時
が何度もあり、楽しんでできているか悩むときもあった。
しかし、子ども達の中には様々な取り組みや経験の積み
重ねを通して、クラスの友だちと協同して行うことの充
実感、豊かな感性と表現を発揮することの喜びなどを感
じ、次の学年につながる自信になってくれたのではない
かと期待しつつ、次年度に向けよりよい援助を課題とし
たい。
 （平岩 保子）

　年少児にとって生活発表会は初めての経験になるた
め、準備を始めるにあたって クラス合同で簡単なスト
ーリーのお話遊びを行い、身体表現やセリフのやり取り
を楽しむ経験をしたり、観劇に参加して役柄になりきっ
て演じる姿を見たりして劇遊びがイメージできるように
した。その上で、これまでに経験してきた園行事を振り
返り、「運動会では走ることや踊ること、おんがくかい
では歌や合奏をしました。生活発表会ではどんなことが
やってみたいかな。」と投げかけ、話し合いの機会を多
く作り、子ども達の意見を取り入れながら劇作りを進め
ていくようにした。また、初めての経験ということで劇
の題材は絵本を元にして、進めていく中で子ども達の意
見を取り入れながらストーリーを決めていくことにし
た。
　もも組には支援の必要な子や初めて経験することに強
い抵抗感を示す子ども、人前で表現するのが苦手な子ど
もなどが見られ、日頃から個別の声掛けや促しを行う場
面が多くあるため、配慮が必要な子達も興味を示し、ク
ラスの一員として無理なく参加できて楽しさを味わえる
ような題材や取り組みを考えていくようにした。
　題材は年度当初から室内や戸外遊びでごちそう作りや

お店屋さんごっこなどのやりとりが見られ、給食のご飯
を使ったおにぎり作りを何度か行っていたことや壁面飾
りとしてお弁当作りをした経験をふまえ、子ども達が好
きで何度も読んできた『おべんとうバス』の絵本を元に
していくことにした。初めて経験することに抵抗を示す
子は車が好きなことから、この題材に対しても興味を持
つのではないかということもヒントにした。
　絵本ではお弁当の中身が次々にバスに乗り込んで出発
するという単純なストーリーだが、子ども達に「バスに
乗ってどこに行きたい？」と投げかけてみて出た、「ピ
クニックに行きたい」という意見を取り入れ、冒険をし
ながらピクニックを目指すというストーリーになった。
　配役はそれぞれになりたい食べ物を聞いていき、「お
にぎり、カレーライス、卵焼き、唐揚げ、コーンスープ、
バナナ」など、出てきた様々な食べ物を子ども達と一緒
に相談しながら「ごはんチーム」「おかずチーム」「スー
プチーム」「デザートチーム」の つに分け、順にバス
に乗り込んでいくことにした。当番活動の際の自己紹介
など、人前で表現するのが苦手な子も運動会でのかけっ
この返事はできていたため、登場する子どもの名前を呼
び、返事をすることで役柄の紹介をしたり、あらすじを
歌や手遊びの歌詞に取り入れて歌うことで観客に伝わる
ようにしたりした。また、登場の仕方をクラスや学年で
親しんできた「歩く、走る、ジャンプ、ギャロップ」の
リズムにしたり、冒険の内容は忍者遊びや動物の表現遊
び、言葉遊びやクイズなど、これまで行った遊びの中か
ら子ども達がやりたいといったものを取り入れていった
りすることにした。人前で表現するのが苦手な子には個
別にやりたいことを聞くことで、自分が選んだものであ
れば友達と一緒に練習する中で徐々に楽しさを感じら
れ、初めて経験することに抵抗を示す子も車や食べ物と
いう興味のある題材だということで次第に友達と一緒に
参加できるようになっていった。
　衣装については学年間で年齢と成長に従って段階的に
作っていくよう相談し、年少ではお面やしっぽなど、役
をより表現できるものを作って身に付けていくことにし
た。運動会で耳飾りを付けた経験からか、子ども達から
は「絵に描いて頭に付ける」という意見が出て、クレパ
ス・ペン・絵の具で描く、画用紙で切り貼りするなど、
画材や手法を提案し、個々のイメージで選択できるよう
準備したが、全員が絵の具を使って描くことを希望した。
そこで赤・黄・青・白の絵の具を混色して好みの色を作
り、描いていくようにした。どのように描くか悩んだ際
には ipad で画像を見て参考にしていくよう働きかけ、
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図 　バス作り

図 　トンネル飾りつけ

図 　他クラスを見学図 　唐揚げのお面作り

図 　紙やシールでトッピング

さらに描いた後で布切
れや紙でカレーライス
やスープの具材をトッ
ピングしたり、シール
やクレパスでおにぎり
のふりかけを表現した
りするなど細かな部分
にも工夫が見られてい
た（図 、 ）。
　造形物は子ども達が
乗り込むバスの絵と冒
険の途中でくぐるトン
ネルの飾りつけを中心
に行っていった。バス
の色は話し合いの中で
「虹色のバスにする」
ことになり、子ども達
に下絵を描いてもらった後に紙を貼っていった。人前で
表現するのが苦手な子は道具作りに興味を示し、日ごろ
から造形遊びを好んで行っていることもあり、バスの絵
を作るにあたっても紙を切ってつなげたり、折り曲げて
立体的にしてから貼ったりするなど、他には見られない
独自のやり方で取り組む姿が見られた。この頃から劇の
練習にも少しずつ参加できるようになり、道具作りを通
して劇遊びへの興味も広がったように感じられた。しか
し、折り紙を使用したことでそのままの形で貼っていく
子も多く、出来上がりがやや画一的になってしまい、園
長先生からアドバイス
いただいたように子ど
も達が切ったりちぎっ
たりした紙を貼ってい
くようにするなど、子
どもの主体性をできる
限り引き出す方法を考
えていく必要があった
という反省が残った
（図 、 ）。
　個別に支援が必要な
子は行事の際などに母
親の姿が見えると泣い
てしまう様子が見られ
たり、言葉での説明よ
りも絵や仕草などの視
覚的に伝える方が理解

しやすかったりするた
め、絵や画像で劇の流
れや歌の歌詞を伝えた
り、保護者と連絡を取
り、練習の様子を伝え
ていったりしていくよ
う心掛けた。また、そ
の子自身が観られるこ
とに慣れていけるように他クラスの劇を見学したり（図
）、他クラスの子ども達に見にきてもらったりする経
験を重ねていくようにした。当日に向けては練習の様子
から予想される姿を想定して加配教員の援助の仕方を相
談・確認し、できるだけ不安のない状態で当日を迎えら
れるよう心掛けた。当日は自分で歩いて入場し、友達と
手をつないで立つことはできていたが、劇が進むにつれ
て母親の所に行きたくなって泣けてしまう様子があっ
た。発表会後、母親からはこれまでできなかったことが
できたという成長は感じつつ、他の子との違いが分かり、
見ていてつらい部分もあったという感想が聞かれ、子ど
もだけでなく保護者にも寄り添う保護者支援の必要性や
難しさを改めて感じた。
　生活発表会の準備から当日を迎えるまでの経験は子ど
も達にとって言葉によ
る伝え合いや共同性、
思考力や表現力を高め
る機会になったと感じ
る（図 ）。特に生活
発表会が初めての経験
になる年少児や支援や
配慮が必要な子どもに
とっては経験の積み重
ねやそこから得た自信、教師による個々に合わせた言葉
かけや援助、保護者との連絡・連携が重要になることを
改めて感じる機会になった。
 （白木 律子）

　年少組の子ども達にとって初めて経験する生活発表会
の為、それまでの園生活の中で楽しかったことを盛り込
む劇にしていこうと考えた。今年度ゆり組は、女児達が
様々な活動に対して意欲的な反面、男児達は歌ったり踊
ったり、全体でする活動が苦手だったり、恥ずかしさか
ら固まってしまったりする様子があった。運動会の表現

図 　生活発表会当日
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図 　おいものさつまちゃん作り

図 　背景作り
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遊びでは体を動かすところまでいかない男児らの姿も見
られた為、ひとりひとりの様子に合わせ、気持ちに寄り
添いながら日々の保育を進めていこうと考えた。
　そのような中、芋ほりの日を迎えた。普段はみんなで
する活動に対して積極的でない子ども達もこの日は朝か
らとても張り切っており、芋畑までの道中、どの子も気
持ちが崩れることなく、しっかりとした足取りで歩き、
目的地に到着することができた。芋畑では夢中になって
芋を掘り、どの子も生き生きとした表情をしていた。芋
ほりは、収穫の喜びに満ち、ゆり組の子ども達全員が心
から楽しめた活動であった。芋ほり後、数日間は「先生、
今日もお芋ほりにいくの」と担任に尋ねに来る子がいる
ほど、子ども達にとって印象深く楽しい活動であった。
この楽しかった経験を生活発表会の劇へとつなげていか
れないかと考え、芋ほりがテーマの絵本を読み聞かせて
いった。その中でも地上に住む動物達と、地中に住むモ
グラ達の綱引きの様子がかわいらしい「いもほりよいし
ょ」という絵本と、土の中で暮らすサツマイモ達の姿が
ユーモラスに描かれた「さつまのおいも」という絵本の
二作は大人気で、子ども達のリクエストで何度も読み聞
かせを行った。特に「さつまのおいも」は絵本の中の言
葉を覚えるほど、繰り返し読み、クラス皆で親しんだ。
　 月になって生活発表会に向けての話し合いがはじ
まると、これまでの活動で親しみのあるサツマイモが出
てくる話にしようという流れになった。絵本「さつまの
おいも」で芋ほり遠足にやってくるのは人間の子ども達
だったが、年少組全体で行ったお話遊びの経験から、様々
な森の動物が登場する流れとなった。練習がはじまって
しばらくは、各々の役を決めず、全員がサツマイモにな
ったり、全員が各々のイメージで好きな動物になったり
して、ごっこ遊びを楽しんだ。
　お話の内容を子ども達と相談しながら決め、子ども達
自身も流れがつかめたところで、役決めを行うことにし
た。動物の役は、子ども達の意見を聞いて担任がいくつ
か案を絞ろうと考えていたが、ひとりひとりなりたい動
物が違ったり、日々なりたいものが変化したりする為、
教師が動物の種類を限定するのでなく、子ども達ひとり
ひとりがなりたい動物役にして進めていくことにした。
　劇の練習と並行して、背景画はどのようなものにした
いか、クラス全体で話しあった。当初担任はサツマイモ
畑のある山里の風景をイメージしており、絵本を用いて
子ども達に提案してみた。ところが子ども達からは、サ
ツマイモ達の暮らしている土の中の様子を描きたいとい
う意見が出た。更に担任が「どんな風に暮らしているの

かな」と尋ねると、「お芋達は幼稚園にいっているんだ
よ」「幼稚園には電車に乗っていくんだよ」等の意見が
出て、様々な空想が広がっていった。絵本「さつまのお
いも」を最初クラス全体に読み聞かせたときは、絵本に
登場するサツマイモ達のユーモラスな姿に大笑いするも
のの、「本当のお芋はただ土の中に入っているだけだよ」
と現実的なことを言う子も多かった。しかし、いつの間
にか子ども達は、サツマイモ達の土の中の暮らしをイメ
ージしていたようだ。絵本では体操をしたり、歯磨きを
したりするサツマイモの様子が描かれていたが、幼稚園
に通う様子や乗り物にのるところは描かれていなかった
ので、子ども達オリジナルの明るくて楽しい発想力に驚
かされた。こうして背景画は、サツマイモ達の土の中で
の暮らしを表現していくことになった。もともと電車好
きな男児が多いクラスだった為、「線路を描いてみよう
か」と誘うと、普段は作ることや描くことに消極的な子
達も喜んで仲間に加わり、みるみるうちに画面いっぱい
に線路が延びていった。おいも幼稚園の園舎は女児達が
主体となって、赤色やピンク色の色鮮やかな建物を作り
上げていった。その作る様子を見ていて興味深かったの
は、園舎の窓の形をハサミで切る子、屋根の瓦をハサミ
で切る子、それらをのりやテープを使って貼りつける子、
全体のまとめ役をしている子等、子ども達の中で自然に
役割を決め、協同作業をしていたことだ。子ども達同士
で協力しながら作り進めている姿を見て、クラスの仲間
とのつながりや、一体感が育まれていると感じた（図
、 ）。
　練習が本格的にはじ
まり、最も難しかった
部分は、サツマイモ役
の子達と、動物役の子
達が芋のツルを引き合
うシーンだった。本気
の引っ張り合いからふ
ざけだす子が出てきた
り、力の強い子に小柄
な子が引きずられそう
になったりした。そこ
で、皆でどうやったら
舞台上で引っ張りあっ
ている様子が表現でき
るか考えた。その結果、
サツマイモ役と動物役
が向かい合って、足は
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図 　生活発表会当日

床から動かさずにしっかりと踏ん張って引き合うという
ルールを決め、クラス皆で確認しあった。最初のうちは
なかなかうまくいかなかったが、次第にうまく表現でき
るようになっていった。もう一点、難しかった部分は、
サツマイモがトレーニングをするシーンだ。ゆり組では
一学期から、ご当地名古屋の野球チーム・中日ドラゴン
ズの応援歌が流行り、男児を中心によく歌っていた。そ
の為、トレーニングのシーンで替え歌にしてこの応援歌
を用いてみようと考えた。ところが元の曲のイメージが
強く、替え歌が定着せず、表現自体も中途半端なものに
なってしまった。その状況を見て、主幹教諭から、替え
歌と体操は切り離し、トレーニングの動きに重点をおい
てみてはどうか、とアドバイスを頂いた。それを子ども
達に投げかけ、ドラゴンズの応援歌は登場曲としてのみ
使用し、体操の部分は教師と子ども達で掛け声をかけあ
う形に変更した。すると、次第にいつもの元気さが出て、
表現自体も明解になっていった。
　日々の練習で疲れを感じている子も中には見られた
が、子ども達は劇遊びのことを、「おいものれんしゅう」
と呼んで練習に励み、生活発表会当日を迎えた。本番前
は、緊張から表情がくもっている子、友だちとの些細な
やり取りで泣き出す子が出てきて、いつもと違う様子を
敏感に察知している様子だった。それでも、サポートの
先生方に助けられ、何とか気持ちを立て直し、ゆり組
名全員揃ってホールへ向かうことが出来た。

　本番のステージでは、いつも大きな声で台詞を言って
いた女児が、緊張からほとんど声が出ない様子があった。
しかし、いつもその女児に引っ張ってもらっていた男児
が代わりに大きな声で台詞を話し、流れをつなぐ一幕も
あった。クラス全体としては、日頃の明るさや元気さを
発揮することが出来たように思う（図 ）。
　今回の生活発表会では、子ども達に馴染みのある芋ほ
りをテーマに取り組んだことで、表現のイメージがしや
すかった点は良かったと思う。
　今年度ゆり組は、歌
ったり踊ったりするこ
とが大好きで、劇遊び
に対して意欲的な子達
が多かった。しかし一
方では、みんなでする
活動が苦手な子、初め
ての活動に不安を示す
子もおり、クラス全体
でひとつの劇を作り上

げていく難しさも感じた。今後もひとりひとりを大切に
し、寄り添いながら、その子に合わせた関わりが出来る
よう、自分自身も知識を深め、愛情をもって保育をして
いきたい。
 （山本 利麻）

　すみれ組には気持ちの切り替えが苦手な子どもや、集
団で行動する事が苦手な子ども、体験から学ぶことが苦
手な子どもなど様々な様子を持つ子どもが在籍してお
り、それぞれが支援や援助、配慮を受けながら園生活を
送っている。そんなクラスの今年の生活発表会の目標は、
『クラス全員が表現遊びを楽しむ事。イメージを共有し
劇を作っていく過程で協力し、助け合う事。作り上げる
達成感を味わう事。』だった。この目標を達成するため
には、子ども達の興味関心のポイントを掴むことが必須
だった。
　まず、すみれ組におけるキーポイントの一つが “絵本”
だった。すみれ組の子ども達は絵本がとても好きな子ど
もが多く、特に支援や配慮が必要な子どもは毎日様々な
絵本を手に取り読んでほしいと持ってくる程だった。そ
こで子ども達がどのような内容の絵本を好む傾向にある
のかを知るため、またお話の世界をクラスみんなで共有
し楽しむという事を体験させるため、 学期から読み聞
かせの時間を倍に増やし 日 冊ずつ絵本を読んでいく
事にした。朝の会の締めくくりに “朝のお楽しみ” とし
て 冊。“帰りの前の読み聞かせ” として 冊。絵本は
子ども達が選んだものもあれば、意図を持って教師が選
んだものもあった。時には挿絵の少ない本も読んだが、
この時はお話のイメージが持ちにくいのか話の途中で立
ち歩くなど集中できない子どもの様子が一部で見られ
た。このことから視覚からの刺激が少ないとイメージが
つきにくい子どもがいるという事が推察され、クラス全
員でのイメージ共有には視覚的なアプローチが必要であ
ることが予想された。
　 日 冊の読み聞かせを続けて半月がたつ頃、子ども
達が何度もリクエストする絵本と出会った。講談社から
出版されている『かいじゅうたくはいびん　すききらい
はだめ！』（作：澤野秋文）である。嫌いな野菜を眺め
ていると突然大きなたまごが宅配便で届き、そのたまご
に食べ物をあげて育てると恐竜が生まれる、という食育
に関するお話で、登場する “宅配便屋さん”、“好き嫌い
をしてしまう主人公の少女” はイメージがしやすいキャ
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図 　手作り紙芝居

図 　ペープサートで遊ぶ様子

図 　サーキット遊び『忍者の修行』
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ラクターであり、またたまごのために食べ物を探しにい
く場面は子ども達の胸を躍らせたようだった。この絵本
の世界に入り込み、たまごになりきって普段は口にしな
い給食のおかずを口にしたりする子どもの姿も見られ
た。子ども達全員がこのお話の世界を気に入っていたこ
ともあり、 学期の終わり頃発表会の劇の題材を『かい
じゅうたくはいびん　すききらいはだめ！』に話し合っ
て決めた。
　この話を劇にしていくにあたり場面をどのように楽し
く表現していこうかと話し合っていくうちに、子ども達
からどんどんアイデアが出るようになった。「主人公が
一人の女の子だけだから、みんなが主人公になれるよう
に変えたらどうか」「寝ているドラゴンを起こさないよ
うに近づくなら忍び足がいい」「忍び足といったら忍者
だ」「忍法を使って食べ物を探しにいくのはどうか？」
などで、でてきたアイデアをつなげまとめていったとこ
ろ絵本の内容とは異なった忍者のお話が出来上がった。
“忍者達のお弁当が何者かに持っていかれ、取り返しに
行く” という話である。『かいじゅうたくはいびん』の
中のドラゴンが登場する場面は子ども達が大好きな場面
だったため、忍者のお話の場面にも取り入れる事にした。
当初は “お弁当を取り返すために、持っていった悪者と
対峙する” という内容も含まれていたため戦う場面があ
った。しかし教育的観点からこの場面を “忍者達の忍法
披露の場面” に変更する事にし、子ども達と話し合い “忍
術の先生が生徒の忍術の出来具合を秘密に試験する” と
いう内容に変更した。“子ども達が考えた話”『ちびっこ
忍者とヒミツの試験』はこうして出来上がった。
　面白い話が出来上がり、自分達が作った話を劇にする
事に意欲満々の子ども達だったが、それゆえに支援や配
慮が必要な子ども達のお話への興味や内容理解度が気に
なった。そこで、視覚的なアプローチを使ってお話を知
らせる事にした。
　まず話の要所となる場面の絵を描いて簡単な紙芝居を
作り披露した。この時絵は必要最低限に留め、着色もあ
えてしないことで子どもの自由なイメージを阻害しない
ようにした（図 ）。
この方法はお話の内容
理解にはとても有効だ
ったようだ。素話でこ
の話ができる子が急増
し、劇の練習を場面ご
とに区切って行っても
流れの中のどの場面を

練習しているのかの理
解を容易にした。
　次に、実際にホール
で動き方の練習をして
いくにあたり、ペープ
サートを作成した。登
場人物と主要な大道具
を絵に描き棒に張りつ
け、背景は幼稚園のホ
ールをイメージしたものにした。教師の素話に合わせた
ペープサートの演技に子ども達はとても興味を持ってい
るようだった。朝の室内遊びの際には、このペープサー
トを使って遊べるコーナーを作り、子ども自身が演じて
楽しめるようにもした（図 ）。子どもの反響もよかっ
たため、このコーナーは子ども達に個々のセリフを知ら
せた後も設置する事にした。
　ペープサートの効果により、子ども達は楽しみながら
セリフ全体を覚える事ができ強いては劇中、欠席者のセ
リフを周囲でカバーしあえることにもつなげることがで
きたと思われる。また背景を、幼稚園ホールをイメージ
したものにしたことによって子ども達自身が実際に発表
の場でどのように移動していくのかについても理解度が
高くなったと感じた。何度も動きを確認する事がとても
少なく劇の展開をスムーズにすることができ、楽しく練
習する事に繋がったように思う。
　話をどのように表現していくかについては、 年を通
して楽しんできた遊びを取り入れていく事にした。“忍
者の修行” と称して学年でサーキット遊びを行った経験
もあり（図 ）、子ども達はたくさんの遊びを提案して
くれた。その中からお話の場面にあいそうな遊びをいく
つか選び実際に試し、川を渡る場面では “水面飛びの術”
と称した “けんけん飛び” を、寝ているドラゴンを起こ
さず通り抜ける場面では “忍び足の術” と称した “だる
まさんが転んだ” の遊びを、忍術対決の場面では “変身
の術” と称したリトミックを取り入れ、“全員で修行を
している” という場面には忍者をテーマにした体操を取
り入れた。（『へんし
ん！　にんじゃじゃ
ん』（製作者：あきら
ちゃん＆ジャンプく
ん）この体操は子ども
達にとても人気があ
り、朝の遊びの時間に
は繰り返し曲を流して



─　　─

図 　生活発表会当日

図 　体操『へんしん！　にんじゃ
 じゃん』を楽しむ様子

図 　ドラゴンの着色

踊りを楽しむほどだっ
た（図 ）。
　劇中に登場するドラ
ゴンは立体造形物と
して表現する事にし
た。段ボールで顔、胴
体、しっぽのベースを
作りつなぎ合わせて形
作るがこの時、音楽会
の時に手作り太鼓を作
った経験がこの場で活
き、手で上手にガムテ
ープを切りつなぎ合わ
せていく事が容易にで
きた。ドラゴンの強さ
や怖さを出すために、
新聞紙を丸めたものを背中部分に複数接着したり、しっ
ぽに廃材遊びで慣れ親しんできた卵パックを貼り付けた
りしてごつごつした感じを作った。全体のイメージカラ
ーは話し合いの結果、青系統の色味を絵具で着色する事
になった。絵筆の使い方も上手になっており、含ませた
絵の具を皿のふちで適量に絞り細かな部分まで丁寧に擦
り進める様子が見られた。また着色しながら色の混ざり
具合を楽しみ、色味の良さを認め合う姿も見られた（図
）。
　出来上がったドラゴンは劇中に登場する場面を作り、
シンバル（教師担当）や音楽会で使用した手作り太鼓が
打ち鳴らされる（子ども担当）中複数の子どもが押して
動かし披露する演出をした。インパクトと迫力のある演
出ができたのではないかと感じている。衣装は個々の忍
者のイメージを尊重。本人が役になりきるためのアイテ
ムとしてとらえ、身につけるアイテム数や色、形を限定
しない事にした。それにより、頭の先から足先まで衣装
で包まれている子もいれば手甲のみなど装着にばらつき
が出た。しかし劇への意気込みやなりきりに関してはど
ちらも変わらず、全員が自作したアイテムを誇らしげに
身につけしっかりと演
じる事ができた（図
）。
　今回の劇作りを通し
て、子ども達の興味が
どこにあるかを把握し
たうえで無理のない範
囲で役割を持たせた

り、好きな遊びを披露できたりする場を作る事がとても
重要なポイントである事が分かった。子ども達は終始忍
者になり切ってお話遊びに参加し、楽しみながら練習す
る事ができたようで、発表会当日は全員が “お客さん（お
家の人）に見て欲しい” という強い思いを持ってとても
楽しんで演じることができた。
　また 年を通して身につけた造形表現の仕方やそのテ
クニックは、大道具、小道具、衣装の製作において存分
に発揮され、子ども達の劇作りへの意欲をかきたてた。
お話が、忍者という動きや特徴をイメージしやすかった
役で構成されていた事も年中という年齢には適当で、役
になり切って演じる楽しさを十分味わう要因の一つとな
ったと思われる。支援児・配慮児への配慮を主とした視
覚的アプローチは、全ての子ども達に有効に働くことも
分かった。子ども達の劇の全体像の理解に繋がり、無理
のない劇遊び作りの進行を行うことができたように思
う。
　この劇遊びを通して全ての子ども達が友達と一緒に考
え作っていく楽しさを味わい、演じる面白さを経験し、
助け合いの心を持つことができたと感じている。子ども
達には、ここで得た経験や成長を次年度でさらに育んで
いってほしいと願っている。
 （壁谷 紫織）

　ひまわり組には個別の支援を必要とする子どもがお
り、その子ども達が、他児と共に自然にイメージを共有
しながら楽しむことができる劇作りをねらいとして取り
組みを始めた。クラスの話し合いでは、絵本をもとにし
た劇ではなく、自分達のオリジナルストーリーを作りた
いといった意見が多く、オリジナルのストーリーを作る
ところからのまずはスタートであった。そうとはいえ、
なかなか意見がまとまらず、イメージを皆で共有できな
い状態がしばらく続いた。そういった中、砂場遊びでの
レストランごっこがクラスの一部の子ども達の中で毎日
継続していて、支援が必要な子ども達もその仲間であっ
た。ある日、一人の子どもが「この魔法の粉を混ぜると
見たい夢が見られますよ」とカップに砂を入れて料理に
見立てて持ってきた。また、もう一人の支援の必要な子
どもは、園庭の色粉の石灰集めが気に入っていて、その
粉の事を「魔法の粉」と呼び、自作の鼻歌を歌いながら「ま
ぜてー、まぜてー」と砂にまぜて料理作りをすることが
お気に入りであった。この様子を見て、普段のごっこ遊
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図 　オリジナル紙芝居

図 　竜作り

図 　小道具作り（風）作り

図 　衣装の相談
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びを劇に取り入れてい
ってはどうかと考え、
クラスの話し合いで教
師が提案をしてみたと
ころ、他児も大変興味
を示し、劇の大筋のス
トーリーが決まってい
った。しかし、徐々に
決まっていくストーリーを皆で共有するために、文字で
書いて提示してみても、理解することが難しい子も多い
ため、教師が絵の得意な子どもと共に紙芝居を作り、ス
トーリーが決まっていくごとに紙芝居で振り返りができ
るようにし、皆でイメージを共有することができるよう
にしていった（図 ）。これは、耳からではなく視覚か
らの情報のほうが理解しやすい支援が必要な子どもにと
っても有効的であった。ストーリーのあらすじも、慣れ
ている日常生活の様子から始まる劇にすることで、より
自然に劇遊びに入っていけるようにと考えた。あらすじ
は以下のとおりである。
　ひまわり組の子ども達が毎日行っている朝の会から始
まり、皆でピクニックに出かけ、森の中で魔法の粉を見
つける。その粉をさかなスープに混ぜて飲み、それぞれ
見たい夢を願って眠りにつき、やりたかったこと、なり
たかったものになる夢を見る。しかし、夢から覚めると
魔法の粉はもう全部使ってしまい、見たい夢を見られな
くなることに一度はがっかりするが、夢は自分の力でか
なえることができることに気づき、自分の力を信じて進
むことを決意する。といった内容である。
　自分のなりたいもの、やってみたいことを実際の役と
して演じることで、それぞれが主体的かつ意欲的に劇作
りにも取り組む様子が見られた。特に、鉄棒や縄跳びが
できるようになる夢が見たいという役を選んだ子ども
は、劇に取り組む前は、できなかったことを夢にしたた
め、劇遊びを進めていく中で、実際に夢がかなったとい
う内容にしたいという気持ちから、練習をして、本番前
にはできなかった、連続逆上がりや縄跳びの前まわし跳
びができるようになり、それを発表することができた。
　また、支援の必要な子どもも、自分が普段遊んでいた
ことが劇に繋がっていたことで、イメージを共有して楽
しみながら参加することができたと考えられる。支援が
必要な子どもが砂場でよく歌っていた鼻歌も劇中歌とし
てアレンジして取り入れていったところ、他児もすぐに
覚えて、楽しみながら歌う 番人気の曲となった。人前
で発言することが苦手な子どもが他にも数名いたが、歌

を歌うことは好きで抵
抗がない様子があった
ため、劇中にストーリ
ーに関係した歌詞を取
り入れた曲を多く取り
入れることにした。そ
の他にも、音楽会で経
験した楽器や合奏の経
験も劇の中に取り入れ
て、 年間の総まとめ
に繋がるようにしてい
った。
　造形表現という面に
おいても、個人プロジ
ェクトで着目した段ボ
ール遊びが発展して、
竜になって空を飛ぶ場
面で、ごっこ遊びから
発展した段ボールの竜
を絵具で色付けした
り、様々な素材で飾り
付けたりして本物にい
かに近づけるか工夫し
ていく姿を見ることが
できた（図 ）。
　またその段ボールの
竜を複数人でかぶり、
竜の動きを友達と協同
で合わせ、ダイナミッ
クに演じることができ
た。竜になる夢を取り入れることになったきっかけは、
普段あまり発言しない子が、ストーリー作りの際に、「今
年は辰年だから竜が出てくるお話はどうかな。」と意見
を出したことがきっかけであった。こうして、自分の考
えを言葉で伝え、そのことに周りが賛同してくれたこと
は、この子にとって大変自信に繋がったと思われる。ま
た、なりたいものになる夢を見る役の子ども達の中には、
警察官や消防士、テレビのキャラクターなど実際の人物
にいかに近づけた衣装を作るかを、皆で調べて試作する
という思考力や表現力を高める機会にもなったと思われ
る（図 、 ）。
　今回の生活発表会の経験を通して、インクルーシブ教
育とは、子ども一人ひとりが輝く保育とは、ということ
について、あらためてじっくりと考える機会となった
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図 　生活発表会当日

発表会であった（図
）。
 （渡邊 和代）

　 月に入ってから、
生活発表会について劇
作りについて話し合い
を進めて行った。園生
活最後の生活発表会は、絵本の物語をアレンジしていく
のではなく、ストーリーから子ども達と考えていくとこ
ろから始めた。多くの意見が出てきたが、各々にやって
みたいことや思いついたことを発表し合う状況が続いた
ため、方向性が定まらなかった。そのため、物語の大筋
となるところを決めてから、どんな場面があるかを考え
ていった。このように段階を踏んで進めて行くことで、
少しずつ意見がまとまっていったり、なかなか発言でき
ない子も友達の意見を聞いて発言したりできるようにな
ってきた。子ども達の話し合いだけでは、物語のつなが
りが見えないこともあったので、物語が成り立つように
教師が助言していった。そして、子ども達が考えたあら
すじは、遊んでいると魔法使いが現れ、宝探しに行くこ
とを提案する。魔法を使ってトンネルを出し、そのトン
ネルをくぐると宇宙にたどり着き、宇宙人と仲間にな
る。その後再び魔法使いが現れ、魔法でトンネルを出し
くぐるとジャングルへたどり着く。そこには王様がいて
宝物を手に入れるために戦うという話でまとまった。次
に、物語のキーワードとなる宝物について考えていった。
宝物と聞くと、宝石、金、アクセサリーなどと高価なも
ののイメージが強かった。次第に自分にとっての宝物は
何だろう話となり、家族、友達、苦手なことができるよ
うになったことなどと周りにいる仲間との絆や内面的な
ことに目を向けられるようになった。いくつか意見が出
たが、最終的には 年生になれるということが宝物とな
った。その際、 年生になることについてどのように思
っているか聞いてみた。新しい友達ができることや授業
を受けることについて楽しみにし、期待しているという
多くの意見があった。しかし、期待はしているがうまく
出来なかったらどうしようというように不安も同じくら
い抱えていることもわかった。そこで教師から、自分達
を主人公にして話を膨らませていくことを提案した。
年生になることに不安を抱えているまつ組の子どもが、

宝物を探す冒険に出かけ、宇宙やジャングルへ行き宝物
を見つける。そして、宝物は、心の中にあり冒険をしな
がらいろいろな困難を乗り越えることで自信を持つこと
ができるという教師の願いを込めて物語をまとめていっ
た。
　子ども達が自信を持てるようするために、劇の中で得
意なことや好きなこと、興味があることを発表できる場
面を作っていくことも提案していった。縄跳びやブリッ
ジや側転、大縄跳び、鉄棒などできるようになったこと
や工作遊びやなぞかけ、ジャンケン遊びなど普段の遊び
の中で興味があることを披露していくこととした。しか
し、得意なものや見せたいものがない、緊張するからど
んなことをしていいかわからないという子がいた。する
と、友達同士で「一緒に何かをやろうよ」と声を掛け合
う姿が見られ、ダンス、花いちもんめなど大勢の友達で
行えることも取り入れていった。それぞれの見せ場を作
ることで、たくさん拍手をしてもらったり、見てもらっ
た人が笑顔になったりする様子を見て達成感を味わうこ
とができた。
　身体表現については、 月に観劇に参加したことが子
ども達にとって大きな
刺激となり、身体の動
きや顔の表情、声のト
ーンを工夫することで
劇が面白くなることに
気付いた。劇中でどの
ような場面で身体表現
ができるか話し合って
いった。トンネルをく
ぐる表現では、友達と
手を合わせてトンネル
を作ったり、ブラック
ホールでは、吸い込ま
れていく場面を友達と
表現したり、宇宙の場
面では無重力の空間を歩く動画を参考にふわふわと歩く
様子を表現したり、実際に身体を動かしながら考えてい
った（図 ）。
　王様との戦うシーンでは、かっこいい姿を見せたいか
ら武器などを持って戦いたいという意見と暴力的なこと
はしたくないという意見で分かれた。しかし、運動会で
リレーを行ったことを思い出し、ゲームや競争をして戦
いの場面を表現するということとなった。
　劇遊びの練習が進んでいくと、クラス全体でイメージ

図 　トンネルをくぐる表現を
考えているところ
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図 　大道具のヤシの木製作

図 　宇宙ってどんな惑星があるんだろう

図 　宇宙の背景を作ろう

図 　生活発表会当日
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をもつことができるよ
うになり、大道具や背
景など物語の雰囲気が
出るものを作っていき
たいという提案があっ
た。作りたいものが決
まると、画用紙を準備
してほしい、段ボール
を持ってきてほしいな
どと素材から自分達で
決め、図鑑や写真など
を見ながら相談して製
作していくことができ
た（図 、 、 ）。
また、製作していく上
で効率よく行えるよう
に、役割分担を決めた
り、作っていく工程を
考えたり主体的に取り
組む姿が見られた。
　このように生活発表
会に向けて、クラスの
友達と同じ目的を持
ち、最後までやり遂げ
たことは子ども達にと
って大きな達成感を感
じることができたこと
と思われる。発表終了
後には、緊張し思うよ
うに力が発揮できなか
ったということもあっ
たが、「最後まで頑張
ったから、これで 年
生になっても大丈夫だ
ね」と自信を持って話
す姿が見られ、劇遊びを通して実体験を結び付けられる
ことができたことは、成長に繋がったように感じた。そ
して、友達との関わりの中で、協同性だけでなく思考力
や豊かな表現、社会性など様々な育ちもあり、互いに認
め合っていくことでクラスの絆も深めることができたと
思われる（図 ）。
 （光崎 亜紀美）

　 学期の終わりごろから、生活発表会に向けて話し合
いを進めた。昨年度までの経験をよく覚えており、特に
年中組で「さるかに」のお話を行ったクラスの子から、
やってみたい絵本のお話が候補に上がり、お話遊びを楽
しみにしている様子が伺えた。子ども達の思いを大切に
しつつ、改めて、生活発表会を行うにあたり、どのよう
な思いで取り組んでいくのか、教師の思いとして子ども
達に話をした。一年の集大成となるが、幼稚園生活最後
の生活発表会であることもあり、話し合いを重ねながら、
自分達が主体的に取り組んでいくこと、それらを経験し
仲間のきずなが深まっていくと思われること、みんなで
創り上げたものが、これから先も大切にしていきたいと
思えるようになるようにと助言した。自分達の思いとし
てどのようなことを発表していきたいのかに視点をおく
と、成長（できるようになったこと）を見て欲しい、得
意なことを披露したいと考えていた。ひとりひとり、得
意なことをクラスの友達に知らせると、自分の得意なこ
とが見つからず、うまく言えない子がいた。すると、ク
ラスメイトがその子の得意なことを伝えてあげる様子が
見られた。「なわとびが上手だよ」「走るのが速い」など
のほかに「いつも笑顔で優しい」「がんばりやさん」な
ど内面に目を向ける発言も聞かれた。そのやりとりを受
け、自分の得意なことを発表した後、友だちの得意なこ
とを話し合う場を設けた。自分としては、当たり前にや
っていたことも、友だちから認めてもらうことで、自分
の特技や長所として認識することができ、恥ずかしそう
にしながらも自信になっている様子が伺えた。また、友
だちのことをよく見ており、認める発言の多く聞かれた
ことに子ども達の温かい関係性と成長を実感した。
　さくら組の子ども達は、 学期の早い段階から、話し
合いが活発に行うことができた。いつも友達のアイデア
を尊重し、一緒に楽しんでくれていた子がいたから成り
立っていたということもあり、その子達にスポットライ
トを当てることで、お互いに大切な存在であることに気
が付けるように、足りないところを引き出すことにとら
われず、いいところに目を向けのばしていけるようにと
担任の思いもとりいれながら、子ども達の思い出になっ
ていることなどを引き出し、台本作りを進めた。　普段
の遊びや、体験してきた行事を振り返ると、その取り組
みを通して、子ども達はいろいろな感情を経験し、その
気持ちが思い出となっていた。感情のコントロールや解
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図 　小道具のオルゴール作り

図 　サッカーの衣装作り

図 　生活発表会当日

決方法が、自分達の成長であることにも気が付いている
ようであった。得意なこと、気持ちの成長など、子ども
達から出たアイデアをどうまとめていくか、創作劇であ
るがゆえにとても悩み苦労したが、自分より相手の気持
ちを優先する子が、友だちとのかかわりを通して自分の
良さに気が付いていく冒険物語となった。
　 月に観劇が行われ、事前に、生活発表会に向けて参
考になることはないかに視点も置いて観ることをアドバ
イスした。それもあってか、お話の内容についてよりも、
演技についての感想が多く聞かれた。「おむすびころり
ん」では、優しいお爺さんと、意地悪おじいさんを一人
役で行っており、表情や言葉の使い方、トーンの違い
に気が付く発言が聞かれた。実際にその様子を真似てみ
るなど印象に残ったようである。また、劇の途中で、一
緒におむすびを作ったとのことで、さくら組の劇でもお
客さんと一緒に行えることを取り入れたらいいのではな
いかという案も上がった。ほかにも、おむすびをとても
重そうに持っていたが、本当に重いものを持っていたの
だろうなど、興味深く、表現あそびにつながっていった。
　表現あそびは、演技力に焦点を置き、動と静の動きを
行ってみた。静止状態の時には、目線も動かさずなりき
っている子など、互いの姿を見合いながら、感想を述べ
ていた。また、空箱を重いものが入っているように持ち
上げるという演技では、顔つきを変えてみたり、手を震
わせてみたり、空箱を落としたりなど、自分なりに工夫
しながら演技をする様子があり、やはり観劇に参加し、
得たものが多かったことが伺えた。友達の前でやってみ
ることで、見ていた子から自然に拍手が起こっていた。
仲間がテーマであることを意識しながら、お互いを思い
やる気持ちを大切にし、温かい雰囲気で進めていけるよ
うにしていった。
　役決めはそれぞれの得意なことで、場面を決めた。そ
れぞれの扉をあけるカギを持っている子の役、歌・ダン
スを披露する役、縄跳び・跳び箱を披露する役、サッカ
ーチーム、博士役、思い出画を披露する役が、笑顔・涙・
怒り・思い出の 場面に分けた。
　生活発表会の練習が徐々に始まると、セリフを言うこ
とに苦戦する姿もあった。自分達で考えたセリフではあ
ったが、年中の頃に比べ、セリフの長く少し複雑にもな
っている。すぐには覚えられないが、覚えていないこと
が不安で、表現がなくなってしまっていた。すると、意
欲的な女児を中心に、同じ役の子ややり取りがある役の
子と一緒に、自由遊びの時に、自主的に練習する姿も見
られた。表現方法に工夫が見られたところなど、積極的

に他の子に知らせ、互いに演技を認め合えるようにした。
「いいね。いいね」というと自然に拍手もあがった。間
違えたり、覚えられなかったり、忘れてしまったりなど
があっても練習の中で自信をもって演じていけるように
子ども達のメンタルを大切にしながら進め、見守った。
　自分の役としての出番だけでなく、裏方の仕事として、
幕の開け閉めや、背景の準備なども同時進行で行った。
思ったよりも早い段階から覚えて、自分の役割をしっか
りと責任をもって取り組んでいた。ナレーションや楽器
演奏も取り入れ、みんなで創り上げているという意識が
持てるように援助した。練習を始めた頃、欠席者がみら
れたが、友達が来たときに教えてあげられたら安心して
練習できるからと、頑張っていた。練習の時から、お客
さんに見てもらうことで、練習にも張り合いがあるよう
だった。担任も子ども達と一緒に、さらに良くなる方法
を考えながら、本番まで気持ちを高めていけるよう見守
った。
　お話遊びが進み、子ども達もイメージを共有できるよ
うになると、子ども達から提案があり、大道具や背景な
ど必要なもの、あった
らいいものなどを話し
合った。どのような素
材を使うのかなど、そ
れぞれの考えを伝え合
った。小道具のオルゴ
ール作りは、段ボール
を使って立体的に作っ
ていくこととなったた
め、段ボールに色画用
紙を貼り合わせた。形
に合わせてきれいに貼
っていく方法として、
ハサミを入れる箇所
や、包み込み折りたた
む方法などを子ども達
に伝えた後、自分達で
考えていけるように見
守った。形や長さを考
えながらいろいろなや
り方を友達と話し合っ
て、貼り合わせていた。
「 の姿」の数量や図
形への関心・感覚や、
言葉の伝え合いの育ち
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につながっていた（図 ）。衣装作りは、同じ役の子と
一緒に作ることで、サッカーチームは背番号をどの番号
にするかみんなで話し合った（図 ）。ダンスを披露す
るグループは互いに教えあい、同じ形のワンピースを作
るも、飾り付けなどはそれぞれの工夫が見られた。
　生活発表会当日は、いい意味で緊張感もありながら、
保護者に観てもらいたいという気持ちをもって、演じる
ことを楽しんでいたように思う。感極まっている保護者
を見て、自分達の伝えたいことが伝えられたと喜んでい
た（図 ）。
　生活発表会以降も、曲をかけみんなで踊ったり、歌っ
たり、余韻を楽しんでいた。また、ちょっとした言葉が、
セリフにつながり、お話遊びを楽しんでいた。
　生活発表会を行うにあたり、子ども達が主体的に取り
組んできた。たくさんのアイデアを出しながら、オリジ
ナルのストーリーに創ってきたことは、言葉での伝え合
いを通して、思考力の芽生えに加え、クラスの友達と一
緒行うことで、社会生活のかかわりにつながっていった
と思われる。 （関戸 紀久子）

　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目」に着
目して、以下の目的を設定した。

①昨年おこなった「たねのダンゴ」の花壇の最盛期から、
花や葉、実や種を観察し、どんな植物が育っているかを
知ったり、わからないことを調べたりする。【思考力の
芽生え】【自然との関わり・生命尊重】【言葉による伝え
合い】
②花壇の花や実を遊びに取り入れ、楽しむことを経験す
る。【思考力の芽生え】【自然との関わり・生命尊重】【数
量・図形・文字等への関心・感覚】【豊かな感性と表現】
③次の花が咲いたり、種で増えたりできるよう、加減を
して摘むと良いことを知る。【協同性】【道徳性・規範意
識の芽生え】【自然との関わり・生命尊重】
④四季の植物の移り変わりを感じ、それぞれの時期の自
然を遊びに取り入れ五感で楽しむ。【健康な心と体】【自
然との関わり・生命尊重】【豊かな感性と表現】

　春、新年少組の入園後に、昨年の年少組と担任とで育
てていた「たねのダンゴ」の花壇が、様々な花で満開に

なり見頃となった。そのため、子ども達と一緒に鑑賞し
たり花や葉を取って（必要なだけ）ままごとや押し花作
りに利用したり、花束にして先生や友達にあげる実（ピ
ーピー豆：カラスノエンドウ）を取って笛にしたりして
遊んだ。カラスノエンドウを笛にする方法は、知ってい
る子もいたがほとんどの子が初めての経験だったため、
方法を知らせ作ってあげた。しかし、音を出すのもコツ
を掴むまでには練習が必要で、年少組の子には難しいよ
うだった。また、興味を持ってやってみたい年中組の子
ども達も、吹いてみようとチャレンジをするが吹けそう
で吹けなかった。しかし、春によく見る植物で音の出る
遊びができることを知ることはできたと思う。また、同
じカラスノエンドウの実を割ると、中に小さな豆（タネ）
が入っており、それを集めてままごとに使ったり、その
他の花の後にできたタネの鞘をそっと剥いて、面白そう
に集めたりする姿もあった。いずれの遊びも、自然の命
を大切にするという観点からも、植物は必要な分だけ採
取し、これから咲くつぼみや後の生長につながるものは
なるべく残していくよう促していった。その後の花壇は、
枯れた草花がほとんどになり、整理していった。
　また、春には天白公園へ親子遠足に出かけ、フィール
ドビンゴでお題に出された様々な草花を採取したり、そ
の場でシロツメクサの指輪などをお母さんに作ってもら
ったりして、自然の草花に大いに触れ、子ども達の心身
共に健やかな成長を育む一助になったのではないかと考
える。公園内にはどん
な植物があるか、教師
が知る範囲で助言した
り、一緒に探したりし
て親子での活動を楽し
むことができるよう見
守っていった。遠足後
は採取してきた「タイ
サンボク」の葉をラミ
ネートしたものを、保
育室でパズルのようにしていろいろな形を作って遊んだ
り、頭の上に当てて動物の耳のようにして遊んだりもし、
図形などへの関心にもつながっていけるよう促していっ
た（図 ）。
　初夏にさしかかり、「たねのダンゴの花壇」やその他
園庭内でネコジャラシ（エノコログサ）を見つけ、手の
中でニギニギすると、握り方によって握った手の上や下
からネコジャラシが出てくる遊びや、冒険山に生えてい
るシロツメクサで指輪等を作って遊んだ。

図 　葉っぱのパズル
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図 　誰の顔ができたかな？

図 　アサガオの花の色水

　夏になり、夏季保育
中には「たねのダンゴ
の花壇」や園庭で摘ん
だ草花を、白い画用紙
のお皿の上に乗せて、
「顔」を形作って遊ん
だ。目や口、髪など子
ども達が配置し、木工
用ボンドで固定した。
どんな植物をパーツと
して使おうかと園庭内
を探し、考えながら楽
しむと共に、豊かな想
像力や感性の育ちにも
つながっていったと思
われる。作った「顔」
は、保育室に飾った（図
）。
　夏季保育中に教師が
植えたヘチマやポリゴ
ナム（地を這うように
生長し、金平糖のよう
なピンク色の花を咲かせるため、遊びに使えると思い、
花壇に植栽した。）にも水やりをしていった。他にも、
春に子ども達とたねを植えたアサガオも花が咲き終わり
つつある中、萎んだアサガオの花を手で少し揉んで、白
い画用紙に色をつける事や、小さい空き瓶に花殻を ～
個分入れ、水を入れて振り、色水ができていく事を経
験し楽しんだ子もいた。しかし、今年のアサガオはあま
り数が多くなく、まばらだったため、大勢で存分にこれ
らの経験をすることはできず残念だった（図 ）。
　秋になると、島田黒石第二公園（幼稚園の裏の公園）
に園外保育に出かけ、遊びながら落ち葉や木の枝・実な
どを拾った。拾ってきた落ち葉では、子どもと一緒に穴
あけパンチで葉っぱの真ん中に穴を開け、ひもを通して
窓辺に飾り、風で葉っぱがクルクル回る様子を観察でき
るように設置した。また、落ち葉や枝・木の実などを思
い思いに台紙に貼り、保育室に飾っていった。
　芋ほりにも出かけ、畑のおじさんにいただいた芋のツ
ルは、教師がリースの形を作り、子ども達がリボンやカ
ラフルなポンポンその他の材料で飾り付けをして保育室
入り口に飾り、クリスマス飾りのひとつとした。
　夏に植えたヘチマは、花は咲いたが実はできず、とう
とう枯れてしまったため、ツルのみを採取し、芋のツル

同様、丸めてリースにして飾ることにした。
　冬が来ると、雪が降り寒さも厳しく、うっすら氷も張
る朝もあった。子ども達は砂場のバケツに水を張り、花
殻や葉っぱを入れ、翌朝氷が張るのを楽しみに待った。
しかし、氷が張るところを観察することはできなかった。
以後、水を張ったバケツに草花を入れるというのを、外
遊びのままごとにも取り入れていた。 つの経験を、他
の遊びに取り入れるようにもなった。
　 年を通して子ども達は、四季の移り変わりと共に
様々な植物と触れ合ってきた。その時期にしかない草花
を知ったり、草花の生長の過程を見てきたりした。夏に
は、教師も研修（「もちこむ　もちだす　五感で楽しむ
身近な自然遊び」）を受けさせていただき、自然を保育
に取り入れて遊ぶ方法などを学ばせていただいた。
　保育の中で、園庭に出たときに植物に目を向けたり、
その植物でどんな遊びができるのか、子どもが持つアイ
デアを試してみたり、教師が「こんな遊び方ができるよ」
と投げかけてみたりしながら、 年間楽しむことができ
た。しかし、研修を受け、その内容をもっと試し、でき
る遊びもあったのではないかと思う。自然と関わって遊
ぶ子ども達は、とてものびのびと笑顔でイメージを広げ
で遊び、心身共にリラックスした表情で植物と遊び、友
達とも楽しみを共有している様子だった。これからも、
子ども達が自然を大切にし、遊びに取り入れていくこと
ができるよう援助していきたい。
 （平岩 保子）

　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目」に着
目して、以下の目的を設定した。

①植物の観察や栽培を通して生長する過程や変化に気付
き、関心を持つ。【健康な心と体】【自然との関わり・
生命尊重】
②植物を使った遊びを行い、手で触れたり匂いを嗅いだ
りすることで植物や自然に関心を持つとともに、身近
な環境に親しみ、遊びや興味の幅を広げていく。【自
然との関わり・生命尊重】【思考力の芽生え】【協同性】
【言葉による伝え合い】【豊かな感性と表現】【数量・
図形、標識や文字などへの関心・感覚】
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図 　香りボトル作り
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　入園当初は新しい環境への不安や緊張から泣いたり表
情が硬かったりする子が多く見られた。そのような子ど
も達も花壇の植物や飼育している生き物を見たり触れた
りすることで表情が和らぎ、教師と会話を交わすきっか
けになる様子があった。また、支援や配慮が必要な子ど
も達にとっても植物の生長や違いは視覚的に感じること
ができることから、植物を使った遊びの様子を記録し、
事例としてまとめていくことにした。
【 学期】
○ 月　チューリップの見学
○ 月　アサガオ種まき、苗植え
　　　　イチゴ・ミニトマトの苗植え、収穫
○ 月　ドクダミチンキ作り
　　　　木の葉遊び
　　　　ローズマリーチンキ作り
○ 月　ローズマリー・ヨモギ蚊取り線香作り
　　　　イチゴ・ミニトマトの収穫・試食
　花壇のチューリップを見てから手でチューリップの形
を作って歌を歌う姿が見られた。親子遠足で出かけた公
園でいろいろな形の木の葉を探す経験や、プランターで
植物の栽培を始めたことをきっかけに園庭の植物にも興
味を示す子が出てきた。チンキ作りや蚊取り線香作りで
は、葉をちぎったり、
すり鉢ですったりする
過程に興味を持ち、一
緒に行う中で数を数え
て友達と順番を交代す
るなど、協同性や数へ
の感覚に気付くきっか
けになったと考える
（図 ）。
【 学期】
○ 月　マメの栽培
　　　　ドングリ・ジュズダマ採り
○ 月　香りボトル作り
　　　　落ち葉遊び
　　　　キンモクセイのポプリ作り
　　　　ドングリ遊び
　　　　サツマイモのツル遊び
　　　　フリージア球根植え
○ 月　サツマイモスタンプ遊び
○ 月　チューリップ球根植え
　　　　木の葉・木の実遊び

　　　　しめ縄作り
　栽培用ではない食用
の豆（ひたし豆、白花
豆、うずら豆）を水に
浸したものが発芽した
ことや、伸びる生長の
速さに関心を示して毎
朝登園してくると生長
具合を確認する子が見
られた。 学期に作ったチンキや蚊取り線香は作る過程
は面白いものの、実際に使ってみることはややためらわ
れたため、「におい」に関心を向ける遊びはないかと考え、
フタに穴をあけたペットボトルにハーブなど（ローズマ
リー、バジル、ローズゼラニウム、ミント、キンモクセイ）
をちぎって入れ、ボトルを押さえることで香りを嗅ぐ「香
りボトル」を作ってみた。これは他学年にも好評で、降
園時にお迎えに来た年長児がいろいろな種類を試しては
「これが一番好き」「私はこっちがいい匂い」などと友達
と感想を伝え合う場面を目にすることで年少の子ども達
もより一層自分の感じたことを教師に伝えてきたり友達
と伝え合ったりするようになり、思考力の芽生えや言葉
による伝え合いが育まれていると感じられる姿が多く見
られた（図 ）。
【番外編　 学期】
○ 月　氷作り
　冬の時期には月刊絵本を読んだことをきっかけに氷作
りを行ってみた。プラスチックカップや牛乳パック、ゴ
ム手袋など様々な素材の容器に水を入れて園庭に置いて
みたところ、気温が低い日に 回ほど氷ができる日があ
った。子ども達からは氷を手に取って「冷たい」「丸い」「割
れちゃった」「この前より大きい」「どうしてゴム手袋は
氷ができないんだろう」「おうちのベランダでもやった」
など様々な声が聞かれ、思考力や言葉による伝え合いに
加えて自然との関わりや関心の広がりが感じられた。
　今年度、植物に触れて親しむ経験をいろいろと行って
みて、興味に個人差は大きいものの、様々な姿を目にす
ることがあった。年度当初の緊張や不安を和らげてくれ
たり、自分で考えるきっかけになったり、感じたことを
教師や友達と伝え合ったり、協力したり、気持ちを通わ
せたりする場面も見られた。また、力の加減がわからず、
そのことでトラブルになりがちな子が植物に優しく触れ
ていたわる経験になったり、言葉だけのやり取りでは十
分に伝わらない子とも一緒に見て思いを共有することが
できたりするなどのいい面があることにも改めて気付い

図 　ヨモギ蚊取り線香作り
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図 　シフォン布を使ってわらべ
うた遊び 　　　　

図 　手・指を使ってわらべうた
遊び 　　　　　　

図 　異年齢交流なべなべそこ
ぬけ 　　　　　

た。その一方で、子ども達が触れても安全な植物である
かどうかや副作用、毒性やアレルギーはないかなどにつ
いても事前にきちんと調べていくことが大切になる。今
後も引き続き植物や自然にかかわる取り組みを考えてい
きたいと思う。
 （白木 律子）

　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目」に着
目して、以下の目的を設定した。

①歌に合わせて手指や体を動かす楽しさを知る。【健康
な心と体】【豊かな感性と表現】
②ふれあい遊びを通して、周りの友だちや教師との交流
を深める。【協同性】【言葉による伝え合い】
③古から歌い継がれてきた伝承遊びの楽しさを味わう。
【言葉による伝え合い】【社会生活との関わり】

　今年度ゆり組は、女児達が様々な活動に対して意欲的
な反面、男児達は歌ったり踊ったり、全体でする活動が
苦手であったり、初めてのことに不安を示したりする子
が多かった。年度当初の英語レッスンや、学年の集いで
は、音楽がかかるだけで表情が硬くなったり、激しく泣
き出したりして、参加が難しい場面が多く見られた。参
加できない理由も様々で、うまくできないことが心配な
子もいれば、恥ずかしさから固まってしまう子もいた。
しかし、担任教師が、音楽をかけずに歌いながら行う手
遊びは、子ども達にとって心のハードルが低い為か、参
加しない子がほぼおらず、教師の手の動きを真似しなが
ら笑顔で歌を口ずさむ姿もあった。その様子を見て、簡
単な歌や動きで、誰もが楽しめる「わらべうた」であれ
ば、子ども達の心をほぐして不安感が減らせ、全体で行
う活動やダンス等の興味関心に、自然とつながっていく
かもしれないと考えた。こうして、「わらべうた」を一
年の園生活の中で日常的に取り入れていく試みを始める
ことにした。
【 学期】
　カラフルで柔らかい素材のシフォン布を保育の遊びに
取り入れてみることにした。シフォン布は様々な遊びが
できるが、導入として子ども達に「見立て遊び」を紹
介した。「なぁに　なぁに　これなぁに」という歌に合
わせて教師がシフォン布で様々な形（おばけ・ちょう・

魚・うさぎ・おにぎり等）を作って、子ども達にクイズ
形式で出題し、子ども達が答えるという遊びである。子
ども達は「なぁに　なぁに　これなぁに」のフレーズを
すぐに覚え、教師の代わりに出題して遊ぶようになった。
その後シフォン布を使ったわらべうた遊び（じーじー
ば・にぎりぱっちり・どちらの手に入っているか等）を
知らせていった。みんなでする活動が苦手な子も、シフ
ォン布の柔らかい素材に癒され、わらべうた遊びを共に
楽しむことができた（図 ）。
【 学期】
　夏休みの期間中に担任が、わらべうたの研修を受講し、
新しく学んだわらべうた「こどもとこどもがけんかして」
と、「おさらにおはし」を子ども達に紹介した。これら
のわらべうたは、歌いながら手で、グーチョキパーの形
を作ったり、一本一本の指を動かしたりするもので、指
先の発達を促すことができるのも特徴である（図 ）。
繰り返して遊ぶことで、子ども達も歌を覚えて楽しめる
ようになった。「こど
もとこどもがけんかし
て」のわらべうた遊び
は二人が向かい合い、
指を合わせて遊ぶこと
もできる為、友だちと
触れ合う喜びも感じる
ことができた。
　また、その後知らせ
た「なべなべそこぬけ」
は、年少児同士では、
手をつないだまま回る
ことが難しかった。
　その為、給食後に保
育室に遊びに来てくれ
た年長児とペアになっ
て行ったところ、こつ
がつかめて回れるよう
になったり、異年齢交
流を深めたりすること
ができた（図 ）。
【 学期】
　「はないちもんめ」
「かごめかごめ」等、
複数人で遊ぶわらべう
たを知らせた。初めて
取り組む年少組の子ど
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図 　わらべうた遊びはないちも
んめ 　　　　　　
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も達に遊び方をわかり
やすく伝えるため、初
回は本学看護学科の実
習生にも遊びの仲間に
加わってもらった。遊
びを始めた当初は、友
だちと手をつないで前
へ行ったり、後ろへ行
ったりする際、歩調を
合わせられず、引っ張られて転びそうになる姿もあった。
遊びを繰り返す中で、加減が分かってきて、遊びの面白
さ自体も感じられるようになっていった（図 ）。
　わらべうた遊びは、全体でする活動が苦手な子達も抵
抗感なく楽しく取り組むことができた。全体で行う活動
やダンス等への興味関心は、わらべうた遊びに限らず、
子ども達が園生活で経験する様々なことが刺激となって
育まれていくと感じた。昨今の子ども達は、友だちとの
やり取りにおいて、手加減することが苦手だったり、生
活の便利さ故に失われてしまった体の動きがあったりす
る為、それらを補う上でもわらべうたは有効で、その土
地の方言や文化を伝承していく意味でも大切なものであ
ると思われる。次年度も引き続きわらべうた遊びを深め、
共に楽しみながら、子どもの心身の発達に寄り添えるよ
う努めたい。
 （山本 利麻）

　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目」に着
目して、以下の目的を設定した。

①太鼓の音の響きを知り、太鼓に興味を持つ。【豊かな
感性と表現】
②身の周りにある素材から太鼓を作る事ができる面白さ
に気付き、いろいろな太鼓を作ってみようとする。【数
量・図形・文字への関心・感覚】【思考力の芽生え】
③太鼓作りを通して友達と協力する楽しさをあじわう。
【協同性】【言葉による伝え合い】
④作った楽器の音色を楽しみ、友達と一緒に演奏する面
白さをあじわう。【豊かな感性と表現】【健康な心と体】

　ここ数年のコロナ感染症予防対策により地域のお祭り

の開催が減ってきていたこともあり、大きな和太鼓を実
際に見たり演奏を聴いたりする機会が初めてだった子も
少なくなかったようだった。七夕まつり会当日の教師に
よる演奏パフォーマンスを通して “和太鼓ならではの良
さ” を子ども達が感じてくれたことは和太鼓への興味関
心を引き出すことに繋がったと感じている。また、和太
鼓の大きさを間近で感じたり、実際に音をたたいてみた
りできた経験は子ども達の感動体験の一つにもなったよ
うだった。
　 月に入り “たたいて音を楽しむ” 遊びを保育に取
り入れる。ボディーパーカッションでは、体のたたく部
位やたたき方によって音の出方や、音に違いがある事に
気付き自分の好きな音探しを楽しむことができた。また
タンバリン、すず、カスタネット、トライアングルの楽
器を使い、それぞれ違ったリズムを同時に打つことでセ
ッションする楽しさも味わう事ができ、後にこの経験は
手作り太鼓のセッションにも活かされ子ども達の主体的
な音楽経験に繋げていく事ができた。
　 月に入り七夕まつり会で得た和太鼓の感動体験を
基に “自分達の太鼓” を作っていくことになったが、ま
ず身の周りにある物で太鼓のイメージに近い形をしてい
る物はないか、という視点からの素材探しを始めた。自
分達を取り巻く環境や経験から “（用務員の）おじさん
がお掃除で使っている大きなごみ箱” “バケツ” “段ボー
ル箱” など思いついた様々な素材を実際に叩いてみなが
ら候補を挙げたが、今回は協力しあって作ってほしいと
いう教師側の願いも含めて、長胴太鼓のイメージで L
のポリバケツ、抱え太鼓のイメージで胴長の Lバケツ
と . L の手持ち付きバケツ、沖縄伝統楽器 “パーラン
クー” のイメージから鉢受け皿、そして園にある身近な
素材からヒノキの板を採用する事にした。今回は先の音
楽会も視野に入れての素材収集だった事もあり、子ども
から出た意見を基にすみれ組・ひまわり組で同じ素材の
ものを準備したが、子ども達自身が家庭からの協力を受
け持参するなどしても良かったかもしれないと思った。
しかしこの点についてはどのような素材をどのように集
めるかなど難点も多く、今後実行するのであれば課題の
一つとなると考えられる。バチの材料としては形状のイ
メージからラップ芯やペットボトルが多く挙がる中、子
ども同士で “適した素材” について考える事ができた。
　各種太鼓作りにおいては、友達と協力する経験を十分
に味わう事ができた。太鼓の打面となる部分にはガムテ
ープを使用したが、貼っていく工程において協同性や思
考、言葉による伝え合いや指先の巧緻性が求められた。
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図 　考えながら打面になる
　　　　 ガムテープを貼っていく

図 　作った太鼓を並べて
　　　 セッションを楽しむ

一人ではうまくできな
かった事も、友達同士
で知識を出し合い、助
け合いながら試行錯誤
していく中で成功体験
を得、満足感や達成感
を味わう事に繋げる事
ができた（図 ）。
　CDの曲に合わせ好
きなリズムを打って楽
しむ遊びが始まった
が、次第に完成した複
数の太鼓を合わせドラ
ムのようにしてたたい
て遊ぶ姿が見られるよ
うになった。交代でた
たいてみたり、友達の
前で披露したり、カス
タネットやトライアングル、タンバリンといった楽器を
加えてセッションを楽しんだりする姿が見られるように
なり、その表情からは音楽を心から楽しんでいる様子が
見て取れた（図 ）。
　今回のプロジェクトを進めてみて、今回の立案は年中
という年齢の子どもにはとても合っていたことが分かっ
た。太鼓を作っていく過程においては、 歳児に習得し
てほしい技術や思考、協同性や成功体験等をほどよく経
験する事ができ、音楽的な経験の中では音の違いを聞き
分けその面白さを知ったり、ベースとなる曲や歌に合わ
せて演奏を友達と一緒に楽しんだりする経験を存分に味
わう事ができたからである。今年在籍していた 名の支
援児も太鼓に興味を持ち楽しんでたたくことができた事
も発見の一つである。
　ここで得た経験は、子ども達の心の成長を促し友達と
のつながりを深める事に繋がったと考える。今後に経験
するだろう活動の基礎として活かされる事を願ってい
る。
 （壁谷 紫織）

　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目」に着
目して、以下の目的を設定した。

　段ボールという素材を通して、様々な使用方法を子ど
も達自身が試行錯誤しながら発見し、その中で友達との
関わりを深め、イメージを共有しながら楽しむ過程を考
察していくことを目的とする。【協同性】【思考力の芽生
え】【言葉による伝え合い】【豊かな感性と表現】

　 学期進級当初から、狭い空間を基地に見立てたり、
家に見立てたりして、ごっこ遊びをする様子がよく見ら
れた。そのため、様々な大きさの段ボールを用意して子
ども達が自由に使用できる環境を整え、どういった遊び
に発展していくか、記録を取り事例としてまとめること
とした。
【 学期】
○海釣りごっこ
　段ボールをベッドや船に見立てて装飾する姿が見られ
るようになる。また、
そこからさらに発展し
て船を海釣り船に見立
てて、様々な海の生き
物を作り海釣りごっこ
が見られるようになっ
た。この遊びを通して、
図鑑を見て、魚をはじ
め海の生き物を作った
り、新聞紙を棒状に丸めて釣竿に見立てたり、魚の大き
さによって点数をつけて、ゲームに発展させたりと、様々
な思考力や表現力、友達との協同性が養われるきっかけ
となったと思われる（図 ）。
○おうちごっこ
　段ボール箱の中に入って、おうちごっこのベッドに見
立てたり、ソファーに
見立てたりして活用す
る様子が見られるよう
になる。また、大きな
段ボールをひらいて、
おうちごっこ遊びの囲
いとして使用し、自分
達の特別な空間の中で
遊ぶ様子が見られた。
その中で、友達との会話を楽しんだり、関係を深めたり、
自分のイメージを友達と共有しながら自分の思いを表現
したりする力が育まれたと思われる（図 ）。

図 　海釣りごっこの様子

図 　おうちごっこの様子
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図 　大切に苗を植えるところ
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○迷路遊び
　開いた段ボールを使用して、迷路を作りゴール地点を
基地にして、絵本を読んだりする姿が見られた。開いた
段ボールは安定性が悪く、どのようにしたら安定して立
たせられるか、友達と試行錯誤しながら組み立てていた。
最後に屋根のように段ボールを上にかぶせて空間作りを
する様子もあった。こういった経験からも思考力や協同
性が養われていると感じることができる。
【 学期】
○音遊び
　遊びの中で段ボールの特質を活かして太鼓に見立てて
棒で打ち、その音を楽しむようになる。この様子をきっ
かけとして、音楽会で、手作り太鼓の つとして曲に合
わせて段ボール太鼓のリズム打ちをすることに取り組む
ことにした。段ボールの他に様々な大きさや形のポリバ
ケツも取り入れて、絵の具で塗ったり、カラーテープを
貼ったりして飾りつけをする経験もした。それぞれの音
の違いに気づいたり、音楽会の中だけでなく、自由な遊
びの時間にこの太鼓を並べて、リズム打ちをしたり、曲
に合わせて打ったりすることを大勢の子が楽しんでい
た。この打つという動作が、大変、開放感や発散に繋が
っていると子ども達の様子からうかがわれた。
【 学期】
○生活発表会
　大きな開いた段ボールを複数人で頭に載せて、竜に見
立てて練り歩く遊びが見られるようになり、それを劇遊
びの中に取り入れることになった。生活発表会では、段
ボールの素材を活かして、劇に使用する様々な道具も作
った。例えば、布団に見立てたついたてや雲、竜など子
ども達のアイデアをもとに、飾りつけや色塗り、形作り
などを進め、劇に取り入れた。発表会後も、劇で使用し
た道具を、遊びに取り込んでごっこ遊びを楽しむ様子が
見られる。
【まとめ】
　段ボールという素材に着目し、今年度、子どもの遊び
の環境の つとして取り入れ、遊びの様子を記録してい
くことで、段ボールは創造力や思考力を高めたり、友達
との関わりを深めたりすることができる大変有効的な素
材であると考えることができた。また、造形遊びの中で
も、様々な素材の色付けをするにも扱いやすく、立体的
な仕上がりにもなる。こういった利点を今回個人プロジ
ェクトとして取り上げることで、気づいたり、再確認し
たりすることができたため、今後も積極的に取り入れて
いこうと考えている。 （渡邊 和代）

　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目」に着
目して、以下の目的を設定した。

①エダマメの栽培を通して、生長や収穫に喜びを感じる。
【健康な心と体】【協同性】【思考力の芽生え】【自然と
の関わり・生命尊重】【言葉による伝え合い】
②エダマメもダイズと同じものであることを知り、ダイ
ズを使って調理をして違いを感じ取る。【健康な心と
体】【思考力の芽生え】【豊かな感性と表現】

　 月中旬、食育の一環として夏に収穫できる野菜を子
ども達と相談し、何を栽培していくか話し合ったところ、
エダマメを育てていくこととした。種から栽培していく
予定だったが、夏休み前に収穫できるようにするために
は間に合わないため、苗から育てていくこととした。プ
ランターに土を準備していくところから、子ども達と準
備していったが、培養土をプランターに入れていく際、
砂場で遊ぶ時のように土を押しつけて固くしようとする
姿が見られた。そのため、一度子ども達の手を止めて、
苗を見せながら、エダマメの生長を予測し、土はどのよ
うな状態にしておくとよいか考える時間を作った。水を
かけながら土を柔らかくする、しっかり植えるために最
後に手で押さえるなど、生長を考えながら話し合うこと
ができた。話し合った後に、図鑑や iPad を活用し正し
い苗植えの方法を調べていった。正解にたどり着かなく
ても、先のことを考えながら意見を交わすことができ、
思考力を育むことができたと感じた。その後、調べた結
果をもとに苗をプランターに植えていった。苗に土をか
ける際には優しく丁寧に扱ったり、毎日水やりをしたり、
葉の大きさや枚数を観察したりして生長に期待し大切に
扱い愛情を持つことができた（図 ）。
　栽培が始まって か月が経った頃、葉にいくつかの穴
があいていることに気付き、よく見るとたくさんのアブ
ラムシがついているこ
とがわかった。収穫す
ることを目標としてい
たので駆除していこう
と子ども達が決めた
が、手で捕まえていく
ことや駆除していくこ
とに抵抗を示す子もい
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図 　炒った大豆をすり鉢で
　　 きなこにするところ

た。また、虫が好きな男児からは、「テントウムシを捕
まえて食べてもらおう」という提案もあった。過去のテ
ントウムシを育てた経験を活かし、苗を守りつつ身近に
いる虫も大切にしようとする姿は、生命尊重の表れであ
ると感じた。
　 月中旬には、いよいよ収穫を迎えることができ、エ
ダマメの味が感じられるように塩ゆでにして食べた。全
員で食べるには、十分な量を収穫することはできなかっ
たが、みんなで協力して育てたので、一粒ずつよく噛ん
で味わって食べていた。エダマメが苦手な子も中にはい
たが、みんなで栽培してきたということもあり、おかわ
りをしたり、自ら食べてみようと苦手を克服しようとし
たりする子もいた。
　今年は猛暑のため 月初旬には、エダマメの苗が枯れ
かけ始めた。まだ、さやがついているエダマメを見て、「も
う食べられないの？」という疑問より、絵本や図鑑を使
って、エダマメについて調べていくことを教師が提案し
た。すると、エダマメとダイズは同じものであるという
ことに気付き、育ててきたエダマメからダイズを作って
いくことにした。
　 月頃に、乾燥させたエダマメをダイズとして収穫
した。収穫した時には、色や硬さ、さやの感触などエダ
マメと比較し、多くの違いがあることに気付くことがで
きた。味にも違いがあるか感じられるように、きなこを
作った。収穫したものだけでは、全員で食べる量はなか
ったので、市販のダイズを買い足した。フライパンで炒
り、すり鉢やめん棒、フードプロセッサーを使って粉状
にしていった（図 ）。出来上がった後は、給食時に
ふりかけとして白米の上にかけたり、餅つきの際にきな
こをまぶしたりして食べた。同じ豆を使っているのに、
見た目だけでなく、味や食感、香りが変化する不思議さ
に関心を抱いていた。
　エダマメの栽培を通して、収穫を目標とし友達と意見
を交わしながら考えたり、一緒に水やりなどの世話をし
たりする中で協同性を育むことができた。そのため、収
穫の際には、喜びや達
成感を味わうことがで
きエダマメが苦手な子
もおいしくいただく
姿があった。また、害　
虫がついた際には、駆
除するという選択をし
たが、虫が好きな子に
とっては抵抗を感じて

いた。しかし、テントウムシに食べさせるという提案に
より、身近にいる虫も大切にしようとする意識が芽生え
るきっかけとなった。
　エダマメが枯れてしまうとダイズになるということを
知ると、驚いた様子があった。そして、きなこづくりを
行い、改めて見た目や味、食感の違いなどを感じ、より
興味を深めることとなった。さらに、興味が持てるよう
に「ヘルシーせんたい　ダイズレンジャー」（やぎたみこ　
作）や「おまめがっこう　だいずぐみ」（よこみちけいこ　
作）の読み聞かせを通して大豆は様々な加工製品になる
ことを知らせていった。すると、給食に出てきた豆腐や
油揚げ、みそ、しょうゆなど、大豆の加工製品を探すよ
うになり、食への興味を深めていくこともできた。
　栽培や調理は命の大切さを感じたり、食への興味を持
ったりすることができるので、今後もこのような経験を
取り入れていきたい。 （光崎 亜紀美）

　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目」に着
目して、以下の目的を設定した。

①小学校生活へのイメージを広げ、安心感を持ち、期待
を高める。【健康な心と体】【自立心】【社会生活との
関わり】
②ひらがなに関心を持ち、文字への興味を広げる。【数
量や図形、標識や文字などへの関心・感覚】【言葉に
よる伝え合い】

　近年、卒園した子ども達が、入学後、小学校での生活
や雰囲気になかなか馴染めず、落ち着かなかったり、ト
ラブルを起こしたりする「小 プロブレム（小 問題）」
が問題視されている。こうした課題をうけ、幼保小の連
携が重要になり、「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」の共通理解や、「ステップカリキュラム」「アプロー
チカリキュラム」の導入を行っている。しかしコロナが
類に移行されたものの、幼保小の連絡会なども、縮小
傾向にあり、小学校との連携を深めていくことが難しい
状況の中、絵本をや iPad など身近な環境を整え、小学
校への不安を減らし、期待を高められるよう考えた。昨
年度に引き続き、今年度の年長児にも小学校に関する絵
本をたくさん読んできた。内容も様々なため、その時期
に適した絵本を読み聞かせた。就学時検診前の頃に小学
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図 　ひらがな表を見ながら、
　　手紙を書く子ども達

図 　自分の名前を探してカード作り
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校の環境や、一日の流れ、持ち物などについた絵本を読
むと、小学校で見てきたことを発言したり、どんな教室
があるのか見てくると張り切ったり関心を持つことがで
きていた。読み聞かせた後は、子ども達が自由に読める
ようにしておくと、卒園まで、絵本を手に取り、友だち
と一緒に読む子が多かった。 月の卒園前に、『にんき
ものしょうがくせい』（つちだのぶこ絵（小学館））とい
う繰り返しのお話の絵本を読んだ。一人一人の良さを認
める内容となっており、生活発表会で得意なことを披露
した子ども達は自分の良さにも気づいており、安心感に
つながったようである。また、小学校生活に向けて、親
元を離れることが増えていく子ども達に、自分の身が守
れる力が付くよう、絵本『防犯クイズ絵本』を使って知
らせた。クイズ形式の絵本のため、どの子も興味を持っ
て聞いていたが、とても大切なことなので、しっかり覚
えておけるよう読み方も工夫した。「知らない人にはつ
いていかない」ことは大前提だが、人とのコミュニケー
ションも大切にしてほしいと願いながらも安全面を考え
ると線引きが難しく、子ども達への伝え方も迷うことが
あったが、クイズに沿ってわかりやすく伝えることがで
きたのではないかと思う。
　文字への関心が持てるよう、完成したものに名前を自
分で書いたり、描画したものに文字を添えたりしている
が、ひらがなを書くことに苦手意識を持っている子もい
る。その都度代筆するなど負担のないよう進めてきたが、
なぞり書きができるひらがな表を使って、名前の文字を
作り一緒に書いてみた。文字を理解する以前に、鉛筆の
動かし方や、筆圧なども不慣れであるため、個々に合わ
せた援助が必要であると実感した。初めは、なぞり書き
にも消極的であったが、友だちや教師にその頑張りを認
めてもらうことで、作ったものに名前を書き始めること
ができた。時間をかけ丁寧に苦手だった文字が書けると
嬉しそうに見せ、自信が持てたようであった。その後は、
自ら名前を書く練習を始めた。その姿を受け、自由遊び
の中で、自分の名前を使った文字遊びができるよう環境
を整えた（図 ）。あらかじめ一文字ずつになったひ
らがなが書かれた表を
使い、その中から自分
の名前の文字を探し、
台紙に貼り合わせ、自
分の名前カードを作っ
た。その文字の上を鉛
筆でなぞったり、書き
順に合わせて書いてみ

たりした。教師は、鉛
筆の持ち方や姿勢を見
守る程度にし、書き方
に関しては一人一人の
文字を認めるように
し、やり直しや消しゴ
ムで消すなどをせず、
子ども達のやりたい意
欲を引き出すよう意識
した。書いている様子を見守っていると、点の位置や線
の長さなど、アドバイスをしたくなるが、お手本に近い
状態に書けている文字に関心を向け、具体的にきれいに
書けているところを認めるよう声をかけるようにした。
初めはひらがなが書ける女児が興味を持ち取り組んでい
たが、その様子を見てやってみたいと関心を持つ子が広
がっていった。名前を書くことに満足した子は、しりと
り遊びのように、文字をつないでいくことを楽しんでい
た。ひらがなの関心が継続できるように、小さめの便せ
んを用意し、友だちと手紙のやり取りができるように環
境を整えた。絵本を使って、ふわふわ言葉、チクチク言
葉を理解し、気持ちの伝え方を考えながら、友だちと手
紙のやり取りができるよう配慮した。卒園間際の手紙に
は、感謝の気持ちや小学校への期待を感じさせる内容の
手紙を書く子が多かった（図 ）。ひらがなの習得に
関し、個人差はもちろん、家庭での働き方にも差が見ら
れる。幼稚園では、様々な場面でひらがなを読んだり書
いたりする経験を増やし、ひらがなに関心が持てるよう
環境を整えていくとともに、家庭と具体的な援助の方法
などを伝え協力しながら小学校での学習につながってい
くよう働きかけていくようにしたい。
 （関戸 紀久子）

　本園では、幼稚園入園前の子ども達を対象に、子育て
支援活動の一環として、プレスクールを実施している。
現在の子ども達を取りまく社会の中にあっては、子ども
誕生後、すぐに幼稚園選びや様々な教室への参加を見据
えた子育てをする傾向が見られている。そうした現状の
中で、子どもの成長を願い、同年齢の子ども同士の関わ
りの中で、健やかな心身の成長につながる様々な遊びを
提供するとともに、子育ての中での悩みや不安に対して、
共に寄り添い援助していくことを目的として位置付けて
いる。また、集団生活の場として、本園教育の特色を理
解していただく中で、園への関心を高めていただけるよ
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うにと考えている。

　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目」に着
目して、以下の目的を設定した。
①初めての集団生活の場として、同年齢の子ども達に気
付き、一緒に過ごす楽しさを味わう。【自立心】【社会
生活との関わり】【協同性】
②集団生活の流れを理解し、いろいろなことを自分でや
ってみる。【自立心】【規範意識の芽生え】
③いろいろな遊びに興味を持って、参加しようとする。
【思考力の芽生え】【健康な心と体】
④保護者の子育てをサポートし、共に子育てする楽しさ　
を味わえるようにする。【社会生活との関わり】【協同
性】
⑤様々な経験を通して、心とからだの成長をうながす。
【健康な心と体】【豊かな感性と表現】

対象年齢： 歳児親子、 クラス
実施時間：午前 時～午前 時 分
日程：
前期（ 月～ 月）
　第 回（ / ・ ・ ）
　　はじめまして　幼稚園ってどんなところかな
　　～自己紹介・室内遊び・戸外遊び～
　第 回（ / ・ ・ ）
　　からだを動かすって楽しいね（森の探検ごっこ）
　　～リズム遊び・体操・運動遊び～
　第 回（ / ・ ・ ）
　　絵の具を使ってあそぶよ
　　～初めての絵の具遊び　赤・青・黄の絵の具を使っ
てどんなことができるかな～

　第 回（ / ・ ・ ）
　　砂に触れる経験を楽しみましょう
　　～砂をさわることができるかな
　　掘ったり、ケーキを作ったり、どろんこ遊びを楽し
みましょう～

　第 回（ / ・ ・ ）
　　水遊びはたのしいな
　　～水の感触を楽しみながら、プール遊びをしましょ
う～

　第 回（ / ・ ・ ）
　　久しぶりの幼稚園　元気なお友だちに会えるかな

　　～皆で一緒に遊ぶって楽しいね～
後期（ 月～令和 年 月）
　第 回（ / ・ ・ ）
　　久しぶりの幼稚園！　お友だちに会えてうれしいね
　　～新しいお友だちも仲間入り、皆で仲良く遊びまし
ょうね。室内遊び・園内探検・体操・ホールで遊び
ましょう～

　第 回（ / ・ ・ ）
　　運動会ごっこ
　　～「よーいどん！」走るって楽しいね！　お友だち
やお家の方と一緒に体を動かして遊びましょう～

　第 回（ / ・ / ・ ）
　　森のピクニック（リズム遊び）
　　～「森にピクニックに行きましょう」をテーマに色々
な表現をしながら遊びましょう～

　第 回（ / ・ ・ ）
　　絵の具遊び
　　～「赤・青・黄」の 色を使って、何が描けるかな？　

色が混ざり合ってどんな色が見つかるかな～
　第 回（ / ・ ・ ）
　　クリスマスに向けて
　　～クリスマスに向けて飾りを作りましょう～
　第 回（ / ） クラス合同
　　クリスマス会
　　～みんなでクリスマス会を楽しみましょう～
　第 回（令和 年 / ・ ・ ）
　　お友だちと楽しく遊びましょう
　　～久しぶりの登園　幼稚園の生活（手を洗う・トイ
レに行く・椅子を自分で運ぶ）のやり方を思い出し
て、一緒にやってみましょう～

　第 回（ / ・ ・ / ）
　　いろいろな素材を使って遊びましょう
　　～何ができるかな？　皆で楽しく遊びましょう～
　第 回（ / ・ ・ ）
　　卒会式
　　～一緒に過ごしてきたお友だちや先生と楽しく過ご
しましょう～

以下の つの活動を取り上げて報告する。

①絵の具の使い方を知り、のびのびと描くことを楽し
む。　【思考力の芽生え】【言葉による伝え合い】
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図 　絵の具の筆に扮する教師

図 　スポンジを使って
　　　画用紙を湿らす

図 　色が混ざり合う

図 　色の変化を楽しむ
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②色の混ざるおもしろさを発見し、イメージを広げて楽
しく表現する。【豊かな感性と表現】

③ 色の絵の具から、いろいろな色ができることを知り、
興味を抱いて描く。【豊かな感性と表現】【自立心】

④のびのびと筆を動かして、気持ちを発散して楽しむ。
【豊かな感性と表現】【自立心】

　前期にホールいっぱいくらいの大きな模造紙に全身を
使って絵の具遊びを行った。その経験から今回は、一人
一人が筆を使って、赤・青・黄の 色の絵の具が混ざり
あう楽しさや筆を使って描く楽しさが味わえるように考
えた。
　導入では、プレスクール担当教諭が、絵の具がまじり
あい違う色になっていく絵本「いろいろばあ」の読み聞
かせをした。子ども達は絵本の中の色が混ざり合う楽し
さや色が変わっていくことに驚きの声が上がっていた。
さらに絵本を読み終えた後に、担当教諭が赤・青・黄の
絵の具がついた筆に見立てた帽子を被り「赤ちゃん・青
ちゃん・黄ちゃん」に扮して、実際に白の画用紙に魔法
の水と言って、画用紙をスポンジで湿らし、その画用紙
に赤ちゃんや黄ちゃんが絵の具を使って遊ぶという想定
で、絵の具が混ざりあう様子を見せた（図 ）。その
様子に子ども達は、その世界にはいっていき、目をキラ
キラ輝かせ「やってみたい」という期待感が高まったよ
うであった。
　実際に、一人一人始めると、自分だけの白い画用紙を
見て、嬉しそうな表情を浮かべていた。すぐに筆に絵の
具をつけて、躊躇することなく描き始める子や、初めて
筆を持つ子もいて、少しずつ描く子どもなど様々な姿が
見られた。どの子も湿らした画用紙（図 ）に絵の具
がゆっくりとにじむ様子には、驚きもあったのかその様
子をじっと見つめる姿が印象的であった。
　また、黄色から赤色の絵の具に変えて、色が混ざり合
うとその瞬間に手を止めた。違う色になったことの驚き
や不思議さを感じているようであった（図 ）。そし
てそばにいた保護者を見て「みて」と声をかけ、保護者
も「色がかわったね。すごいね。」と声をかける姿があ
った。色が混ざり合ったことで、違う色になった驚きも
あったように思われるが、自分でできたことの喜びを保
護者にも共感してもらうことができ、混色遊びに期待が
高まったように思われる。
　その後も、赤・黄・青の 色を順番に色を変えて色が
混ざり合う様子を見る子もいれば、黄色だけずっと画用

紙いっぱいに描き続け
る子もいた。黄色だけ
描き続ける子はそこ
で、終えるのかと思っ
て様子を見守っていた
が、画用紙いっぱいに
黄色にしてから、次に
違う色に変えて混ざり
合う様子をみていた。
そして、またそこから
色を変えて、どんどん
色が変化していく様子
を楽しんでいるようで
あった。子どもによっ
て、色を混ぜ合う仕方
の違いも見られ、子ど
も達の創造性を広げる
こともできたのではな
いかと思われる。どの
子も画用紙いっぱいに
描く様子がみられ、そ
れぞれが、思い思いに
色を変えては、混色を
楽しむ姿が見られた
（図 ）。混ざり合っ
た色は、皆、違う色に
なり、誰一人と同じ色
になることはなく、そ
れぞれの個性があふれ
たものになった。後日、
クラスの子ども達の
作り上げた色とりどり
の作品を展示し、皆で
見て、振り返りができ
るようにした。
　前期の絵の具遊びでは大きな画用紙で全身を使って、
みんなでひとつのものを作り上げあげたダイナミックな
活動であり、絵の具にも十分に親しむことができた。今
回は、一人一人がそれぞれの思い思いの創造性を広げる
ことができた活動となったと思われる。今回の活動や子
ども達の様子を担当教諭と振り返りを行うなかで、課題
があがった。子ども達も夢中になって混色を楽しむ姿が
見られ、時間をかけて行うことができたが、 クラスあ
るうちの、 クラスが 名参加のクラスがあり、他の
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図 　絵本クラブさん

図 　サンタクロースのそりリレー

クラスより多い参加人数であった。そのため、 名
参加クラスの子ども達には、設定の関係上、 名を一
斉にはできず、交代制にしなければならなかったため、
他のクラスより時間の制約があったことである。その他
にも様々な画用紙の大きさや何枚でも描けるように画用
紙を豊富に準備しておくことでさらに創造性も広がった
のではないかと課題があがった。今後、さらにプレスク
ールの活動を充実できるよう絵の具遊びやその他の活動
に対しても、子ども達の様子を把握し、担当教諭と打ち
合わせや準備を十分に行っていき、付属幼稚園オリジナ
ルで、楽しい活動ができるようにしていきたいと思う。
 （皆川 奈津美）

①クリスマスに親しみを持ち、楽しく親子でクリスマス
会に参加する。【自立心】【協同性】【言葉による伝え
合い】
②出し物や歌、音楽を楽しみ、クリスマスの雰囲気を味
わう。【豊かな感性と表現】【思考力の芽生え】【社会
生活との関わり】

　プレスクールひよこ
クラスでは、クリスマ
スの時期に合わせてク
リスマス会を行った。
今回のクリスマス会で
は、クリスマスに関す
る出し物や音楽などを
通して、クリスマスと
いう行事に親しみをもって、親子で楽しく参加できるよ
うに企画を行った。会場の装飾には、クリスマス会の前
週に行った「サンタクロース飾り作り」（図 ）で子
ども達が一人ずつ作ったリース型の飾りを壁に飾り付け
た。子どもが自分で作ったもので装飾として飾ることで、
より嬉しさを感じられたりクリスマスへの興味関心が高
まったりするきっかけとなったのではないか。
　受付では、キラキラのブレスレットを受け取り、親子
で腕にはめて、クリスマス気分を装った。サンタクロー
スのドレスやクリスマスに合わせたカラーの洋服を着て
来る子どももおり、クリスマス会への期待が感じ取られ
た。会場にはクリスマスにちなんだ BGMを流し、待機
している間にも気分を盛り上げる。そして、いよいよ賑

やかな雰囲気の中でクリスマス会が始まった。
　オープニングには、「森のクリスマス」の歌に合わせ
て体操を行った。初めに少しレクチャーをしてから行っ
たが、リズミカルな音楽と覚えやすい振付に、親子で楽
しそうに踊る様子が見られた。次に「赤鼻のトナカイ」、
「おもちゃのちゃちゃちゃ」を歌った。鈴を配り、歌だ
けでなく楽器も合わせ
て楽しんだ（図 ）。
プレスクールでは毎回
歌と体操を行うが、今
回はどちらもクリスマ
スにちなんだ曲や楽器
を取り入れたため、い
つもとは少し違った特
別感とクリスマスの雰
囲気を味わうことが出来たのではないだろうか。
　体操と歌が終わり、クリスマス気分も高まったところ
で、絵本クラブさんの登場だ。絵本クラブは、在園児の
保護者の方からの有志で、在園児に向けて定期的に読み
聞かせを行ってくれるが、今回はプレスクールにも、「ゆ
きだるまのあたま」、「どろろん　忍者学校」の二本のお
話を聞かせてくださった。大きなゆきだるまの頭を探し
ている途中、パンや石ころ、三角コーンなど様々なもの
が頭になろうとするユーモアあふれるお話で、子ども達
も話の展開に目を見張るようであった（図 ）。
　絵本クラブさんのお話の後は、親子でふれあい遊びを
行った。その名も、「サンタさんのそりリレー」。サンタ
クロースになりきっ
て、親子で一緒にそり
に乗ったプレゼントを
落とさないように次の
お友達へと運ぶリレー
形式の遊びである（図
）。今回は、女の子

と男の子で二つのチー
ムに分けて行った。男
の子チームは、そりを
引いて走ることに楽し
さを感じるのか、速さ
を重視するダイナミッ
クな動きが目立ったの
に対し、女の子チーム
では、プレゼントを落
とさないように慎重に

図 　サンタクロース飾り付け

図 　鈴を使った合奏
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自分のペースで運ぶ様子が多く見られ、この違いも興味
深く面白い点であった。また、保護者の方も子どもと一
緒に応援したり、声を掛け合ったり、温かい雰囲気の中
で交流を深めることが出来たように感じた。
　次に、先生からの出し物である「トーンチャイム演奏」
を行った。まず、クリスマスの代表的な音楽である「よ
ろこびのうた」を演奏した。演奏が始まると、その綺麗
な音色と音楽に静かに耳を傾けて聴いていた。「よろこ
びのうた」の演奏が終わると、舞台の袖から、見覚えの
ある茶色い手がのぞいていた。度々プレスクールに登場
する森のお友達「ごりこちゃん」である。ごりこちゃん
の登場に嬉しそうな表情を浮かべる子ども達。次の「き
らきら星」では、ごりこちゃんも一緒にトーンチャイム
演奏を行った。
　トーンチャイム演奏も終わり、いよいよクリスマス会
も終盤となった。どこ
からか鈴の音が聞こえ
て、舞台のほうを見る
と、プレスクールの先
生がサンタクロースと
トナカイに扮して登場
した。サンタクロース
達の登場に大喜びの子
ども達。トナカイの持つそりには、プレスクールの子ど
も達へのプレゼントが入っていた。サンタクロースが一
人ひとりにプレゼントを渡しに行くと、「ありがとう！」
と言って嬉しそうに受け取る姿が見られた（図 ）。
トナカイが運ぶそりから、サンタクロースが自分のため
にプレゼントを持ってきて渡してくれるという流れは、
子どもの心を弾ませ、クリスマスへの期待や興味関心を
より一層膨らませることが出来たのではないだろうか。
　今回のクリスマス会では、クリスマスに興味を持ち、
親子で楽しむことをねらいとして行った。クリスマスに
ちなんだ音楽や出し物、ふれあい遊びなどが詰め込まれ
た今回のクリスマス会では、子ども達の興味を引き出し、
様々な視点からクリスマスを味わうことの出来る機会と
なったのではないかと感じた。クリスマスにまつわる音
楽を聴いて歌ったり踊ったり、サンタクロースになりき
ってリレーを行ったり、全身を使ってクリスマスを感じ
た。クリスマスという行事への理解が少しずつ深まるこ
の時期に、今回の会を経験したことで、少しでもクリス
マスへの期待を高め、楽しかったという印象を子ども達
の心に残すことが出来ていれば良いと願う。
 （小澤 黎花）

　令和 年度における付属幼稚園と名古屋女子大学の連
携事業を以下に示す。

　子どもが日常生活の中で自然に数量や図形などに関心
を持てるように配慮した教育が求められている。今回プ
ロジェクトで行われた兜づくりでは、新聞紙を折る毎に
三角形が現れているし、運動会においても背番号やフラ
ッグの形に親しんでいる。また、クリスマスのアドベン
トカレンダーには数字が記されている。おんがくかいの
楽器作りでは、バケツの上部を幅広テープで塞いで太鼓
を制作している。円の中心を通るようにすれば、最も長
いテープが貼れることを体験したので
ある。太鼓づくりの体験は、小学校
年生の教科書に掲載された以下の活動
につながるものである。「半径が ㎝
の円をかきましょう。円の中にいくつ
も直線をひいて長さを調べましょう。」
（清水静海（他）（ b）p. 、図は教科書を基に筆者
が作成）
　日常生活における自然な体験での数量・図形の認識
は、その状況に埋め込まれた体験であり、印象が強くの
こると考えられる。そしてさらに、体系的に数量・図形
の認識を促進させるには、その状況を作り出すことが必
要である。そこで、数量・図形への認識を促進し、関心・
感覚を育成する状況を作り出すことを目的として次頁に
示す「数と形カード」を試作した。

　試作したカードは、図のように 種類の同一基本図形
から成る から までの数のカード計 枚、基本図形
つにつき 種類の色を付けた形のカード計 枚、お

よび、数のカードの配列をランダムにしたもの計 枚
である。数のカードの配列はトランプ式を採らず、 ‒
進法に則した配列とした。なぜなら、小学校 年生後半
の繰り上がりのある加法において 進法の認識へ至る
過程として「 をベースとした数図が有効である」（数
学教育学研究会（ ）p. ）からである。また、算
数教育史において 年代終盤から数え主義と直観主
義の論争が行われた際に、直観主義者が開発した「数図」
がトランプ式を含めて十数種類知られている（松原元一

図 　サンタさんからのプレゼント
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（ ）pp. ‒ ）。そのうち、大正年間に成城小学
校の佐藤武が開発したものが ‒ 進法式である。これは
現在の小学校算数科の数図ブロックへ引き継がれている
（清水静海（他）（ a）pp. ‒ ）。ゆえに、 ‒ 進法
式配列が将来の算数の学習へつながるものと考えこの方
式を採った。
　さて、数はものから属性を捨象して、そのものの集合
の大きさを表すため抽象度の高い概念である。一般に数
えるという操作には次の の原理が必要であるとされ
る。「① ‒ 対応、②安定した順序、③基数性、④順序
無関連、⑤抽象性」（栗山和弘（ ）p. ）。そして、

ゲルマン（他）は手品実験により「幼児も生得的にこう
した つの原理を習得していることを示した。」（上掲
p. ）。特に⑤については、「赤色と青色の星形と円を
数えさせたところ、形や色にかかわらず正しくかぞえる
ことができることを見いだしている。」（上掲 p. ）。本
稿のカードはこれより抽象度を下げて、異なる形でも同
一の数を表していることが認識でき、また、異なる色で
も同一の形を表していることを認識できることを促進す
る構成になっている。これにより、すべての子ども達が、
遊びながら数と形への認識を深めることを期待したので
ある。遊び方は通常の神経衰弱と七並べが可能である。
もちろん、発達段階に応じて適切なルールの変更が必要
である。この「数と形カード」でゲームをすることによ
って、数量・図形への認識を促進する状況を作り出せる
と考える。

　年少 クラス、年中 クラス、年長 クラスで実践し、
詳細な記録が作成された。
　年少のつくし組では形カードで神経衰弱をルール変更
をしながら実践し、「ワクワクハラハラ感が増して、声
を挙げて楽しんでいた。」数のカードは七並べ方式で並
べる実践を行い、「ほぼ正解した」ことが報告された。
　年少のもも組では七並べ形式に興味を示し、「全ての
カードが揃うと満足そうに眺めた後でまた最初から遊び
をスタートさせることが多かった。」また、「マークの配
置で数の大小を見極め、指で数えなくても正しい位置に
置くようになっていった。この遊びを通して数や形の名
称を知るきっかけにもなったと感じた。」
　年少ゆり組では「 までは目で見てすぐに数が分かる
が（直感で数を認識）、 以上はそれが難しく、指を使
い「 ・ ・ ・ …」と声に出して数を数えていた。
は、カードいっぱいに形が描かれているので、子ど

も達にとって や より、わかりやすいようだった。」
　年中すみれ組では形カードに非常に興味を示し「まる、
しかく、さんかく、ひし形、ながしかくは容易に答えが
返ってきた。」「 種類 枚の形カードでの神経衰弱は、
子ども達も知っているルールとあって難なく楽しむ事が
できた。」また、「おおよその子が数の概念が まではあ
り、 枚ずつ枚数を指差ししながら数える事ができた。」
　年中ひまわり組では、支援が必要な子どもも形カード
に興味を示し、神経衰弱形式の中で「初めは自分が好き
な形が出るまで全部カードをめくって「しかく」「五角形」
「ひし形」と形の名称を言っていた。」そして、「ルール
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を理解した子どもがリーダーになって遊びを進めること
もできるようになり、この遊びを通して、形の名称を知
るきっかけにもなった。」
　年長まつ組では「 から までの数字は、目で見てす
ぐに理解できたが、
以上になると図形の数
を数えて確認してい
た。」「徐々に より大
きい数は から数えて
工夫して考えることが
できるようになり、何
度か行うと見ただけで
数がわかるようになってきた。」
　年長さくら組では子ども自らが「神経衰弱の遊びがで
きることに気づき、数人がカードを並べ始めた。」また、
「楽しみやすいように自分達でルールを変更しながら遊
ぶ様子が見られた。」（図 ）。

　どの発達段階でもゲームが成立しており、数量・図形
への興味・関心を促進する状況ができたと考えられる。
そして、上述した数の抽象性は数の大きさを増しながら
克服している様子が報告されている。また、 ‒ 進法式
の並びから、当初直観的に把握できた数は、年少では
まで、年長では までであった。そして、ゲームという
状況の中で徐々に大きな数の直観把握が可能になってい
くことも示唆されている。年長の子どもは、 より大き
い数は から数える「数えたし」（count-on）の方法が
みられ、小学校算数科での繰り上がりのある加法（清水
静海（他）（ a）pp. ‒ ）への萌芽となっている。

　園長・渋谷先生にはカード制作の段階からご助言をいただきま
した。また、幼稚園の先生方には詳細な実践報告をいただきまし
た。末筆ながら深く感謝いたします。

 （山本 忠）

日時：令和 年 月 日（月） 時～ 時
場所：名古屋女子大学付属幼稚園ホール
講師：河合玲子（名古屋女子大学短期大学部）

　講演の対象者は、昨年度に行った園児の保護者やプレ
スクールに通う保護者だけでなく、当園への入園を検討
している保護者、ならびに、幼児まで広げることとなっ
た。そのため、講話中心ではなく、楽しく子どもと一緒
に過ごせるような音楽遊びを中心にした内容とし、令和
年 月 日（土）に日本保育学会第 回大会基調講

演「なぜ産んだ我が子を殺し捨てるのか？─この非日常、
非常識な世界を紐解く─」から、乳幼児期に親子でのス
キンシップや、一緒に楽しい時間を過ごすことで、大人
になった際の愛着障害等を防ぐことにつながることの重
要性を盛り込み、保護者と子どもとが一緒に楽しく音楽
遊びを体験し、家庭でも実施できるような内容とした。
乳幼児にとって 分は集中力が続かないため、全体を
つに分け、身体を使って親子で楽しめる活動と体が休
めるように座って行う活動を組み合わせて構成して行っ
た。

①親子で楽しむリズム遊び
　ピアノ演奏の音楽によって歩いたり、親子で手を合わ
せて叩いたり、挨拶したりする動作を説明し、リトミッ
クの即時反応の実践を行った。ピアノ演奏「さんぽ」（『と
なりのトトロ』より）、「おかあさんとおさんぽ」（四分
の四拍子）の音楽を基本として、親子で手をつないで歩
く活動、曲想の異なる四分の四拍子の曲は親子で向き合
い、手と手を合わせてリズムに合わせて叩く活動、また、
曲の途中で音楽が止まった時には、動きを止める活動を
行った。
　その他、保護者の膝の上に子どもをのせ、ゆったりと
したリズムに合わせて体を揺らす活動を行った。

（原題『あかちゃんたいそう』鈴木まもる作）
　参加者が赤ちゃんではないため「こどもたいそう」に
改編した。絵本の紹介を行い、絵に描いてある内容を口
頭で説明し、親子で実践できるように図った。
　この絵本は動物とのスキンシップが描かれているが、
全て保護者とのスキンシップに替え、頬と頬、鼻と鼻、
手と手で握手、足の裏と足の裏、背中と背中、尻と尻、
頭と頭、保護者が子どもの両手をもって広げて揺するこ
と、保護者と子どものくすぐり合い、保護者を山と捉え
て、それをよじ登り下りること、最後に保護者が子ども
を抱きしめるという内容で進めた。

図 　さくら組の様子
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　親子で活動できる遊びとして手あそび、歌あそびとし
て、「むすんでひらいて」「あたま・かた・ひざ・ポン」「パ
ンダうさぎコアラ」の紹介を行った。

　B サイズの画用紙を用い、それを八等分に屏風たたみ
にし、一方をセロハンテープで留めただけのリズム楽器
を作成した。製作の中心は保護者が担当し、配布した色
画用紙のサイズは B サイズ、デコレーション用に ㎝
の丸シール 色（赤・白・黄・緑・青）を各 枚ずつ配布
した。B サイズの画用紙は半分にし、紙で手を切らない
ように切断面を手でちぎるように指導した。ジグザクに
なるように屏風にたたみ、端の一方をセロハンテープで
留め、丸シールは、子どもが好きに貼るように指導した。

　ぱちぱちハリセンを両手に持ち、言葉やリズムに合わ
せて叩く活動を行う他、音楽に合わせて好きなように叩
く活動、また、言葉やリズムに関係なく、叩くことを楽
しむ活動を行った。

①親子で楽しむリズム遊び
　親子で手をつないでの活動のため。抵抗なく参加でき
ていた。音楽に合わせて止まったり、動いたりする活動、
「ゴー＆ストップ！」では、保護者主導となっていたが、
活動を重ねると子どもも理解して、動いたり、止まった
りする姿があった。中には、曲想に合わせて動きを変え
る活動についても、子ども自身が理解して活動をおこな
っている姿もあり、子ども、保護者ともに楽しい活動で
あったといえる。

　子どもと保護者とのスキンシップが図られる内容であ
ったため、子どもより保護者の方の喜ぶ姿が多かったよ
うに思われる。絵本の内容を知らない保護者が多く、読
み進めていく際、次はどの部分のスキンシップを図るの
かが楽しみな活動であった。最後のページの保護者が子
どもを抱きしめる場面では何度でも行い、保護者が子ど
もを抱きしめるだけでなく、子どもが保護者を抱きしめ
る場面も設けた。また、両親で参加した組は、母親、父親、
そして家族で抱きしめ合う場面を設けた。普段、家族で
抱き合う場面は、それほど多いとは言い難いため、スキ

ンシップが図れてよかった。

　親子で楽しくコニュニケーションがとれる遊びとし
て、手あそびや歌あそびがあるが、よく知られている「む
すんでひらいて」を行った。「あたま・かた・ひざ・ポン」
「パンダうさぎコアラ」については、繰り返し行ったこ
とで、遊びを覚えてもらうことができた。

　製作した「ぱちぱちハリセン」は、B サイズの画用
紙が 枚あれば、簡単に製作することができ、幼児が手
にし易い大きさである。そして、簡単に音を出すことが
できる。安全面からは、紙のふちは手でちぎってあるた
め、手を切る心配がいらない。しかも力強く叩いても、
モノを壊したり、体にあたったりして傷つけることがな
いことから、保護者から好評をいただいた。ハリセン製
作に用意した画用紙は、赤、白、青、ピンク、水色、橙、緑、
黄、黒を用意し、子どもには好きな色を選ばせた。丸シ
ールは、全員に 色の同じものを配布したが、自由に貼
る姿があり、それぞれの個性が表現されていて、子ども
の自由な発想と表現を育むことに繋げた。

　両手に持ったハリセンを床に叩くことで、パチパチと
した良い音を出すことができた。両手に持つことで、保
護者からの支援、援助が無くなり、子ども自身の活動と
なった。言葉に合わせて叩く場面では、言葉のリズムに
合わせて叩くことができた。また、音楽に合わせて叩く
場面では、曲の拍に合
わせて叩くことができ
た。その他、自由に叩
いてよい場面では、そ
れぞれの子ども、保護
者が自由に楽しくリズ
ム打ちをしている姿が
あった（図 ）。そし
て、出来るだけ早く、何度も叩く場面では、日頃のスト
レス解消につながるような叩き方で楽しむ姿があった。

　今回の催しは、平日開催だったため母親の参加が中心
と考えたが、実際には父親の参加が 名あり、子育てに
おける役割が母親中心から、父親の積極的参加、両親で

図 　作ったハリセンでリズム遊び
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行う家庭が増えていることがわかった。今後催す内容は、
ジェンダーを超えた内容に変えていく必要があることが
わかった。また、親子でスキンシップやコミュニケーシ
ョンを図ることができる手あそび、歌あそびについて、
種類や遊び方をもっと知りたいという参加者の意見があ
ったので、今後は、それらの紹介も積極的に行っていき
たい。
　多くの参加者からは、「楽しかった」、「また参加したい」
との声をいただいた。時間が 時間を予定していたこと
もあり、子どもの集中力が保てるように盛り沢山の内容
で構成したが、最後頃には、集中力が切れてしまった子
どもや、疲れて眠ってしまった子どももいた。参加者の
保護者からも、日頃の運動不足を解消できたとの言葉も
あった。今後は、活動における運動量にも気を配り、楽
しく遊べる内容で考えていきたい。
 （河合 玲子）

日時：令和 年 月 日（水） 時～ 時 分
場所：名古屋女子大学付属幼稚園ホール
講師：河合玲子（名古屋女子大学短期大学部）

　参加者は、当園のプレスクールに通う 歳児あんよ組
の子どもとその保護者。前回には、クリスマスのリース
の製作を行い、会場となるホールの壁面には、大きなク
リスマスツリーのモチーフに子どもが製作したリースが
飾られている。
　今回の目的は、クリスマスの雰囲気をたのしみながら、
皆でクリスマス会に参加する喜びをもつことで、社会生
活との関りや、協同性を育むことのねらいがある。
　また、音楽に合わせて楽器を鳴らしたり、体を動かし
たりする楽しさを味わうことで、自立心や豊かな感性と
表現を育む。そして、保育教諭達が変装したサンタクロ
ースからプレゼントをもらうことで、社会生活との関り
を持ち、喜びの気持ちを抱くことである。
　その内容については、以下に記す。

①登園と受付
　 時から 時 分までの時間に受付を行い、受付で
は、名前シールとキラキラ腕輪、出席シールと 学期の
予定表を配付した。受付後は、ベンチに荷物を置き、開
始時間までの時間をホールで自由に過ごした。ホールで

は、BGMとしてピアノによるクリスマス音楽の演奏を
行った。

　最初の挨拶があり、その後は、「森のクリスマス」の
音楽を流し、全員でダンスを踊った。

　クリスマスに因んだ音楽を聴く活動や、リズムに合わ
せて体を動かす活動、一緒に歌う活動を行った。また、
紙皿と鈴で製作したタンバリンを用いてリズム遊びを行
った。次にその曲目を記す。
○歌あそび
・げんこつやまのたぬきさん
・とんとんトントンひげじいさん（クリスマスバージョ
ン）
・あたま・かた・ひざ・ポン
○ハンドベルの演奏を聴く
・きよしこの夜
・きらきら星
○クリスマスのうたを聴く
・きよしこの夜
・きらきら星
○歌あそび
・むすんでひらいて
・いとまき
・パンダうさぎコアラ
○大学の先生からのプレゼントとリズム遊び
・タンバリンの鈴の音と叩いた音を楽しむ
○クリスマスのうたとリズム遊び
・きよしこの夜
・ジングルベル
・あわてんぼうのサンタクロース
・赤鼻のトナカイ
○合奏（ピアノ伴奏：竹内教諭）
・おもちゃのチャチャチャ

　教諭らがサンタクロースとトナカイに変装し、参加し
た子ども達にプレゼントを渡した。

　壁面に飾ってあるリースを受け取ってから降園。クリ
スマス会終了後は、 時まで園庭を開放。
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図 　手作りサンタタンバリン

図 　手作りサンタタンバリンで
リズム遊び 　　　

①登園と受付
　子ども達は、プレスクールに通うことに慣れてきてい
る様子であった。受付でラキラ腕輪をもらい、装着する
が、切れてしまう子どももいた。腕輪も余分に準備され
ていたため、新しい腕輪をもらうことで子どもも安心し
た様子であった。
　プレスクールに慣れている子どもらは、BGMを聴き
ながら体を揺すったり、踊ったり、走ったりする姿があ
った。ホールという広い会場と、クリスマス会という期
待感から、高揚した様子が見て取れた。BGMのため、
ピアノ演奏は極力弱い音で演奏したが、ピアノ演奏に興
味のある子どもが近くに寄ってきて、演奏の様子をじっ
と見つめる姿があった。

　音源については、YouTube を利用し、教諭らが中心
となって、振付の指導を行った。全身を使った動きが多
いため、保護者の方には運動不足の解消と、子ども達に
とっても、普段生活で行う動きとは異なるため、興味を
持って取り組むことができた。

　 歳児が対象ということで、参加した子どもが音楽に
集中できるように短い曲を選んだ。そのかわり曲数を多
くし、子どもが飽きないように、活動も歌いながら体を
動かす活動を中心にした。また、子どもが疲れすぎない
ように音楽を静かに聴く活動も取り入れた。ハンドベル
演奏は、 人で行うことから、手持ち用から卓上型で行
った。それにより、 人でもメロディーと和音演奏も行
うことができた。殆どの子どもは、初めてその音色を聴
いたと思う。実際、子ども達は静かにその音色に耳を傾
け、聴き入っていた。曲についても、子どもによっては
初めて聴くメロディーもあることから、同じ曲でも演奏
方法が異なることで、感受の方法がことなり、子どもの
豊かな感性を養うことにつながると考えた。また、タン
バリンのプレゼントは、子どもの心を満たす作用もある。
タンバリンは紙皿で製作されているが、振ることで鈴の
音色に親しんだり、表面を叩いてリズムを楽しんだりす
ることができる（図 、 ）。また、タンバリンの表
面はサンタクロースの貼り絵がされているが、裏面は白
色のままであることから、帰宅した後、子どもが好きな
ように絵を描いたり、色を塗ったりすることができる。
それにより自分だけのタンバリンにすることができ、子

どもの愛着や達成感を
養うため、自己肯定感
が高まることにつなが
ると考える。

　ホールの舞台に飾ら
れたクリスマスツリー
の根元には、教諭達が
準備したプレゼントが
用意されていた。子ど
も達は、教諭から一人
ひとり受け取ると大変
嬉しそうな表情を浮か
べていた。

　時間になり終了となった後、自分が前回に製作し、壁
面に飾られているリースを教諭らに取ってもらい、受け
取ると、④でいただいたプレゼントの袋の中に大切にし
まう姿があった。作品を見ることで、前回のプレスクー
ルの楽しい活動の振り返りを行うと共に、今回のクリス
マス会の活動につながりクリスマスの行事についての意
識が高まったように思
われた。
　そして、終了後は、
筆者の元に来て、ハン
ドベルに興味を示し、
触ってみたい、音を出
してみたい様子がうか
がえた（図 ）。音
の鳴らし方を教えると、はにかみながら、そっとベルを
鳴らし、音が綺麗に鳴ると満足そうな表情となった。そ
の他、残ってホールで遊ぶ子どもや、園庭で遊ぶ子ども
の姿があった。

　ハンドベルの楽器やピアノの音色など、初めて見たり
聴いたりした音への興味、関心を持つ子どもがいる。ま
ずは、見たい、触りたい、自分も音を鳴らしてみたいと
いう欲求である。ハンドベルと同様、筆者がピアノ演奏
を始めると、近くに寄ってきて、真剣な眼差しで見つ
め、聴き入っている子どももいた。やはり本物の楽器に

図 　卓上ハンドベルに興味を持つ
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よる演奏は、子どもの心を捉えるのであると思う。音の
出る楽器を製作して鳴らすことも楽しい活動であると同
時に、本物に触れる活動も経験することが大切であるこ
とがわかったといえる。ピアノに興味を示した子どもの
保護者の方は、そのような姿は初めてであり、子どもの
新たな面を知ることができたと話してくれた。このよう
に、園での活動は、普段の家庭だけでは見られない姿も
あり、保護者にとっては、貴重な機会につながるといえ
よう。
　今回、多くの参加者からは、「楽しかった」、「また参
加したい」との声をいただいた。そして、子どもが幼い
ことから、生演奏の音楽をじっくり聴く機会も少なく、
参加された保護者の方からは、癒しの時間を持つことが
できて参加して良かったと言っていただいた。また、プ
レスクールの体験で参加された方からは、 学期からの
入会希望もあった。今回の催しにも、両親揃って参加し
た保護者もいた。このことから、子どもの教育について
関心があり、熱心な保護者が多いといえる。
　今回のクリスマス会の催しは、ねらいであるクリスマ
スの雰囲気を楽しみながら、皆でクリスマス会に参加す
る喜びを持つことを達成したと考える。今後も、保護者
と一緒に、子どもの感性を育み、子どもの表現を豊かに
する活動とその研究を行っていきたい。
 （河合 玲子）

　本活動は、名古屋女子大学附属幼稚園の 歳児を対象
とした後期プレスクール第 回目の親子活動として実施
した。今年度の活動は、筆者の専門である造形表現活動
を核としながら、活動を行う環境や方法を工夫すること
により、子どもが総合的に学ぶことができる場とするこ
とを目的とした。
　具体的には、「クリスマスツリー作り」という手指の
巧緻性を高めることを主なねらいとしたひも通し遊びを
中心的な活動としながら、制作の材料を選ぶ場を「飾り
屋さん」という店の設定とし、子どもがお店屋さんごっ
こをとおして他者との関わりに挑戦したくなる環境を活
動の場に加えた。この「飾り屋さん」という場を設定す
ることにより、子どもが店員役の保育者との言葉のやり
取りを楽しんだり、店で買い物をする場面を疑似的に経

験したりする中で、自立心や社会生活への関心を高める
ことが期待できると考えた。
　また、参加した保護者に対して、活動の中で子どもの
手指の使い方や、「飾り屋さん」での子どもと保育者と
の言葉のやり取りなどを観察する機会としてほしいとい
うねらいを伝え、子どもが遊びの中で学んでいることを
知る機会となるような働きかけも行った（図 ）。

図 　活動の構造

【活動の概要】
　開催日： 年 月 日
　活動場所：名古屋女子大学附属幼稚園　遊戯室
　対象： 歳児とその保護者
　参加人数： 名（保護者、兄弟姉妹を含まず）
　活動名：「クリスマスツリーを作ろう」

①造形表現活動としての「クリスマスツリー作り」
　 歳児の発達に合った活動の一つであるひも通し遊び
を応用した「クリスマスツリー作り」を、今回のイベン
トの主な活動とした。活動内容としては、紙やビーズの
穴にひもを通して飾りを作り、その飾りを穴を開けたツ
リー形の色画用紙に取りつけていくというシンプルなも
のであるが、手指の巧緻性を高めたり、細かな作業に集
中して取り組み、完成時の達成感を味わったりすること



─　　─

図 　仕上がった作品　ビーズの取りつけ方やシールの使い方
に違いが見られる。 　　　　　　　　　　　　

が期待できる活動である。
　教材については、制作時に材料の素材感を楽しむこと
ができるよう、紙のほか、モール、毛糸、ビーズなどの
材料を用い、さらに紙には、凹凸感を楽しみことができ
るエンボス加工を施したり、模様や色を楽しむことがで
きるように表面にマスキングテープを貼ったりした。ま
た、丸、四角、星型、六角形の形などのいろいろな形の
飾りを用意し、形に興味を持つことができるようにもし
た。
　この「クリスマスツリー作り」に関しては、保育者の
援助を受けることなく、親子のみで制作できる簡易な活
動になるよう心掛けた。これには、この経験をとおして、
ひも通し遊びなどを家庭での遊びの一つとして取り入れ
るきっかけにしてほしいという意図がある。そのため、
材料や道具などに特別なものを使用しないようにした。

　本活動を、遊びをとおした総合的な学びの場とするた
め、ごっこ遊びの要素を取り入れ、クリスマスツリー作
りに使用する飾りの材料をお店屋さんで買うという設定
を取り入れた。この設定により、飾りの材料を子ども自
身で選ぶ場面で、子どもが店員役の保育者の言葉を聞
き、それに客として応じるという言語のやり取りの楽し
さを味わったり、店で品物を購入する経験をとおして社
会生活への関心を育んだりすることが期待できるように
した。
　買い物をする経験については、一人 回以上挑戦でき
るように、飾りを取りつけるツリー型の台紙の穴の数を
個、 回の買い物で手に入れることができる飾りの数
を 個までとする工夫をした。 回目の買い物は保護者
が子どもに付き添い、店員役との言葉のやり取りの方法、
材料を つ選ぶこと、お金を財布から出して店員に渡す
こと、挨拶をして自席に戻ることなどの一連の行動を学
ぶ機会とした。そして、 回目以降は、子どもが一人で
も「飾り屋さん」で飾りを買う挑戦ができるようにした。

　本活動では、保護者に対して子どもの手指の使い方や、
お店屋さんでの保育者との言葉のやり取りなどを観察す
る機会としてほしいというねらいを伝え、保護者が、子
どもは遊びの中で学んでいる、ということを感じ取る機
会となるようにした。

①「クリスマスツリー作り」について
　今回の主な活動である「クリスマスツリー作り」は、
親子のみで行った。簡易な造形表現活動であったのにも
関わらず、飾りのつけ方や作品の仕上げに使用するシー
ルの使い方などに違いが見られ、多様な仕上がりの作品
が見られた（図 ）。保育者側が作品の仕上げ方など
の細かな指示をしないようにしたことで、親子間で作品
の完成に向けて、様々な試行錯誤が行われたことを伺う
ことができる結果となった。活動中の様子としては、飾
りを取りつけるためのツリーの穴の数を増やしてほし
い、より多くの飾りを作りたいのでもっと材料がほしい
という要望が出るなど、親子が意欲的に制作に取り組む
姿が見られた。
　また活動後には、子どもの制作の様子を見た保護者か
ら、ビーズを買って家でも遊ばせたい、モールをねじる
という指の動きができなかったのでモール遊びをさせた
い、という声が聞かれるなど、家庭での遊びの中で手指を
使う遊びを取り入れようとする保護者の姿も見られた。
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　「飾り屋さん」という子どもが他者との関わりを経験
する場では、買い物の場面での他者とのやり取りと材料
選びという つの主な課題に子どもが取り組むことがで
きるよう援助を行った。
　まず、「買い物」という場面での他者とのやり取りに
ついては、対象が 歳児のため、店屋役の保育者に対し
て子どもが自ら挨拶をしたり、「これを下さい」などの
買い物の場面で使用する言葉を積極的に発したりする子
どもは少なかった。中には、保育者の問いかけに頷いた
り、首を振ったりというジェスチャーで応じることはで
きても、まだ言葉で応じることができなかった子どもも
いた。しかし、多くの子どもは、保育者からの声掛けに
応じて、言葉を真似ながら懸命に会話をしようとするこ
とができていた。お金を払うという行動については、子
どもが買い物時に「お金を払う」という行動をイメージ
できない様子が見られ、保育者が「お金を 枚下さい」
などと促し、さいふからお金を取り出すための援助を行
う必要があった。これらの買い物時の子どもの様子につ
いては、日常の買い物の場面で、「これを下さい」のよ
うに店員に話しかけたり、現金を支払ったりすることが
少なくなってきているという社会状況の変化の影響もあ
るのではないかと感じた。
　次に、ツリーに飾る飾りの材料を自分で選ぶという場
面については、子どもの行動に個人差が見られた。店屋
役の保育者の「 つ選んでください」という声掛けに対
し、その意味を理解して、保育者と一緒に つずつ数え
ながら自分の好みの材料を楽しみながら選ぶ子どもが多
かったが、 つ以上欲しがる、飾りの色や形に興味を示
さず、選ばずに手に取ったものを持っていくという姿も
見られた。

　今回の 歳児を対象とした親子活動では、主となる造
形表現活動の「クリスマスツリー作り」に加え、活動環
境としてツリーの飾りの材料をお店屋さんで買い物する
という設定を取り入れて、実践した。造形表現活動のみ
でも十分な成果が見られる活動となったが、材料を選ぶ
場を「飾り屋さん」というお店屋さんの設定にしたこと
によって、活動が総合的なものになり、子どもの学びが
広がったと感じている。
　本活動の結果からは、活動の計画の際に、主となる活
動に多くの学びの内容やねらいを組み込む必要はなく、
環境や方法を組み合わせ、活動の場全体の中で多様な経

験ができるようにするという教材の考え方も有効である
ことがわかった。今後も活動全体の場の構成の工夫も含
めた教材研究を進めていきたい。
 （山本 麻美）

　幼児期運動指針（ ）や中村（ ）らによって、
歳から小学校就学までの幼児期の子ども達は、「はし

る」「とぶ」「なげる」といった基本的な動きがひと通り
できるようになる時期であり、だんだん多様な動きを身
につけ、自分の体をコントロールできるようになってい
くことが言われている。さらにこの時期の子どもにとっ
て大切なのは、「 の基本動作」のような多様な動きを
経験すること、何より遊びの中で楽しみながら運動して
いくことである。
　これをふまえ今回は、在園児（ 歳児）の運動遊びイ
ベントおよび 歳児のプレスクールイベントにおいて、
下記のような試みを行ったため、報告する。

　今回は 歳児を対象に、 クラス（約 名） 分間
ほどの運動遊びイベントを行った。上記で述べたように、
本来は様々な動きを経験させたいところだが、 分間
という短時間、且つ単発のイベントであるため、ポイン
トを絞り、「しゃがみ歩き」の動きをキーとすることと
した。しゃがみ歩きは、 の基本動作のうち、平衡系
動作に含まれる「立つ・座る」動きと移動系動作に含ま
れる「歩く」動作を組み合わせた動きとなる。
　近年、子どもにおける運動器機能不全の状態である
「子どもロコモ」の増加が問題となっているが、「しゃが
む」動作は子どもの運動器検診の項目の一つにもなって
おり、股関節や膝・足首といった下肢の柔軟性、浮指と
いった足裏全体での荷重が必要とされる動きである。
　まず冒頭では、しゃがんだ姿勢のまま両手で頭に角を
作り、「かたつむりさんが転んだ」と唱えながら、ホー
ルを歩き回ってもらった。「転んだ」の最後にはコロン
と床に転がる真似をするなどイレギュラーな動きも交
え、動きが単調にならず、心地よいリズム感でしゃがみ
歩き楽しめるようはたらきかけた。
　しゃがみ歩きに子ども達がある程度慣れてきたところ
で、しゃがみ歩きでのパネルめくり遊びを行った。パネ
ル（ジョイントマット）の裏面に何種類かのイラストを
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貼り付け、裏返して床に並べ、見本で見せたイラストと
同じ種類のイラストを子ども達に探させるというもので
ある。パネル 枚の大きさは ㎝四方で、 歳児はパ
ネルをめくるのに両手いっぱいを使う必要がある。
　今回は 月でクリスマスの近い時期だったため、イ
ラストはサンタクロース・トナカイ・靴下・ケーキ・ツ
リーなど、クリスマスにちなんだものを準備した。
　ホールいっぱいに広がったパネルから、目的のイラス
トを探して歩き回り、両手いっぱいでパネルを何度もめ
くっては戻す遊びは、室内遊びながら子ども達が全身を
使って楽しむ様子がみられた。

　こちらは入園前の 歳児親子を対象に、 時間ほどの
イベントを行った。メインで行ったのはサーキット遊び
である。 歳児の子どもの集中力、興味関心のばらつき
等を考慮し、経験する動きをひとつに絞らず、下記の
つのエリアを用意することとした。
　なおこの取り組みは、大学文学部児童教育学科の身体
文化ゼミナール所属学生が関わり、アイデア出しや準備
作業、当日の進行にも携わったことを併記する。

　ゆるやかな傾斜をつけたマットのエリア。「転がる」
動きを安全に経験できるようにした。

　様々な素材を貼り付けたマットの上を歩き、足裏で刺
激や感触の違いを楽しむエリア。感触（素材）は、人工
芝・プチプチ素材の緩衝材・スズランテープを割いて作
ったフワフワ・ペットボトルの蓋を用いたデコボコの
種類である。

　丸いマーカーを床に適当な感覚で配置したエリア。グ
ーパージャンプやけんけんぱ遊びができるようにした。

　段ボールで作成したトンネルのエリア。腕で体を支持
しながら移動する「這う」動きが自然と経験できる。

　ボールプールと、動物の顔を模したボール投げのゴー
ルからなるエリア。うさぎ・くまなどの口に向かって、

「うさぎさん、くまさんにごはんをあげよう」と「投げる」
動きの遊びを促す。ボールプールによりボールの数を大
量に準備することで子どもが繰り返し遊べること、投げ
る遊びに関心を持たない子どももボールと戯れて遊ぶこ
とができるようにした。

　さらに、子ども達にはシールラリーができるよう台紙
を配布し、上記①～⑤のエリアでそれぞれ遊ぶとシール
がもらえる仕組みとし、様々なエリアで遊びたくなるよ
うにはたらきかけた。
　結果としては、ほとんどの子どもが、ねらい通りに複
数のエリアで楽しみながら遊ぶ姿が見られ、サーキット
遊びだけで ～ 分間の熱中をみせていた。
　一方、こちらが意図しない遊び方を見つける姿もみら
れ、それも興味深かった。例えば①の坂道マットエリア
で、坂道を転がるのではなく何度も駆け下りて楽しむ姿
や、ボールプールエリアのボールを持ってきて転がして
楽しむ姿がみられた。また、②の感触遊びエリアでは、
人工芝の感触が子どもにとっては刺激が強かったよう
で、足裏で踏むのではなく、飛び越して遊ぶ姿がみられ
た。

　今回の取り組みでは、基本的な運動動作の経験をねら
いとし、特に、現代の子ども達が日常で不足しがちであ
ると考えられる動きに焦点を当て、運動遊びの提案・実
践を行った。おおよそはねらい通りの実践となり、子ど
もが楽しむ姿も多くみられたが、一方で、子どもの主体
性という点からは課題が残る取り組みになったと感じて
いる。
　本来は、子どもが主体的に、言い換えれば自然発生的
に興味・関心をもち、楽しんで運動遊びに取り組んでく
れることが理想であろうが、一方で、現代の遊びを取り
巻く環境で、子ども達が偏りなく多様な動きを経験して
いくには、ある程度こちらから遊びの提示を行う必要が
あると考える。はじめは大人の主導であっても、その遊
びがその場限りで終わらず、子どもが何度も「やりた
い！」と繰り返し遊びたくなったり、遊びを自ら発展さ
せていくような姿に繋がれば、それは自然発生的ではな
くとも、主体的な姿といえるのではないだろうか。今回
みられた、こちらが予想しなかった子どもの姿には、子
どもの「やりたい」が詰まっていると思われる。これをふ
まえ、今後も、子どもの意欲と、多様な動きの経験という
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ねらいのマッチングについて、模索を続けていきたい。
 （倉田 梓）

①これまでの経緯―絵本の中に入り込む経験
　子どもの育ちにとって絵本は重要である。現代日本に
おいて、このことは自明のことであると理解されている。
しかし数十年以前は、 歳未満児に絵本は早すぎると考
えられていた。一方で、絵本を早期教育の教材と捉え、
文字や知識の習得や躾に利用する風潮も見られる。
　絵本は絵本であり、絵本の中に繰り広げられる物語世
界に入り込み、心を動かす経験それ自体が重要なのであ
る。その先に「〇〇ができるようになる」というような
目的が存在するのではない。
　絵本編集者の松居直は繰り返し「絵本は子どもに読ま
せる本ではない、大人が子どもに読んでやる本である」
と述べている。つまり、絵本を通して読み手である大人
と子どもが一つの世界を共有すること、読んでくれる大
人の声や息遣い、体のぬくもりを感じることが子どもに
とって絵本を読むことなのである。それによって子ども
は絵本の世界に入り込み、主人公と一体化して物語世界
を体験することができる。つまり子どもは五感のすべて
を使って絵本の世界を楽しむのである。
　報告者は、こういった子どもの絵本体験を立体化し、
絵本の世界を追体験する絵本ワークショップの実践にゼ
ミ活動の一環として取り組んできた。付属幼稚園プレス
クールの活動（ 歳児）においても、 年度は『ピンク、
ぺっこん』（村上康成作、徳間書店）、 年度は『は
らぺこあおむし』（エリック・カール作、偕成社）を題
材にした体験活動を実施した。参加者の子ども達は、川
魚ヤマメのピンクになって川の世界を再現したトンネル
くぐりをしたり、あおむしになってリンゴやイチゴの穴
くぐりをしたり、身体全体を使って絵本の物語の追体験
を楽しんでいた。

　令和 年度付属幼稚園プレスクールの活動は、令和
年 月 日（水）に「お姉さん達と絵本を楽しもう」

と題して実施した。今年度は大学の授業期間内で大掛か
りな準備時間が確保できないこともあり、「絵本を読ん
でもらう」「仲間と一緒に絵本を楽しむ」ことの原点に
立ち返ることを意識し、絵本や紙芝居を楽しむ「おはな

し会」としての活動とした。また、クリスマス直前の季
節であったので、クリスマスにちなんだ製作、体験活動
も取り入れた。「おはなしを届ける」ことをメインにし
た活動というコンセプトに従い、名古屋女子大学文学部
児童教育学科 年生ゼミ学生 名と共にプログラムを考
え、絵本や紙芝居の選書を行った。以下に活動の概要を
記す。

　活動のプログラムとその概要は以下の通りである。
【オープニング】わらべうたと絵本『いろいろおせわ
になりました』（やぎゅうげんいちろう作、福音館書店
）

　わらべうた「お茶をのみにきてください」を牛乳パッ
クで作ったパペットとわらべうた絵本を用いて紹介し
た。繰り返しのフレーズを子ども達が一緒に口ずさむ姿
も見られた。
【紙芝居】『みんなでぽん！』（まついのりこ作、童心社、
）

　参加型の紙芝居。今
回は大型紙芝居を使用
した。一緒に手をたた
いたり、登場人物の真
似をする子どもも見ら
れた。
【大型絵本】『まどから　おくりもの』（五味太郎作、偕
成社、 ）
　クリスマスにちなんだ大型のしかけ本である。読み手
のことばを繰り返したり、描かれている絵に対して気づ
いたことを発言したり、体で表現する姿も見られた。
【親子の製作】クリスマスツリーになろう
　緑色のカラービニール袋にモールや星を飾り付けて子
ども自らがクリスマスツリーになった。子どもの身長に
合わせた長さで準備をしたつもりだったが、走り回ると
踏んづけてしまう子どももいて、もっと短くすべきであ
った。緑のとんがり帽子も被って嬉しそうに走り回る子
どもがいる一方、離れた所で自分ではなく母親をツリー
に仕立てている子どもの姿も見られた。
　完成した後、みんなで「きらきら星」を歌った。
【大型絵本】『わにわにのおふろ』（小風さち文、山口マ
オ絵、福音館書店、 ）
　表紙を見て「わにさん」と言う子ども、一番前にやっ
てきて座る子どもが見られた。読んでいる間も「（湯船に）
入った！」等、お話を聞きながら絵をしっかり見ている
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ことがわかる発言もあった。
【大型絵本】『ぐりとぐら』（中川李枝子文、大村百合子
絵、福音館書店、 ）
　ツリーのコスチュー
ムが擦れる音が気にな
って集中力を欠く子ど
ももあったが、母親の
膝の上、マットの上等、
各々自由な体勢で見入っている姿が見られた。カステラ
のできあがったページに近づくと身を乗り出す子どもも
いた。日ごろから親しんでいる絵本なのだろう。また「大
きい！」と声を出す子どももいたが、この日読んだ他の
絵本と比べ、声を立てる子どもが少なかった。
【体験あそび】「たまごカーにのろう」
　『ぐりとぐら』の最終ページに登場するたまごの殻で
作った車を再現した。
台車にたまごカーを設
置したタイプ、床上を
直に引きずるタイプ、
筒状で自分の足で歩く
タイプの 種類の車に
それぞれ交代で乗っ
た。この車は、同年
月に絵本ゼミ 年生が製作し、学外でのワークショップ
で披露したものを再活用した。

　お話を届ける、絵本の読み語りをみんなで楽しむ際に、
どんなお話や絵本を選ぶか、ということが重要である。
子ども達の心や体の成長過程において最高によいものに
出会ってほしい、最高のものを提供するおはなし会にし
たいと考えている。ゼミ学生達には「かわいい」「盛り
上がる」という視点だけで選ぶのではなく、読者の子ど
もの心の深いところに届く作品を選ぶ重要性を伝え、ゼ
ミ活動の中で絵本を読み、理論の学びを進めている。お
はなし会は「仲間と一緒に絵本を楽しむ」場である。紙
芝居や大型絵本は読み手と子どもの 対 の関係だけで
はなく、一緒に手をたたいて場面の転換を楽しみ、たま
ごの大きさに驚いたりするなど、仲間（子ども同士）と
一緒に見たり聞いたりすることで、共に物語の世界に入
っていく聞き手同士の関係が生まれる。同じ絵本を仲間
と一緒に楽しむ、一緒に物語世界の中に入っていく経験
も重要なのである。
　今回のおはなし会において、子ども達がどこまで絵本

を共に楽しむことができたのか、選書やプログラムはこ
れでよかったのかについて検討する。
　絵本は、必ずしも静かに聞くことが求められるもので
はない。それぞれが自由な姿勢で自由な聞き方をしてよ
いと考える。くつろいだ雰囲気の中では自由な発言も生
まれ、大人の思いも寄らない子どもの感性に気付くこと
もある。集中力にも個人差がある。その意味では比較的
自由な雰囲気の中で読むことができたのではないだろう
か。気づいたことを言葉にしたり、身体で表現する姿も
見られたことは、仲間と共に絵本を楽しむ中で生まれて
きたことだと思われる。一方で、選書に関しては、参加
する子どもとは初対面のため、無難な作品ばかりであっ
た。子どもだけでなく、参加した保護者にも新たな発見
のある本選びが今後は必要である。また、ゼミ学生達は
準備や練習を重ねて当日に臨みはしたが、硬さが目立っ
た。子ども達が心を開放して絵本の世界に入り込める場
の空気が作り切れていなかった。子どもと読み手（保育
者）が一体感をもって絵本を中心としたひと時を過ごせ
る試みを今後も続けていきたい。
 （村田 あゆみ）

　質問項目を表 に示す。質問項目 No. ～ では、
「 ．そう思わない」「 ．あまり思わない」「 ．どち
らとも思わない」「 ．そう思う」「 ．とてもそう思
う」による 段階評価での回答を求めた。また、質問項
目No. ～ では、自由記述での回答を求めた。

　在園児保護者 名（年少 名、年中 名、年長 名）
を対象に、生活発表会終了後の令和 年 月 日～
月 日の期間、幼稚園・連絡アプリのシステムによる
インターネット調査（自記式）を実施した。回答者数
は 名（年少 名、年中 名、年長 名）、回答率は
. ％であった。そのうち、無回答項目のあった 件（年
少 名、年中 名、年長 名）を除外し、 件を分析
対象とした。

　調査を実施するにあたっては、各クラス担任から園児
を通してアンケート依頼文書を保護者に配布し事前周知
するとともに、生活発表会終了後に口頭で調査目的と内
容の説明を行った。回答に協力が得られない場合であっ
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表１　保護者対象アンケートの質問項目
No. 質問項目

お子様は幼稚園に行くのを楽しみにしていますか。
お子様は家庭で、幼稚園や先生、友達のことを話しますか。
お子様は着替えなど基本的生活習慣が身につきましたか。
お子様は絵本やお話を聞いたり、見たりすることが好き
になりましたか。
お子様は先生や友達と一緒に歌ったり、踊ったりするこ
とが好きになりましたか。
お子様は言語の面が発達し、文字や文章に興味を持つよ
うになりましたか。
お子様は虫や植物など自然に興味を持つことができまし
たか。
お子様は体を動かすことが好きになり、体力がついたと
思いますか。
お子様は給食を通して、「食」に関心をもつことができ
るようになりましたか。
お子様は幼稚園で自分の力を十分に発揮していると思い
ますか。
お子様はいろいろなことに興味を持つことができるよう
になりましたか。
お子様は様々なことに挑戦しようとする気持ちが芽生え
てきていると思いますか。
お子様は周りの人（家族、先生、友達など）に対して思
いやりの気持ちがもてるようになりましたか。
お子様の主体的（自分の意思、判断に基づいて行動する
様子など）な表現をするようになったと思いますか。
生活発表会をご覧になられて、お子様の心身の成長を感
じられましたか。
ドキュメンテーションのアプリ『おうちえん』からライ
ブ配信動画、全体や学年、クラス毎の配信をしました。
お子様や幼稚園の様子はわかりましたか。
ドキュメンテーションを通して、ご家庭でお子様との対
話は増えましたか。
ドキュメンテーションを通して、幼稚園がより身近にな
りましたか。
幼稚園は大学との連携（講演会や子育て支援など）をと
っていると思われますか。
幼稚園はお子様の好奇心や思考力などを育てる保育をし
ていると思いますか。
幼稚園は園舎や園庭、遊具など子ども達がワクワクする
ような環境を整備していると思いますか。
幼稚園は教育・保育において、ICT 環境（タブレット、
デジタルカメラ、Wi-Fi 環境等）を活用していると思い
ますか。
幼稚園は教育・保育において、「食」の安心・安全に努
力していると思いますか。
幼稚園で提供される給食の内容に満足されていますか。
幼稚園は教育・保育において、様々な表現活動を行って
いると思いますか。
幼稚園は教育・保育において、自然や季節をたくさん取
り入れていると思いますか。
幼稚園の教育・保育についてご意見などありましたらご
記入をお願いします。
生活発表会についてご感想などがありましたらご記入を
お願いします。
その他のご意見などありましたらご記入をお願いします。

表２　保護者対象アンケートの回答（人）　N=

No. そう思わない　← 段階 →　とてもそう思う
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ても不利益は生じることはなく、データから個人が特定
されることはないことを明示した。

　質問項目No. ～ の回答結果を表 に示す。各項
目の回答について、 段階評価のうち ～ を「否定」
群、 ～ を「肯定」群にまとめ、正確二項検定を行
った。その結果、いずれの質問項目においても「肯定」
の度数が「否定」の度数よりも有意に多かった（p= 、
effect size g= . ～ . 、power= 、両側検定）。
　質問項目の関連性を見るために、相関係数を計算し
た。その結果、「幼稚園はお子様の好奇心や思考力な
どを育てる保育をしていると思いますか」（No. ）
と「幼稚園は教育・保育において、様々な表現活動を
行っていると思いますか」（No. ）の間（r= . 、
F= . 、df = 、df  = 、p<. ）、「幼稚園はお子様
の好奇心や思考力などを育てる保育をしていると思いま
すか」（No. ）と「幼稚園は園舎や園庭、遊具など子
ども達がワクワクするような環境を整備していると思い
ますか」（No. ）の間（r= . 、F= . 、df = 、
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表３　各質問項目における学年ごとの得点

No.
年少　N= 年中　N= 年長　N=

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .
. . . . . .

df  = 、p<. ）、「お子様はいろいろなことに興味を
持つことができるようになりましたか」（No. ）と
「お子様は様々なことに挑戦しようとする気持ちが芽生
えてきていると思いますか」（No. ）の間（r= . 、
F= . 、df = 、df  = 、p<. ）、「ドキュメンテー
ションを通して、ご家庭でお子様との対話は増えました
か」（No. ）と「ドキュメンテーションを通して、幼
稚園がより身近になりましたか」（No. ）の間（r= . 、
F= . 、df = 、df  = 、p<. ）、「お子様はいろい
ろなことに興味を持つことができるようになりました
か」（No. ）と「お子様の主体的（自分の意思、判断
に基づいて行動する様子など）な表現をするようになっ
たと思いますか」（No. ）の間（r= . 、F= . 、
df = 、df  = 、p<. ）、「お子様は様々なことに挑
戦しようとする気持ちが芽生えてきていると思います
か」（No. ）と「お子様の主体的（自分の意思、判断
に基づいて行動する様子など）な表現をするようになっ
たと思いますか」（No. ）の間（r= . 、F= . 、
df = 、df  = 、p<. ）に有意な正の相関が見られた。
相関の強さはいずれも中程度といえる。

　学年による回答の傾向があるかを分析した。質問項目
No. ～ について、「そう思わない」を 点、「あまり
思わない」を 点、「どちらとも思わない」を 点、「そ
う思う」を 点、「とてもそう思う」を 点として学年
ごとに得点化し（表 ）、分散分析を行った。その結果、
「ドキュメンテーションを通して、幼稚園がより身近に
なりましたか」（No. ）（F（ 、 ）= . 、p<. ）、
「幼稚園で提供される給食の内容に満足されていますか」
（No. ）（F（ 、 ）= . 、p<. ）、「幼稚園は教育・
保育において、様々な表現活動を行っていると思います
か」（No. ）（F（ 、 ）= . 、p<. ）の 項目に
ついて群の効果が有意であった。
　次に、これら 項目についてHSD法を用いた多重比
較を行った。その結果、「ドキュメンテーションを通し
て、幼稚園がより身近になりましたか」（No. ）では、
年少の平均と年中の平均が年長の平均よりも有意に大き
かった（MSe= . 、p<. ）。「幼稚園で提供される給食
 の内容に満足されていますか」（No. ）では、年中の
平均が年長の平均よりも有意に大きかった（MSe= . 、
p<. ）。「幼稚園は教育・保育において、様々な表現活
動を行っていると思いますか」（No. ）では、年中
の平均が年少の平均よりも有意に大きい傾向があった

（MSe= . 、p<. ）。なお、各項目において示さなかっ
た群の組み合わせについては、いずれも平均の差は有意
ではなかった。

　質問項目 No. に回答のあった自由記述 件、
No. の自由記述 件、No. の自由記述 件を対象
に、質問項目ごとに計量テキスト分析を行った。なお、
分析にはKH Coder .Beta. i（樋口 ）を使用した。
　各質問項目の自由記述から抽出した上位 件の頻出
語を表 に示す。分析するにあたっては、「生活発表会」
と「発表会」を強制抽出する語として指定した。また、
お礼に関わる語（ありがとう、感謝）と一般的過ぎる語（お
願い、思う、感動）は強制的に除外した。その結果、最
も出現数の多いものは、質問項目No. では「先生」（
回）、質問項目No. では「子ども」（ 回）、質問項目
No. では「幼稚園」（ 回）であった。
　次に、抽出語の関連性を見るため、共起ネットワーク
分析を行った。なお、分析するにあたっては、描画す
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図 　No. 自由記述の共起ネットワーク（上位 の共起関係）

図 　No. 自由記述の共起ネットワーク（上位 の共起関係）

図 　No. 自由記述の共起ネットワーク（上位 の共起関係）

表４　頻出語上位 件
　No. 　 　No. 　 　No. 　
抽出語 頻度 抽出語 頻度 抽出語 頻度
先生 子ども 幼稚園
子ども 先生 先生
幼稚園 成長 子ども
園 見る 助かる

感じる 感じる 保育
自分 楽しい 園
保育 発表会 感じる
見る 姿 時間
増える 子 出来る
少し 練習 体操服
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る共起関係を上位 （Jaccard 係数 . ～ . ）に設
定し、最小スパニング・ツリーを描き出した（図 、
、 ）。

　アンケートの結果から、付属幼稚園のそれぞれの取り
組みは保護者から肯定的な評価を得ていると捉えること
ができる。質問項目間の関連については、「好奇心や思
考力などを育てる保育」（No. ）と「様々な表現活動」
（No. ）の間に有意な正の相関が見られた。この相関
は、前年度においても有意な正の相関が見られた。また、
「好奇心や思考力などを育てる保育」（No. ）は「ワク
ワクするような環境」（No. ）とも正の相関が見られ
た。これらは、好奇心や思考力、様々な表現活動、子ど
もを取り巻く環境の関連を示唆するものと捉えることが
できる。
　また、「いろいろなことに興味を持つ」（No. ）は
「様々なことに挑戦しようとする」（No. ）と「主体
的な表現」（No. ）とに正の相関が見られた。さらに、
「様々なことに挑戦しようとする」（No. ）については
「主体的な表現」（No. ）と正の相関も見られた。これ
らのことから、興味を持つこと、挑戦すること、主体的
に表現することにおいても、関連性を見出すことができ
る。
　学年間の比較においては、「ドキュメンテーションを
通して、幼稚園がより身近になりましたか」（No. ）
において、年少・年中の保護者が年長の保護者よりも
肯定的に評価していた。また、「給食の内容」（No. ）
においては、年中の保護者と年長の保護者の評価にお
いて有意な差が見られた。さらに、「様々な表現活動」
（No. ）についても、年少の保護者と年中の保護者の
評価において有意な差が見られた。学年ごとに差が生じ

た要因について、今後、注視していくことが必要といえ
る。
　自由記述では、「教育・保育についての意見」（No. ）
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と「生活発表会の感想」（No. ）において、「子ども」
と「先生」がいずれも頻出語上位にあり、また、共起し
ていた。記述内容では、「子どもの個性を大事にしてい
ただけて、先生方もみなさんしっかり子どものことを見
ていただき」や「先生方が子ども達の事を考えて大変努
力して下さっている」、「先生方は子どもともその保護者
とも親身に向き合い」、「普段先生が子ども達個人をそれ
ぞれ理解して関わってくれている」、「子ども達と先生で
考えた内容に、とても感動しました」など、子どもと先
生の関わりや子どもと向き合う先生の姿勢に関するもの
が見られた。これらの記述内容から、子ども達のアイデ
アを広げ、子ども達の意欲的な活動を支援しようとする
プロジェクト型保育の取り組みが有効に機能していたこ
とが推察できる。

　今回のアンケート結果から、主体的な表現が、興味を
持つことや挑戦することとつながっている可能性を見出
すことができた。そして、自由記述からは、その主体的
な表現を支援する方法として実践したプロジェクト型保
育が有効に機能していたことを示唆するコメントが見ら
れた。また、表現活動と好奇心・思考力のつながりにつ
いても示唆を得ることができた。これらは、プロジェク
ト型保育の可能性を示すものとして捉えることができ
る。プロジェクト型保育の有効性を捉えるためには、子
どもの表現活動のプロセスをより詳細に分析する必要が
あり、質的な研究アプローチの実践が今後の課題といえ
る。
 （山田 勝洋）

　令和 年度の「幼児教育で育みたい資質・能力に関す
る研究―幼稚園におけるプロジェクト型保育の可能性に
関する研究Ⅰ―」は、令和 年度の研究のサブタイトル、
「―主体的・対話的で深い学びとなる総合的な表現活動
に関する実践研究Ⅱ―」において、保育形態をプロジェ
クト型に変更して実践した結果を振り返る中で、より子
ども中心の保育を目指して発展的に「表現」から「プロ
ジェクト型保育のあり方」に変更した研究テーマである。
　令和 年度は、行事企画を含めて、「こいのぼり」「七夕」
「夕涼み会」「運動会」「お月見」「芋ほり」「お芋クッキング」
「音楽会」「クリスマス」「お米」「節分」「生活発表会」「プ
レスクール」の プロジェクトおよび「四季の草花」「身
近な植物を使った遊び」「わらべうたを楽しむ」「太鼓」「ダ

ンボールを通した遊び」「枝豆の栽培」「小学校への接続」
といった、教諭一人一人による つの個人プロジェクト
を実施した。
　全体の活動を振り返ると、以前より一段と子ども主
体・中心という考え方が定着するとともに、絶えず「幼
児期の終わりまでに育てたい姿」の 項目を明確に意
識し、具体化して保育に取り組んだ成果が出てきたと考
えられる。各学年におけるプロジェクトの集大成として
の生活発表会には、音楽、造形、身体表現などにおいて、
以前より顕著に創造的な形で具体化されていた。発表会
のテーマは、教諭が子ども達と話し合い、オリジナルの
劇遊びに仕上げたり、既存の絵本のストーリーを元にし
ながらも、子ども達の普段の経験や想像・ファンタジー
を交えた劇遊びに発展させたりしていた。このように、
昨年度問題にした、できるだけオリジナルな内容にする
という課題は、各学年により程度の差はあるものの、一
定の成果があったと考えられる。また、劇中の小道具や
大道具などは、教諭と子ども達が話し合いながら考え、
段ボール、布、自然素材、ガムテープ、カラービニール
などの様々な素材を用いて作り上げ、子ども達の思いが
こもった迫力あるものもあり、子どもの表現活動として
大きな教育成果があったと考えられる。また、学年によ
る違いはあるが、劇の進行や、劇中の大道具の配置転換
の作業や台詞の内容に関しても、子ども達どうしが協力
する主体的な関わりの姿勢が表れており、前年度より総
合的に見て、より子ども主体という本質的な変化が確認
できた。
　一方で、普段の子ども達の生活において獲得した能力
を発表するという生活発表会における表現が、本当に子
ども達が行ってきた活動の成果だったのかという疑問
と、保育内容に偏りがあり、本来もっと子ども達が成長
すべき要素を見落としていたのではないかという疑問が
浮かび上がってきた。
　今年度の研究テーマは、「表現」から「プロジェクト
型保育のあり方」に視点を変更したことから、日々の保
育の質および各プロジェクト間にどのような本質的な関
わりがあったのかが問われることになった。例えば、運
動会において、跳び箱を乗り越えていく障害物競走があ
ったが、普段の保育で、跳び箱を飛んだり、乗り越えた
りする経験に繋がる遊びや活動は実際に行われてきたの
か、また、生活発表会で、逆上がりや前回りなどの鉄棒
の演技が取り込まれていたが、普段の遊びや保育におけ
る実践からどのように発展してきたのかという疑問が出
てきた。つまり、本当は、普段の遊びや保育を通して、
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もっと子ども達に総合的な力を付けることができたので
はないかという反省から、今後のプロジェクトの考え方
を再考する必要性が明らかになった。
　令和 年度はコロナに感染する幼児は散見されるに留
まり、概ねマスクなどの感染予防要件は減少し、年度終
盤には、保育形態は、ほぼ正常な状況に戻ったと言って
も良いだろう。大きく制約を受けたコロナ禍後に実践し
た食育に関するテーマは、「ちまき」「七夕ゼリー」「か
き氷」「お月見団子」「大学芋」「おにぎり会」「餅つき」
の 回に及んだ。お母さん先生・お父さん先生の協力に
負うところは大変大きかったが、安全な食材、天然の色
素の使用などの食の基本コンセプトを継承した上で、子
ども達が、調理する過程を見聞したり、匂いを嗅いだり、
感触を確かめたりと五感による実体験と共に、包丁で食
材を切る経験や、おにぎりを握るなど、自分で食材の調
理に関わる技能面を通した学びにおいても有意義な経験
になったと考える。これらの成果に関する数値化された
明確なデータは得られていないが、今後は非認知能力の、
可視化された科学的根拠に基づく検証方法についても検
討したいと考えている。
　各々の教諭による個人プロジェクトは、先に記したよ
うに植物などの自然に関するもの、わらべうたなどの音
楽に関するもの、太鼓演奏など、教諭個人の得意分野・
興味のある分野のもの、小学校への接続に関するものに
分類できた。これらの個人プロジェクトは、それぞれの
教諭が、 年間を通して継続的に意識した取り組みにな
った点が評価されるだろう。行事として取り組むのでは
なく、子どもの遊びの姿や保育環境を通して、教諭によ
る継続的に意識化された課題が随所に現れ、様々な行事
や生活発表会にも成果が表れたところもあった。予定通
りではなかったこともあったが、それもまた学びであり、
今後も改善策を探りつつ、また柔軟に新たな面白い課題
も見つけてほしいと思っている。
　以前に、この個人プロジェクトとしてスタートした米
作りが、全クラス対象の行事プロジェクトに発展したこ
とは重要な出来事であった。なぜ、米作りが全体のプロ
ジェクトになり得たのか次のように考えることができ
る。最初に土づくりをして、籾から苗を育て、世話をし
て収穫をして、更に脱穀や精米そして調理まで、非常に
多くの手間と時間を要するが、その過程において幼児が
関わり体験する内容は、幼稚園教育要領における 領
域、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 項目と共
に、あらゆる相互的な関係性が含まれていたということ
であろう。そして、最後に自分達で作ったお米をおにぎ

りにして食べるという行為は、子どもにとって何ものに
も勝る喜びがあったと想像できる。食の経験の後には、
藁を使って、しめ縄・リースなどをつくる創造的な作業
や、それを飾るという環境設定にも有効に関わる題材と
成り得たのである。手間や時間そして労働も必要になる
が、その過程から得られる教育的効果が大きいことから、
今後も継続発展させたいと考えている。
　以上、個人プロジェクトの良かった点を抽出したが、
一方で、それぞれの教諭による相互発表の機会や検討会
は、一部では持たれたようだが、少なかったように思わ
れる。もっと、相互の意見交換の場を今後は計画して、
教諭間・学年間の情報共有による相乗的な保育・教育効
果に繋げていく必要があろう。
　また、今年度の研究で最も重視してきたはずの幼児
期の終わりまでに育ってほしい姿の 項目については、
本研究会メンバーによる学年末の研究会（プロジェクト
保育の報告・総括）後に、「各教諭がまとめている内容
は、教諭の思い・感想が多く、子どもの姿の記述が少な
い」という指摘があった。プロジェクト立案時には、「
の姿」との関わりを十分考えた訳だが、実践後に、その
要素についての子どもの姿としての言動はどうだったの
か、教諭の想いとの差はなかったのかと問うことは非常
に重要な視点であろう。各教諭は、子ども達と直接接し
ている中で当然実感したことは多々あると思われるが、
振り返り時には「 の姿」を意識化して考察として記
述しておくことが必要であろう。つまり、子ども達の言
動の結果をどのように分析し、今後はその結果をどう改
善に繋げるかという、子どもに焦点を当てた考察が必要
であろう。それらを「PDCA サイクルで表記したらど
うか」という助言もあった。この考え方は、Plan（計
画）、Do（実行）、Check（評価）、Act（改善）という
手法だが、本来この手法は様々な管理業務などに使われ
る手法であり、近年では教育分野でも当たり前に使わ
れている。しかしながら、玉川大学の田澤里喜氏によ
れば、PDCA サイクルの手法は有効ではあるが、保育
現場ではOODA方式がより適しているとして推奨して
いる。Observation（観察）、Orientation（状況判断）、
Decision（意思決定）、Action（行動）という つのサ
イクルでみる手法は、不確定要素が多い保育現場におい
て、PDCAサイクルよりも相応しいという事になる。確
かにOODA方式は、子ども達を観察して、直感的に状
況を判断し、保育計画を考え、行動に移すという流れに
なり、分析的思考よりも創造的思考ということができる
だろう。幼児教育の現場では、最初の計画を予定通りこ
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なし、振り返り、次の改善を目指すという流れになるよ
りも、予想外の子どもの言動にも柔軟に対応し、子ども
を絶えず中心と考える保育が求められると考える。今後
はOODAサイクルに PDCAサイクルの後半部を組み合
わせる手法などを検討の上、より良い方法で保育内容の
向上を目指したいと考える。
　今年度の実践において、小学校への接続の視点におけ
る表現領域における音楽・造形面の活動は、ほぼ問題は
少なく今後も発展的に進めていくと確認されたが、保護
者向けのアンケートの結果などからも具体的に浮かび上
がった課題として、身体表現と関わりのある体育・運動
面および数字・文字が上げられた。身体、体育について
は 領域における健康に関係があり、「 の姿」と共に、
具体的に望ましい幼児の身体的活動について検討したい
と考えている。小学校での教科に直接的に結びつけて予
備練習のような方法・内容は不適切と考えるが、ある程
度目標設定をすることも必要になるかもしれない。
　保護者からは、小学校へ行くまでに自分の名前を書く
ことができるように、また、算数的な数字に関する基礎
を身につけることに関しての要望も少なからずあった。
これらについては、子どもの能力的な個人差が大きく、
保護者の考え方も多様なため、簡単に方向性を結論づけ
ることはできないが、遊びを通した英語活動はすでに定
着していることから、今後、幼稚園での遊びを通した文
字・数字の環境を考えることで、目標を具体的に設定し
対処したいと考えている。
　 年を通して、概ね充実したプロジェクトが実践でき
たように思われるが、教諭の中から、「プロジェクトに
追われて一つ一つの活動が浅いものになっていないか、
行事に追われて大変で、ゆとりが必要ではないか、子ど
もも忙しすぎて、本当に十分遊んでいるのだろうか」と
いった疑問の声が聞こえてきた。確かに、PDCAサイク
ルでプロジェクトを捉えていくと、限りなく改善策や新
しい提案を生み出していくことが求められ、年度を重ね
るごとに忙しさが増す状況が恒常化する懸念がある。今
後は、まず、オープンカフェ方式、KJ 法、マインドマ
ップなどの手法を用いて、教諭同士で自由に話し合う場
を作り、OODA方式による教諭の創造的な考え方を取
り上げたり、不必要な企画は取りやめたりするなどの合
理的な考え方を導入したいと考える。また、最近よく耳
にするウェルビーイングについても、「幸福と訳すので
はなく自身のライフ構築を目指すべき」という溝上慎一
氏の考え方についても考察を深め、子どもにも保育者に
とっても、より本質的なプロジェクト型保育のあり方に

ついて柔軟に検討を深めたいと考える。
　本研究において、多くの付属幼稚園の保護者の皆様、
大学の幼児教育研究会メンバーの先生方のご協力により
充実した保育内容に向けた検討ができたことに深く感謝
申し上げたい。
 （渋谷 寿）

『平成 年告示　幼稚園教育要領　保育所保育指針　幼保連携
型認定こども園教育・保育要領〈原本〉』、チャイルド本社、

文部科学省、『幼稚園教育要領解説　平成 年 月』、
汐見稔幸・無藤隆監修、『平成 年施行　保育所保育指針　幼稚
園教育要領　幼保連携型認定こども園教育保育要領解説とポ
イント』、ミネルヴァ書房、

無藤隆編著、『 の姿プラス ・実践解説書』、ひかりのくに、

大豆生田啓友、『園行事を「子ども主体」に変える！』、チャイル
ド本社、

栗山和弘、「第 章・数概念」、吉田甫・多賀秀継（編著）『認知
心理学からみた数の理解』、北大路書房、

清水静海（他）、『わくわく算数・ 年』、啓林館、
清水静海（他）、『わくわく算数・ 年下』、啓林館、
数学教育学研究会、『新版・算数教育の理論と実際』、聖文新社、

田中敏隆、『改訂増補・図形認知の発達心理学』、講談社、
松原元一、『日本数学教育史Ⅱ・算数編（ ）」、風間書房、
吉田甫、『子どもは数をどのように理解しているか』、新曜社、

ミズノ株式会社、中村和彦監修、『すべての未来はあそびからは
じまる。』、青春出版社・プレミアム編集工房、

林承弘・柴田輝明・鮫島弘武、「子どもロコモと運動器検診につ
いて」、日整会誌（J. Jpn. Orthop. Assoc.）、 : ‒ 、

樋口耕一、『社会調査のための計量テキスト分析［第 版］：内容
分析の継承と発展を目指して』、ナカニシヤ出版、

田澤里喜・若月芳浩編著、『保育の変革期を乗り切る園長の仕事
術』、中央法規出版株式会社、

溝上慎一、『幸福と訳すな！　ウェルビーイング論　自身のライ
フ構築を目指して』、東信堂、
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Verification of the Educational Effects of Nutritional Education Practices 
by University Students on Participants and Students Themselves. 

Miho SAKIMA, Mioko ITO and Natsumi YAMANAKA

　 年に愛知県食育推進計画が策定されたことで、今
日までに多様な取組が推進されてきた。現在では
年度から 年間の食育推進計画（第 次計画）である「あ
いち食育いきいきプラン 」）に従って食育が推進さ
れている。この第 次計画では、「食を通じて健康な体
をつくる取組」、「食を通じて豊かな心を育む取組」、「食
を通じて環境に優しい暮らしを築く取組」、「食育を支え
る取組」の つの取り組みが掲げられており、このうち
地域および高齢者の食を対象とした具体的な取り組みに
は、食による健康維持の推進および地域における健康寿
命延伸につながる食育の実施が求められている。第 次
計画に至るまでに、食および栄養に関する専門家による
食育活動が数多く行われてきた。しかし現状では知識や
スキルの獲得によって食意識、健康に関する意識の改善
はなされても、実践的な食行動の変容には至っていない
ことが問題点としてあげられている。
　この理由には、食育課題が対象者の現状やニーズ、そ
して、対象者個々の行動変容ステージに合っていないこ
とが考えられる。行動変容にはベースとして心理的安全
性の確保が重要とされている。自分の考えや気持ちを否
定されず、安心して表現できる食育活動の場にあって、
参加者がそれまでの食経験や食行動、また考え方を周囲
に承認され自己効力感を感じられる経験となれば、行動
変容が促進されるのではないかと考えた。
　そこで本研究では、地域高齢者を対象に、食育活動の
方法、意義を学ぶ学生による食育実践活動の場を設ける
ことでこの問題点の解決を図ることを試みた。
　教員（専門家）ではなく、高齢者が身近に感じる学生
が主体となって対象者のニーズに合わせた健康・栄養課
題に関する食育活動（食育講座）を実践することで、高
齢者の自己効力感および行動変容にどのような効果をも
たらすかを検証することとした。さらに、学生が大学の

授業で修得した知識とスキルを統合し、対象者に合わせ
た栄養ケア・マネジメントを計画、実践することがもた
らす教育効果についても検証することを目的に実施し
た。

　名古屋市瑞穂区在住の 歳以上の高齢者を対象に、
回の食育講座（第 回 年 月、第 回 年 月）
を実施し、受講前後の食意識、食行動への影響について
自記式質問紙調査を行った。また、食育講座を実施した
学生（管理栄養士養成課程に在籍する大学生）に対して
も、実施・運営に関する自記式質問紙調査を行った。
　調査時には、調査説明書と自記式質問紙を配布し、口
頭にて調査内容を説明し同意を得た上で実施した。調査
説明書には調査の目的、回答は任意であり回答をしない
ことによる不利益は被らないこと、得られた情報は調査
以外には使用しないことを明記した。回答は無記名とし、
得られたデータはコード化して個人を特定できないよう
にした。本研究は名古屋女子大学「人を対象とする研究
に関する倫理審査委員会」の承認を受けて実施した（承
認番号 ‒ ）。

　研究対象者とする学生は、「栄養教育論」の授業科目（健
康行動科学、栄養教育論、栄養カウンセリング論、栄養
教育実習）を履修した 年生と 年生で、本調査の目的、
意義を理解して参加協力の同意が得られた者とした。

　研究対象者とする高齢者の募集は、コロナ禍における
実施であることを鑑み、昨年度までに本学の地域貢献事
業（名女健康サロン）に参加経験があり、かつ大学周辺
の在住者に対して案内（チラシ）を郵送した。

　「食育に関する意識調査（農林水産省令和 年度 月
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報告）」及び「あいち食育いきいきプラン 」において、
積極的な推進が掲げられていることをふまえ、食育講座
のテーマは「フレイル予防」とした。さらに、講座の総
合目標、各回の学習目標を決定した。第 回目の講座内
容の検討、評価項目、質問紙の内容を確認した後に食育
講座の指導案、教材を作成した。第 回目の講座は第
回目の結果を鑑みて内容を再検討し、指導案、教材の作
成を行った。

　講座内容は学生が主体となって企画・運営するものと
し、教員はアドバイザーの立場として関わった。学生は
実施半年前から教育媒体の作成、調理実習の企画、試作
を繰り返して講座の準備をした。講座全体のテーマ設定
および、第 回講座までの企画と講座の運営は 年生が
行い、 年生は講座で配布する補助教材（パンフレット）
の作成と、前日準備、講座当日の参加者補助を行った。
第 回講座では、 年生が企画、運営、当日の参加者補
助を行った。
　 回の講座は、講義 分と調理実習 分の内容とし
た（表 ）。各実習テーブルは ～ 名の参加者（高齢者）
と学生 ～ 名とし、密にならないよう 回に 班まで
の配置で実施した。学生は出来るだけ高齢者とコミュニ
ケーションを取ることに意識して実施した。

　質問紙は食育講座終了直後に配布し、その場で回収し
た。
　参加高齢者に対する設問項目は、 ．性別、 ．年代、
．参加のきっかけ、 ．講座に参加することの有益性

とその種類、 ．学生による食育講座への今後の参加意
思とその理由、 ．今後希望する食育講座のテーマ、の
項目とした。講座 回目にも継続参加した者には、 ．
第 回講座受講後の変化について、も尋ねた。回答は選
択肢の中から該当する項目を選ぶ選択回答方式とし、感
想のみ自由記述式とした。得られたデータはMicrosoft 
Excel を使用して集計し、対象者の自己効力感およ
び行動変容への効果を分析した。
　学生に対する設問項目は、 ．学年、 ．居住形態、 ．
課外活動経験の有無と種類、 ．講座で担当した役割、 ．
講座参加の有用性について、の 項目とした。回答は選
択回答方式とし、意見・感想については自由記述式とし
た。得られたデータはMicrosoft Excel を使用して
集計し、学生が参加高齢者に合わせた栄養ケア・マネジ
メントを計画、実践することがもたらす教育効果につい
て分析した。

表１　食育講座当日タイムテーブル

時間 講座の流れ

: 教員・学生スタッフ集合
打合せ

．食材の分配
．講義パネル設置

: 受付開始
．参加者案内、誘導
．受付（検温、消毒）
．レシピ、資料配布後、調理台へ案内

: 開始
．スタッフ挨拶、本日のスケジュール紹介
．講座実施（約 分）
．講座終了後 分休憩：お茶出し、身支度

: 調理実習開始
．レシピ説明、注意事項
．実習開始

: 会食開始：料理が出来た班から試食
テーブルに飛沫防止パネルを設置し、黙食とする

: ． 時頃までに会食終了
．片付け開始
．アンケートの配布・説明、回収

調理台ごとに終了

: 参加者退出完了

調理実習室の片付け

: 終了・退室

　第 回は「フレイルを知って、介護予防！　①料理編」
と題して、「フレイル予防に必要な食事の摂り方」を学
習目標とした。講義はスライドと紙媒体を用いて、フレ
イルの概要とフレイル予防に必要なたんぱく質について
説明をした。調理実習は必要なたんぱく質量が簡単に摂
取できる一食分の献立を実習した（図 、 ）。
　作成した献立は、「ご飯、鮭のコンソメスープ煮、枝
豆豆腐」の 品である（図 ）。近年、使いやすさと時
短料理で注目されている圧力鍋を使って、たんぱく質が
豊富な鮭と野菜を簡単に摂取でき、かつ高齢者向きに軟
らかく調理できる方法を提案した。

　第 回食育講座「フレイルを知って、介護予防！　②
間食編」と題して、フレイル予防に効果的なたんぱく質
の上手な摂り方」を学習目標として実施した。



─　　─

図１　第１回食育講座（講義）

図２　第１回食育講座（調理実習）

図３　第１回食育講座（実習献立）

図４　第２回食育講座（講義）

図５　第２回食育講座（調理実習）

図６　第２回食育講座（実習おやつ）
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　講義はスライドと紙媒体を用いて、たんぱく質が多く
含まれる食品や 日の必要量などを講義した。調理実習
はたんぱく質の多い食材を用いたおやつ（間食）を実習
した（図 、 ）。
　作成したおやつは、「彩りおにぎり、ツナカレーの春
巻き、厚揚げのとろろチーズ焼き、豆腐白玉団子のお汁
粉、チーズケーキ」の 品である（図 ）。
　食事の摂取量が低下しがちな高齢者が、簡単に作れて
食べやすく、たんぱく質量の多いおやつを提案した。

‒
　全 回の食育講座の参加者はのべ 人で、いずれか
回に参加した者（以下、 回参加者）は 人、 回

とも参加した者（以下、継続参加者）は 人であった。

　 回参加者の属性と参加の動機を表 に示した。
　 人を除く 人が女性であり、年代は 代が多く、
次いで 代、 代がみられた。「大学からの案内」がき
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図７　講座の有用性とその種類（１回参加者）

.

.

.
.

.
.

無回答
その他

参加することが楽しい
学生と参加できるから
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図８　次回の参加希望とその理由（１回参加者）
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.

.
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.

.

.

フレイル・サルコぺニ
ア・ロコモなどの予防

低栄養の予防

骨折予防

運動について

食事について

調理実習
継続参加者（n＝ ）
回参加者（n＝ ）

（％）
図９　今後希望する食育講座のテーマ

表３　継続参加者９人の属性
人（％）

性別 男性 （　 . ）
女性 （ . ）

年代 代 （ . ）
代 （ . ）
代 （ . ）
代 （　 . ）

表２　１回参加者（ 人）の属性と参加動機
人（％）

性別 男性 （ . ）

女性 （ . ）

年代 代 （ . ）

代 （ . ）

代 （ . ）

代 （ . ）

参加のきっかけ チラシ （ . ）

市民だより （ . ）

ポスター （ . ）

ホームページ （ . ）

友達などの紹介 （ . ）

大学からの案内 （ . ）

っかけで参加した者が半数（ . ％）であった。

‒
　結果を図 に示す。 人中 人（ . ％）が「役に立つ」
または「役に立つと思う」と回答していた。どのような
ことに役立つか（有益性）の回答では、「食生活に役立つ」
とした者が多いが（ . ％）無回答も多かった（ . ％）。
‒

　結果を図 に示す。 . ％が次回に「ぜひ参加したい」
と回答した。その理由は、約半数が無回答であったが、「最
新の情報が得られる」のほか、「学生と参加できるから」、
「参加することが楽しい」があげられた。
‒

　結果を図 に示す。今後希望する食育講座のテーマは、
「フレイル・サルコペニア・ロコモなどの予防」が最も
多く、他に「低栄養予防」、「骨折予防」についてなど疾
病予防に関するものが、食事や調理に関するものより多
くみられた。

　継続参加者の属性を表 に示した。全員が女性で
代が多く（ . ％）みられた。

‒
　結果を図 に示す。大学生による食育講座に対して、
「是非参加したい」「どちらかというと参加したい」との
回答が多かったが（ . ％）、「専門家の講座に参加した
い」とする回答も 人（ . ％）みられた。その理由は
回参加者と同様に約半数が無回答であるが、「学生と
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図 　次回の参加希望とその理由（継続参加者）
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参加できるから」、「最新の情報が得られるから」との回
答があった。
‒

　結果を図 に示した。 回参加者に比べて、「食事に
ついて」がなくなり「運動について」が回答されていた。

　 人（ . ％）が「健康に対する意識が高まった」、
人（ . ％）が「講座内容を実践した」と回答した（図
）。

健康に対する意識が
高まった　 . %

（n＝ ）

講座内容を
実践した　 . %

図 　第１回受講後の変化（継続参加者）

‒

　参加した学生の属性を表 に示した。 年生 人と
年生 人の合計 人であった。
　半数の学生は親と同居しており、課外活動・ボランテ
ィア経験は半数に見られた。その内容はオープンキャン
パスや名女健康サロンなどの大学行事への参加であり、
大学外での活動・経験者はいなかった。

　結果を 年生と 年生に分けて表 に示した。
‒

　 年生の半数 人は「企画・運営」のみの参加であっ
たが、残り 人と 年生全員は企画・運営と、当日の講
座実施の両方の、事前準備から食育講座に携わった。

表４　参加学生の属性
人（％）

年生（n＝ ） 年生（n＝ ）

居住形態 親と同居 （ . ） （ . ）

親以外の家族と同居 （ . ） （ . ）

一人暮らし （ . ） （ . ）

学生寮 （ . ） （ . ）

その他 （ . ） （ . ）

課外活動・ボラン
ティア経験の有無

経験あり （ . ） （ . ）

経験なし （ . ） （ . ）

課外活動・ボラン
ティア内容

オープンキャンパス
学生スタッフ （ . ） （ . ）

学外ボランティア （ . ） （ . ）

その他 （ . ） （ . ）

表５　参加学生の食育講座に対する認識
人（％）

年生（n＝ ） 年生（n＝ ）
参加内容（担当業務）
①企画・運営 （ . ） （　 . ）
②講座実施 （　 . ） （　 . ）
①と②の両方 （ . ） （ . ）
食育講座参加の有益性
役に立った （ . ） （ . ）
おそらく役に立った （　 . ） （　 . ）
役に立たない （　 . ） （　 . ）
わからない （　 . ） （　 . ）
有益とする理由
大学で学んだ知識の確認と定着 （　 . ） （　 . ）
管理栄養士スキル（栄養マネジメン
ト力 PDCA）の向上 （ . ） （　 . ）

栄養媒体作成のスキル向上 （　 . ） （　 . ）
コミュニケーション能力の向上 （ . ） （ . ）
異なるライフステージの方との交流
が今後役に立つ （ . ） （ . ）

協調性が身につく （　 . ） （　 . ）
就職してから役立ちそう （ . ） （　 . ）
その他 （　 . ） （　 . ）
今後役立つと思うこと（複数回答可）
大学で学んだ知識の確認と定着 （ . ） （ . ）
実験・実習で身に付けた技術の向上 （ . ） （ . ）
コミュニケーションスキルの向上 （ . ） （ . ）
行動力・積極性の獲得 （ . ） （ . ）
プレゼン能力の向上 （　 . ） （ . ）
媒体作成技術の向上 （ . ） （ . ）
その他 （　 . ） （　 . ）
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（％）

図 　食育講座を有益とする理由（学年別）

表６　今後、食育講座が役立つと思うこと（参加学生）

人（複数回答）

年生（n＝ ） 年生（n＝ ）

大学で学んだ知識の確認と定着

実験・実習で身に付けた技術の向上

コミュニケーションスキルの向上

行動力・積極性の獲得

プレゼン能力の向上

媒体作成技術の向上

その他（友人との協調性）

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

大学で学んだ知識の確認と定着

実験・実習で身に付けた技術の向上

コミュニケーションスキルの向上

行動力・積極性の獲得

プレゼン能力の向上

媒体作成技術の向上

その他（友人との協調性）

年生（n＝ ）

年生（n＝ ）

（％）

図 　今後、食育講座が役立つと思うこと（学年別）

‒
　参加学生 人の回答結果を図 に示した。
　食育講座の参加は自分にとって「役に立つ」と全員が
回答し、その理由は、「異なるライフステージの方との
交流が今後役に立つ」が最も多く（ . ％）、次いで「コ
ミュニケーション能力の向上」（ . ％）であった。
　また、学年で回答に違いがあるのかを確認した（図
）。 年生では「異なるライフステージの方との交流」

「コミュニケーション能力の向上」の回答が多かったが、
年生ではその他に「管理栄養士スキルの向上」「就職

後に役立つ」と異なる回答であった。

.

.

.

.

.

.

大学で学んだ知識の確認と定着

管理栄養士スキルの向上

栄養教育媒体作成のスキル向上

コミュニケーション能力の向上

異なるライフステージの方との交流が今役立つ

協調性が身に付く

就職後に役立ちそう

わからない

役に立たない

役に立つと思う

役に立つ

有
益
と
す
る
理
由

講
座
の
有
益
性

（％）

（n＝ ）

図 　講座の有益性とその理由（参加学生）

‒
　食育講座の参加することが、今後の自分の何に役立つ
と思うか、の質問には（複数回答）、全員が「コミュニ
ケーションスキルの向上」を回答し、次に「行動力・積
極性の獲得」を回答した者が多くみられた。大学で学ん
だ知識の確認と定着」「プレゼンテーション能力の向上」
を回答した者は少なかった（表 ）。
　学年別でみると（図 ）、 年生では 年生にはみら
れなかった、「プレゼン能力の向上」「友人との協調性」
が挙げられていた。

　食育講座参加者の多くは女性であり、女性高齢者の積
極的な行動力が伺えた。参加のきっかけが、「大学から
の案内」が半数と多かったのは、参加者募集を行った時
期がコロナ禍にあり、限定的な募集をしたことが理由と
して挙げられる。しかしその次には、「友達などの紹介」
が多く（ . ％）、また当日の参加者の声からも、講座
の開催に合わせて友人と集う機会、外出する機会として
いる様子が伺えたことから、講座の開催が地域の高齢者

の健康行動を促すきっかけとなっている可能性が推察さ
れた。
　今回の調査で、高齢者は食育講座に参加することは「食
生活」および「生活全般」に役立つと考えていることが
分かった。食生活以外にも生活全般とされていたのは、
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食育講座の講義では食生活のポイントだけでなく、運動
や生活の工夫等にも触れたために、食生活だけでなく生
活全般に有益だと感じた参加者が多かったと思われる。
また、今後に希望する講座内容の質問で、「フレイル・
サルコペニア・ロコモなどの予防」を希望する者が多く
みられたことから、もともと参加者の関心が高いテーマ
で今回実施したことが、有益性が高いと判断された理由
として考えられる。
　食育講座を、ほぼ全員が今後も継続したいと考えてい
た。その理由は「最新の情報が得られる」こと以外には、
「学生と参加できる」あるいは「参加することが楽しい」
であった。講座に「楽しさ」を感じられたことは、参加
したことによって達成感を得られたこと、そして若い年
代の人と一緒に活動できたこと、ポジティブな会話を楽
しめたことの結果と推測され、参加者の自己効力感を高
めたと言える。
　また一方で、継続を希望する理由の回答は半数が無回
答（ . ％）であった。また、食育講座の参加が何に役
立つか、の問いに「食生活」「生活全般」と答える者が
半数（ . ％）であったものの、半数はやはり無回答・
その他（ . ％）であった。この回答結果を考察すると、
食育講座に参加する高齢者は、知識の獲得のために食育
講座に参加することを大きな理由としておらず、普段接
する機会の少ない人や場所に飛び込む、「社会参加」を
求めているのではないか、と考えられる。つまり、学生
の食育講座は地域高齢者にとって、世代を超えてコミュ
ニケーションの輪を広げる社会参加の場として有益であ
ることが推測された。
　 回目にも継続参加した参加者は 代の比較的高齢
者が多かった。 代は 、 代よりも勤労等が減り時
間に余裕があること、社会参加をより求めている年代で
あることが伺えた。これら継続参加者は、 回目の受講
後の変化に「健康に対する意識が高まった」あるいは「講
座内容を実践した」と回答しており、 回の受講だけで
も、意識の変化や行動変容を促したことが分かった。し
かしその一方で、 人（ . ％）に、「専門家の講座の
方が参加したい」と回答する者がいた。このことについ
て考察すると、継続参加者は概して健康に関する興味・
関心がもともと高い者であり、講座への参加を重ねるこ
とで学ぶ内容に、より高度な知識やスキルの獲得を期待
することが予想される。学生が主体で実施する講座は参
加者（高齢者）に親しみやすさはあるが、専門家が主体
で実施する内容よりも専門性やアカデミックさは当然な
がら低くなる。したがって、初回参加者が多い講座、ま

たはポピュレーションアプローチを目的とする講座に
は、学生主体の講座が向いているが、継続参加者が多い
講座、または専門性が高いハイリスクアプローチを目的
とする講座には向かないと考えられた。
　以上により本研究結果において、学生主体の食育講座
は、地域住民に対する健康行動の動機づけを行うために
効果があり、さらに社会参加を促す場として有効である
ことが示唆された。
　本研究の限界として、統計分析に必要な参加者数が少
ないこと、第 回、第 回の参加学生が同一者ではない
ことなど、教育効果を判断するのは、今後さらに充分な
データを集積する必要がある。また、これまで学生主体
で行う講座の教育効果について検証した研究は少ないこ
とから、同様の検証を継続していく必要性が考えられた。

　今回の調査への参加呼びかけは、先述した条件から、
年生と 年生に行ったが、結果として参加学生は 年
生が 割を占めた。 年生が少なかった原因は就職活動、
卒業研究等で時間が取りにくい学年であったためと考え
られる。大学では日頃から課外・ボランティア活動を推
奨しており、オープンキャンパスや学生サポーター、地
域貢献事業などの行事の際には参加を募っており、今回
も課外活動・ボランティアへの意識が高い学生が集まっ
たと言える。しかしながらその背景をみると、活動は大
学内行事に限られており、大学外での活動までには至っ
ていない。また、これまで活動経験が全くない者も半数
いることが分かった。
　参加した学生は「食育」や「調理」に興味のある学生
であり、講座開始前より積極的に企画に関わり、学年を
超えての企画・運営となった。参加した 年生と 年生
に調理技術に大差は認められなかった。
　今回の調査では、食育講座に実際に参加して、全員が
その有益性を感じており、有益と考える内容について学
年による回答の違いが見られたのは、担当した業務の違
いによるものと考えられる。 年生は管理栄養士業務（栄
養マネジメント PDCA）、講座全体のテーマ設定から企
画・運営に直接関わり実施までを担当し、 年生は講義
や実験・実習で身につけたライフステージ別の身体的・
栄養的特徴や対象者に合わせた教材作成能力を活用した
教材作成を担当している。そのために、各自が実際に講
座に携わった事柄や役割に対して有益性を感じられたこ
とが推察できる。また、「就職してから役立ちそう」と
回答した 年生は、食育講座の開催が 月であったため、
就職活動の時期と重なり、講座参加の経験が自身の将来
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像と繋がり、ポジティブに想像することができたのだと
推察される。
　概して、参加学生は自分と異なる年代の人との交流を
通して、コミュニケーション能力を高められたとしてい
る。このことは、今後も他者とのコミュニケーションス
キルの向上に有益であり、活動に参加すること自体も相
まって行動力・積極性が獲得できると、学生は考えてい
ると分かった。
　近年の大学教育において、学生が自ら学ぶ「主体性な
学び」が重視されているが、本調査結果を鑑みれば、学
生は提供された環境で実体験を通して、自分に何が得ら
れたか、今後何に役立てられるかを把握することが出来
ていた。しかしながら、その環境への参加は教員からの
呼びかけに委ねられている状況である。今後は、実践活
動に関わることの有益性を学生にあらためて教育し、大
学外での活動も含め、積極的な参加を推奨することが必
要であると考えられた。
　松原は ）、学生のボランティア活動には、課外活動全
般に共通する学生の自主性・主体性をはぐくむ効果（学
生支援の視点）にとどまらず、市民性を育成する効果（市
民性教育の視点）、地域の課題解決につながる効果（地
域貢献の視点）があることを見出されてきたが、
年から続いた新型コロナウイルス感染症の影響により、
地域連携事業だけでなく、ボランティア活動を含む各種
イベントが中止され、学生の実践経験の場がなくなった
ことの影響として、学生の意欲が損なわれるだけでなく、
地域の課題解決に貢献する効果も失った、と報告してい
る。あらためて学生の実践活動が他者に及ぼす影響の大
きさが認識されたと言えよう。どのような状況下にあっ
ても、学生の実践力の獲得の場を大学や地域は提供し、
支援を継続することが重要であるといえる。
　高木 ）は、「地域連携実践演習」を履修した大学生は、
企画・運営力、異世代との人間関係スキル、目標に向け
て協力する姿勢において、未履修学生よりも自己評価が
高かったと報告している。本研究における食育講座は、
課外活動であり、大学の授業として実施したものではな
いが、高木の報告と同様の結果が得られた。また、眞榮
城 ）は、学外の専門家や地域住民との交流を通して、学
科での学びを活用する機会を得ることにより、今後の学
びにつなげるべき課題を学生自身が見出す機会になって
いたと報告しており、本研究同様、地域連携活動への学
生参加が有益であることを報告している。
　以上のことから、本研究において学生による食育実践
活動は、学生と参加高齢者に対して相互に良い影響を与

え、その教育効果があることが確認された。
　本研究の限界として、研究対象としての学生および参
加者数、講座の実施回数が少ないこと、参加学生は教員
が声掛けをして募ったボランティアであり、知識や能力、
技術が一定ではないことが本研究の結果に影響している
可能性も考えられる。また、実践活動についての評価を
どのように行えば適切に評価することができるか ）につ
いても、平行して充分に検討をしていくことが必要であ
ると思われる。

　本研究は、学生主体による食育実践活動が対象者の自
己効力感および行動変容にどのような影響を及ぼすか、
さらに、学生が大学の授業で修得した知識とスキルを統
合し、対象者に合わせた栄養ケア・マネジメントを計画、
実践することで得られる教育効果について検証すること
を目的として実施した。
　地域の高齢者を対象として健康栄養学科の 年生およ
び 年生の学生が食育講座を 回実施した。講座後の質
問紙調査より、学生主体の食育講座は参加高齢者に講座
の有益性を感じさせ、行動変容を促す結果が得られた。
さらに、講座開催が社会参加の場として期待されており、
その参加は自己効力感を高めていた。
　講座を実施した学生では、食育実践活動への参加は担
当した業務を通して全員が有益性を感じ、さらにその後
にもこの経験が有用であるとした。
　これらのことから学生主体の食育活動は、学生と参加
者の両者に教育効果をもたらせることが確認された。
　今後、より効果的で有益性の高い学生主体の食育講座
のあり方を探るために、引き続き検証を行っていく必要
があると考えられた。

） 愛知県．あいち食育いきいきプラン 　https://www.pref.
aichi.jp/soshiki/shokuiku/plan .html（ . . 最終アク
セス）

） 松原久．コロナ禍における学生ボランティア活動支援プログ
ラムの開発─ボランティア入門講座の事例から─．東北大
学高度教養教育・学生支援機構紀要．第 号．pp. ‒ ．

） 高木邦子．「実践演習」の効果の検討 ( ) ─実践演習履修と
学生の機会活用スキルの変化─．静岡文化芸術大学紀要．第
巻．pp. ‒ ．

） 眞榮城和美．教育プログラム推進と地域連携活動の在り方
に関する検討 ( ) ─大学立地資源を活用した体験的活動によ
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る学生の学びの姿─．白百合女子大学研究紀要． 巻．pp. 
‒ ．

） 中澤朋代．大学における地域実践教育の評価手法に向けて
「新村ひまわりプロジェクト 」を事例に．地域総合研究．
号 ( )．pp. ‒ ．





機関研究 中間報告
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　本研究は、本学創立者越原春子の建学の精神、教育理
念および国内外の女子教育について、研究メンバーが各
自の専門分野から多角的に研究・検証することを目的と
している。平成 年度に始まった第 期から第 期ま
での研究を経て、昨年度から第 期（令和 ～ 年度）
の研究に入り、その 年目にあたる。第 期の研究も、
これまでの研究方法を踏襲し、各メンバーが個人の専門
性に基づき研究を進める課題Ａと、研究会一同として共
通に取り組む課題Ｂの 本立てで進めている。課題Ｂに
ついては、本学の歴史を物語る『春嵐』の「年表」が昭
和 年（ ）までの記載であるため、昭和 年～平
成 年（ ）頃までの年表の補遺作成を行う予定に
伴い、昨年度 PDF化をした「学報」を読み込んでいる。
今後は、この資料を基に各学部・学科の教育内容の歴史
を描き出したいと考えている。

　「学報」の PDF 化について、 号（H ‒ ）～ 号
（H ‒ ）について順次作業を進めることが再確認され
た。また、今年度も輪読は、神辺靖光・長本裕子著『花
ひらく女学校（女子教育史散策明治後期編）』の「第 部　
女子高等教育のはじまり」を継続していくことが確認さ
れた。

　昨年度から進めていた「学報」の PDF 化について、
号（S ‒ ）～ 号（H ‒ ）が完了したことが報告さ

れ、今後、当時の社会情勢や背景を含め、本学園、大学
の移り変わりについて研究を進めていくことが確認され
た。また、参考文献として、小山静子著『高等女学校と
女性の近代』（勁草書房、 年）、同著『良妻賢母と
いう規範』（勁草書房、 年）を全員購入することに
なった。

　『花ひらく女学校』の輪読については、「第 章　女子
高等教育のさきがけ─明治女学校」「第 章　日本初の
女子留学生津田梅子が作った女子英語塾」を吉川准教授

が担当し、「女学雑誌」の人気とともに女子の高等教育
のさきがけとなった明治女学校（明治 年～ 年）、明
治 年（ ）に専門学校として高等教育機関になる
校の一つ女子英学塾について説明を行った。また、参
考文献として、伊藤康子著『愛知を生きた女性たち』（風
媒社）を全員購入することになった。

　今年度の聞き取り（インタビュー）調査は、羽場学生
支援センター長補佐で進めることが報告された。輪読に
ついては、「第 章　女医の道を開いた東京女医学校」
を三宅教授が担当した。専門学校として高等教育機関に
なる 校の一つ東京女医学校とその創立者吉岡弥生、近
代女医の先駆者荻野吟子と高橋瑞子について説明を行っ
た。

　今年度の聞き取り調査について、大学祭や就職活動等
学生生活の変遷という調査項目の確認をした。また、各
メンバーより中間報告について報告され、確認を行った。
輪読については、「第 章　総合学園・総合大学をめざ
した日本女子大学校」を河合教授が、「第 章　産声を
あげた各分野の女子高等教育機関」と「エピローグ」を
遠山が担当した。専門学校として高等教育機関になる
校の一つ日本女子大学校と成瀬仁蔵・平塚らいてう、お
よび東京音楽学校・女子美術学校・東京女子体操音楽学
校・実践女学校等について説明を行った。これで、神辺
靖光・長本裕子著『花ひらく女学校（女子教育史散策明
治後期編）』は終了となった。

　羽場学生支援センター長補佐を招いて、聞き取り調査
を行った。その結果については次年度報告することが確
認された。
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　令和 ～ 年度「創立者越原春子および女子教育に関
する研究」では、「学報」の確認作業を進めている関係で、
詳細に教育活動を確認することができる。そこで、昭和
年（ ）の途中まで描かれている『学園七十年史　

春嵐』以降の状況を示していきたい。
　昨年度の中間報告は昭和 ～ 年を概観したが、本
稿では、取り扱えなかった昭和 年の事項から記して
いきたい。

　昭和 年 月、本学天白ホールにて、女性の生き方
をテーマとした公開講座 回が開かれた。開催趣旨は、
国連婦人 年を経て、日本でも男女雇用機会均等法が
施行されたことを機に、さまざまな面から女性の生き方
を捉えるものであった。
　「文学に現れた女性たち」（名古屋女子大学　加藤富一
教授）、「あなた、ユーモアしませんか」（東京音楽学院
名古屋校　越山あつ子理事長）、「女性が自立するとき」
（名古屋市立女子短期大学　山田照子助教授）、「女たち
の願いとこれから」（名古屋女子大学　大野庸子教授）

　昭和 年 月 ～ 日の 日間、第 回名女大祭が
開かれ、 日目の中庭ステージにて、短期大学部家政科
服飾コース服飾デザインクラスの学生が、第 回ファッ
ションショーを催し、自分たちが製作した成果を披露し
大好評であった。その後、大学祭でのファッションショ
ーは定例化し、現在（令和 年度）まで続いている。

　昭和 年 月の越原公明先生のご逝去を受け、越原
一郎学園長・理事長・大学学長、広正義短期大学部学長
（昭和 年度～）の体制が開始された。
　昭和 年 月、越原一郎新学園長は、大学・短大の
入学式の式辞にて、「心を大切にし自分で深く考える思
考をもつことを常に念頭において、学問研究にあたり、
充実した学生生活を送っていただきたい」とし、「国連
婦人十年を経て、真の女性の地位向上は、皆さん自身の

努力により、その実力を一段とつけることによって獲得
して行って下さい」と結んだ。
　また、越原公明前学園長の意志を受け継ぎ、越原一郎
学園長が、図書館に東洋文庫をはじめ多くの書籍を寄付
され、「越原文庫」が設置された。

　昭和 年 月、文部省（現在の文部科学省）へ、入
学定員 人の文学部（日本文学科 名、英語英文学科
名、児童教育学科 名）を申請した。昭和 年度よ

り天白学舎で授業が行われていた家政学部児童学科（児
童学専攻・児童教育専攻）の定員 人を文学部へ振り
替えての学部増申請となった。なお、この準備は、昭和
年頃から始められていた。

　昭和 年 月に大学設置審議会、私立大学審議会の
第一次審査を通過し、昭和 年 月に第二次の認可申
請書を提出し、昭和 年 ～ 月に教員の資格審査、
～ 月に両審議会委員による実地調査を経て、 月

に審議会の最終審査による結論があり、認可された。そ
して、昭和 年 月に天白学舎にて文学部が誕生した。
　日本文学科は、国語学・国文学を専攻領域とし、日本
語教員養成課程を置いた。なお、教職課程履修者には、
国語の中学校一級・高校二級普通免許状が取得できた。
　英語英文学科は、英語学・英米文学を専門領域とし、
国際感覚と国際的視野を有する人材を養成する。なお、
教職課程履修者には、英語の中学校一級・高校二級普通
免許状が取得できた。
　児童教育学科は、人間形成における初期段階の重要性
を自覚し、実践的な教員（幼稚園一級、小学校普通免許
状の授与）を養成する。

　今後は、名古屋女子大学・名古屋女子大学短期大学部
の教育活動に関わる歴史を、昭和 年以降も年代を追
って詳細に詰めていくことが課題である。
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　令和 年度の研究から、日本の音楽史においても重要
な人物である弘田龍太郎（ ‒ ）が、昭和 （ ）
年から亡くなる昭和 年の 月までの期間、本学、名
古屋女学院短期大学（現名古屋女子大学短期大学部）に
短い期間ではあるものの、音楽主任として着任している
ことがわかった。本学園では、昭和 年 月から名古
屋女学院短期大学部が新設された時期でもある。弘田を
本学の音楽主任に招いたのは、当学部開講のためではな
いかと推察する。
　そこで本年度は、本学へ招かれた理由となる弘田の幼
児教育に関連する業績について研究を行うこととした。

　龍太郎とゆり子には、 人の娘がいた。その中で幼児
教育に最も携わったのは長女の妙子（ ‒ ）であ
ろう。妙子は、音楽のみならず絵画の才もあり、「新美
術人協会」に属していた。そのメンバーであった藤田復
生（ ‒ ）と、小松耕輔（ ‒ ）の紹介で結
婚した。戦後は仕事難もあり、復員した復生と共に三世
代が居住する藤田家を改造し、幼稚園設立に向けて活動
を行った。園設立のため、龍太郎の友人であるお茶の水
幼稚園園長の倉橋惣三（ ‒ ）に面会し、開園理
念について尋ねると「芸術的良心に基づく幼児期の教育
を真剣に考え、やりたいこと、本当に良いと思うことを
のびのびと自由に、但し、普通の幼稚園となるように」と、
助言を受けた。そして、復生と妙子夫婦は、昭和 （ ）
年に創立し、龍太郎が開園した〈ゆかり文化幼稚園〉の
初代園長に就任した。龍太郎は週に 回出勤し、実質の
運営は、復生が主事、妙子が主任として行った。昭和
（ ）年には、学校法人が認可され、龍太郎は、園

長に加え、理事長に就任している。復生の業績を調べる
と、復生は、日本画家の他、子どもの造形教育の研究と
指導や、保育者の育成に力を注いだとある。日本女子体
育短期大学保育科主任、駒沢高等保育学校講師、玉川短
期大学部保育科主任を務めたほか、日本教育テレビ幼児
教育番組専門委員として、番組の監修を行った。著書に
は、『造形活動の発達と指導（幼児教育学講座）』、『描画
あそび』（ ）、『粘土あそび』（ ）、『保育内容辞典』
（ ）などが出版されている。龍太郎が亡き後、昭和

（ ）年、二代目園長に就任した。
　妙子の母、弘田の妻ゆり子は、詩人高安月郊（ ‒

）の娘であり、東京音楽学校本科器楽部ピアノ科で
龍太郎の同級生である。龍太郎とゆり子の娘たちは、幼
少の頃から音楽教育を授けられ、龍太郎の留学時には
同行し、モダンダンスの創始者であるイザドラ・ダン
カン（ ‒ ）の弟子、ルドルフ・フォン・ラバン
（ ‒ ）とマリー・ヴィグマン（ ‒ ）に舞
踊を習った。妙子は、帰国した女学校時代に、龍太郎の
友人で子どもの自由画を唱えた山本鼎（ ‒ ）の
紹介で、文展（文部省美術展覧会）の無鑑査の日本画家
に絵画も学んだ。
　龍太郎の交友には、北原白秋（ ‒ ）、鈴木三重
吉（ ‒ ）、草川信（ ‒ ）、成田為三（ ‒
）らの詩人や作曲家がいる。弘田家では、彼らにつ

いての話題や来訪、また、龍太郎が舞踊曲も意欲的に作
曲していた関係から、六代目尾上菊五郎（ ‒ ）、
十五代目市村羽左衛門（ ‒ ）、十三代目守田勘助
（ ‒ ）、初代猿之助（ ‒ ）らといった歌舞
伎役者、二代目花柳寿輔（ ‒ ）、石井漠（ ‒ ）
といった舞踊家らの訪問もあったようである。
　龍太郎の 人の娘たちの環境は、幼き頃から一流の文
化に接するという恵まれた家庭であったと言える。妙子
の業績には、『幼児のための つのオペレッタ』（ ）
を始めとする子どものためのオペラを多数作曲した他、
昭和 （ ）年から 年間は、日本テレビ番組「テ
レビのおばちゃま」として幼児番組の音楽担当として出
演した。著書には、『わたしの幼児教育』（ ）、『幼児
のための つのオペレッタ』（ ）などがある。妙子は、
夫復生が亡き後、平成 （ ）年、三代目園長に就
任した。

藤田妙子『私の幼児教育』岩波ブックサービスセンター（ ）
https://akikanko.or.jp/about/history/ 最終アクセス . . .
https://yukaribunka.ed.jp/about/history/最終アクセス . . .



─　　─

　前報では、三輪田眞佐子（ ～ 、以下眞佐子と
記す）の女子教育について、家政観・女性観・家庭観の
うち家政観を中心に述べた。そこでは、秩序や序列とい
った家庭観念を基礎として、科学的な「家政」の知識を
実際の生活に用いることであると結論づけた。次に本報
では、女子教育の理念について、眞佐子が歩んだ人生に
基づいた女性観から概観する。

　眞佐子は、 冊の著書『女子の本分』（明治 年）、『女
子処世論』（明治 年）、『女子教育要言』（明治 年）、『女
訓の栞』（明治 年）において女性観を基に女子教育の
理念について体系的にまとめている。
　まず、眞佐子の女性観は一貫して「天然の理法」とい
う理念に支えられている。「天然の理法」とは、人の一
生には天の定めとして限りがあるため、天職を自覚して
これを全うすることに最善の努力を払うことである。そ
して、天の理法を極めることが真の幸福に到達すること
であり、これを極めることが学問であると述べている。
さらに、女性の本分は、天明の自覚から発して道義作法
に従い、忍と誠の心を持って社会的任務の遂行に務める、
さらに不正によって権勢や富貴を求めることなく、不慮
の災難が起こっても混乱に陥ることなく卓越した状態に
達することであるとも述べている。この考えは、女子教
育の根幹として位置づけられているが、これは眞佐子自
身が明治維新政府で要職を勤めた夫である三輪田元綱の
病没、夫の死後多額の借財が残ったこと、 人の子をも
うけたが 人は早世し残された一人息子も病没した経験
から得られた考えであると推察される。

　「天然の理法」による女性観を有する眞佐子の女子教
育論は、『女子教育要言』（明治 年）に詳細に示され
ている。『女子教育要言』は、女子の教育を徳育・知育・
体育・美育に分けて論じており、その基本は女性の天性
である良知良能を養うことであるとし、天真を全うすれ
ばいいのであって人為的な枠に教育の枠をはめようとす
るのは正しくないと述べている。また、眞佐子は、学問
はすべからく活学でなければならないと説き、いかに多
くのことを学んでもこれを日常生活に活かすことができ

なければ意味のないことであるという信念を持ってい
た。学問は机上の学びだけでなく、学問の上に日常の実
践が伴って感得されるものであるという活学思想は儒学
及び眞佐子自身の生活体験によって構築されたものであ
る。さらに、その一部の側面として、イギリスの哲学者
や功利主義思想家の教育論にも触れ、教育は人をして完
全なる生活を得せしむるためのものという点を強調して
いる。その内容については、徳育・知育・体育・美育か
らうかがい知ることができる。
　まず、徳育は女子教育にとって最も必要であるとし、
その必要性を展開している。古来から行われている教育
において、中心は徳育であり最も重要なものとして位置
づけている。その一つが天然であり、宇宙の大勢に従っ
て生きることを女徳の基礎に置いている。次に、知育は
その目的が天然に従って知識を学び迷わずに人の人たる
生活ができるようにすることである。換言すれば女子固
有の才能を開発することであり、その知識は生活上必要
な物を先にし間接的に有用なものは後にするのが教育の
順序であるとしている。体育については、「智徳の宿る
所は、身体にしあれば、身体、苟も、壮健ならざらん
か、おのずから、心に影響して、徳も美光を失い、智も
活動を全くする能わざるべし。」と述べている通り、衛
生・健康の必要性を述べている。美育については、「人は、
かかる美境に存在するものなれば従ひて、天性、既に、
美を感識せしむる力を有するものなり。思ふに、教育は、
天地の煦育を利用して、完全なる人物を作るべきものな
り。」と述べている。四季の美しさに多く接することで、
無意識に高尚な美の理想を身に付けることができる、天
然の徳を感じとれる人間の心が身につくと述べている。

　以上のことから、女子教育の基礎となる眞佐子の女性
観は、「天然の理法」に基づき日本古来の文化の優れた
点を認識し、男子と同等の知識教育ではなく、女子固有
の徳育、知育、体育、美育を学び、生活に活かすことであ
るとする良妻賢母の考え方を理想としていると言える。

）三輪田眞佐子『三輪田眞佐子──教え草／他』、日本図書セ
ンター、 年
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　AI とは、言わずと知れた人工知能（Artificial Intel-
ligence）であり、今、その AI の時代を迎えつつある。

年 月 日にOpen AI 社から ChatGPT が公開さ
れ、急速にAI の利用が世界中で広まった。利用されて
いるのはChatGPT のような生成AI と呼ばれるもので、
人間からの要件に関するインプットに対して、新たな生
成物を生み出し返す。AI が生成するのは、文章、音声、
画像、動画などで、人間の要望に瞬時に応える。行政に
おいては文章作成の補助で、企業においては商品開発か
ら業務のアシスタントまで幅広く活用され、また教育の
現場においても学習のサポーターとして取り入れられつ
つある。今、AI を活用する力を身につけ、これからは
AI を使いこなせることが求められる。つまり、AI 時代
を生きる力が新たに求められているのである。
　この AI 技術が急速に進歩したのが、 年のディ
ープラーニング（深層学習）が提唱され、 年以降、
インターネット内の膨大な情報（ビッグデータ）から機
械自らが学習（機械学習）し、その情報からより深くデ
ータを解析して、共通点や最適解を探す（ディープラー
ニング）ができるようになってからである。AI にでき
ることが飛躍的に増え、高速で処理できることから、人
間がしていた作業を代わりできるようになった。しかし、
このAI が学習していることは、ビッグデータにある既
存のデータであり、このデータから最適な解を返してい
るに過ぎないのである。
　AI が利用している基のデータが現在から過去のもの
であるということは、過去の情報がAI の生成物に反映
していると言える。そこで、女子教育について考えてみ
たとき、現在のジェンダーギャップの元凶となった男性
が優位であった社会の情報がAI の学習するデータの基
になっているため、AI の生成結果にその影響が入り込
むことが予想できる。つまり、AI の学習するデータに
ジェンダーバイアスがあることで、AI 利用が進むとそ
の偏りが益々顕著になってしまう恐れがあるということ
である。実際に、 年に米アマゾンドットコムが行
ってきたAI を活用した人材採用において、女性を差別
する機械学習の欠陥があったことが判明し、運用を中止
したというニュースがあった。

　教育に AI を活用しようという流れは加速している。
GIGAスクール構想後、タブレットや PCが授業中に目
の前にある時代を迎え、そこにAI が入ってくることは
自然の流れと言える。このAI の基データ内のジェンダ
ーバイアスを緩和し取り除こうとするとき、やはりAI
や IT に関わる女性技術者や開発者を増やす必要がある。
利用するビッグデータ内でのジェンダーの扱いや、その
利用時のAI が既に持つバイアスに気付き是正できる人
材が必要と言うことである。しかしながら、 年版
情報サービス産業基本統計調査 ）では、IT 企業での女性
従業員の割合は ％。その内 IT エンジニアでの女性比
となると ％と大きく男女差がある。 年学校基本
調査 ）によると、情報通信関係学部で学ぶ大学生の女性
比率は 割程度。と既に、ジェンダーギャップが存在し
ている。来たる AI 時代の AI で現れるジェンダーギャ
ップを小さくするためには、AI を利用する人、そして
携る人におけるリテラシー教育が必要になるということ
である。特に、AI 時代を生き抜く力としての女子教育
が求められてくる。

　AI 時代を生き抜く力としてのAI リテラシーと、AI（の
基のビッグデータ）に潜むジェンダーバイアスへ対抗で
きる女子教育、そして、AI や IT に対するジェンダーバ
イアスを無くす教育ができる知識と力の育成など、これ
からの課題は多い。AI 時代の女性人材育成という視点
で、女子教育に求められる事について検討し、これから
の女子教育のあり方について考えていきたい。そして、
AI に騙されないAI 時代を生き抜く力を養うAI リテラ
シー教育とAI 内のジェンダーバイアスについて研究を
進めていく。

）情報サービス産業協会 年版情報サービス産業　基本統
計調査 . . （令和 年 月）．
）文部科学省学校基本調査（令和元年 月 日）．
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　本研究は、平成 年度から進められている総合科学
研究所機関研究の授業改善プロジェクトの一環であり
「大学における効果的な授業法の研究 」として機関研
究を継続している。期間は令和 ～令和 年度までの
年間である。研究主題は、これまでの ～ の研究「情
報教育・語学教育・教養教育・初年次教育・評価方法・
学士力育成・主体的な学び・アクティブラーニング」の
結果を踏まえ、「主体的・対話的で深い学び」を定着さ
せるために授業の基盤となる授業設計に注目し「本学教
育に適した効果的なインストラクショナルデザインに関
する研究」である。

　研究最終年の本年度は、昨年度に引き続き、各研究員
が担当する科目のなかで ICT 化も視点とした効果的な
インストラクショナルデザイン（以下、ID）である授
業実践の発表を行い、本学の学部・学科の特性に応じた
IDを探るために全体で検討をした。また、IDの目指す
学びである「効果」「効率」「魅力」ための理論や手法を
研究するために鈴木克明・市川尚・根本淳子編著「イン
ストラクショナルデザインの道具箱 」を輪読した。
各研究員は章ごとに内容をまとめ、本学の特性に合った
IDを探究することができた。

　本年度に検討した内容は、概ね次の通りである。

　看護基礎教育においてコロナ禍における学内演習や臨
地実習ができない状況があった。学内でのグループワー
クや技術演習ができない期間が続く中でアクティブラー
ニングを視野に ICT 化による講義・演習、臨地実習の
実践例が報告された。講義・演習編では Edmode（課
題等を共有できる学校用 SNS）を用いたオンラインで
の課題提示と提出について、臨地実習編では「教育用電
子カルテ教材を用いた看護過程の展開」、「状況設定シミ
ュレーションの実践」と「臨地実習施設と遠隔で協働し

たカンファレンスや技術指導（Zoomの活用）」の実践
例が報告された。臨床現場を再現できたことがイメージ
化につながったことや臨床現場との遠隔授業が代替実習
の学びにつながったことが報告された。今後の課題とし
て学生の「知識（情報）を解釈する思考プロセス」を育
成する IDを目指したいことが確認された。

　「学びの設計指針」においてＭ・ガニェの 教授事象
の ．導入（ つの事象） ．情報提示（ つの事象）
．学習活動（ つの事象） ．まとめ（ つの事象）
について利用事例として幼児保育学専攻 年の「総合英
語 B‒ 」が提示された。学習活動について医療系の会員
から多くのことを学ばせるにはディスカッションの大切
さが指摘された。また、ディビット・コルブが提唱した
経験学習モデルの ．具体的経験 ．内省的観察 ．
抽象的概念化 ．能動的実践については、会員からな
ぜ振り返りをするのかを考えさせる必要がある。内省し
やすい環境や共有化ができるような適切な発問を考える
ことが大事だとの意見が出された。
　「評価技法」における形成的評価について医療系の会
員から臨床実習の指導者になるための評価から臨床実習
中の形成的評価について話がされた。実習中はパラメー
タが多く、より指導過程の定量的評価の必要性も話し合
われた。またルーブリックの有効な活用や形成的評価と
総括的評価の連続性の大切さも検討された。

　研究 年目は IDの共通理解を深め、 年目には各研
究員が授業の ICT 化も視点に入れ IDを取り入れた授業
を実践し報告した。また書籍の輪読を通して本学の特性
に合った IDの構築について検討した。最終年度も、
年目に引き続き、授業実践報告とその検討、輪読を進め
た。これらの研究結果から本学における効果的なインス
トラクショナルデザインについてまとめ、「総合科学研
究」 号に報告する予定である。
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　「食」はまさに健康を大きく左右する人間生活の根幹
の つである。本研究会の目的は、このヒトの健康を支
える「食生活のあり方」と「健康とはどういう状態か」
を追求することである。そしてその検討から得られた知
見を学内・外に発信することで学術の振興および地域社
会への貢献に寄与することも目的としている。そのため、
本研究会では対象者を限定した研究ではなく、研究会の
構成員が行うことができる可能な範囲で広く多くの人の
食と健康に貢献できることを目標としている。本来であ
れば、あらゆる年齢、あらゆる職種、あらゆる生活環境
の人たちのために多面的に研究を行っていくべきである
が、本研究会の現在の構成員は、幼児教育と学校教育に
非常に明るい者が多い。このため、これまでは幼児や児
童に対する食育の研究に力を入れて行ってきた。主には、
教材の開発と現場でのその効果的な利用方法についてで
ある。これまでの研究については以下のような進行状況
である。

　すでに開発済みの食育のための小冊子『「かむ」って
なぁ～んだ？』を幼稚園ならびに小学校へ配布して、そ
の効果についてアンケートを計画していた。しかし、配
布を終えたあたりから国内に蔓延した新型コロナウイル
ス感染症により、教育現場での冊子を使用した食育授業
にブレーキがかかってきたことは以前の報告でも述べ
た。教育現場においてこの状態がやっと通常の状態に戻
りつつある現状を踏まえて、どの現場でどのように冊子
の利用をお願いするかを精査してきたところである。

　先に述べたように、せっかく開発した食育冊子の『「か
む」ってなぁ～んだ？』を利用することに制限がかかっ
た状態であったことで、この期間を利用して『「かむ」
ってなぁ～んだ？』をより教育現場で利用しやすくする
研究を行ってきた。その つが紙芝居教材である。食育

冊子の中身をより子どもたちに受け入れられやすい形に
改良し、紙芝居としてその試作品を作製した。この試作
品は修正を重ね、完成に至ったところである。現在はこ
れを教育現場で利用してもらうために、製品として印刷
業者に製作の依頼を行っている。まもなく紙芝居教材が
製品としてでき上がってくる予定であるので、食育冊子
同様に小学校と幼稚園を中心とした教育現場の教育者に
協力を求め、その効果について検証する計画である。

　先に述べた食育のための小冊子、『「かむ」ってなぁ～
んだ？』は、実際に子どもたちが見たときに、「いろい
ろな動物の食べ方・かみ方」が非常に評判が良かった。
そのためこれを単独のフリップ教材とする計画を進めて
きた。子どもたちにとってなじみの深い動物は、イヌや
ネコなどの肉食動物と、ヤギやウシなどの草食動物であ
る。これらの動物は歯の形と食べ方が全く違う。そこ
で、これらの動物の歯と食べ方にスポットを当てるとと
もに、さらに、肉食動物と草食動物以外の動物はどのよ
うな食べ方をしているのかを、食育冊子『「かむ」って
なぁ～んだ？』よりも動物種を増やして、パワーアップ
したフリップ教材を制作途中である。

　食育教材を開発するに当たり、効果的な教材とはどの
ようなものであるかという根本的な疑問が浮かんでき
た。そのため、主に幼児の教育現場で使われている主要
な教材といえる絵本を解析することで、より良い教材の
条件を見いだそうとした。そこで、食育に利用ができる
と思われる絵本（食育絵本）に着目したところ、日本で
ミリオンセラーとなった絵本のランキングの上位には食
育絵本が含まれる割合が極端に少ないことが分かった。
そこで、食育絵本とミリオンセラーの絵本とでは何が異
なるかを解析を始めた。これまでのところ、食育絵本に
はミリオンセラーの絵本と外見から異なる点があること
が分かった。非常に単純であるが地道な検証であるこの
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絵本の解析は、今後開発する可能性のある食育教材が、
より子どもにとって興味をもてるものとなるために活か
せるものである。この研究は今後さらに深化させ、より
具体的に食育において効果的な教材の条件の解明に貢献
していく。

　ヒトの健康を考えるうえで必要な「食」であるが、我
が国は地域によって多くの伝統食材が存在するために、
住む土地によってこれを「食」することが多いか少ない
かが生じることがヒトの健康に影響を与えている可能性
がある。本研究会では川魚のアユに着目して、アユが含
む物質の解析を行っている。現時点までに養殖であるか
天然であるか、♂であるか♀であるかなど、おおまかな
アプローチを行った。それによって天然アユにおいて養
殖アユよりも含有量が少ない物質を見いだした。現在は
このおおまかなアプローチをより精度の高い結果にする
ために、分析個体数を増加させるなどの検討を行ってい
る。
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　年齢層別にみたスポーツにおける受傷率（以下：受傷
率）は 代後半から 代前半の受傷率は高く、全体の
約 ‒ ％を占める（Davies et al. ; Niicholl et al. 
）。受傷からの競技復帰には数週間から数ヶ月を要

する（Ardern et al. ; Rosa et al. ）ため、
代後半となる高校生にとって選手として活躍できる期間
が制限される時間的な影響は大きい。高校生のスポーツ
活動は多様で、数年前とは参加人口の分布も異なってい
る。これまでの疫学研究では参加者人口の高いスポーツ
に焦点が当てられていたが、参加者人口の少ないスポー
ツ障害の報告は少ない。直近のスポーツ参加人口の変化
に即した障害動向の調査は現下のスポーツ障害を予防す
るための基礎資料となる。本研究の目的は国内の高等学
校生徒が携わる多種目のスポーツを対象とし、受傷状況
や受傷好発部位を明らかにすることである。

　対象者は 歳から 歳までの高等学校生徒（以下：
高校生）で運動部もしくはクラブチームに所属しスポー
ツ活動を行っていた者とした。除外基準は、運動部もし
くはクラブチームに所属しスポーツ活動を行っていた経
験がない者とした。
　研究協力は高等学校 校を介し、オンラインによる
アンケ―ト調査を高等学校生徒へ依頼した。研究参加へ
の同意は、 歳以上の場合は本人の同意が得られた者、
歳未満の場合は本人と代諾者の同意が得られた者と

した。同意を得るための手順は、同意が得られた場合に
アンケートへ回答できるように質問票を設定した。アン
ケート調査には氏名やメールアドレスのような個人を特
定可能な情報は一切含まない形式とした。
　オンラインアンケートは、自己回答形式による経験ス
ポーツ（種類、競技歴、受傷歴、受傷部位、受傷状況に
ついて調査した。本研究におけるスポーツでの受傷と

は、 日以上スポーツ活動を休まなくてはいけなかった
障害と定義した。本研究は、名古屋女子大学『人を対象
とする研究の倫理審査委員会』により承認された（承認
番号　 ‒ ）。

　 校より研究協力の同意が得られ、 名がオンライ
ンアンケートに回答した。うち 名はアンケートの同意
が得られなかった。 歳以上は 名、 歳未満は
名であった。同意を得られた者のうち 名はスポーツ経
験がなかったため、回答者は 名となった（表 ）。

表１　回答者一般情報

回答者数 年齢　

男性 . .

女性 . .

スポーツ経験歴

～ 年

～ 年

～ 年

年以上

競技大会出場歴

全国大会

地区大会

出場経験なし

　 年以上のスポーツ経験を有する者は 名、県大会
出場の競技レベルの生徒は . ％、全国大会出場歴のあ
る生徒は . ％であった（表 ）。 種目のスポーツ経験
者より回答が得られ、スポーツにより受傷した者は全体
の . ％であった（表 ）。
　受傷機転が明らかな者のうち、練習中の受傷は .
％であり、走行中の受傷（ . ％）に続き投球・アタッ
ク・サーブのような投擲動作における受傷数が多かった
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表２　回答者の所属するスポーツ

回答者数 受傷者数
バレーボール
テニス
卓球
サッカー
陸上
水泳
ハンドボール
弓道
ソフトボール
柔道
バスケットボール
野球
バドミントン
その他

（ . ％）。非外傷性の症状についてはジャンプ動作、も
しくは走行中に気づくことが多く、どちらもスポーツ障
害の . ％であった。
　受傷部位は足関節・足部が最も多く受傷者の . ％、
手部・指が次いで . ％、腰部は . ％であった。再受
傷率は . ％で約半数が複数個所の受傷経験があった。
　骨折、脱臼、軟骨損傷など骨・関節の受傷は最も多く、
受傷者全体の . ％を占めた。他者や対象物との接触に
よる受傷は 例であった。骨損傷に関連する受傷の中
では骨折と軟骨損傷がそれぞれ 例（男性 例）と
例、脱臼は 例であった。筋肉と靱帯の損傷はそれぞれ
. ， . ％であった（表 ）。靱帯損傷・捻挫は足関

節が最も多く 例（女性 例）、膝関節は次いで 例だ
った。

表３　受傷部位と損傷組織の分布（同時損傷を含む）

受傷部位 受傷数 損傷した組織 受傷数
頸部 骨・関節
腰部 筋肉
肩関節周囲 靱帯
肘関節周囲 腱
手部・指 その他
股関節周囲
膝関節周囲
足部

　骨折は最も多い外傷であったが、単独での受傷が大半

を占め先行研究（Nicoll et al. ）とは異なる結果と
なった。骨折は男子生徒に多く、捻挫は女子生徒に多い
スポーツ障害（Silva et al. ）だが本研究では男子
生徒の骨折数は少なかった。競技種目や競技レベルとの
関連性は今後の検証課題である。受傷や症状に気づくエ
ピソードは走行中やジャンプなど下肢の動きに関連する
動作が多く報告されている（Caine et al. ）。
　本研究ではスポーツ経験のある高校生を対象とした受
傷率、受傷部位や組織に関する調査を実施した。受傷率
は年齢層の違いに加え、性別や競技レベルによっても異
なる（Caine et al. ）。今後のデータ解析として性別、
競技レベル、スポーツの種目別に分類し、下肢のスポー
ツ障害の特徴を分析していく予定である。

　約半数がスポーツ障害歴をもつスポーツ経験者の中で
練習中の受傷が最も多く、走行やジャンプ動作は受傷し
やすい動作であった。骨折は最も多いスポーツ外傷であ
るが受傷者単独での受傷が多く報告された。
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　本学の「開かれた地域貢献事業」は、平成 年度に
開催された名古屋女子大学もえぎ塾による活動「いきい
きみずほ」として、瑞穂通り 丁目市場を基点に展示会、
即売会、講習会を行うことから始まった。平成 年度
には、真冬に春のライトアップ『春待ち小町（はるまち
こまち）』で、文化的情報の相互交流がなされた。
　地域の公共施設との共催事業としては、平成 年度
に開催された名古屋市瑞穂児童館・瑞穂福祉会館の新館
開館イベント「みんなで遊ぼう！　子どもから高齢者ま
で」と題した催しから始まり、平成 年度以降、総合
科学研究所が、名古屋市瑞穂保健センターと名古屋市瑞
穂児童館の両公共施設とのコラボレーション事業として
「開かれた地域貢献事業」を展開しており、本年度で
年目を終えることができた。
　例年、参加者や公共施設の関係者の方から、大学なら
ではの講座になり知的で個性が表現できる内容でよかっ
た、など高い評価をいただいている。そこで、本年度も
昨年同様、学内公募で本地域貢献事業への参画を教員に
お願いし、充実した企画が採択された。さらに平成
年度からは、名古屋市瑞穂区役所と連携した共催事業を
開始した。今後も継続して共催講座の開催を進めるべく
協議を重ねた。
　令和元年度末からは、未曽有の新型コロナウイルス感
染症拡大の影響のため、令和 年度からは名古屋市瑞穂
保健センターとの共催事業は実施せず、感染拡大防止に
努め、細心の留意を払って名古屋市瑞穂児童館や名古屋
市瑞穂区役所との共催事業を展開した。しかし、感染症
の位置づけが、「新型インフルエンザ等感染症（いわゆ
る 類相当）」から 月 日から「 類感染症」へ移行
したことを受け、引き続き、感染防止に留意しながらも、
人数制限などを少し緩和した内容で、共催事業を実施す
ることとなった。名古屋市瑞穂保健センターについては、
当施設の役割を鑑み、今年度も実施しないこととした。
　昨年度までの問題点などを検討しながら交流事業を展
開したので、報告する。

　第 回運営委員会議／ 月 日（金）
　今年度も名古屋市瑞穂児童館、名古屋市瑞穂区役所の
両公共施設との交流事業を予定していることを確認し決
定した。ただし、名古屋市瑞穂保健センターとの交流事
業は、新型コロナウイルス感染対策のため詳細は調整中
であり、実施の可否については、後日改めて、名古屋市
瑞穂保健センターと協議することとした。昨年度と同様
の方法で、締め切りを 月 日とし講師の募集を行い、
児童館で 件の応募があった。開催時期・講座回数・
内容の方向性を決め、詳細は随時検討していくこととし
た。瑞穂区役所との共催講座については、準備の進捗状
況が報告された。
　第 回運営委員会議／ 月 日（金）
　参加者公募後の経緯と、今までの経過および内容の説
明を行い、児童館、区役所それぞれと共催実施する講座
の企画概要と担当者が承認された。また、 月のクリ
スマスイベントについては、令和 年度以降、新型コロ
ナウイルス感染症対策のため、人数制限の申込制として
いたが、自由参加制に戻す旨が報告された。名古屋市瑞
穂保健センターとの今年度の共催事業については中止と
するが、来年度より、高齢者向けの共催事業を再開した
いとの意向の旨が報告され、その方向で検討することが
確認された。
　第 回運営委員会議／ 月 日（金）
　名古屋市瑞穂区役所との共催事業「子どもと朝ごはん
瑞穂区ナンバー 決定戦！　 」について、終了報告
がされ、来年度も継続の方向性が承認された。
　第 回運営委員会議／ 月 日（金）
　各交流事業の内容について経過説明および事後報告を
行った。
　第 回運営委員会議／ 月 日（金）
　名古屋市瑞穂保健センターとの共催事業について、再
開に向けての打合せを先方と行った旨が報告された。事
業中止期間中に新設された学科も含め、令和 年 月
日に全学科の教員に対して、講座の公募を行うことが確
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認された。
　第 回運営委員会議／ 月 日（金）
　各交流事業の内容について経過説明および事後報告を
行った。

　この企画は、平成 年度に改正施行された介護保険
法における認知症や老年期うつ等の予防・支援に関し
て、要介護状態になることを予防し健康寿命を延ばす目
的で保健センターが行っているものであり、平成 年
度までは後期の「若がえり教室」を総合科学研究所の「開
かれた地域貢献事業」として共催してきた。
　その後、名古屋市の方針の変化から、平成 年度か
らは新しい総合事業の一般介護予防事業に変わることに
なったが、これまでと同様に講座を開き、地域貢献事業
を展開していくこととした。そして、「若返りきらきら
セミナー」と名称を変えて、総合科学研究所の「開かれ
た地域貢献事業」として共催した。また、学内公募とい
う形で、本地域貢献事業への参画を教員に依頼し、新た
な領域が加わった本学ならではの充実した企画が採択さ
れてきた。

　 歳以上の地域の高齢者を対象とした、「自ら介護予
防に取り組めることを目的とする」講座である。運動、
認知予防、口腔、栄養の つのテーマを考慮した内容を
実施する予定として、保健センターとの調整を進めてき
た。
　令和元年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、
最後の講座を中止して年度を終了し、以降、講座の開催
を見送っている。事務局同士の情報交換を行い、令和
年度以降は事業を再開する方向で、保健センターと調整
を進めることとなった。
　また、来年度の方針がある程度きまった段階で、打合
せ会議を開くこととした。

・第 回協議／令和 年 月 日（金）（於名古屋女子
大学）
　感染予防のため令和元年度 月より中止していた「若
返りきらきらセミナー」について、令和 年度から事業
を再開することを確認した。また、保健センターと本学
との連携事業として、地域の高齢者の健康を支えるため

の信頼度の高い事業が実施できるように、講座は、 月
以降から開講し、今後も協議を重ねていくことが確認さ
れた。
　事業休止中に、本学の看護学科、理学療法学科、作業
療法学科が新設されたため、新しい教員にも参加いただ
きながら、総研事業として学部横断的な取り組みにでき
ればとの意見が出された。また、過去の事業において、
保健センターの関与が薄いという意見が保健センターよ
り挙がったため、講座の第 回目を保健センターが実施
し、第 回以降の講座には、「みずほ体操」を取り入れ
るように要請があった。
　また、来年度の今後のスケジュールについても、学内
での公募時期や内容の審議、開講開始時期、また、広報
なごやへの原稿の締め切りなど、双方で確認を行うこと
ができた。

　新型コロナウイルス感染拡大予防のため、前述のとお
り、保健センターと協議の結果、すべての講座の開催を
中止した。

　児童館を拠点として、本学の教職員と学生が断続的に
支援する形で、地域の子育て支援を行うことを目的とす
る。そして、昨年に引き続き今年度も、定期的な講座と
イベント開催の 本立てで実施することとなった。また、
保健センターとの交流事業と同様に、学内公募という形
で、新たな領域を加えて企画した。

　令和元年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、
最後の講座中止を決定しており、その後も小学校の休校
措置に伴う児童館の利用停止が続いていた。一昨年度、
昨年度とも、講座の一部が中止を余儀なくされ、また開
催形態も従来とは大きく変更せざるを得ない状況であっ
た。そのため、学内における講座募集の際も、中止の可
能性もふまえて周知を行った。
　令和 年度は、 月 日に新型コロナ感染症が第 類
に移行したことを受け、感染予防対策のために設けてい
た人数制限や時間制限をなくすが、感染予防対策のため、
参加する教員、学生については、引き続き講座中のマス
ク着用の要請の旨が報告された。また、クリスマスイベ
ントについては、コロナ禍前と同様、終日開催、自由参
加形式に戻しての開催となった。
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・第 回協議／ 月 日（水）（於名古屋女子大学）
　児童館、大学双方からの昨年度の反省と課題について
検討し、今年度の事業計画について審議された。昨年度
と同様、 月のクリスマスイベントが決定した。また、
講座に関しては、 月下旬以降から担当することになっ
た。今年度は、月に 回の開催を原則とし、クリスマス
イベント開催時には講座は行わないことを前提に調整を
行った。学内で公募を行った結果、講座への応募が教員
から 件あり、これらを仮決定にした。いずれも引き続
き感染予防対策に留意した開催である。また、調理実習
を行う講座やパソコンを使用する講座は、本学開催とす
る旨を確認した。春光会の講座は児童館まつり（ 月
日予定）のイベントと同時開催する方向性が示された。
　また、クリスマスイベントを 月 日（日）に決定
し、イベントの開催内容（仮）やチラシの作成等につい
ての協議を行った。本年度は令和元年度以前と同様に、
自由参加、終日開催のイベントとする方向性を確認した。
なお、学内の公募で 件の応募があり、 ～ 月頃に、
イベントスケジュールやチラシ内容等の詳細を、イベン
ト担当者を交えて児童館と検討していく予定とした。
　参加者　名古屋市瑞穂児童館（猿子氏・北川氏）、本
学（山中・河合・牧野）

・瑞穂児童館（講座）学内打ち合わせ会議／ 月 日（火）
（於名古屋女子大学）
　本年度の「開かれた地域貢献事業」についてのこれま
での経緯が報告され、講座を引き受けた教員から概要の
説明があり、これを確認した。さらに、児童館からの要
望、注意点などを伺った。特に、令和 ～ 年度にかけ
新型コロナウイルス感染症対策のため様々な制限があっ
たが、本年度は入館人数や在館時間の制限もなくなり、
感染対策には引き続き留意しながらも徐々に従来通りの
事業を実施したい旨が伝えられた。
　参加者　名古屋市瑞穂児童館（猿子氏・北川氏）、本
学（石﨑、神崎、武岡、春光会（千葉・鈴木）、片山・山中・
河合・牧野）
・瑞穂児童館（クリスマスイベント）学内打ち合わせ会
議／ 月 日（木）（於名古屋女子大学）
　クリスマスイベントについての概要が児童館より説明
された。また、各イベントの担当者より、具体的な企画
が説明された。詳細事項の書類を配布し、事前準備や荷
物搬入・タイムスケジュール・参加学生数等の詳細な確
認作業を進めた。なお、入館人数や在館時間の制限もな

くなることから、講座と同様に、新型コロナウイルス感
染対策として、参加教員、学生のマスク着用の協力と依
頼など、調整を行った。
　参加者　名古屋市瑞穂児童館（猿子氏・北川氏）、本
学（河合・坪井・森屋・山中・牧野）

　各種講座については、児童館を窓口として名古屋市瑞
穂区まちづくり推進室のご協力を得て、事前に「広報な
ごや」瑞穂区版へ掲載される。また、毎月の「瑞穂児童
館だより」と一緒に、児童館で作成したオリジナルチラ
シを、一緒に配布している。さらに、クリスマスイベン
トのチラシは、昨年度同様本学で作成し、配布してもら
うことを確認した。

クリスマスのおはなしコンサート
みんなでメリークリスマス

ハンドベルの響きで始まるクリスマスパーティー !
お話を聞いたり音楽に合わせて踊ったりしましょう

※写真は昨年の様子およびイメージです。

会場 瑞穂児童館
日 時  ’23年12月3日日

クリスマスの
ペーパークラフトをつくろう!
サンタやトナカイ、クリスマスツリーや
ギフトボックスなど、楽しい紙工作を作って

持ち帰りましょう!

みんなでクリスマスを
楽しみましょう

優しい音色を聴いたり、手遊びや音楽
遊びでクリスマスを楽しみましょう♪

自由に遊べるスペースもあるよ♪

10:00~15:00

おねえさんの科学ショー
あら、ふしぎ! 見えない力で物がうき上がります。
おねえさんといっしょに楽しく遊びましょう!

かんたんおもちゃづくり
ロケットやひこうきでサンタさんをビューンと
飛ばしましょう。  飛べ! 飛べ! サンタさん!

☆参加費無料  ☆事前申込不要
☆5つのワークショップを行います
☆アンケートに答えると
素敵なプレゼントがあるよ！

●主催●

学校法人 越原学園 名古屋女子大学総合科学研究所／名古屋市瑞穂児童館

●お問い合わせ●

名古屋市瑞穂児童館　1052-852-2229
名古屋女子大学総合科学研究所　1052-852-1111

児童館は遊びの発信地地

12月3日日イベントプログラム

当日は、なるべく公共の交通機関でお越し下さい。

「瑞穂保健センター」

四

　 イベント
《ホール》
10：15～ クリスマスのおはなしコンサート①

名古屋女子大学文学部児童教育学科　坪井眞里子／音楽教育・表現ゼミ

11：15～ みんなでクリスマスを楽しみましょう !①
名古屋女子大学短期大学部保育学科　河合玲子／保育学科学生

13：00～ クリスマスのおはなしコンサート②
名古屋女子大学文学部児童教育学科　坪井眞里子／音楽教育・表現ゼミ

14：00～ みんなでクリスマスを楽しみましょう !②
名古屋女子大学短期大学部保育学科　河合玲子／保育学科学生

《クラブ室・サークル室》
11：00～ おねえさんの科学ショー （1回目）
13：45～ おねえさんの科学ショー （2回目）

名古屋女子大学文学部児童教育学科　吉川直志／物理ゼミ

　 終日開催
《クラブ室・サークル室》
10：00～15：00
 かんたんおもちゃづくり ※材料がなくなり次第終了します。

 名古屋女子大学文学部児童教育学科　吉川直志／物理ゼミ
《囲碁将棋室》
（午前）10：00～12：00（11：30頃受付終了）
（午後）13：00～15：00（14：30頃受付終了）
 クリスマスのペーパークラフトをつくろう ! ※材料がなくなり次第終了します。
 名古屋女子大学短期大学部生活学科　森屋裕治／生活学科学生

お願い
◎幼児は保護者と共にご参加ください。
◎体調不良の方はご来場をお控えください。
◎駐車場の混雑が予想されます。当日は、なるべく
公共の交通機関等でお越しください。
◎新型コロナウイルス感染症の状況によりイベント
が中止や変更となる可能性がございます。
◎混雑時は入場制限を行う場合がございます。

瑞穂保健センター
汐路町四丁目

児童館は遊び児童館は遊びの発信地

クリスマスイベントチラシ（表）（裏）
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・ 月 日（金） ： ～ ： （於名古屋女子大学）
　本年度の交流事業、応募の講座 件と児童館より依頼
を受けた講座 件、合計で 講座とクリスマスイベント
についての総括を行い、全件問題なく開催できたことを
確認した。安全面では、感染予防にも配慮し、教員や参
加学生はマスクを着用して参加した。
　参加者　名古屋市瑞穂児童館（猿子氏・北川氏）、本
学（山中・河合・牧野）

　
　
　短期大学部生活学科　石﨑智恵利、学生 名
　参加者にご持参いただいた写真や、その場で撮影した
写真をもとに、食卓に飾るカード作りを行った。カード
は、子どもの成長の記録として残るだけでなく、育児の
記念にもすることができた。

　短期大学部保育学科　神崎奈奈、学生 名
　スマートフォンやタブレット端末で操作することがで
きるプログラミングの体験講座を行った。自分がタブレ
ットで描いた絵をプログラミングで動かす体験を通し
て、プログラミングの楽しさや可能性を実感できるもの
となった。簡単なプログラミングではあったが、最初か
ら最後まで、子どもも大人も楽しく遊ぶことができた。

　短期大学部生活学科　武岡さおり、学生 名
　MIT メディア・ラボによって作られた無料のプログ
ラミングサイト『スクラッチ』を利用して、プログラミ
ング体験講座を実施した。学生が事前に作成したオリジ
ナルのゲームを教材にして、スクラッチを使ったプログ
ラミングを体験した。完成したゲームを楽しそうにプレ
イしたりする姿が見られ、プログラミングを楽しんでく
れた様子であった。

　健康科学部健康栄養学科　近藤貴子、山田久美子
　かむことの大切さを学び、よくかむことができるおや
つを作った。しっかりとかむことができる硬さのグミを
作り、用意してあった柔らかめグミと比較して、食べる
時のかむ回数の変化を体験した。かむことの大切さを簡
単な実験を通して理解してもらい、かむことにしっかり
と意識が向いた様子であった。

　文学部児童教育学科　渋谷寿、吉川直志、学生 名、　
研究所員　山田勝洋
　ヒノキの木材で、自分の音がでる楽器ウッドブロック
＋ギロ作りによる科学体験ワークショップを行った。木
を加工して作る貴重な体験と科学実験、そして「個」の
楽器を作って演奏を楽しむ体験となった。普段できない
経験をし、ものを作る楽しさを知る経験となった。

　
　

　
　健康科学部健康栄養学科　片山直美、学生 名、も
えのぼる生 名
　食パンとレトルトのカレーを材料にし、おやつや朝食
にも向いている「揚げないカレーパン」作りを行った。
参加者は全員小学生であったが、油で揚げないため、低
学年の児童でも手軽に作ることができた。参加した児童
らは大変楽しみながら調理を行い、試食では全員が完食
した。

　
　
　
　春光会　千葉史子、高田麻紀
　児童館まつりの中で、食育に関する相談コーナーを設
け、乳幼児から未就学児、それに伴う家族の管理栄養士
の 名が食育相談を行った。開催した場所が通路沿いの
オープンスペースコーナーであったため、多くの方の相
談に対応することができた。
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お子さんの写真で食卓を彩るカード作り

タブレットでかんたんプログラミング

スクラッチで簡単プログラミング

よくかむグミを作ろう！

木でおもちゃをつくって科学体験

おいしく食べて健康に　作ってみようカレーパン

食育相談

ひかりであそぼう！

総合科学研究　第 号
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クリスマスのおはなしコンサート　みんなでメリー・クリスマス！

みんなでクリスマスを楽しみましょう

クリスマスのペーパークラフトをつくろう！

かんたんおもちゃづくり

　
　
　
　文学部児童教育学科　吉川直志、学生 名
　応募の際の「うごくおもちゃづくり」から、幼児でも
手軽で簡単な作業となるように、光と影をテーマにした
おもちゃ作りの内容に変更し、影絵あそびや投影あそび、
万華鏡あそびなどを行った。これらの遊びを組み合わせ
て行うことで、光の性質や透過、また、反射など科学の
不思議や面白さを体験できる講座となり、参加者たちは、
楽しい時間を過ごすことができた。

　イベント来場者には受付で本学特製クリスマスカード
を渡した。

・「クリスマスのおはなしコンサート　みんなでメリー・
クリスマス！」
　時間：① ： ～、② ： ～
　文学部児童教育学科　坪井眞里子、学生 名
　ハンドベル演奏やクリスマスの歌の演奏披露のほか、
手あそびやパネルシアター、「サンタさんの服えらび」
のゲームを行い、参加者と一緒にクリスマス会を楽しむ
活動を行った。また、クリスマスの歌では、振りを付け、
子どもたちと一緒にダンスを楽しむことができた。

・「みんなでクリスマスを楽しみましょう」
　時間：① ： ～、② ： ～
　短期大学部保育学科　河合玲子、学生 名
　クリスマス音楽のハンドベル演奏を聞き、手遊び・身
体遊び、読み聞かせ、リズム遊びなどを行った。進行を
学生が行い、手遊びや歌唱の指導を行った。今年度のプ
レゼントは、サンタのタンバリンと折り紙のオーナメン
トを学生が製作し、配付した。サンタやトナカイの記念
パネルでの撮影会も行い、楽しんでもらうことができた。

・「クリスマスのペーパークラフトをつくろう！」
　時間：【午前】 ： ～ ： （ ： 最終受付）、
　　　　【午後】 ： ～ ： （ ： 最終受付）
　短期大学部生活学科　森屋裕治、学生 名
　ペーパークラフトでクリスマスを題材にしたペーパー

クラフトを作成した。 種類を用意して子どもたちが材
料を選択、それを学生に手伝ってもらい作成した。完成
した作品は持ち帰ってもらった。今年度は、児童館と開
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クリスマスイベント　アンケート用紙
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催時間を協議し、 時間の食事休憩を設けた。学生も含
め、参加者は、順調に楽しく進めることができた。

・「かんたんおもちゃづくり」
　時間： ： ～ ：
　文学部児童教育学科　吉川直志、学生 名
　ゴムの発射台で飛ばす紙飛行機づくりと、空気砲で飛
ばすサンタロケット作りの制作を行った。「おねえさん
のかがくショー」では、ドライヤーで風船を浮かした
り、静電気を使った電気クラゲで遊んだりする活動を行
った。飛ばし方を工夫したり、静電気の不思議さを経験
したりする姿が見られ、子どもたちが楽しんでいるのが
伝わってきた。

　当日の参加者にアンケート調査を依頼し、小学生以
上 名、乳幼児保護者 組程度から回答を回収できた。

感想としては例年同様に「楽しかった」「またやりたい」
など、よい印象を与えていた。こうして寄せられた意見
を、次年度開催の参考にしていきたい。

　平成 年度の、瑞穂区役所との協定締結を受け、本
学としては瑞穂区役所との新たな地域貢献事業を模索す
る動きが強まった。そこで、総合科学研究所としては、
瑞穂区内の働く女性の支援を目的としたイベントを開催
する構想を計画した。本学は「よき家庭人であり力強き
職能人としての女性」の育成を謳っており、地域の働く
女性に特化したイベントを開催することで、本学の特徴
を地域にアピールし、また学生の人生のロールモデル算
定の一助になると考えた。
　具体的な連携内容案として、区役所との協議において、
「育児休業中であり、仕事復帰予定の女性をターゲット
にした講座・イベント」と定められ、平成 年度と令
和元年度にわたり、「時短レシピ調理実習」をテーマと
した講座を実施することができた。令和 年度は新型コ
ロナウイルス感染症予防のため実施を中止している。令
和 年度は、Zoomによるオンライン講座にて、参加者
それぞれが自宅等にて調理実習を行い試食した。令和
年度は、瑞穂区役所より、区による子育て支援活動とし
てより広くアピールできるものとしたいとの意見が出さ
れた。それを受け、感染対策を徹底して参加人数を制限
した上で、子育て支援に役立つ料理レシピコンテストを
開催し、大学で調理実習及び託児を行った。

　瑞穂区役所との協議は、連携事業の確認と総括を本学
園と瑞穂区役所企画経理室とで年度初めと年度末の頃に
行い、各連携事業の内容については、担当部署となる民
生子ども課と協議の必要となる時期に合わせて行ってい
る。

・第 回協議／ 月 日（月）（於名古屋女子大学）
　本年度の連携事業について検討した結果、昨年度と同
様次のように具体的な内容を決定した。
・目的：瑞穂区の働く女性の支援、瑞穂区の子育て支援

活動の PR
・名称：「子どもと朝ごはん　瑞穂区ナンバー 決定

戦！　 」
・日時： 月 日（日） ： ～ ：
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・対象　瑞穂区在住の子育て世帯　 組程度
　　　　（保護者のみ、夫婦での参加可）
　　　　本学学生
・内容　レシピコンテストの実施、調理実習及び審査
　　　　テーマに沿ったレシピを公募
　　　　上位 組程度を選抜し、大学でレシピの料理を

調理
　　　　大学教員による栄養評価や、区長等による試食
　　　　評価により、最優秀レシピを選抜
・テーマ　働く女性の家事負担軽減に繋がるような、時

間や手間、栄養面等を考慮した野菜を取り入
れたレシピ

・会場　名古屋女子大学本館調理室（調理）
　　　　／本館講義室（託児）
・広報　広報なごや、チラシでの周知
・託児　生後 ヶ月～ 歳未満
　　　　学生および外部ボランティアが担当
　本年度の応募レシピのテーマや日程、今後のスケジュ
ール等を確認した。「広報なごや」への掲載内容、講座
の詳細については、引き続き調整・検討することとした。
　参加者　名古屋市瑞穂区役所（民生こども課 古田氏・
立松氏）、瑞穂区子育てネットワーク「さくらっこ」（小
関氏）、本学（山中・河合・牧野）

・第 回協議／ 月 日（火）（於名古屋女子大学）
　連携事業について、具体的な実施内容について協議、
確認を行い、今後のスケジュールについて相互に確認を
行った。
　開催日は、共働き世帯も応募がしやすいよう、日曜開
催とすることとした。優勝者への賞品、参加者への記念
品、託児の方法、体制について意見交換がなされた。
　参加者　名古屋市瑞穂区役所（民生こども課 古田氏・
立松氏）、瑞穂区子育てネットワーク「さくらっこ」（小
関氏）、本学（山中・河合・牧野）

・第 回協議／ 月 日（金）（於名古屋女子大学）
　連携事業の実施に向けて、具体的な申し込み状況、準
備状況について協議、確認を行った。申し込み状況（人
数、応募内容、託児希望状況）の報告がされた。その上
で、今後のスケジュールについて、相互に確認を行った。
また託児についての準備事項を確認した。
　応募者は一般 組と本学学生 組、大学内で一次審査
を行い、一般 組と学生 組、計 組を入賞とし、本
選への参加者とした。優勝者への記念品の他、区役所よ

り参加者投票で 位となったレシピに対し、特別賞とし
て区政 周年賞が提案され、これを確認した。
　参加者　名古屋市瑞穂区役所（民生こども課 古田氏・
藤田氏）、瑞穂区子育てネットワーク「さくらっこ」（小
関氏）、本学（山中・小出 *・牧野）*健康栄養学科教授、
当コンテストの審査員。

　区役所のご担当により「広報なごや」瑞穂区版へ掲載
された。また大学側で作成したチラシを配布した。

イベントチラシ（表）（裏）

・第 回協議／ 月 日（金）（於名古屋女子大学）
　本年度の共催事業について、振り返り、意見交換を行
った。
　昨年度に引き続き、本年度も「子どもと朝ごはん　瑞
穂区ナンバー 決定戦！　 」と称してレシピコンテ
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ストを開催し、最終審査会を大学の調理室にて対面で行
った。今回、学生入賞者の辞退者や欠席者が多かったた
め、来年度以降は、事前連絡等のサポートを行っていき
たいとの意見が出された。参加者アンケート結果からは
多くの参加者にとって満足度の高い事業が開催できたこ
とを、確認することができた。
　また今回、特別賞として、区政 周年賞を参加者同
士で試食、投票を行ったことにより、参加者も楽しむこ
とができ、現役の子育て世帯の意見が反映されたレシピ
が選出されて良かったとの意見が出され、今度も入賞者
参加型の特別賞を設定する方向性が確認された。そして、
受賞者への商品紹介は、これまで、公開されることが無
かったが、今後は、表彰の際に簡単に商品説明などを行
うことが確認された。
　また、本年度は、中日新聞社の記者が取材に訪れ、記
事を掲載いただけたことが報告された。また、区役所、
大学各機関のサイトにおいても、記事やレシピが公開さ
れたことが報告された。
　広報については、チラシを区内の全保育園にも置いて
もらったが、依然として「広報なごや」での周知が、最
も効果的な広報媒体であるとの意見が出された。区役所
より会場が本学の調理室が綺麗で、好評であるとの意見
が出され、その点も含め、多角的な方法で宣伝していく
ことを確認した。
　託児については、 組の乳幼児の託児希望があり、安
全に託児を実施することができた。
　また、来年度の事業については、引き続き共催事業を
実施したいとの希望が双方から出されたが、託児がある
にもかかわらず、参加者が母親のみが調理し、父親が子
どもを預かる家庭もあったことから、夫婦でも参加を促
進できるように工夫していくことが確認された。開催方
法は、来年度も引き続き「朝ごはん」というテーマでレ
シピコンテストを開催することとし、「缶詰」をテーマ
とする案が出され、時短や簡単さに加え、ローリングス
トック等、防災的な要素も含めた内容の方向性で調整し
ていくことが確認された。事業内容については、開催時
期について、本年度も保育所等の見学がはじまり、小中
高生も夏休みに入り、大学も長期休業中である 月～
月に実施することとした。
　参加者　名古屋市瑞穂区役所（民生こども課 古田氏）、
瑞穂区子育てネットワーク「さくらっこ」（小関氏）、本
学（山中・河合・牧野）

・第 回協議／ 月 日（金） ： ～ ： （於名
古屋女子大学）
　第 回協議における協議内容をもとに意見交換が行わ
れ、令和 年度も引き続き、地域の子育て世帯の支援を
目的とした事業計画レシピコンテストを実施することを
確認した。具体的な内容については、新年度に入り次第、
実施に向けて準備を進めることを確認した。
　参加者　名古屋市瑞穂区役所（民生こども課　古田
氏・立松氏）、瑞穂区子育てネットワーク「さくらっこ」
（小関氏）、本学（山中・河合・牧野）

　地域の子育て世帯の応援を目的としたレシピコンテス
トを開催した。応募のあった一般 組、学生 組からの
レシピの中から書類審査を経て、本学での最終審査会に
は一般 組、学生 組の計 組が参加した。本学家政学
部長、地域からの選出者の合計 名が審査員となり、実
際に調理された料理の審査を行った。
　あいさつ、審査員紹介のあと、 分間の調理が行わ
れた。調理後は参加者によるアピールタイムがあり、そ
の後審査が開始された。審査結果の発表で「ナンバー
レシピ」には、一般から応募の「 歳から食べられるし
らす玉ねぎマヨトースト＆野菜たっぷりミルクトマトス
ープ」が選ばれた。また本年度は瑞穂区政 周年を記
念し、参加者同士でも試食投票を行い、「いぶりがっこ
としめじのトースト」が特別賞に選ばれた。
　なお、本学の家政学部生活環境学科、健康科学部健康
栄養学科、短期大学部生活学科の学生もレシピを応募し、
栄養はもちろん、調理の簡単さ、洗い物の少なさ、子ど
もの食べやすさや好み等、忙しい子育て世帯の朝を想定
した、工夫がこらされた様々なレシピが提案され、 件
が入賞した。
　感染対策として、会場の常時換気、調理中のマスクの
着用を推奨した。
　イベント中は希望者に対して託児を行った。瑞穂区の
子育てネットワーク「さくらっこ」 名が主体となり、
本学の文学部児童教育学科、短期大学部保育学科の学生
名もボランティアとして参加した。
　多くの学科の学生がそれぞれの専門分野を生かし、地
域貢献活動に参加することができた。
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最終審査会の様子

・第 回協議／ 月 日（金）（於名古屋女子大学）
　本年度の連携事業について、新型コロナ感染症が 類
に移行したことに伴い、昨年度は中止されていた事業も
含め、実施予定されている連携事業について確認した。
　区役所からは、区民に対し、「児童虐待防止オレンジ
リボンキャンペーン」の認知度が低かったことから、今
年度も引き続きへの参加と協力の要望が出された。本学
からも、大学認証評価、短大承認評価においても第三者
評価として、瑞穂区役所による名古屋女子大学図書館の
施設評価は重要であるため、引き続き協力いただきたい
との要望が出された。
　また、昨年度、令和 年 月 日に実施された打ち
合わせ会議において提案された「名女健康サロン」と「若
返りきらきらセミナー」について、問題がなければ、担
当部署間で統合・整理を検討してみることとした。
　参加者　名古屋市瑞穂区役所（企画経理室　黒田室長、
後藤氏、地域力推進室　細江氏）、本学（山中・河合・
牧野、各務）

・第 回協議／令和 年 月 日（金）（於名古屋女子
大学）
　令和 年度の実績、 件の事業の確認、および令和
年度の事業の予定について確認した。
　今年度、新に企画された「区民向けハンドベルコンサ
ート」実施について報告された。今後も何か新しい連携
事業があれば、相談させていただきたいとの要望が出さ
れた。また、今年度は「瑞穂区の将来を考える学生ミー
ティング」が開催され、名古屋女子大学、名古屋女子大
学短期大学部の学生が参加したことが報告された。瑞穂
区役所からは、令和 年～ 年の中期計画による第二
期「将来ビジョン」が令和 年 月下旬に公開予定との
報告がなされた。

　今年度は、学園より瑞穂区による つのポリシーを踏
まえた点検・評価を瑞穂区役所へ依頼したが、今後もご
協力いただきたいとの要請がなされた。令和 年度の「瑞
穂区民まつり 」は、本学の入試と重複したため出
展を見送ったが、今後も出展団体募集の際は、お声をか
けていただきたいとの意見が出された。
　コロナ禍で中止していた瑞穂保健センターとの共催事
業「若返りきらきらセミナー」は、令和 年度より再開
を予定しており、今後調整を進めていくことが報告され
た。また、継続して実施している事業虐待防止キャンペ
ーンへの学生参加や、瑞穂区の魅力を発信するパンフレ
ットの発行等、今後も引き続き連携を進めていくことを
確認した。
　その他、学園より、令和 年 月から大学共学化及び
校名変更に関しての説明がなされ、学園と瑞穂区役所の
包括連携協定書については、適宜内容の見直しや名称変
更などを行うべく、双方で今後検討を行うことを確認し、
次回の打ち合わせについても、令和 年 月頃に開催の
予定で進めることとなった。
　参加者　名古屋市瑞穂区役所（企画経理室　黒田室長、
後藤氏、地域力推進室　細江氏）、本学（山中・河合・
牧野、各務）

　令和 年度の「開かれた地域貢献事業」は、上記のよ
うに終了した。新型コロナウイルス感染拡大の影響は依
然として残っているものの、 月に新型コロナウイルス
感染症が第 類となったことから、「With コロナ」とし
て、感染予防に努め、安全性に配慮等を行いながらも、
名古屋市瑞穂児童館、名古屋市瑞穂区役所等の共催事業
を、無事に開催することができた。
　そして、令和 年度中に次年度計画を作成していく中
で、名古屋市瑞穂児童館、および名古屋市瑞穂区役所の
各施設から、今年と同様な交流事業を進めたいと申し入
れがあった。また、令和元年以降、実施できなかった名
古屋市瑞穂保健センターとの共催事業については、令和
年度に、高齢者に向けた講座として「きらきらセミナ
ー」の開催を、進めていくことが確認された。
　これを受けて、令和 年 月の第 回総合科学研究所
運営委員会において、来年度の「開かれた地域貢献事業」
も今年度同様、名古屋市瑞穂保健センターと名古屋市瑞
穂児童館、名古屋市瑞穂区役所の各公共施設との交流事
業を継続していくという基本方針が承認された。ただし、
このまま継続して行く上で、定期的な見直しが必要であ
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ることも確認している。
　瑞穂保健センター、瑞穂児童館に続き、瑞穂区役所と
の交流事業を今後も継続して実施できるよう、さらなる
打ち合わせを重ね、取り組んでいきたい。
　少子高齢化の社会の中で、子育て支援、地域活性化等
のお手伝いができたことと、さらに地域との関わりによ
って、本学学生のコミュニケーション能力などの「社会
人基礎力」を養成するいい機会となった。今後も、残さ
れた課題を解決しながら、より一層発展させていきたい。





講演会報告
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日時：　令和 年 月 日（水） ： ～ ：
場所：　学校法人越原学園　名古屋女子大学　南 号館 講義室
演題：　大学のためのAI、ChatGPT について
講師：　東中竜一郎氏（名古屋大学大学院情報学研究科知能システム学専攻教授）

　ご紹介いただき、ありがとうございます。名古屋大学
の東中といいます。「大学のための AI、ChatGPT につ
いて」、これは最初に参考としていただいたタイトルを
そのまま使っていますが、本当に即しているかどうか、
少し怪しいかもしれませんが、お手元の資料を見ながら
聞いていただければと思います。
　われわれも、この業界にいますけれども、ChatGPT
は非常に進化が早く、今日の常識が明日にはもう常識で
はないような感じになっています。なるべく最先端のこ
とをお伝えしたいと思うのですが、明日には変わってい
るかもしれない。そんな気持ちで聞いていただければと
思います。
（スライド P ）
　先ほど、私の紹介をしていただきましたが、今、私は
名古屋大学におりまして、もともとはNTT（日本電信
電話株式会社）におりました。電話ですから音声を扱っ
ていますので、言語処理も併せてやっているわけです。
その関係で、対話システムという研究を、NTT の研究
所で 年ぐらいやっていました。その後、 年ぐらい
前に名古屋大学に着任して、対話システムの研究室を立
ち上げたという経歴です。どちらかというと、ビジネス
的な研究もやっていましたし、基礎的な研究も併せてや
っていると。そんな感じの人間だと思っていただければ
と思っております。
（スライド P 　関わってきたシステムやプロジェクト）
　せっかくですから、略歴がてらに、これまでやってき
たことをいくつか紹介しておこうかと思います。例えば、
「しゃべってコンシェル」は、古いですが 年ぐらい
に手掛けたプロジェクトです。ドコモの携帯を使って質
問すると答えてくれるというもので、羊のキャラクター
を覚えていらっしゃいませんでしょうか。もう誰も知ら
ないかもしれませんが、割とちゃんと答えてくれるわけ
です。「清水の舞台の高さは？」「約 メートル」とか、
「西郷さんの犬の名前は？」「ツン」とか、このようなこ

とを教えてくれるわけです。
　これは、ちょうど Siri が出たタイミングでした。Siri
が出て、ドコモも追い掛けなくてはいけないということ
で、私が駆り出されてつくったようなシステムです。
　あと、「マツコロイド」。これは大阪大学大学院（基礎
工学研究科）の石黒浩先生に、「マツコロイド」を話せ
るようにしたいということでお願いされたものです。知
っている人はいらっしゃいますか。「マツコロイド」を
聞いたことがある方はどれぐらいいますか。結構、知名
度がすごいですね。ものまね芸人のホリさんという方が、
後ろで声を当てていて普通に会話していたのですが、そ
れを自動化させるというプロジェクトがあって、後ろで
話させるシステムのところを私が担当していました。
　この話は後でもしますが、最近では対話ロボットに会
話をさせたりする。これは石黒先生のロボットですが、
つい先日、『マツコ会議』というテレビ番組で、石黒先
生のロボットが会話するというものがあって、その中身
を私が担当したりしました。
　このように言葉を操るシステムをずっとつくっている
わけですが、そんな業界にいる私でもChatGPT の波が
急速にやってきました。ChatGPT のような技術は、ず
っと徐々に業界には来ていたのですが、急に浸透した感
じがします。私もいろいろと調べていますので、今日は、
その話をできればというところです。
（スライド P ）
　そういう研究をしていたので、いろいろと招かれて最
近の話などをしているわけですが、例えば、これです。
『マル激トーク・オン・ディマンド』（ニューストーク番
組）という宮台真司さんなどがホストをしている番組
で、 時間ぐらいChatGPT についてやりました。あと、
「ChatGPT の競合は何か」など、そういう話も寄稿した
りしています。
　いろいろと調べたり書いたりしているなかで、こんな
感じで説明すると分かりやすいのではないかという話を
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お持ちしているつもりなので、 時間ぐらいですが、ざ
っくり気軽に聞いていただければと思います。基本的に
は、ビジュアル多めの資料にしていますので、苦労なく
聞けるのではないかと思っています。
（スライド P ）
　今日の話は、このような感じで 段階のストーリーに
しています。「生成AI」という言葉はよく聞かれると思
いますので、まず「生成AI とは何か」という話をします。
ChatGPT というのは生成AI の一つなので、そのうちの
一つであるChatGPT について、もう少し詳細なアルゴ
リズムみたいな、どのようにやっているのかという仕組
みを話したいと思います。
　そのChatGPT ですが、いろいろなところで問題を起
こしていると。例えば、学生が ChatGPT で課題を出し
てきたら、皆さんも困りますよねという話で、いろいろ
な問題が起きているという話を、ここでしたいと思いま
す。ChatGPT だけではなく、生成AI 全般に対して、こ
んな問題が起きていますという話をします。その問題に
対して、例えば、私が所属している人工知能学会を含め、
いろいろなところがガイドラインを出していますので、
そのガイドラインをご紹介したいと思います。これに沿
っていれば、基本的には、大きくは問題ないと思ってい
ます。
　さらに、そのガイドラインを踏まえてどのように使っ
ていくかという利活用のポイント、実際に授業でどのよ
うに使えばいいか悩まれている先生方がいらっしゃると
思うので、おおよそ、このように使えばいいのではない
かという話を少しさせていただきます。
　ただ、私は研究で ChatGPT も使っていますが、限界
がたくさんあって、その限界を超えるためにはどうして
いけばいいのかという技術的な話を最後にして、終わり
にしたいと思います。おおよそ 分ずつぐらいで、
分ぐらいでお話ししていければ、というところです。
（スライド P 　生成AI）
　まず生成 AI とは何か。生成 AI については、もう詳
しいという人はどれぐらいいますか。生成AI はよく知
っている人、そこそこ知っている人、ちょっと知ってい
るという人、はい。YouTube などを見ると、非常にた
くさんの動画が上がっているので、私よりも話のうまい
人がたくさん話していると思いますから、そちらも併せ
て、後で見ていただければと思います。
（スライド P 　生成AI）
　これはウィキペディア（Wikipedia）から取ってきた
説明文です。生成AIとは生成的人工知能のことですが、

「生成的人工知能または生成 AI は、プロンプトに応答
してテキスト、画像、または他のメディアを生成するこ
とができる人工知能システムの一種である」ということ
です。「生成 AI モデルは、入力された訓練データの規
則性や構造を学習し、同様の特性を持つ新しいデータを
生成する」「ジェネレーティブ AI、ジェネラティブ AI
ともよばれる」ということです。
　下は、これを私なりに絵にしてみたものです。とにか
く膨大なデータが世の中にはあります。テキストだけで
あれば、本当に何十億ページというウェブページが存在
します。それらのなかから、例えば、この単語の後には、
この単語がきやすい。もしくは、この画像が、この画像
に少し似ているとか、いろいろな規則性を学習する。パ
ターンを学習する。その学習したものを持っているわけ
です。蓄えておく。蓄えておいた上で、「プロンプト」
と呼ばれる刺激みたいなものを与えます。このような感
じでデータをつくってほしいという依頼みたいなもの、
それを「プロンプト」と呼びますが、それを入れると、
その構造に従ってプロンプトを踏まえたものが出てくる
という感じの構造になっているわけです。ポイントは、
膨大なデータを使って、そこから何か規則や構造のよう
なパターンを学習して、それを使って何か出させるとい
うだけの話です。
　ですから、ここをいかに大量に用意するか、そこから
どのようにして構造を学習するか。基本的には、ここが
中心で、一度、これをつくってしまうと、それにお願い
すれば、この構造に沿ったものが出てくるということで
す。
（スライド P 　画像を生成する過程（拡散モデル））
　例えば、画像を生成するAI（画像生成AI）は、この
ような過程を経て、こういうきれいなお城の画像が出て
くるわけです。もともとは、よく分からないランダムな
もので、これをきれいにしていく過程を学習しています。
　ですから、画像ができていくなかで、徐々に、ざわざ
わしたものを少しずつきれいにしていく。そのきれいに
なっていく方法を大量のデータから学習するわけです。
（スライド P ）
　具体的には、もともときれいな絵があるわけですが、
わざと少し汚くして、それをきれいにするという処理を
学習させることをします。
（スライド P ）
　きれいにする方法みたいなものを、何もないところか
ら少しずつ適用していくと、徐々に、このようなお城み
たいになっていくというやり方をします。
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（スライド P ）
　ですから、「規則性」と書いてありますが、画像が粗
いものから少しずつきれいになっていく、その方法みた
いなものを大量のデータのなかから学習していますとい
うことで、画像生成AI というものができています。
（スライド P ）
　ここに、「Steps: 」とか「Steps: 」と書いてあり
ますが、少しずつきれいにさせていくので、 回ぐら
いきれいにすると、このお城が出てくるわけです。そん
な感じのやり方で、画像がつくられています。少し難し
かったかもしれないので、また後で補足するかもしれま
せん。
（スライド P 　テキストを生成する過程（言語モデル））
　もう一つは、テキストのほうです。これが ChatGPT
に近い話です。どのようにして、AI が文章をつくるの
かということです。例えば、“The boy went to the ＿”
と下線が入っていますが、ここにいったい何の単語が入
ってくるでしょうかということです。膨大なデータから
学習したAI は、このような単語がくるのではないかと
予測することができるわけです。
　例えば、一番来やすいのは “park” ですと。次に来や
すいのが “store” です。次に来やすいのが “grocery”。
次に来やすいのが “beach” というふうに、たくさんの
データから言語の並びの規則性を学習しているので、次
に来やすいものが分かるわけです。ですから、ここから
一つ選んで、選んで、ということを繰り返していくと、
文章ができていきますということです。
　このときに、この一番背の高いものを必ず選ぶわけで
はなく、サイコロを転がして、こちらを選ぶかもしれな
いようにして文章をつくっていきます。そうすることに
よって、揺らぎができて、いろいろな文章ができていく
ということをやっています。
　ですから、“The boy went to the store” の後に、ま
た同じように、次に出てくる単語を分布にして、このよ
うな棒グラフにして、またそのなかから一つ選び、また
一つ選ぶみたいなことを繰り返していく。例えば、“The 
boy went to the store in Nagoya.” みたいな文章がで
きるということです。
　これが規則性を学習して、そこから文章をつくるとい
うことです。これが、いわゆる ChatGPT などがやって
いることに他ならないということです。非常にシンプル
です。大量のデータから言葉の並びを学習して、次に来
る言葉の棒グラフをつくって、このなかからサイコロを
転がす。もちろん、“park” が一番確率が高いので一番

出やすいサイコロですが、サイコロの目の出方によって
は “beach” になったりもします。そうすると少し揺ら
ぎが出て、毎回少し違う文章が出て、いいねということ
です。
（スライド P 　画像（Stable Diffusion））
　そういったものを使っていくと、いろいろな画像をつ
くることができます。例えば、これは “a photograph 
of an astronaut riding a horse” という非常に有名な
“Stable Diffusion” という画像生成AI がつくった絵で
す。このように、実際に存在しないようなものもつくる
ことができてしまうと。これも、ノイズのようなところ
から、こういうものを踏まえてノイズを取り除くという
ことを徐々にやっていくと、このような感じの絵が出て
くると。
　よく木などを彫っていくと仏像ができて、それはもと
もと、そこにいたものを取り出しているだけだみたいな、
そういう芸術家みたいな人がいますね。そういう感じで、
もともとはノイズみたいなところだけれども、このイメ
ージに従って、徐々にノイズを除去していく、その過程
を学習しているわけですが、そうしていくと、このよう
な立ち現れてくると。生成AIがやっていることで、ただ、
取り除き方とかも、少しランダムさがあるので、毎回少
しずつ違う絵が出てくると。それが生成AI がやってい
ることです。
（スライド P 　構造予測（Alphafold））
　いろいろなものに適用できます。例えば、アミノ酸の
配列を入れて、そこからタンパク質の立体構造予測みた
いなことにも使われています。これが非常に創薬に役に
立っているといったことも報告されています。
（スライド P 　プログラム（copilot））
　それから、よく使われているのはプログラミングです。
これは、ここまで書いたら、ここが全部出てくるという
例です。ここに、いろいろコメントが書いてあります。
プログラミングというのは、いろいろコメントを書きな
がら、ここは、こういう処理をするみたいなことをメモ
しながらプログラムを書いていくわけですが、ここまで
書くと、だいたい、そのメモの内容を読み取って、「ああ、
こういうプログラムなのね」ということをたちどころに
書いてくれる。
　これは、“GitHub” と呼ばれているような、プログラ
マーが使っているホームページがあって、そこに、いろ
いろなプログラムが置いてあるわけです。そこに、こう
いう文章がたくさんあるので、「ここまでくれば、こう
いうことだろう」ということを予測して、このようなプ
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ログラミングを自動的にやってくれるというわけです。
非常に大量の人が書いたものがあって、その上で予測を
することによって、生成AI はできているということで
す。
（スライド P 　テキスト（ChatGPT））
　「ChatGPT とは何か？」、これを入力すると、例えば、
「ChatGPT は、OpenAI が開発した大規模言語モデルで
……」と、こういうアーキテクチャで、こういうことが
できますみたいなことが出てくるわけです。これは、こ
の後に出てくる応答文での一単語ずつを予測して、こう
いう文章を詰めていっているということです。
（スライド P 　ChatGPT）
　ここまでがざっくりとした生成 AI の説明ですが、
ChatGPT について、もう少し詳しくお伝えしたいと思
います。先ほど、一単語ずつやるという話をしたと思い
ます。それで、ほぼほぼ十分なのですが、もう少しだけ
中身が分かったほうがいいかなと思うので、その説明を
いたします。
（スライド P 　ChatGPT の普及の速度）
　ChatGPT というのは、この業界ではすごくて、こ
れはよく引用されている棒グラフです。 万ユー
ザーに到達するまでの時間です。Netflix だと . 年、
Kickstarter や Twitter だと 年かかっているのですが、
ChatGPT は 日間で 万ユーザーを獲得しています。
すごいスピードで使われ始めたということです。日本で
も相当使われています。
　このなかで使っている方はどれぐらいいますか。もう
実際に使ったことがあるという方はいますか。半分ぐら
い、もう少し 割ぐらいでしょうか。ちょっと使うと、
凄さというか、面白さというものが分かるし、それとと
もに、今日、説明していくような、ちょっと使えないか
なというポイントもいくつか出てくると思うので、そん
な話も後でしていきます。使ってみると「結構、いいね」
となるようなもので、 日間で 万人に到達したとい
うことです。
（スライド P 　ニューラルネットワーク）
　なかで何をやっているかというと、「ニューラルネッ
トワーク」というものを使っています。この話を最初に
しておかないと分からないと思うので、ニューラルネッ
トワークについて紹介します。
　ニューラルネットワークとは、コンピュータが学習す
る手法の一つです。主に人間の脳の仕組みをもとにした
学習手法で、入力に対して望ましい出力が得られるよう
にシナプスの結合を調整する。

　これは脳です。皆さんの頭のなかに入っている脳があ
ります。これを顕微鏡で見ると、こんな感じになってい
ますと。ここにニューロンがあって、この間が軸索（じ
くさく）とかでつながっているという構造をしていま
す。人間みたいな知能をつくりたいと思って、これをコ
ンピュータ上に実現したのがニューラルネットワークと
いうもので、このような感じのかたちをしているわけで
す。これを抽象化してコンピュータ上に乗せたら、この
ようなかたちになりましたというお話です。この一つ一
つがニューロンで、それがエッジ（edge）といいますが、
こういうものでつながっている。最終的に入力が入って
くると、出力が出てくるというものです。
　われわれにとって、入力はセンサーで、いわゆる五感
みたいなものです。視覚とか、聞いたりするものが入力
になって、それを踏まえて行動するのが人間の仕組みな
わけです。コンピュータは、何らかの入力、数値列が与
えられて、それに対して何らかの数値列を出力するよう
になります。
　ポイントは、この線がどのぐらい太いかということで
す。つまり、ある入力がたくさんきます。その入力に対
して、例えば、ここに「 」がきて、ここに「 」が入
ってきたりするわけですが、ここに「 」がきましたと。
その「 」をどのくらい上に伝えていくかみたいなこと
を、ここの太さで調節するわけです。細かったり、太か
ったりするわけです。ここに「 」とか「 」が入って
きて、この太さに応じて上のほうに情報がどんどん上が
っていく。太かったら、それがそのままいくし、細かっ
たら全然上にいかないし、その調節に従って、最終的に、
ここに「 」とか「 」とか何らか出てくるわけです。
　ここに入力に対して欲しいものが出てくるように、こ
この太さを調節するのが、ニューラルネットワークにお
ける「学習」と呼ばれているものです。
　ですから、ニューラルネットワークとは、大量にデー
タをまず用意するのですが、入力を用意して、それに対
応する。こういうものが出てほしいという出力を用意し
て、この太さのことを「重み」と言ったり、「パラメー
タ」と言ったりしますが、このパラメータを調節して欲
しいものが出てくるようにするような機構のことを「ニ
ューラルネットワークの学習」と呼んでいます。ですか
ら、大量にデータを与えると、何かうまいこと、ここの
太さが変わって、入れたものに対して適切なものが出て
くるようになるというわけです。人間の脳が、そういう
ことをやっているのではないかということです。
（スライド P 　ニューラルネットワークの学習）
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　これを、もう少しだけ詳しく説明させていただきます。
これは先ほどの一部分を取ってきたものです。これは横
に向いているので、縦を横にしました。この “x” と “y”
が入力です。これがニューロンです。最終的に何か出力
が出ているという図になっています。
　このニューラルネットワークに、“x” と “y” が入っ
てきました。この線が太かったり細かったりするもの
ですが、その太さを値で表しています。ここが “a” で、
ここが“d”。この太さのことを、大きさを“a” “b” “c” “d”
というアルファベットで表しています。
　例えば、ここのニューロンに入ってくる値がいくつに
なるかということを計算すると、この “x” という入力
に対して、この太さがあります。ですから、「a x」が
ここに入ってくるわけです。“y” という入力が、ここ
に入っていますが、ここの太さが “b” なので、「＋by」
というのが、ここに入ってきます。このニューロン自体
がもともと持っている値みたいなものがあったとしま
す。それを “c” と置くと、このニューロンに入ってき
ている値は、「ax＋by＋c」になります。単純に入って
きたものと、ここを掛けて足しただけです。
　それを、また次のニューロンにつなげていくことをす
るわけですが、そのときにポイントがあって、ここに、
直接、これを届けるわけではないのです。人間の脳の性
質から言うと、いろいろな情報がたくさん集まってくる
と、急に次のところにつなぐということが知られていま
して、それを模した構造が入っています。
　例えば、この右下にあるようなものを「シグモイド関
数」といいます。入ってくる値が小さいうちは何も起き
ないのですが、大きくなってくると、急に値を出してく
るような関数があります。これを、ここに入れています。
ですから、「ax＋by＋c」が十分に大きくなったら、次
のニューロンに、その値を届けるみたいな仕組みになっ
ています。
　例えば、この「ax＋by＋c」を “z ” とします。それを、
この関数（活性化関数）を使って、“X” という値に変
換したとします。“X” という値が、こちらに向かいます。
同じようなことが、こちらにも起こっていて、ここから
くる値を “Y” とします。そうすると、ここに入ってく
る値は「gX＋hY」、そして、ここにもともと持ってい
る値を “i” とすると「＋i」。それが “z” になりますと。
そのような感じの構造をしていると思います。これがニ
ューラルネットワークのほぼ全てです。
　これを所望の値にしたいわけです。こういう値になっ
てほしいという値が、例えば、大文字の “Z” だとすると、

これに近づけたいわけです。しかし、“z” は、この値で
はないかもしれないので、なるべく、この差を小さくす
るように、“a” “b” “c” “d” “e” “f” “g” とかを調節する。
それをニューラルネットワークがやっているわけです。
　この “z” と “Z” の誤差というのは、引き算して
乗すれば分かるわけですが、同じように、この差を小さ
くするために、いろいろな値の関係を見ていきます。例
えば、“g” に着目します。例えば、“g” を「 」増やすと、
この “z” の値はいくつ変わりますか。“g” を「 」増
やすと、最終的に“z”の値は“X”増えます。ですから、“g”
が少し増えると、“z” にどのぐらい影響を与えるかとい
うことが分かります。“X” 分大きくなる。そうすると、
最終的に、誤差はどのくらい大きくなるかということも
計算できます。
　ですから、この “g” をうまく調整すれば、この誤差
を小さくできることが分かります。そういう仕組みを使
って、この “g” を調節してあげると、誤差が小さくな
ります。そういうことを “g” も “h” も、“a” も “b”
も “c” も “d” も “e” も全てやるわけです。そうすると、
“x” と “y” に対して欲しい、“Z” に近い “z” が出てく
るようになるのが、ニューラルネットワークの仕組みに
なります。
　私の大学の授業で使っている資料なので分かりにくか
ったかもしれませんが、やっていることは、“x” と “y”
に対して欲しい “Z” になるように、この “a” “b” “c” “d” 
“e” “f” “g” とかの値を調節することをやっていて、こ
れを死ぬほどやるということです。
　これは、“a” “b” “c” “d” “e” “f” “g” といくつか値が
ありますが、矢印が つしかないです。この矢印が今の
ニューラルネットワークだと、だいたい , 億とか
兆とかあります。それを欲しい値になるように、全て調
節することをやるので、死ぬほどコンピュータパワーが
かかることになるわけです。これは つしかないので、
すぐに計算できますが、これが億とかになってくるので
大変だということです。
（スライド P 　ディープラーニング）
　ニューラルネットワークを、たくさん何層にも積み重
ねたものを「ディープニューラルネットワーク」といい、
それを学習することを「ディープラーニング」といいま
す。
　「大きいものでは数千億のパラメータ（重み）を持つ」
と書いてありますが、ここが数億、数千億になっていく
ということです。ですから、データを与えて、入力に対
して欲しい数値になるように、この一つ一つの値を調節
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していく。先ほどの仕組みを使って、“g” が少し増える
と、このぐらい “z” が増えるから、誤差がこのくらい
になるということを考えながら、一つ一つ調節していく。
そういうことを , 億個について全てやっていく。そ
うすると、何か賢いことができるということです。
（スライド P 　テキストを数値列として扱う（ワンホ
ットエンコーティング））
　ChatGPT は、テキストを扱っています。テキストは
数値ではありませんので、何とかして数値として扱える
ようにしないと、ここの入力にできません。ですから、
無理やり数値にすることをやります。それを「ワンホッ
トエンコーディング」と呼んでいます。
　例えば、「私」「猫」「が」「を」「行く」「大学」「好き」
という つの単語しかない世界を考えてください。世の
中に、この つしか単語がないとしたときに、「猫が好き」
という文章は、このような数値列で表すことができます。
　なぜかというと、 つしかないのですが、例えば、「猫」
は つの単語のうちの「猫」のところに「 」があるも
のだと考えるわけです。「が」は、 つの単語のうちの「が」
のところだけが「 」で、ほかが「 」のものだと。「好
き」というのは、 つのうちの「好き」のところだけ「 」
が立っているようなものと考えると、このような数値列
で表すことができます。そうすると、ニューラルネット
ワークの、ここの部分にそれを入れ込むことができて、
欲しいものを得られるように学習することができるよう
になります。
　画像であれば、それぞれの画素を数値で表すことがで
きるので、そのまま入れればいいのですが、テキストの
場合はそうもいかないので、このような感じで文章を区
切る。実際には、単語よりももう少し小さい単位を使い
ますが、「 」「 」にして入れるということをしています。
（スライド P 　言語モデル）
　ChatGPT というのは、言語モデルの一つです。次の
単語を予測するものを「言語モデル」といいます。言語
モデルは、次の単語を予測するものだけではなく、言葉
のモデル化をするものは全て言語モデルです。このよう
なプラモデルは、実際のものを模しているからプラモデ
ルなわけです。ですから、言葉を模している、言葉をモ
デル化しているものが言語モデルです。
　言葉をどのようにモデル化すればいいのかといったと
きに、「言葉の並びを予測するものだ」と工学の人たち
は考えて、「特に次の単語（の分布）を予測するものを
言語モデルと考えましょう」と決まったわけです。
　これは非常に工学的な応用がたくさんありまして、仮

名漢字変換、皆さんがスマホで漢字を変換しているもの
にも、この言語モデルが入っています。機械翻訳も、当
然、次の単語を予測したり、英語の並びが適切かどうか
を判断するのに、この情報が必要なので使ったりしてい
ます。
　この言語モデルというのは、DeepL 翻訳などがくる
前から、何十年も前から学習されてつくられていて、機
械翻訳や音声認識にも使われてきました。音声認識など
は、ここ十数年で使えるものになりましたけれども、私
が入社した頃は、 単語の音声認識が限界みたいな時
代でした。それからすると、ずいぶん変わった感じがあ
りますが、言語モデルというのは使っていました。
　言語モデルは、どのようにして言葉の並びを学習する
かというと、例えば、「内閣／総理」という並びがある
特定のデータのなかに 回出ていたとしましょう。そ
の後の単語を調べていくわけです。例えば、「内閣／総
理」の後に 回のうち 回は「官邸」と来ていて、「大
臣」というのが 回来ていたとすると、次に来やすい
単語は「大臣」ということが分かります。カウントすれ
ば、 回中の 回、すなわち . の確率で「官邸」が
出力されるし、 . の確率で「大臣」が出てくることが
分かります。これを使って、先ほどのように一つずつ単
語を選んでいけば、「内閣総理大臣がどこどこに」とい
う文章をつくることができるわけです。ただ、当時のや
り方の問題は、単語一つ一つがあるか、ないかでしか表
すことができなかったのです。
　これは、ちょっと工学的な話になりますが、例えば、
皆さんが Google などで非常に長い文字列を double 
quote 付きで検索したとすると、ヒットがゼロ件になっ
て何も出てこないことがあると思います。これを「ゼロ
頻度問題」というのですが、ゼロ頻度問題になると確率
が計算できなくなってしまうわけです。一回も出ていな
いので、ゼロとするしかないわけです。
　実は、そういう問題がずっと起きていました。例えば
「内閣／総理」で、次に「大臣」という単語が来ること
は分かるのですが、「内閣／総理／大臣」の後に全く見
たこともない単語が入ってきたとすると、その次にくる
単語は何かとしようとしても、そもそも、その単語列が
データ中に出ていないので、確率が計算できないという
話になっていたわけです。
　それが次の単語の予測をすごく阻んでいて、機械翻訳
などの精度も全く上がらなかったわけです。それが急に
上がりだしたのは、ニューラルネットワークを導入して、
単語をもう少し柔軟に扱えるようになったからだと思い
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ます。それができるようになって、Google 翻訳が急に
流暢に出るようになったという瞬間があったと思いま
す。その瞬間は、ゼロ頻度問題を解消されて、次に出て
くる単語がよりよく予測できるようになったからです。
（スライド P 　ニューラル言語モデル）
　簡単に言うと、ニューラルネットワークを使うと、「内
閣」という単語がくるわけですが、先ほど言ったように、
ここでいったん、このような数値列に変換するわけです。
数値列に変換した上で扱えるようにしているので、その
単語がもう少し柔軟に表されているというか、ある、な
しではなく、この単語とこの単語は近いということが、
数値にするので計算できるようになるわけです。そうす
ると、「内閣／総理」、そして「大臣」みたいな予測をす
るわけです。内閣でなくても、内閣に近い単語、「総理」
ならば、次は「大臣」でもいいのではないかと、少し緩
やかな計算が数値化することによってできるようになっ
た。そのおかげで、非常に長い文字列の後の次の単語も
予測できるようになったわけです。それが、ニューラル
ネットワークによる非常によかったポイントです。それ
によって、Google の機械翻訳やDeepL 翻訳の性能が上
がったということです。
　ですから、このように単語で一つ一つを数え上げて計
算していたときは、計算できなかったものが、数値化し
て似たような単語は同じようなものでいいのではないか
という発想ができることによって、次の単語も非常に高
精度に予測できるようになったということです。
　このような構造で有名なのが「トランスフォーマー」
と呼ばれるものです。名前だけは聞いたことがあるかも
しれませんが、そういうことをしますということです。
（スライド P 　セルフアテンション）
　ここは割愛します。
（スライド P 　大規模言語モデル）
　先ほどのニューラルネットワークを使って次の単語を
予測することが、非常に柔軟で、非常に長い文脈であっ
たとしても、次の単語を予測できるという話ですが、そ
れを大量のデータで次の単語の予測をするようにしたよ
うなモデルが、いわゆる「大規模言語モデル」というも
のです。通称 LLM（Large Language Models）と呼ば
れるもので、非常に膨大なデータで学習された言語モデ
ルのことをいいます。
　次の単語を予測することを、ニューラルネットワーク
にさせる。次の単語が予測できるように、ニューラルネ
ットワークが学習するわけですが、そのときに、非常に
たくさんのデータを使って、次の単語の予測をさせるよ

うにします。
　では、どのぐらいのデータを使っているのか。右側に、
このようなデータが何テラバイト、何ギガバイト使われ
ているということが書いていますが、 兆単語ぐらいの
データを使っています。 億の 万倍ですから、結構、
大きいサイズのデータです。人間の場合だと、おそらく
数千年から 万年ぐらいで見る単語を見せて、次に来そ
うな単語を教えることをしています。
　学習方法には 段階あります。次の単語を予測する
と言っていますが、ChatGPT は、次の単語を予測する
だけではありません。「大規模言語モデル」と呼んでい
るものは、ただの言語モデルではなく、さらに人間が
欲しいものが出るようにチューニングされているのが、
ChatGPT のすごいところです。
　ただ単純に、たくさんのテキストについて、例えば、
兆単語を見せて、次の単語を予測することだけをニュ
ーラルネットワークに学習させると、何かできますと。
次の単語の予測ができますが、その段階は、ここで言う
プレトレーニングが終了した段階の大規模言語モデルと
いうものになります。これは日本語をたくさん見た、英
語をたくさん見たという素の状態です。ですから、日本
語とはどのようなものか、英語とはどのようなものか、
何か並びが分かったような状態です。たくさん見せると、
そういうことができます。
　その後、日本語は分かったので、日本語の上で法律を
勉強するということを教えることができるようになりま
す。日本語という素地があるので、その上で、こういう
並びについては、こういう並びを出せばいいということ
を追加で学習することをすると、特別な機能を持たせる
ことができるようになります。それを「ファインチュー
ニング」といいます。個別のデータを与えて、それを解
けるように追加学習するということです。
　例えば、長い文章と、さらに要約した短い文章を入れ
て学習させると、長い文章に対して、このように短い文
章が出てくればよいということを、プレトレーニングさ
れた上で学習できて、要約ができるようになる。あるい
は、日本語と英語のペアを大量に与えて、このような日
本語の後は、こういう英語が出てくるといいということ
を学習させる。ドリルをするような感じで、このような
入力に対して、このように答えればいいということを、
個別のデータを使って教えると、個別のデータが解ける
ようになる。これが、ある種、DeepL と同じようなも
のになるわけです。
　ですから、プレトレーニングされた状態で翻訳のデー
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タをたくさん与えると、DeepL 翻訳みたいなものがで
きるわけですが、DeepL は翻訳しかできないわけです。
しかし、ChatGPT は、いろいろなことを入れても、そ
れなりに返してくるではありませんか。そうするために、
ChatGPT は少し工夫をしています。さまざまな指示と、
その応答をファインチューニングのデータとして与えて
います。例えば、要約のデータも入れる、翻訳のデータ
も与える、読解のデータも全て混ぜこぜにして、とにか
く全て覚えるように教えています。そうすると、いろい
ろなものが入ってきても、「ああ、これは要約だ」とか、「こ
れは翻訳だ」ということを内部で勝手に解釈して、それ
に対して適切な応答が出るようになります。これはファ
インチューニングのなかでも、「インストラクションチ
ューニング」と呼ばれていて、指示に対して適切に沿う
ように言語モデルが改変されます。まだ、これだけで終
わっているわけではなく、ChatGPT にはもう一段階あ
ります。それが人間のフィードバックによる強化学習と
いうものです。これは、人間が出力を見て、「いい（○）」「悪
い（ ）」をつけて、私の「○」「 」に沿うように出力
を変えなさいというふうにして学習させる方法のことを
強化学習といいます。そうすると、徐々に私が「○」と
言ったものが出やすくなります。それが、われわれが使
っているChatGPT がやっていることです。
　右側の絵は、私が割と気に入って使っているものです。
この化け物のようなものがあると思いますが、これがプ
レトレーニングを表しています。とにかく言語だけを知
っていて、何かよく分からない魑魅魍魎みたいな、次の
並びは分かるけれども、それ以外は何も知らないような
化け物みたいなものが、プレトレーニングされた状態の
言語モデルです。言語そのままという感じです。
　それに対して個別のデータやインストラクションのデ
ータを使って、このようなものに対して、このように出
してほしいということを教えると、人間らしいものがで
きます。
　さらに、人間が出力を見て「○・ 」をつけ、「○」
が出やすいように強化学習をさせると、“cherry on 
top” と書いてありますが、かわいいチェリーみたいな
ものができて、人間が食べたい美味しいものになるとい
うことです。このような 段階を経て、最終的に皆さん
が使っているChatGPT ができているということです。
　この過程では、非常にたくさんのことがやられている
わけです。このフィードバックをどのくらい与えなくて
はいけないのかとか、たくさんの人が、それこそある特
定の労働環境にあって、「○」「 」をずっとつけるよう

な作業をして、こっちがいい、こっちは悪いということ
をつけて、個別のデータも人間が一つ一つ、これに対し
て、こういうふうに出たほうがいいということを用意し
て、最終的に出来上がっているものです。
　ですから、このチェリーというのは、「○」「 」をつ
けた人の価値観に沿ったものになるわけです。この人間
の価値観に沿わせることが、今、AI では非常に重要な
課題になっていて、それを「アラインメント」と呼んで
います。「AI というのは、これからアラインメントされ
ていかなければいけない」というような文脈でよく使わ
れるので、覚えておいていただきたい言葉です。
　ただ、これは誰にアラインメントしているのかという
ことを十分に考えておかないといけません。誰かがつけ
た「○」「 」に、ただアラインメントしているだけなので、
よく分からない価値観に引きずられていく可能性も十分
にあるということが、このアラインメントのいいところ
でもあり、悪いところでもあります。
　このように大規模な言語モデル、 兆単語ぐらい見せ
たものを少しずつよくして、最終的にチェリーが出てく
るようにしたものが、ChatGPT であるということです。
（スライド P 　インストラクションデータの例）
　これは、インストラクションのデータの例です。非常
にシンプルです。これは英語ですが、インプットとして、
“Movie review: This movie is the best RomCom since 
Pretty Woman.” “Did this critic like the movie ？” そ
れで、“OPTIONS” “yes” “no”。それで、“yes” と書い
ています。これは、レビュー文なわけです。この人は、「こ
のムービーが好きですか？　イエス・ノーで選んでくだ
さい」というものに対して、この場合は好きなので “yes”
と。これに対しては、このように答えなさいということ
です。
　これは “John is reading the paper” “Finetuned 
Language Models are Zero-Shot Learners.” “Change 
to past tense.” そうすると、“John was reading the 
paper” になっている。これは tense 変換の例ですが、
このようなものをたくさん与えているのが、ここに当た
るものです。
（スライドP 　人間のフィードバックによる強化学習）
　このようなデータを言語モデルに与えて、さらに、い
ろいろなことができるようにしている。人間がやってほ
しいようなことができるようにしているということにな
ります。
（スライド P ）
　これがパラメータの数を示した図です。私が数年前
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に扱っていたようなことは、このへんでした。ここに
“M” とか “B” とか書いてありますが、“M” というの
は “million” のことで 万、“B” というのは “billion”
のことで 億を指しています。この数はパラメータの
数ですから、ニューラルネットワークの線の数です。そ
の線がどんどん増えていることを表しています。
　この段階でも、結構、大きいです。 , 万もあります。
どんどん増えていき、GPT‒ のところで約 億のパラ
メータです。これでも十分大きいと言っていたのですが、
あれよ、あれよという間に、今は、ここに至っています。
ここのGPT‒ のパラメータ数は明らかになっていませ
んが、 , 億～ 兆ぐらいではないかといわれていま
す。
　GPT‒ が、ここです。 , 億のパラメータがあって、
これはもう 年ぐらい前ですから、どんどん増えていっ
ているし、ほかのところも出してきている。OpenAI 以
外にも Google や NVIDIA、Meta などが、たくさんモ
デルを出していて、今、競争になっています。国内企業
もたくさん出しています。LINE、Yahoo! なども、これ
からつくっていくのではないかといわれています。
（スライド P 　大規模言語モデルのリーダーボード）
　この大規模言語モデルの戦いは熾烈で、それを表して
いるウェブページがあります。興味のある方は見ていた
だければと思いますが、このようなコンテンツサービス
の業界は、リーダーボードをつくって競争することが好
きです。左側に言語モデルが並んでいて、いろいろなタ
スクとか課題に対して点数化されています。一番左側が
何でもやらせたときに、どのぐらいの精度が出るかを表
していて、“Elo rating” と書いてありますが、これは対
決させたときにどれぐらいそちら側が勝つかというこ
とを表している値です。もちろん、GPT‒ が強いわけ
ですが、OpenAI から派生したAI ベンチャーのClaude
というのが、 、 、 位ぐらいにつけている。そして、
GPT‒ . が、このぐらいの値になっています。この値か
ら見れば、それほど違いはないということです。
　Vicuna とか、Llama というのは、どちらかといえば、
オープンソースとか研究寄りのモデルになっていて、わ
れわれがよく研究で使っているのは、この辺のモデルで
す。この辺でないと、われわれのコンピュータ上では動
かないので、このあたりのものを使っています。この辺
は非常に大きいし、そもそもクローズドなモデルで、わ
れわれは自由にアクセスできないので、企業が頑張って
使っていると。OpenAI が頑張って普及させているとい
う感じのものになっていますが、感覚としては、このく

らいの並びになっていることを理解しておいてくださ
い。
（スライド P 　GPT‒ におけるマルチモーダル入力）
　GPT‒ ぐらいになってくると、テキストだけではな
く、画像も一緒に入れて学習させていたりするので、画
像質問もできるようになっています。今の GPT‒ は、
まだ一般ユーザーは使えないのですが、開発者とかであ
れば、おそらく使えると思います。このようにスマホに
RGBのケーブルを差して、「この画像は何がおかしいの
か、教えて？」みたいなことを聞くと、「スマホなのに、
こんなのを使っていておかしい」みたいなことを答える
わけです。
　これは画像とテキストをセットで言語モデルに入れ
て、その答えを出力させているわけです。ニューラルネ
ットワークですから、当然、画像も入れられるし、テキ
ストも入れられるわけです。このようなことができるわ
けですが、これをするためには、非常に多くのデータを
用意しなくてはいけないし、計算機も用意しなくてはい
けないので、これがしっかりできるのはOpenAI ぐら
いではないかということで、非常にすごいなというとこ
ろです。もちろん絵ができるので、このような試験問題
なども解くことができます。
（スライド P 　生成AI における諸課題）
　少し ChatGPT の話が長くなってしまいましたが、あ
る種の仕組みの話をしてきました。
（スライド P 　示唆的な事例（受賞した絵））
　いろいろな課題が生まれてきているということで、そ
の課題の話をします。有名な事例をいくつか紹介したい
と思います。これは有名な絵です。「Théâtre D’opéra 
Spatial」という非常にきれいな絵ですが、これはAI が
つくった絵で、アメリカのとある美術の大会で優勝した
作品です。AI がつくったことをきちんと明記して、優
勝した作品ということです。世の中には、これを認めな
い人もいますが、AI が人間に勝ったというか、AI のア
ートが登場して、それがきちんと認められるようになっ
たという意味では、非常に示唆的な事例ではないかと思
います。
（スライド P 　示唆的な事例（漫画））
　これは、「ZARYA OF THE DAWN」という有名な漫
画です。この漫画の絵の部分には、Midjourney とい
う生成AI が使われていて、ストーリーや吹き出しは全
て人がつくっている作品です。これも AIComicBooks.
com にいけば見ることができますので、また見ていた
だければと思います。ただ、なぜ、この漫画が話題にな
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ったかというと、もちろんAI でつくっているわけです
が、アメリカでは、結構、つくったものはすぐに著作権
申請をするわけです。しかし、これは認められなかった
ということで、非常に有名な事例になっています。
　どこが認められなかったかというと、イラストの部分
です。イラストの部分は人間が制作していないという理
由で認められなかったということで、当時、非常に話題
になりました。論拠としては、生成AI は、先ほど言っ
たとおり確率的なのです。ノイズから少しずつきれいに
していくという過程を学習させて、それを適用している
ので、そのときに少しランダムさが発生するので、人間
は、これをつくろうと思ってつくっているわけではない
と言うこともできるわけです。ですから、たまたまでき
たものに対して著作権は与えられないということで、こ
のような判定になったということです。
（スライド P 　示唆的な事例（フェイク画像））
　これも結構、有名な例で、ご存じの方も多いかと思い
ます。ローマ法王が、ダウンジャケットを着ている画
像です。酔っ払ったアーティストがつくって投稿した
ら、すぐにバズったというもので、これも本当かどうか
すぐ分からないぐらいきれいにできています。また、ト
ランプ前大統領が捕まったみたいなフェイクニュース
が流れたときもありました。これも Stable Diffusion と
Midjourney を使ってつくられたものです。このような
ものもつくることができてしまうので、非常に問題にな
っているわけです。
（スライド P 　ハルシネーション（hallucination/ 
confabulation））
　あと、ハルシネーションと呼ばれる問題です。これが、
われわれとしては一番身近な問題になるかと思います。
「私について知っていることを教えてください」と。今
はもう言わなくなりましたが、「私は小説家です」とか、
「 年に生まれました」とか、こんな小説を書きまし
たとか適当なことを言ってくるわけです。私は小説を書
いていないのであれですが、ただ、仕組み的には、この
単語の次にくるものを適当に予測しているわけです。で
すから、この後に、こういうものが来そうだなというこ
とを適当につくり上げることがあるわけです。これをハ
ルシネーション（hallucination：幻覚）と呼んだり、最
近では、よくコンファビュレイション（confabulation：
作話）といったりします。それを真実だと思って言って
いることを作話というらしいです。システムとしては
棒グラフの確率に沿って一つ一つ単語を選んでいるだ
けで、それが大事だと思って信じてつくっているわけ

で、別に幻覚を見ているわけではなく、信じ込んで、人
間にとっては正しくないことをつくっている。それは
“hallucination” ではなく “confabulation” と言ったほ
うがいいのではないかと、最近、AI の大家の人たちが
言いだしているので、“confabulation” という言葉も併
せて覚えておくといいと思います。仕組み的には、あり
得るという話です。世の中的には、これが真実だと思っ
て流布されてしまうと面倒なことになったりするという
ことです。
（スライド P 　対話ロボットにおける生成AI）
　せっかくですから、私がやっている研究を入れよう
かと思って持ってきたものです。これはロボットです。
AI ロボットで接客するというシーンで、旅行案内をし
ています。これは、私がやっている対話ロボットコンペ
ティションという大会で、AI 接客の 位を決めるとい
うことをやっているのですが、このときに優勝したチー
ムです。これは皆さんがお使いのアプリの LINE がつく
ったシステムです。LINE も独自で言語モデルをつくっ
ていて、それがなかで使われています。どのような対話
だったか、見てもらえればと思います。
（動画視聴　約 分 秒程度）
　このような感じです。本当は、詩仙堂にご朱印はある
わけですが、このシステムはしれっと偽の情報を、嘘
を言ってしまっているわけです。これで、「じゃあ、詩
仙堂に行くのはやめよう」となってしまったりするわ
けです。これは、やはり “hallucination” ないしは
“confabulation” というものが、実際に使われたときに、
このような感じで起こってくるという話です。
（スライド P 　奪われる職（ / ））
　あと、よくいわれる諸課題として、職が奪われるみた
いな問題もシビアになってくるかなと、私もそこそこシ
ビアになってくるのではないかと思っています。これは

年に発表された非常に有名な Frey and Osborne の
論文です。この辺の職業は大丈夫だけれども、やはり、
ちょっと危ない、自動化されやすいということです。当
時、Osborne らは、調理やウエイターなどは、なかな
か減らないのではないかと、ちょっと勘繰っていたらし
いのですが、結果を見れば、レストランに行くと配膳ロ
ボットがたくさんいたりします。私もつい先日までチェ
コに行っていたのですが、チェコのカフェにも配膳ロボ
ットがいて、結構、どこでも配膳しているという感じに
なっていますので、実際に奪われてきているのだろうと
いうことです。
　別に奪われてもいいのではないかと言う人もいます。
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新しい職ができるのだからと、結構、言うわけですが
……。
（スライド P 　テクノロジーの世界経済史）
　例えば、この本を見ると非常によく分かります。奪わ
れたものに追い付くには、結構、時間がかかるというこ
とが歴史的には知られていて、高度な教育をしていかな
いと、新しい職になかなか就けない。新しい職に就けな
い人は、そのまま、その人生を終えてしまうというよう
なことが書かれています。興味がある方は、ぜひ読んで
いただければと思います。
　今は、テクノロジーのサイクルが非常に早いので、例
えば、ある文書の下書きをする人とか、ある法律文書の
チェックをする人とか、この時間が圧倒的に早くなると
いうことが起きています。翻訳などはかなり減っている
と思います。 人でやっていた仕事が 人でいいとなれ
ば、 人がいなくなってしまうわけです。その 人がよ
り高度な仕事をするために、新しい教育が必要で、教育
を受けるためには、それに追い付かなくてはいけないと
なるわけです。ユヴァル・ノ・ハラリさんの別の本など
を見ると、新しい職に移るためのサイクルが、今はどん
どん早くなっているので、追い付けずにどんどん脱落し
ていくのではないかみたいなことが言われています。そ
れなりに職が奪われることは確かで、産業革命みたいに、
全員に富が行き渡るまでには、結構、時間がかかるので
はないかということが予想されるわけです。その意味で
は、このような問題も、これから深刻化していくのでは
ないかと思います。この辺が生成AI に関わる諸課題で
はないかと思います。
（スライド P 　生成AI に関するガイドライン）
　このようなことを踏まえて、われわれはどう使ってい
けばいいかという話がたくさん起きていますので、少し
キャッチアップ、あるいは説明していきたいと思います。
（スライド P 　人工知能学会によるガイドライン）
　私は人工知能学会の理事もやっているのですが、みん
なで考えて、このようなガイドラインを出しました。「社
会に向けて」「教育の場に向けて」「研究コミュニティに
対して」ということで、このように考えたらいいですと、
人工知能の研究者は、このように考えていますというこ
とを文面化したものです。
　社会についてですが、いろいろな使い方ができる。し
かし、発展途上の技術であることを理解した上で、正し
い活用をしていきましょうと。特に、よく言われている
ように、鵜呑みにするような、無条件な受け入れ方はせ
ずに使ってくださいということです。ですから、先ほど

のように、「ご朱印がない」とか言ってしまうわけです。
確率的に選択しているだけなので、そういうことも言っ
てしまうわけです。そういうことを踏まえて使いましょ
うということです。
　教育の場に関しては、一律な利用の禁止は何も生み出
さないと。積極的に利用する前提で、どのように活用す
るかを検討すべきだということを言っています。われわ
れは、AI を積極的に推進する側ではあるので、このよ
うな感じになりがちではあるのですが、便利な側面を使
わないということは、なかなか厳しいのではないかとい
うことを言っています。また後で教育の場の話をします。
　研究コミュニティに対しては、盗用しないでください
ということが書いてあります。論文のコアとなる部分は、
やはり研究者がやるべきだということです。これはかな
り抽象化されている話をしています。そもそもAI 学会
として何か出さなければいけないと思って、突貫工事で
つくって出したような文言になっていますが、方針とし
ては、これがAI 学会のスタンスです。
（スライド P 　ディープラーニング協会のガイドライ
ン（入力に関する注意））
　もう少し後になると、松尾豊先生（東京大学大学院工
学系研究科教授）などが、なかに入られている日本ディ
ープラーニング協会で、もう少ししっかりとしたガイド
ラインや使い方みたいな話が出ています。これは割とし
っかり書かれているので、実際の実務的には便利ではな
いかと思って引っ張ってきました。使い方としては、著
作権などの扱いに気を付けようという話がしっかりと実
務的には書かれています。
　第三者が著作権を有しているデータ（他人が作成した
文章等）、登録商標・意匠（ロゴ・デザイン）、著名人の
顔写真や氏名をどのように使うべきかという話がありま
す。実は、生成AIに入力する場合は全く問題ありません。
日本の著作権法の第 条は非常に柔軟で、何でも使っ
ていいと、誰かが著作権を持っているものでも使ってい
いと、情報処理のためには使っていいので、どのような
データでも入れていいということは、まず知っておきま
しょう。ですから、自由に使っていいのです。
　ただし、個人情報や他社の機密情報などは、学習に
利用される可能性があるため、同意が必要だったり、
NDA（機密保持契約）に反するので、なるべく入力し
ないほうがいいということです。ですから、学習するた
めには入力と出力が必要です。それをOpenAI などは、
あなたが入れたデータを学習に使いますと、何も言わな
かったら使いますとなっているわけです。そうすると、
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あるところで、そのデータが出力として出てきてしまう
可能性が出てくるわけです。学習に使っているので、次
の単語の候補に入ってしまい、出てくる可能性がある。
ですから、個人情報や他社の機密情報などが出てしまう
かもしれないので、それは入れないでくださいと。入れ
ることはできますが、入れないでくださいということで
す。
　あと、自組織の機密情報は、サービス提供者によって
利用される可能性があるために、入力しないほうが無難
であることが書かれています。かなり実用的な書き方を
してありますが、自分の組織のものならいいだろうと思
って入れてしまっても、結局、OpenAI などが、それを
使って何か利用することになっているので、しないほう
がいいということです。
　もちろん、オプトアウトというフォームがあったりし
ます。自分のデータを学習に使わないくださいという、
抜けるためのチェックみたいなものができて、これをす
ると自分のデータが学習データに使われないのですが、
ただ、使われないからといって相手が見ないというわけ
ではない。一定監視しているので、どこでどう漏れるか
分からないし、情報安全保障上あまり望ましくないわけ
です。
　Azure OpenAI Service など、マイクロソフ社が出し
ているOpenAI の Service がありますが、機密をしっか
り管理しますと言ってはいるものの、戦争とかが起こる
と何が起こるか分からないので、情報安全保障的に危険
なものは、なるべく入れないようにしようというのが、
基本的なスタンスです。これは入力に関してのことで、
入れないようにしようという話です。
（スライド P 　ディープラーニング協会のガイドライ
ン（出力に関する注意））
　さらに、出力については、どのようなことに気を付け
ればいいのかということも書かれています。まず生成物
の内容に虚偽が含まれている可能性があります。虚偽と
いうのは、作話が含まれている可能性があるということ
です。
　生成物が誰かの既存の権利を侵害する可能性があると
いうことです。特定の作者や作家や作品のみを学習させ
た特化型AI、例えば、ある漫画家のデータだけで学習
したAI ですと誰かが謳って、それをサービス化したと
します。それを使って出てくるものは、完全に模す意図
が満々なので、それは著作権法違反になります。ですか
ら、使っても学習させてもいいけれども、それを使って
著作者の権利を不当に侵害してはいけないということ

が、もちろん著作権法にも書いてあります。それは完全
に違法なので、やめてください。
　あと、プロンプトに既存著作物、作家名、作品の名称
を入力しない。これは結構重要です。生成AI でつくる
ときに、例えば、「何とかさん風に」「鳥山明風に」など
と書いてしまったり、プロンプトに入れてしまったりし
て出てくると思いますが、それは、その人に似せたもの
をつくろうという意図が入ってしまうので、著作権侵害
の恐れが出てくるということです。
　ですから、生成AI でつくるときには、誰かに似せよ
うという意図があるかどうかということが、著作権法の
非常に重要なポイントですから、このようなものを入れ
ないようにしましょうということです。
　あと、生成物が既存著作物に類似しないかどうかの調
査ということで、全く意図せずに似てしまったら著作権
法違法になってしまう。類似して本当に同じようなもの
ができてしまうと、本物が売れなくなるので違法になっ
てしまいます。類似性の違反になってしまうので、それ
も調査をしなければいけないので、結構、面倒だという
ことになります。大量のデータから学習されて、そこか
らランダムにつくられているので、同じようなものはほ
とんど出ないので、基本的には大丈夫なのですが、たま
に出ることがあるので、それをどうするかという話です。
　虚偽の個人情報の発信や名誉棄損にも気を付けましょ
うと。出てきたものを、そのまま誰かに言ったりしない
ように。あと、生成物について著作権が発生しない可能
性があることにも注意しましょう。先ほどの漫画の例が
端的です。つくったけれども、これで商売しようと思っ
たら、誰かがそれを勝手に転売したとしても著作権はな
いという話に成りかねません。そのときに、例えば、こ
の動画は弁護士さんの動画で非常にいいのですが、プロ
ンプトの工夫や創作的寄与が非常に重要なので、自分が
それをつくったということを証明するプロンプトの履歴
みたいなものがあると、著作権が認められる可能性があ
るといわれています。
　ですから、自分がつくったということ、自分がいろい
ろ創作したということが分かるようになっていれば、先
ほどの漫画も認められる可能性があるということも、今
後、認められる可能性があるといわれていたりするので、
これから変わっていく可能性があるので、なるべくプロ
ンプトなどを記録しましょう。
　あとは、利用規約によって生成物を商用利用できない
可能性があるので、各AI サービスの利用規約は読んで
おきましょう。ということで、結構、網羅的にいろいろ
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と書かれていて有用ですから、ディープラーニング協会
のガイドラインは見ておいたほうがいいということで
す。
（スライド P 　文科省のガイドライン）
　最近、文科省のガイドラインも出ています。皆さん、
結構、利用規約などは読んでいないかもしれませんが、
ChatGPT は 歳以上 歳未満は保護者の同意が必要だ
ったり、Bing Chat なども全て保護者の同意が必要だっ
たりするので、ここもしっかりと押さえておきましょう。
　ですから、彼ら的には、 歳までは、この技術を使
ってはいけないと思っているわけです。子どもがどんど
ん使っていたら、それは、そもそも利用規約違反になる
ので、使っては駄目だということです。
　あと、いろいろな適切でない例や活用できる例がある
のですが、これを一つ一つ読むと面倒なので、ここは後
で読んでいただければと思います。
（スライド P 　利活用のポイント）
　では、実際にどのように使うべきかという話を最後の
ほうにして、終わりにしたいと思います。
（スライド P 　活用のポイント）
　活用のポイントとしては、質問文にこだわって使って
いくのがいいかなと思います。大規模言語モデルには、
いろいろな情報が含まれていて、正直、何が入っている
かよく分からないし、その後の Fine Tuning のデータ
も何を使っているか分からない。Instruction Tuning と
か、その後の強化学習のときにも、どのような「○」「 」
がついているか、正直よく分かりません。何を入れたら、
何が出てくるのか、正直、誰も分からないわけですが、
いろいろな人がいろいろとトライして試して、こういう
ふうに書くと、結構、ちゃんと出てくるということが知
られたハックがいくつかあります。そういうものを知っ
ておくと便利ですということで、後で深津式と野口式を
紹介したいと思いますが、そういう方式で入れると、結
構、ちゃんと出るので、こういうものを知っておくとよ
いと思います。
　大規模言語モデルはよく分からないけれども、そのポ
テンシャルを引き出す聞き方を身に付けておくと、非常
に作業の効率が上がります。大規模言語モデルに含まれ
る知識を、引き出すようなイメージで考えてください。
　あと、無茶ぶりしてもオーケーということで、コンピ
ュータですから、何度聞いても問題ありません。人間だ
ったら何度も聞くと嫌がられたりすると思いますが、何
十回と同じ質問をしても嫌がらずに答えてくれるので、
その意味では、いろいろな質問をどんどん聞くことが正

しい使い方ではないかと思います。
　あと当然ですが、回答を鵜呑みにしない。システム的
には誤っていると思っていないかもしれませんが、社会
的に誤っている可能性などがあるということです。
　あと、検索しようとしない。これは重要な考え方です。
横須賀市や自治体で、いち早くChatGPT を全職員に導
入するということをやって、われわれも彼らを招いて講
演してもらったこともありますが、ほとんどの人がつい
つい検索してしまうわけです。先ほど言ったとおり、基
本的には大規模なデータから学習した固定的なものから
引き出しただけなので、新しい情報は入っていませんし、
今のことには全く答えられません。ですから、基本的に
検索することは駄目です。
　しかし、最近、検索と連動したChatGPT みたいなも
のがあって、まず検索しなくてはいけないと考えると、
一度検索して、ウェブの検索を取ってきて、その検索
結果を使って生成するという仕組みを使っているAI が
あります。そういうものを使うとできますが、普通の
ChatGPT を生で使うと、基本的には検索しても何もい
いことはないので、検索はしないでくださいということ
です。
　あと、ポイントとしては、プロンプトを記録すること
が、これから非常に重要になってくると思います。特に
著作権絡みで、自分がちゃんとつくったという証明に
プロンプトが使われていくことになると思います。ま
た、教育にも有用といわれています。この後で紹介する
OpenAI が、教育事例がいくつか紹介されています。ま
さに、プロンプトのシェアが非常にいいとされています。
（スライド P 　OpenAI の提案する利用方法）
　つい最近、OpenAI は、教育ではこのように使ったら
いいということを つ出しています。まず「議論の相手」
です。対話の設定で情報を探究することが、学生に材料
をよりニュアンスを持って、新しい視点で理解させるの
に役立つということです。それから、「カリキュラム教
材からのクイズ・テスト・授業計画の作成」、内容が学
生の学習レベルに適しているかどうかの確認などに使え
る。それから、「英語非話者の障壁の減少」、これはアメ
リカならではかもしれませんが、英語ができない学生に
とって会話の練習などに使える。あと、「批判的思考に
ついての教育」、答えを信じるべきかどうかを考えるた
めに使う。
　基本的には、あまり確固としたものを得るために使っ
ているわけではないということです。いずれも、ポイン
トにこだわってというか、大規模言語モデルに、今、ど
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のようなものが入っているのかという多様性を利用した
り、こういう考え方があるのかとか、もちろん、文章の
並びを知っているので、言葉の流暢さなどというところ
を活用するほうがいいということを言っています。
　ですから、便利で私の仕事を何でもやってくれるとい
うわけではなく、いろいろな情報を知っているし、それ
を引き出すことができる。かつ、いい言葉の並びを知っ
ているから、英語にも翻訳してくれるということは活用
すべきだけれども、それ以外は、なかなか難しいという
ことを言ってくれているということです。
（スライド P 　Think Step by Step）
　プロンプトエンジニアリングの方法。いいプロンプト
をつくることが非常に重要だという話をしましたが、よ
く知られている事例が “Think Step by Step” というも
のです。これは論文として非常に有名です。大規模言語
モデルでプロンプトを書くときに、そこに「一歩ずつ考
えよう（Let’s think step by step）」という一言を入れ
るだけで性能が上がるという話です。
　なぜ、そうなるかというと、大規模言語モデルでは、
文章を一単語ずつ紡いでいくわけですが、この文字列を
入れておくと結び付きが非常に強くなるわけです。あま
り論点が飛躍しないように、少しずつ文章をつくるよう
になるので、結果的にいい出力が得られることが分かっ
たという論文があります。それも、どのように引き出せ
ばいいか、いろいろと考えた結果です。
　ここに、いろいろなプロンプトの例があって、“Let’s 
think step by step” が一番よかったということですが、
それ以外にも、例えば、全然関係ない “It’s a beautiful 
day.” とか、いろいろと調べられているわけです。この
ようなことを調べなければいけないほど、よく分かって
いないということも、逆に分かるということです。
（スライド P 　深津式プロンプト）
　深津式プロンプト。このような感じの構造をつくって
いくと、非常に出力がよくなることが知られています。
（スライド P 　野口式プロンプト）
　これは野口式プロンプトというもので、YouTube で
やっていたものですが、これも構造になっていて、最後
に、出力させた後に、「こういうことを聞きましょう。
どの案がよろしいですか」と私に聞くみたいなプロンプ
トを入れておくと、そこでサイクルを回すことができて、
より案を練ることができる。このようなものをエージェ
ント化といいますが、システムに自発的にいろいろと考
えさせるようなプロンプトを書くことによって、内容が
より洗練されていくことも知られていて、このようなこ

とも活用していくことができます。
　この辺も、いろいろとトライ＆エラーで、ビジネスの
人たちが見つけてくれたものなので、活用するといいの
ではないかと思っています。
（スライド P 　今後の課題）
　今後の課題です。
（スライド P 　ガートナーのハイプサイクル）
　これは、ガートナーのハイプサイクルというものです。
今、実は生成AI はピークにあります。ですから、一番
の興奮期というか、期待が一番高い状態で、ここから幻
滅期に入っていく。今、皆さん、一番期待が高い状態に
なっているので盛り上がっているわけですが、徐々に落
ち着いて成熟していくことになると思います。今日、お
話ししたような使い方をしていくことが、この辺ではな
いかと思いますが、いろいろな課題がいわれています。
（スライド P 　技術的課題）
　先ほどのハルシネーション（hallucination）もコンフ
ァビュレーション（confabulation）もそうですが、例
えば、長期記憶。人間のように長い記憶を持っているわ
けではないので、昨日話したことを踏まえて話すとか、
年前のことを話すみたいな、人間みたいなことはなか
なか難しいです。あと、徐々に賢くなっていく。言語モ
デルは、一度つくってしまえば、だいたい、それをその
まま使っていきます。それを徐々に賢くしていくことを
継続学習といいますが、そういったことも非常に難しい。
あと、モデルが透明ではなく、何が出てくるか分からな
い。当然、誰がどのようなデータを使って、どのように
「○」「 」をつけて強くしてきたか分からないので、「こ
んなものを使い続けていいのか？」みたいな話もありま
す。
　そのような話が、OpenAI を 年使い倒したマイクロ
ソフトが書いた論文のなかに、いろいろと書いてあるの
で、興味があれば、ここを見ていただければと思います。
（スライド P 　グラウンディング／記号創発）
　私は、ChatGPT は、やはりまだまだだと思っています。
最後に、少しだけ私の研究の話をしますと、私は人間と
やりとりをするコンピュータの研究をしています。やは
り、言葉が全く扱えていない感じがするわけです。最近、
私が読んだ本で、例えば、今井むつみ先生の『言語の本
質』という本があるのですが、言葉は体と結び付いて理
解されるべきだという話がされていたりします。これは
立命館大学の谷口忠大先生がやられている話で、人間と
ロボットが理解していくなかで、身体性、体みたいなも
のが非常に重要で、そのなかで言葉が生まれていくべき
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だという話です。
（スライド P ）
　どういうことかというと、これは私がやっている研究
です。ＡさんとＢさんが別の画面を見ていて、 人で想
像しながら同じ絵をつくっていくという対話を収集して
います。
　これはＡさんの画面で、Ｂさんにも同じような画面が
あって、この つの図形が全く違うかたちで配置されて
いるのを、 人で話しながら同じレイアウトにしていく
という対話を集めています。なぜ集めているかというと、
その話し合う過程が非常に重要だからです。そういうこ
とをやっていくと、このような感じになります。
　「よろしくお願いします」「円が つあるので、自動車
の車輪のように配置するのはどうでしょうか」「分かり
ました。トラックのようなイメージですね」「いいですね。
では、四角形をトラックの運転席と荷台の部分として配
置しましょう」「直角ではない四角形をトラックの先端
部分にしますか。ひし形は排気ガスというイメージです
かね」「分かりました。小さい平行四辺形を運転席の窓
にするのはどうでしょうか」。このような感じの対話が
実際に出てくるわけです。
　これは、 人で、その場でその単語の意味をつくって
いっているわけです。トラックなどは存在しないわけで
す。しかし、これはトラックだというふうにして、 人
でトラックだと思い合えば、それはもうトラックになっ
て、そのなかに排気ガスや運転席の窓とかが出現してき
て、それが 人の間で合意されていく。
　言葉というのは、谷口先生もよく言っていますが、
人で意味を決めていく過程だと。私もそれに、結構、賛
成していて、それは大きなデータでつくったものから何
かを引き出す作業ではなく、言葉をつくっていくほうの
過程が、人間の対話というのは多いのではないかと思い
ます。ですから、ChatGPT は ChatGPT で使い倒せば
いいのですが、人間が言葉を紡いでいっている過程は、
人の間での取り決めみたいなことが非常に重要になっ
てくるので、そういったことは、今は苦手なものですか
ら、そこを何とかしないといけない。今、そういう研究
をしています。
（スライド P ）
　まとめますと、今日は、このような話をさせていただ
きました。とりとめのない話で、少しややこしかったか
もしれませんが、「生成AI とは何か」「ChatGPT とは何
か」、あと、いろいろな諸課題などについて説明しました。
もし人工知能学会に、ご入会いただけると、このような

冊子が カ月に 回送られてきます。今月の冊子の表紙
は、まさに生成AI が表紙になっています。
（スライド P ）
　ここに先ほどの宇宙飛行士と馬の絵があったり、こ
こに ChatGPT、GPT‒ 、GPT‒ 、GPT の話があった
り、この辺に倫理的な課題も書いていて割と網羅的なの
で、もしよろしければ、ご購読いただければと思いま
す。あと、YouTube の人工知能学会公式チャンネルが
あって、実は私がつくったりもしているのですが、最近、
ChatGPT の特集なども組んだりしていますので、ぜひ
チャンネル登録などしていただければと思います。
　少し長くなりましたが以上です。ありがとうございま
した。

　先生、ありがとうございました。それでは、残
りの時間は質疑応答に充てたいと思います。ただいまの
ご講演で、ご質問・ご意見等ございましたら、挙手をお
願いいたします。

　ご講演ありがとうございました。大変分かりや
すくて、いろいろと考えるところがありました。質問と
いうか、先生のお考えをお伺いしたいのですが、これか
ら、われわれ教育に従事している者たちは、ChatGPT
と教育をどのように組み合わせていくか、非常に悩むと
ころでして、学生に教えてしまうと、やはり使われてし
まうというか、先ほど、先生のお話にあった作話です
ね。あのようなものを吟味することができないので、そ
のまま出してしまう。一方で、それをチェックする側の
教職員が、それが虚偽かどうかということを探していか
なくてはいけないというところで、イタチごっこが始ま
るような気がしています。どのように教育のなかに、生
成AI を組み込んでいったらいいのか、非常に悩むとこ
ろです。
　使い方やガイドライン的なものが分かった大学は、ス
テートメントみたいなものを出しているわけですが、実
際に教育に取り込んでいく場合には、どのようなことを
やっていけばいいのか。例えば、先行事例などがありま
したら、ぜひ、ご教授いただきたいのですが、よろしく
お願いします。

　そうですね。ChatGPT がつくったかどうかは、
正直、分からないです。これは OpenAI の人たちが、
そういうふうに書いていて、虚偽ディテクターみたいな
ウェブサイトが世の中にはあったり、ChatGPT がつく
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ったかどうかを当てるということをうたっているものも
結構あるのですが、それは効果がないと、OpenAI は言
っています。ですから、正直なところ、ChatGPT も分
からないし人間も分かっていないので、そこはもう信頼
関係でやるしかないという話になります。
　その上で、まずは学生の理解度によるとは思います
が、こういうものであることを理解して、われわれが、
こういうことを学んでもらいたいということを伝えた上
で課題をやってもらうことが大前提だと思います。そ
れを無視する場合はいろいろな方策があって、例えば、
この間のトークで宮台真司さんが言っていたのですが、
ChatGPT に、まず素案をつくらせようと。それを直す
ことを課題にするということを言っていて、それも一つ
のやり方です。
　あと、私が自分の学生に課題で出したときは、
ChatGPT だけを使って課題を解答せよということをし
ました。それは、結局、どういう質問をするかというこ
とが一番重要になってくるので、その質問を考えさせる
意味では、逆に勉強になって、それも一つのやり方では
ないかと思います。
　過渡期的には、そういうやり方でよくて、最終的に理
解が追いついてくると、こういうことを知らなくてはい
けないのだなという価値観が醸成されれば、そういうこ
ともなくなるのではないかと思いますが、とっさに思い
付くのは、その つかなと思います。

　ありがとうございます。

　そのほかに、いかがでしょうか。

　ChatGPT の信頼性についてお尋ねしたいので
すが、先日、ちょっと時間があったので、就職用の SPI
の問題を、ChatGPT に問題文を入力するということを
やったのですが、そのとき、英語の問題と数Ⅰの問題を
解いてもらったら、 点の問題で 割か 割ぐらいの
正解だったわけです。問題としては、「以下の問題を解
いてください」ということで、問題をそのままコピーし
たものを入れたのですが、解答としては、ChatGPT の
ほうは、「これは SPI の問題ですね」ということで解い
ていったのですけれども、正解がちょっと低かったのが
意外でして、そんなものなのでしょうか、なぜなのか教
えていただければと思います。

　そうですね。なかなか難しくて、この間、医師

国家試験は合格したのですね。アメリカの弁護士の試験
にも合格したので、基本的には、世の中にたくさんデー
タがあれば割とうまくいきます。いろいろなところにリ
ソースがあって、データがあって、こういうことがよく
いわれているみたいなものに沿うような質問は、割と答
えることが容易にできます。
　数学とかは、少し苦手なところがあって、それはやは
り言語で解くので、次の言葉は何か、次の単語は何かみ
たいな解き方をしているので、計算とかができないわけ
です。現状、難しい。数学や算数は間違える傾向にあり
ます。それがよく知られています。
　ただ、SPI について言うと、あまり世の中に露出した
電子的なデータが少ないのではないかとか思います。そ
ういう日本語のデータが少ないのではないかと。おそら
く、そういうところが原因なのではないかと、個人的に
は思っています。よく知られた試験であれば、どこかで
似たような試験問題があって、それを参考に解くことが
できるので、解けるのではないかということです。です
から、なぜかは、この場では分からないですが、そうい
うことはあり得ますというところですね。

　そのほか、いかがでしょうか。

　職員の加藤と申します。将棋が好きで、将棋の
AI に興味があります。少しタイトルとズレますが、先
ほどのパラメータの評価とか、動作修正のところの正解
の評価というものをAI にさせるのは、少し乱暴なのか
なと思ったのと、仮に評価させる場合ですが、何か正解
値ということを出すために、キーワードや要素が出てく
ると思うのですが、その場合のキーワードや要素は、先
生が何か考えられるものというのはあるでしょうか。

　アラインメントをどうやっているかという話で
すか。

　アラインメントの、評価自体を人間がどうやっ
てやるかというところを、AI にさせたほうが、要する
にデータも膨大だし、効率的ではないかと思って、それ
をやらせる場合は、正解の評価をさせなければいけない
と思うのですが、その正解の評価をする場合に、何か正
解の評価値を何かやらないといけないと思うのですが、
その評価の要素やキーワードは何かないのかなと思った
りしたのですが……。
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　人工知能の研究者としては、やはり人工知能は
人間の幸せのためにあるということになって、人間がい
いとしたものをデータにして、それを機械に学ばせて、
それを参考に機械学習を回すというのが普通です。です
から、AI が、AI 独自の、例えば、喫煙する人を減らし
たいみたいな意図があって、喫煙している人は世の中に
要らないみたいな価値観を持ってしまって、どんどん切
り捨ててしまうみたいなことが起きるわけです。一律に
切り捨てることは、人間の価値観に合わないので、その
意味では、AI に特別な理想的なものを押し付けるので
はなく、若干不条理な人間のいろいろな混じったような
ものを、人間がどうやって教え込んでいくかということ
のほうが、課題になっているのではないかという気がし
ます。
　ちょうど先週、プラハへ行ったと言いましたが、そこ
ではOpenAI の人が講演していて、彼は人類の繁栄が
目標で、そこにアラインメントするにはどうすればいい
かみたいな話をしていて、結果的に「人類の繁栄とは何
か」みたいなことを定義しなければいけないのですが、
価値観は多様なので、おそらく定義はできないので、民
主主義的な考え方になってしまうと思うのですが、そう
いったものを、いかに教え込んでいくかというところが
重要だと、彼らも考えているようです。

　本日は、どうもありがとうございました。先ほ
ど、「人類の幸せのため」というお話がありましたが、
結局、AI はどこへ向かっていこうとしているのかとい
うことが、今の話を聞いて疑問に思ったことと。そもそ
も質問したかったのは、データはどこから取ってきてい
るのか。そのデータの取り方次第で賢さが違ってくると
いう話があったので、どこから取ってくるのかで、かな
り大きな影響があると思うのですが、例えば、今、日本
語のAI は、どこからどのようにして取ってきて学んで
いるのかということを教えていただければありがたいと
思います。お願いします。

　ここには、一応、書いてあって、よくあるのは
ウィキペディアとか、あと、Pushshift.io という、向こ
うで言うアメリカの掲示板みたいなもののデータです。
あと、“CC” と書いてあるのは、“Common Crawl” と
いって、ずっとウェブデータを蓄え続けている人たちが
いるわけです。そういうプロジェクトがあって、これま
でのウェブデータを全て蓄えている人がいて、そういう
データが集積されている。あと、BookCorpus というの

は電子化された本のデータです。
　基本的には、あまり無駄にたくさんあるよりも、きれ
いなデータをきちんとした分量集めるのが重要だといわ
れています。ですから、ウェブのデータも、きれいにし
たデータとか、あと、the Pile もウェブのデータの集積
ですが、基本的には、ウェブのデータを誰かがずっと集
めていて、これはいろいろな研究のために集めていたり
するわけですが、それがこういうところで使われている
ということになります。
　日本語の場合も、基本的にはウェブのデータが中心
で、Common Crawl の日本語のパートがあって、そこ
を使っているのと、あとはニュース記事とか、使えると
ころは使うという感じです。一応、著作権的には使って
いいことになっているので、それを使えるものは使うの
ですが、日本語のデータは、英語に比べると非常に少な
い。世界には、もっと少ない言語もあるので、日本語は
まだまだ恵まれているほうではあります。英語のほうが、
ChatGPT の回答がいいというのは、データが多いから
ということになります。基本的には、Common Crawl、
Books、Reddit などが使われていると考えていただけ
ればいいかと思います。
　AI がどこに向かうのかというのは、われわれがどこ
に向かうのかということと、基本的には一緒だと思って
います。ただ、AI が独自に何かしら発展して、勝手に
何か考えて、先ほど言ったような何かしら価値観を持っ
て、人間は死んだほうがいいみたいな価値観を持って暴
走していくみたいなことも起こらない可能性はないわけ
ではない。独立して動いてしまうと、そういうことも起
こりかねないので、少しずつAI を開放していくべきで
はないか、少しずつできることを増やして、世の中の制
度とかをつくりながら、両輪で少しずつ賢くしていくべ
きではないかという議論は、AI 業界ではよくいわれて
います。
　いわゆる銃を持ったドローンみたいなものが、どんど
ん動き回って、時に誰かから命令されたもので、そのま
ま動いてしまうということは十分にあり得ます。その意
味では、命令する人間がいたわけなので、人間が最終的
には決定しているのだとは思いますが、そういう暴走が
起こりかねないので、少しずつ整備しながらやろうとい
う発想が多いかなと思います。

　そのほか、いかがでしょう。

　重ね重ねの質問になって申し訳ありません。大
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学で、例えばAI を使っていこうという方針を得ないと、
科目ごととか個別のところで使うと、ここでは使って、
ここでは使わないと。実際に知っている人と知っていな
い人で、今後、試験は別ですが、レポート等を生成する
ようなところで、正しい成績評価ができなくなる可能性
があるので、全体で使うか、使わないかという議論が必
要だと思うのですが、実際に先生がいらっしゃる大学と
かは、どのような活用方法、ステートメントになるのか
もしれませんが、大学で導入されているのか。導入の仕
方ですね。どのように全体でコンセンサスを得たとかと
いう事例があったら、教えていただきたいです。よろし
くお願いします。

　そうですね。これといったやり方はないのです
が、みんなで一律入れる、もしくは一律入れないという
よりは、入れる方向ですが、別にそこで差分が出るとは
思っていなくて、今は、ほとんど各教員の裁量になって
いて、必要だと思えば入れてくださいという話だと思い
ます。それは、やはり各教員しか「これを教えたい」と
いうことが分からないので、一律で、これを入れるべき、
入れないべきということは、その教員でないと分からな
いことです。
　例えば、文章を洗練させることが仕事であれば、まず
ChatGPT につくらせて直せばいいし、一からつくるこ
とが重要であれば使ってはいけないみたいなことで、や
はり教員がレベルアップしていくことが、一番まずは重
要かなと思います。全体的に、こういうリテラシーが高
まっていくと、徐々に解決するのではないかと思います
が、最終的に、教員が教えたいこと、もしくは大学が教
えたいことに依存する話なのかなと思います。

　ありがとうございます。

　ありがとうございました。大変興味深く学ばせ
ていただきました。AI というと、コンピュータが自我
に目覚めるような、SF の世界みたいなコンセプトにな
るのですが、今日のお話を伺って、膨大なテキストデー
タから単語の関連性から統計的に選択するみたいなかた
ちで出力データを得るシステムが基本だということを考
えると、基本的に、その統計的なデータの選択による結
果だとすると、コンピュータが、実際に自分の知能があ
って、自我に目覚めてとか、そういうレベルには、まだ
まだ到達していない感じがするのですが、そのあたり、
人間がつくったテキストデータを膨大に集めて、そこか

ら統計的に選択するというようなプロセスから、本当の
人工知能というか、人間の脳の働きに近いようなかたち
になるまで、今、そういう方向に向かっているのか、先
生の見解を伺いたいと思いました。

　そうですね。一番最後に話した『言葉の本質』
にも書かれていたりしますが、言葉の意味を理解してい
ないというのが重要なことかなと思います。実際によく
いわれるのは、「リンゴ」という言葉を聞いたときに、
今のシステムは、「リンゴ」という言葉は知っているけ
れども、リンゴが何か分からないまま「リンゴ」と言っ
ているわけです。とにかく「リンゴ」と何回か出てきて
いたという感じですけれども、実際にリンゴがいったい
何を引き起こしていて、それで世の中がどう変わってい
くのかとか、リンゴの美味しさとか、ジューシーさとか、
いろいろなことを知らないまま言葉だけを使っている。
　実際に、世の中で使われているのは、人とコミュニケ
ーションするために使われてきているので、言葉を使い
こなすレベルにくると思います。実際に、ロボットに言
葉を教えるということがされていて、人間の言葉に沿っ
て、しっかりと動くことができるかどうか、いろいろな
訓練をしています。インストラクションを与える。例え
ば、「リンゴを取ってきて、あそこに載せなさい」みた
いなことを言って、それができなかったら報酬を与えな
いということを何度もやると、こういう動詞は、こう使
うんだとか、リンゴは持ったら重いから大変だとか、そ
ういうことがだんだんと分かってくるようになる。そう
して今度は家の中に入ってきたり、大学の中に入ってき
たりして、世の中の知識を身に付けていく。その段階が
次にやってくる。そうすると、だんだんと仲間のような
感じになっていくのではないかと思っています。今は、
言葉と記号しか知らないけれど、実社会のなかで動ける
ようになってきて、われわれと価値観を共有するように
なってきて、人間と変わらないようなものになっていく
というのが、私の考えです。そこの端緒にあるかなとい
う感じです。ロボットが実際に言葉で動いて、分からな
ければ聞いてくるということまではできるようになると
思います。Google も結構、それでやっています。

　はい、それではありがとうございました。時間
となりましたので、ここまでにさせていただきたいと思
います。今日は、大変難しいところから、実際の活用方
法等を分かりやすく教えていただきましてありがとうご
ざいました。何かAI というと、データに圧倒されて恐
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怖心のようなものを感じていたのですが、手綱を引いて
いるのは私たちであるということで、うまくAI を生活
にも教育にも活用できるのではないかということを学ば
せていただきました。どうもありがとうございました。
最後に、もう一度、先生に拍手でお礼を申し上げたいと
思います。よろしくお願いいたします。
（終了）
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　研　究　所
　　所員　所長　渋谷　　寿　　顧問　河村　瑞江　主任　山中　なつみ
　　　　　職員　牧野　弘実

　運営委員会
　　構成員　委員長　河合　玲子
　　　　　　委　員　坂本　麗香　　中神　克之　　堀部　要子　　松林　義人

　①　第 回運営委員会
　　日　時：令和 年 月 日（金） 時 分～ 時 分
　　出席者：委　員　河合玲子・坂本麗香・中神克之・堀部要子・松林義人
　　　　　　研究所　渋谷寿・河村瑞江・山中なつみ・牧野弘実
　　議　題： ．令和 年度運営委員長選出
　　　　　　 ．令和 年度事業計画
　　　　　　 ．令和 年度予算計画
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号進捗状況
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号について
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号進捗状況
　　　　　　 ．令和 年度「開かれた地域貢献事業」について
　　　　　　 ．令和 年度大学講演会について
　　　　　　 ．その他
　　資　料： ．令和 年度総合科学研究所事業計画案
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所名簿
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所年間スケジュール（参考）
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所予算案
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所決算・予算執行一覧
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号配布部数・送付先リスト
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号構成案・発行スケジュール案
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号発行部数案
　　　　　　 ．令和 年度「開かれた地域貢献事業」応募一覧
　　　　　　 ．瑞穂区役所共催事業　打ち合わせ会記録
　　　　　　 ．大学講演会一覧（平成 年度～）
　　　　　　 ．大学講演会講師候補者資料
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所宛送付物一覧（R . ）

　②　第 回運営委員会
　　日　時：令和 年 月 日（金） 時 分～ 時 分
　　出席者：委員長　河合玲子
　　　　　　委　員　坂本麗香・中神克之・堀部要子・松林義人
　　　　　　研究所　渋谷寿・河村瑞江・山中なつみ・牧野弘実
　　議　題： ．令和 年度「開かれた地域貢献事業」について
　　　　　　 ．令和 年度大学講演会について
　　　　　　 ．令和 年度予算計画について
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　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号の報告
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号の発行について
　　　　　　 ．地域連携窓口業務について
　　　　　　 ．その他
　　資　料： ．令和 年度瑞穂児童館共催講座／イベント企画一覧
　　　　　　 ．瑞穂児童館第 回打ち合わせ会記録
　　　　　　 ．瑞穂区役所第 回打ち合わせ会記録
　　　　　　 ．令和 年度大学講演会講師候補者資料
　　　　　　 ．総合科学研究所予算執行状況一覧（R . . 時点）
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号配布先一覧
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号発行部数案・背景色検討資料
　　　　　　 ．令和 年度越原学園・瑞穂区役所第 回打ち合わせ会記録
　　　　　　 ．令和 年度地域連携窓口対応一覧（R . ～ ）
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所宛送付物一覧（R . ～ ）

　③　第 回運営委員会
　　日　時：令和 年 月 日（金） ： ～ ：
　　出席者：委員長　河合玲子
　　　　　　委　員　坂本麗香・中神克之・堀部要子・松林義人
　　　　　　研究所　渋谷寿・河村瑞江・山中なつみ・牧野弘実
　　議　題： ．令和 年度大学講演会について
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号報告
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号について
　　　　　　 ．令和 年度プロジェクト研究募集について
　　　　　　 ．予算についての検討
　　　　　　 ．令和 年度「開かれた地域貢献事業」について
　　　　　　 ．その他
　　資　料： ．令和 年度大学講演会報告、参加者アンケート結果集計
　　　　　　 ．大学講演会一覧（R 年度～）
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号配布部数一覧
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号目次案・スケジュール案
　　　　　　 ．令和 年度プロジェクト研究応募要領
　　　　　　 ．令和 年度プロジェクト研究申請書類（K‒ ～K‒ ）
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所予算執行状況（Ｒ . . 時点）
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所予算配分案
　　　　　　 ．令和 年度予算提出までのスケジュール
　　　　　　 ．瑞穂区役所第 回打ち合わせ会記録、チラシ、実施記録、アンケート結果
　　　　　　 ．瑞穂児童館学内打ち合せ会（講座）記録
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所宛送付物一覧（R . ～ ）

　④　第 回運営委員会
　　日　時：令和 年 月 日（金） 時 分～ 時 分
　　出席者：委員長　河合玲子
　　　　　　委　員　坂本麗香・堀部要子・松林義人
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　　　　　　研究所　渋谷寿・河村瑞江・山中なつみ・牧野弘実
　　議　題： ．令和 年度プロジェクト研究採択
　　　　　　 ．令和 年度予算について
　　　　　　 ．令和 年度予算について
　　　　　　 ．令和 年度大学講演会について
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号について
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号について
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号について
　　　　　　 ．令和 年度「開かれた地域貢献事業」について
　　　　　　 ．地域連携窓口業務について
　　　　　　 ．その他
　　資　料： ．令和 年度総合科学研究所予算案
　　　　　　 ．令和元～令和 年度予算と決算
　　　　　　 ．令和 年度予算執行一覧（R . . 時点）
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所決算報告書
　　　　　　 ．令和 年度予算増額申請書
　　　　　　 ．令和 年度大学講演会概要（予定）
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号目次
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号構成案・発行部数案・発行スケジュール案
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号構成案・発行部数案・発行スケジュール案
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号背景色・巻頭言執筆者検討資料
　　　　　　 ．令和 年度越原学園地域連携事業一覧（中間報告）
　　　　　　 ．瑞穂児童館共催講座実施記録
　　　　　　 ．瑞穂児童館学内打ち合わせ会記録
　　　　　　 ．瑞穂区役所第 回打ち合わせ会記録
　　　　　　 ．令和 年度地域連携窓口対応一覧（R . . 時点） 
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所宛送付物一覧（R . ～ ）

　⑤　第 回運営委員会
　　日　時：令和 年 月 日（金） 時 分～ 時 分
　　出席者：委員長　河合玲子
　　　　　　委　員　坂本麗香・中神克之・堀部要子・松林義人
　　　　　　研究所　渋谷寿・河村瑞江・山中なつみ・牧野弘実
　　議　題： ．令和 年度プロジェクト研究について
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号の発刊について
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号の発刊について
　　　　　　 ．令和 年度「開かれた地域貢献事業」について
　　　　　　 ．予算について
　　　　　　 ．地域連携窓口業務について
　　　　　　 ．その他
　　資　料： ．「総合科学研究所だより」 号構成・背景色検討資料
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号構成
　　　　　　 ．瑞穂児童館共催クリスマスイベントアンケート結果および用紙
　　　　　　 ．瑞穂児童館共催クリスマスイベント実施記録
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　　　　　　 ．瑞穂児童館共催講座実施記録
　　　　　　 ．瑞穂保健センター打ち合わせ会記録
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所予算
　　　　　　 ．令和 年度予算執行一覧（R . . 時点）
　　　　　　 ．年度末執行状況と書類締切の連絡文書
　　　　　　 ．令和 年度地域連携窓口業務対応一覧（R . . 時点）
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所宛送付物一覧（R . ～R . ）

　⑥　第 回運営委員会
　　日　時：令和 年 月 日（金） 時 分～ 時 分
　　出席者：委員長　河合玲子
　　　　　　委員　坂本麗香・中神克之・堀部要子・松林義人
　　　　　　研究所　渋谷寿・河村瑞江・山中なつみ・牧野弘実
　　議　題： ．令和 年度事業報告
　　　　　　 ．令和 年度決算報告
　　　　　　 ．令和 年度開かれた地域貢献事業について
　　　　　　 ．「総合科学研究だより」 号について
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号について
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号について
　　　　　　 ．令和 年度大学講演会について
　　　　　　 ．地域連携窓口業務について
　　　　　　 ．その他
　　資　料： ．令和 年度総合科学研究所事業報告
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所予算執行状況一覧表（R . . 時点）
　　　　　　 ．瑞穂児童館共催講座　実施記録・アンケート結果考察・アンケート結果
　　　　　　 ．令和 年度地域貢献事業応募要領、応募用紙、募集案内メール文案
　　　　　　 ．「総合科学研究所だより」 号配布先・部数一覧表
　　　　　　 ．『総合科学研究』第 号配布部数・外部送付先一覧表
　　　　　　 ．「地域連携ニュースレター」 号構成、配布先・部数一覧表
　　　　　　 ．大学講演会概要案
　　　　　　 ．令和 年度地域連携窓口業務対応一覧
　　　　　　 ．令和 年度越原学園地域連携事業一覧
　　　　　　 ．令和 年度機関研究「食と健康」応募要領
　　　　　　 ．令和 年度機関研究「女子教育」応募要領
　　　　　　 ．令和 年度機関研究「大学授業法 」応募要領
　　　　　　 ．令和 年度機関研究「幼児保育研究会」応募要領
　　　　　　 ．令和 年度研究メンバー募集案内、機関研究申込承認願
　　　　　　 ．令和 年度総合科学研究所宛送付物一覧

　　幼児保育研究会
　　〈幼稚園教員〉渋谷寿　　森岡とき子　壁谷紫織　　関戸紀久子　山本利麻　　渡邊和代
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　　　　　　　　 白木律子　平岩保子　　光崎亜紀美　皆川奈津美　小澤黎花　　竹内敦子
　　〈大 学 教 員〉河合玲子　倉田梓　　　鈴木美枝子　坪井眞里子　村田あゆみ　山中なつみ
　　　　　　　　 山田勝洋　山本忠　　　山本麻美　　吉川直志

　　研究会
　　第 回　令和 年 月 日（金） 時 分～ 時 分「令和 年度研究計画について」
　　　　　　参加者：幼稚園 名・河合玲子・倉田梓・鈴木美枝子・坪井眞里子・山本忠・
　　　　　　　　　　山本麻美・吉川直志・牧野弘実

　　第 回　令和 年 月 日（月） 時 分～ 時 分「令和 年度実践報告」
　　　　　　参加者：幼稚園 名・河合玲子・倉田梓・鈴木美枝子・坪井眞里子・村田あゆみ・
　　　　　　　　　　山中なつみ・山本忠・山本麻美・吉川直志・牧野弘実

　　遠山佳治（代表）・河合玲子・三宅元子・吉川直志

　　竹内正裕（代表）・加藤芳司・河合玲子・佐々木真吾・佐々木基裕・杉原央樹・鈴木美枝子・田中弘美・
　　内藤紘一・橋本侑美・羽澄直子・服部幹雄・吉川直志

　　高橋哲也（代表）・小椋郁夫・駒田格知・幼児保育研究会

　　研究課題　女性のスポーツ障害率と受傷リスクにおける内的因子に関する研究
　　　　　　　松井一久（代表）・石田和人・加藤芳司・纐纈真之介・玉木徹・内藤紘一・渡邊潤子

　総合科学研究所では、平成 年度より「開かれた地域貢献事業」を企画し実施している。令和 年度は名古屋市
瑞穂児童館、瑞穂区役所との共催でイベントや講座を行うこととなった。名古屋市瑞穂保健センターとの共催講座は、
新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み、本年度の講座は中止とした。

　平成 年度より、学園の地域連携事業の窓口を担っており、年に一度「学校法人越原学園地域連携NEWSLETTER」
を発行している。
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　　講　師：東中竜一郎氏（名古屋大学大学院　情報学研究科　知能システム学専攻　教授）
　　内　容：「大学のためのAI、ChatGPT について」
　　日　時：令和 年 月 日（水） 時 分～ 時 分
　　場　所：名古屋女子大学　南 号館 講義室
　　参加者：名古屋女子大学・短期大学教職員　計 名



資　　　料



─　　─

総合科学研究　第 号

 平成 年 月 日制定
 令和 年 月 日最終改訂
第 条（趣旨）
　　名古屋女子大学学則第 条に基づき、名古屋女子大学総合科学研究所（以下、「研究所」という。）に関する規
程を定める。
第 条（所在地）
　　研究所は、名古屋女子大学内に事務所を置く。
第 条（目的）
　　研究所は、名古屋女子大学の建学の精神に基づき、自然・家政、文化・教育、社会福祉・医療に関する理論並び
に実際を研究すると共に、その専門分野の枠にとらわれず広く共同研究、調査を推進し、文化の創造と学術の進歩、
併せて地域文化の進歩向上に貢献することを目的とする。
第 条（事業）
　　研究所は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。
　　（ ）本学創立者及び女子教育に関する研究
　　（ ）自然・家政、文化・教育、社会福祉・医療に関する研究並びに調査
　　（ ）広く専門分野の枠を越えた総合的な共同研究
　　（ ）研究成果、調査資料の普及発表及び研究報告書などの刊行
　　（ ）研究会、報告会、講演会の開催
　　（ ）研究資料の収集・整理及び保管
　　（ ）国内、国外の研究機関との連絡並びに情報交換
　　（ ）その他、目的達成に必要な事業
第 条（構成員）
　 　研究所は、次の者をもって構成する。
　　（ ）所長　　（ ）主任　　（ ）所員　　（ ）事務職員　　（ ）研究員
　 　所長、主任及び専任の職員は理事長が任命し、その他の兼務者は所長が委嘱する。
　 　第 項第 号に規定する所員は次の各号により構成する。
　　（ ）名古屋女子大学、名古屋女子大学短期大学部及び付属幼稚園の専任教員
　　（ ）その他、第 条の目的に賛同する者で、研究所長が認めた者
　 　第 項第 号に規定する所員を希望する者は、次の各号の所定の書類等を提出するものとする。
　　（ ）本研究所所定の申込書　　（ ）履歴書　　（ ）研究業績・研究目的書
第 条の （顧問）
　 　研究所は、必要に応じて顧問を置くことができる。
　 　顧問は理事長が委嘱する。
第 条（任務）
　 　所長は、研究所を代表し、庶務を掌理する。その任期は 年とし、再任を妨げない。
　 　顧問は、原則として運営委員会、機関研究会議等に出席することとし、所長に助言するなど研究所の運営に助
力する。

　 　主任は、所長の職務を補佐し、所長に事故あるときは、その職務を代行する。
　 　事務職員は、所長の命を受け事務を担当する。
第 条（監事）
　 　研究所に監事 名を置き、理事長が委嘱する。
　 　監事は次の職務を行う。
　　（ ）財産の状況並びに職員の業務執行の状況を監査する。
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　　（ ）財産の状況または業務について不整の事実を発見した場合は、これを学長または運営委員会に報告する。
第 条（運営委員会）
　 　研究所の運営を円滑に行うため、研究所運営委員会（以下、「委員会」という。）を置く。
　 　委員会は、所長の諮問に応じ研究所の運営に関する重要事項を審議する。
　 　委員会は次の委員をもって組織する。委員は、所長が名古屋女子大学及び名古屋女子大学短期大学部専任教員
の中から各学部 名程度を推薦し、学長が指名する。

　 　委員の任期は 年とし、再任を妨げない。
　 　委員会には、委員長を置き、委員の互選により選出する。
　 　委員会は委員長が招集し、その議長となる。
　 　委員会は委員の過半数の出席によって成立し、議事は過半数の賛成によって成立する。
　 　所長は前項の規程にかかわらず、必要のある場合は構成員以外の者を出席させ発言させることができる。
第 条（研究員）
　 　研究所に研究員を置くことができる。研究員は次の資格を有する者の中から選考のうえ所長がこれを許可する。
　　（ ）大学（短期大学部も含む）を卒業した者またはこれに準ずる資格のある者
　　（ ）その他所長が特に認めた者
　 　研究員を希望する者は、次の各号の所定の書類等を提出するものとする。
　　（ ）本研究所所定の申込書　　（ ）履歴書　　（ ）最終学校卒業証明書
　 　研究員として許可された者は、所定の登録料を納めなくてはならない。
　 　登録料は半期につき , 円とし、研究所が指定する日までに納付するものとする。
第 条（会計）
　 　研究所の経費は、校費、助成金、寄付金その他をもってこれにあてる。
　 　会計に関する事項は別に定める。
第 条（顧問料）
　　第 条の に規定する顧問に、別に定める顧問料を支給する。
第 条（規程）
　　この規程の改廃は、常務理事会の議を経て理事長が定める。

附　則
　この規程は、平成 年 月 日から施行する。
附　則
　この規程は、平成 年 月 日から施行する。
附　則
　この規程は、平成 年 月 日から施行する。
附　則
　この規程は、平成 年 月 日から施行する。
附　則
　この規程は、平成 年 月 日から施行する。
附　則
．この規程は、平成 年 月 日から施行する。
．心理教育相談室内規は、この規程施行の日から、これを廃止する。
附　則
　この規程は、令和 年 月 日から施行する。



学内外の多くの方々のご協力、ご支援をいただきまして、『総合科学研究』第 号発行のは
こびとなりました。機関研究やプロジェクト研究などに携わった先生方、また本研究所の研究
活動にご理解・ご協力くださった方々に厚く御礼申し上げます。今号においても幼児教育から
大学教育にいたるまで、女子教育を中核として様々な研究活動に関する研究報告、名古屋市瑞
穂児童館や瑞穂区役所との共催となる開かれた地域貢献事業の実践報告を掲載しております。
また、近年教育界においても大きな関心を呼んでいる、チャットGPTをテーマとした大学講
演会の概要も報告しております。
昨年度より、研究所の運営委員会メンバーが全ての学部から構成されることとなりました。
多岐にわたる専門分野の先生方による分野横断的な研究や地域への貢献活動が今後もさらに発
展するよう、本研究所へのご支援をどうぞよろしくお願い申し上げます。

 坂本　麗香

令和 年 月 日発行

発行者　名古屋女子大学総合科学研究所
　　　　所　長　　　　　渋 谷　　 寿

〒 ‒ 　名古屋市瑞穂区汐路町 ‒

編集委員　
　委員長　坂本　麗香
　委　員　渋谷　　寿　　河村　瑞江　　山中　なつみ
　　　　　河合　玲子　　中神　克之　　堀部　要子
　　　　　松林　義人　　牧野　弘実
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